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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「世界の終焉おわりに現れし救世主──星を継つぐ者」





『聖せい女じよ言げん行こう録ろく』より








第十七話　〈方舟〉に至る門









「ただいま。待たせたな、みんな」

「お帰りなさい、レベッカさん」




　処女宮ヴアルゴの月、第十五日。

　時計の針が、ちょうど十三時を指した頃──。

　今朝、王都アーカムを出しゆつ立たつし、順調に〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉を目指していたアッシュたちだったが──およそ三十分前、謎めいた魔獣による襲撃を受けた。しかも、魔ま導どう艇ていデュランダルのシステムに侵入されるという、前代未聞の窮きゆう地ちに陥ったのである。

　もはや、魔導艇の廃はい棄きもやむなしと思われたが、そこにレベッカが駆かけつけて、敵性魔獣を駆く逐ちくした。

　おかげで魔導艇のシステムは復旧し、現在、艇は洋上に停泊している。

　ミラベルがシステムを点検するため、出発は一時間後に定められた。あれほどの侵しん蝕しよくを受けたということで、念のためチェックが必要ということだ。〈方舟〉への到着が遅れることになっても、航行中の安全には代えられない。

　点検作業班はミラベルを筆頭に、メインの操縦士であるアーニャ、時に操縦を代わるユニス、さらには万能選手であるコゼットと決まった。また、アーニャから離れようとしないモルドレッドも、必然的に点検作業班と行動を共にすることになった。

　というわけで──操そう舵だ室しつに詰めている点検作業班の邪魔にならぬよう、アッシュたちは甲かん板ぱんに移動した。改めてレベッカを取り囲かこむと、口々に再会の喜びを伝える。

　レベッカは包容力を増した感のある笑みを浮かべつつ、アッシュたちの言葉を受けとめていたが、やがて思い出したように苦笑を浮かべた。

「おっと、すまない。まだ聖騎甲アークを装備したままだった」

　事実、とっくに戦闘は終わったというのに、レベッカは鎧よろい姿のままだったのだ。

　戦闘装束でありながらも、装甲部分は少ない。むしろ花嫁衣装を彷ほう彿ふつとさせる、不思議な聖騎甲アークだった。並々ならぬ魔力波動を放っている。

　レベッカが聖騎甲アークを解除し、旅装束に戻ったのを見み計はからい、アッシュは訊たずねた。

「今までレベッカさんが装備していた聖騎甲アークとは、根本的に違う感じを受けました」

「ああ、そうだ。話せば長くなるのだが」

「どうせ一時間は出航できないんだし、構わないわよ。たっぷりと聞かせてよね！」

　エーコがグッと身を乗りだすと、シルヴィア、ルッカ、ジェシカ、そしてリンダもきらきらと瞳ひとみを輝かがやかせて、レベッカを押し倒さんばかりに詰め寄った。

「こらこら、君たち。少しは落ち着いて──」

　さすがのレベッカも、エーコたちの勢いに圧されそうになっている。

「いいなあ。俺も女子たちみたく、レベッカさんに迫りたい……」

　女性陣の和気あいあいとした光景を眺ながめつつ、レイモンが羨うらやましそうにぼやくと、

「あまりバカなことばかりいっていると、ファナさんに伝えるぞ？」

　しっかりと釘くぎを刺したのは、マックスだ。相変わらず厳格そうな顔をしているが、レベッカの帰還を嬉うれしく思っているのは明らかで、頰ほおがかすかに緩んでいる。

　レベッカが帰ってきた途端、学院生活の一幕が甦よみがえったかのように思われた。

「それでは、聞いてもらおう」

　レベッカは咳せき払ばらいをひとつ挟はさむと、自身の旅路について語りはじめた。




「な、なんと……！　東方大陸に天空城、使徒ミルカの英霊。極めつけは、聖せい女じよロサ・マリアが装備していたという聖騎甲アーク！　波は瀾らん万ばん丈じようとは、まさにこのこと……」

　レベッカが語り終えたとき、誰もがぽかんと呆ほうけていたが、真っ先に口を開いたのはシルヴィアだった。

「しかも、レベッカさんが第一使徒ミルカの子孫だったなんて……！」

　大人から英雄譚たんを聞かされた児童のように、アッシュも胸を躍らせていた。

「さあ、次は君たちの番だぞ」

　と、レベッカが皆の顔をぐるりと見回した。

「わたしが旅立ったのは、確か……君たちがアッシュの故郷へと旅立つ直前だったな。是ぜ非ひとも、そこから話してくれないか？」

　魔ま導どう艇ていの発進予定時刻まで、あと三十分は残されている。

　皆を代表して、アッシュは語り始めた。

　盟主サヴォナローラの正体が、アッシュとリンダの実父であること。

　アッシュたちの血筋をたどれば、聖女ロサ・マリアにたどり着くこと。

　アッシュとリンダが先天的に獲得している、「どんなドラゴンでも乗りこなせる」能力が、聖女ロサ・マリアの血に由来すること。

　さらには、アルバ村での戦闘や、王都アーカムの歌劇場でクリームヒルトと再会したこと、そしてアルテア関門橋要よう塞さいでの顚てん末まつについても、アッシュは語った。

　今度は、レベッカが呆ぼう然ぜんとする番だった。

「……なんということだ。むしろ君たちのほうこそ、波瀾万丈だったのだな。特にアッシュ。いろいろと、ひとりで抱えこもうとしていたのではないか？」

　レベッカは切なげな表情を浮かべると、アッシュの正面に立った。

「そのような大事に、君のそばにいられなかったとは……」

　レベッカは瞳ひとみを潤うるませると、流れるような動作で、アッシュを抱き締めた。

　一瞬、アッシュは自分の身になにが起こったのか、理解できなかった。おそらく、皆も同様だろう。誰もが思考停止したかのように、言葉を失ったのだ。

「もう二度と、君のそばから離れたりはしない。だから、安心するといい」

　アッシュは思わず、涙ぐんだ。衝動的に、レベッカの背に手を回す。ただ抱きあっているだけなのに、魂のいちばん深い部分で触ふれ合っているかのような気がした。

　意外にも、エーコやシルヴィアをはじめ、誰も怒ってはいない。むしろ「久しぶりの再会なのだから、それくらいは問題ない」といった空気が流れている。

　とはいえ、やはり限界点はあるようで、ついにエーコが咳せき払ばらいをした。

「こほん！　そろそろ、気は済んだかしら？」

　よく見ると、エーコは拳こぶしをぷるぷると震ふるわせている。レベッカに気を遣いつつも、そろそろ我が慢まんの限界が近づいているのだろう。

「ズルいですよ、レベッカさん！　リンダですら、そっ……そんなストレートな抱ほう擁ようなんて、されたことがないんですからっ！」

　リンダもハッと我に返ると、眉まゆをきりっと吊つり上あげる。その腕の中で、パーシヴァルが事態を楽しむように微笑ほほえんだ──と見えたのは、気のせいだろうか。

　一方、シルヴィアとルッカとジェシカは、

「あのレベッカさんが、人目をはばからずにアッシュを抱擁するとは……」

「旅が、レベッカを変えた……のかも？」

「竜騎士ドラグナーとしてはもちろんのこと、ひとりの女としても、一ひと皮かわ剝むけたのですわ」

　嫉妬に駆かられるというよりは、むしろ驚嘆しているのだった。




　その後、無事に点検作業を終えた魔ま導どう艇ていデュランダルは、改めて〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉を目指し、蒼そう穹きゆうを駆けていった。





　　　　◇






「余よを封印より解き放ちしは、汝なんじか？」




　盟主サヴォナローラは、朦もう々もうと立ちこめる煙の中から現れた少女を、啞あ然ぜんとして見つめた。背後に控ひかえていたペネロペとマキャベリ、キーラもまた、言葉を失っている。

　実際に「儀式」を主導していた、白衣姿の研究者たちもまた、なにが起こったのか理解できず、ぽかんと呆ほうけている始末である。

　ただひとりの例外は、ウルスラだった。この超然とした女騎士だけは、いつの間にか神剣フラガラッハを構え、少女を警戒しているのだ。

　処女宮ヴアルゴの月、第十五日。現在時刻は、二十一時三分。

　サヴォナローラたちが集結しているのは、〈方舟〉の中心に位置する〈大神殿〉だ。

　目の前には、大魔導装置〈ヴァラスキャルブ〉の威容。

　この巨大装置を使って、五大星具の各おの々おのに秘められた賢竜王インボルクの情報を取りだし、統合することができれば、サヴォナローラの宿願は叶かなうはずだった。

　ところが、ここで予想外の事態が生じたのである。

　果はたして、目の前にいる少女は誰なのか？　どうやら、星体ラクエルの肉体をベースとしているようだが、あどけない幼女の面おも影かげはない。外見年齢は十六、七歳だろう。

「お前は、一体……？」

　乾いた唇くちびるを震ふるわせつつ、サヴォナローラは問いかけた。

「質問を確認。余は、星間移民船〈ゾノ＝トーン〉に搭載された、人工知能である」

　機械仕掛けの人形さながらの口調で、少女は応じた。

「そ、それでは、あなた様が賢竜王インボルク……!?」

　サヴォナローラは珍めずらしく、鼓動の高鳴りを覚えていた。

「……ふむ。この星に着陸後、余にそのような神性を付与し、崇あがめ奉たてまつる一派が存在したのは事実だ。人類の繁栄に創世神話が有用であることは、母星の人類文化史学で証明されていたゆえ、余もあえて許可した。賢竜王インボルク……確かに、それもまた、余の一面である。この口調もまた、余の本意ではなく、民の前で演じる必要性があったためだ」

　その瞬間、サヴォナローラは、ついに己おのれの宿願が叶かなったのだと確信した。

　インボルクの精神がラクエルの肉体に宿ったため、面食らってしまったが、自分がこうして対話しているのは、紛まぎれもなく賢竜王なのだ。しかも、賢竜王が告げた言葉は、過去にサヴォナローラが研究してきた内容と、ほぼ一致している。

　もっとも、サヴォナローラが感動に打ち震えている間に、当のインボルクときたら、床ゆかに転がっていたぬいぐるみに視線を留めたのであった。儀式の前、ラクエルが抱き締めていたぬいぐるみである。

「……そこのダークエルフ。そのオブジェを、こちらへ」

　しかも、キーラに拾うよう命じた。キーラを選んだのは、ただ単に、距離的に一番近かったためだろう。

「はあっ!?　どうして、我われがそんな雑用を──」

　反論しようとしたキーラだったが、サヴォナローラが鋭い一いち瞥べつをくれると、不承不承ながらも従った。手を伸ばしてぬいぐるみを拾うと、インボルクに歩み寄る。

　キーラが粗相をしやしないかと、サヴォナローラは気が気でなかったが、ぬいぐるみは無事、インボルクの手に渡った。

「ふむ。愛あい嬌きようのあるドラゴンだ。人間が作ったモノにしては、高度な芸術性が感じられる。しかし……余に人工物を認識することはできても、愛めでるような感情が芽生えるはずもないのだが。案外、この肉体に不随していた人格の影響を、受けてしまったのかもしれぬ」

　インボルクはぶつぶつとつぶやきながらも、ぬいぐるみを離そうとはしなかった。




　一方、〈七翼将〉の一翼を担になうウルスラは、目の前に顕あらわれた「奇き蹟せき」を前に、異様なまでの昂たかぶりを覚えていた。

　ウルスラは決して、サヴォナローラの主義や信条に共感したわけではない。ウルスラが祖国を裏切り、わざわざ〈デミウルゴス〉に加入したのは、ひとえに聖竜皇エーコと、その騎士であるアッシュを倒すためである。

　アッシュとエーコを倒し、当代無双の竜騎士ドラグナーとなる──それこそが、ウルスラの最優先事項であった。自分より強い者が存在することを、ウルスラは認めない。

　そして、アッシュとエーコの本気を引き出すためには、〈デミウルゴス〉に属するのが一番だと、判断した。たったそれだけの理由で、ウルスラはここにいる。

　だが、賢竜王インボルクと名のった存在を目にした瞬間、ウルスラは悟った。

　──強い……この者は、あまりに強すぎる。

　その刹せつ那な、ウルスラは神剣フラガラッハを振るい、インボルクに斬りつけた。

　まさしく神速。だが、インボルクは無言のまま、右手の人さし指と中指だけで、振りおろされた刀身を器用に挟はさんでいた。たったそれだけの動作で、万物を斬り裂くフラガラッハを防いでみせたのだ。

　そして、インボルクが「はっ！」と気合いをほとばしらせるや、ウルスラは派手に吹き飛ばされた。全身の骨が折れ、内蔵が破裂し──




「──」

　次の瞬間、ウルスラは我に返った。身体は無事だ。骨にも臓器にも異常はない。全身を駆かけ巡めぐった激痛も、夢のように消きえ失うせていた。

　──今のは……幻覚？

　ようやく、ウルスラは得心した。そうだ、自分はインボルクに斬りかかってなどいない。

　その証拠に、誰ひとりとして、ウルスラには気を留めていないのだ。

　ウルスラは戸と惑まどいながらも、インボルクをさりげなく見やった。

　その途端、インボルクと目が合った。心を読まれた気がした。

　ウルスラは確信した。インボルクは、ウルスラの殺意に気づいていたのだ。

　先ほどの一幕は、インボルクがウルスラに見せた、いわば「可能性」だったのだろう。

　──なんという屈辱。いえ、これはむしろ……！

　自分でも意外なことに、ウルスラは歓よろこびを覚えていた。およそ感動とは無縁の人生を送ってきたウルスラにしては、珍めずらしいことだ。

　アッシュとエーコ以外にも、圧倒的な強さを誇ほこる存在が現れた。

　これが、喜ばずにいられようか。

　──世界は本当に、広いのですね。このわたくしに、さらなる研けん鑽さんを積むようにと迫る相手が出現するとは。

　目の前に強敵がいるならば、倒さずにはいられない。ウルスラにとって、世界はどこまでもシンプルであった。




　ウルスラの胸中を駆け抜けた、一陣の烈風などつゆ知らず、サヴォナローラは賢竜王との対話を続けていた。

「サヴォナローラとやら。汝なんじが、余を復活させた張本人とのことだが」

「は、その通りです」

「汝、余になにを望むというのか？」

「私は、破壊と再生を強く希望します。選ばれし民だけをこの方はこ舟ぶねに乗せた上で、大地に這はいつくばることしか能のない連中を、この星から駆く逐ちくするのです」

　インボルクは、スッと目を細めた。たちまち、剣けん吞のんな気け配はいが周囲に満みちる。

「賢竜王陛下には、その力があるはずです。そもそも、かつて陛下は、愚かなる人類に鉄てつ槌ついを下そうとしたことがある……違いますか？」

「ふむ。確かに、そういうこともあった。だが──」

　賢竜王は遠い目をした。

「余が永き眠りに就ついている間に、人類もエルフ族も竜族も、余とは無縁の歴史を紡つむいできたのであろう。それならば、それでよい。この時代の人類の命運など、余にはどうでもよいことだ」

「どうでもよい!?」

　サヴォナローラは思わず、鸚おう鵡む返しに叫んでいた。

「なにを驚いている？」

　インボルクはあくまでも、仮面のような無表情を保っている。

　──これはまた、厄介な状況になったものだ……。

　サヴォナローラは思わず、奥歯を嚙かみしめた。もし、インボルクが人類滅亡の意志を保ったまま復活していれば、サヴォナローラの計画は易やす々やすと進行していたはずだ。

　──いや、この程度の計算違いでうろたえてどうする？　少なくとも、賢竜王には優れた知性がある。そう、対話が可能な相手だとわかっただけでも、収穫ではないか。

　そう考えた途端、サヴォナローラの胸には、沸ふつ々ふつと闘志のようなものが湧わいてきた。

　──そうだ、この私の説得により、賢竜王は人類への粛しゆく清せいを決めるのだ。私の行為が歴史を動かす！　やはり、そうでなくては面白くない！

　血が滾たぎるとは、まさにこのことだろう。

　いつしか、サヴォナローラは笑みをこぼしていた。

　──賢竜王よ、私が与えて進ぜよう。あなたが人類を粛清するに足る動機をな！

　サヴォナローラは改めて進み出ると、賢竜王の足もとに跪ひざまずいた。

「私は、あなたとの交渉を求める次第です」

「余との交渉とな？　ふむ、人間の分際でか」

　インボルクは超然とした態度を崩くずすことなく、淡々と応じた。

「あえて、いわせてもらいましょう。私のような人間なればこそ、陛下のお力が必要なのです。これより、あなたには知っていただきたいのです。現い代まを生きる人類の大半が、どれほど愚かで、この星にとって有害であるかを。その上で、改めて──私はお願いしたいのです。今も大地にしがみついている人類に、陛下が鉄てつ槌ついを下すことを」

「ふむ……適当な暇つぶしにはなりそうだな。正直、なんの脈絡もなく復活させられたせいで、手持ち無沙汰なのも事実だ」

　人類を滅亡させるに足る力を持った存在は、ドラゴンのぬいぐるみを弄もてあそびつつ、ぼやくようにつぶやいた。妙に子どもっぽいところは、やはりラクエルの影響かもしれない。

「それでは、はるかなる高みから見せてもらうとしよう。現い代まを生きる人類の、愚かさとやらをな」

　インボルクが厳おごそかに告げた直後、サヴォナローラですら予想もしていなかった事態が発生した。

　インボルクの全身がまぶしく輝かがやくと同時に、〈大神殿〉の壁面や床ゆか面めんが無数に分割され、複雑極まる機械装置の数々が露出したのである。

「これは、艦橋ブリツジ……!?」

　サヴォナローラの背後で、ペネロペが驚きの声を漏もらした。

「こいつはたまげたな……」

「うむ。ただの祭場かと思いきや、まさしくブリッジだ」

　キーラとマキャベリは、ただただ啞あ然ぜんとしている。無論、周囲に控ひかえていた研究者たちも同様だ。相変わらず、ウルスラだけはお約束とばかりに、無表情のまま沈黙を保っているのだが。

　それから数分後──ついに、あらゆる可動部は停止した。

　今や〈大神殿〉としての外観は消きえ失うせ、機械装置で埋めつくされた操そう舵だ室しつが出現したのである。もっとも、サヴォナローラが知る操舵室とは、似ても似つかない様よう相そうを呈ていしているのだが、それでも操舵室にしか見えないのは、自分でも不思議だった。

　船長席に相当する座には、当然のごとく賢竜王インボルクが腰を落ち着けている。

　その威容ときたら、玉座に着いた帝王そのものだった。

「星間移民船〈ゾノ＝トーン〉……これより発進シークェンスに入る──」

　賢竜王の宣言が、厳かに大気を震ふるわせた。
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　ふと気づけば、日付が変わっている。懐中時計の針は、ちょうど一時を示していた。

「ここが大陸の最北端か……」

　ついに上陸したアッシュたちは、いったんドラゴンを降りると、自分の足で浜辺を歩き、周囲の観察に努めた。

　地理の授業では「世界の果はて」だとか、「古代遺跡のある土地」といった感じで、あっさりと説明される地域である。

　夜天の一角では、満月が煌こう々こうと輝いている。隠おん密みつ行動には不向きな夜だが、新月の日を狙ねらうような余裕がなかったので、こればかりは仕方がない。

　浜辺は森しん閑かんと静まり返り、人の気け配はいどころか、生き物の気配すら感じられない。

　アッシュが海のほうを振り向くと、ちょうど魔ま導どう艇ていデュランダルが潜行をはじめたところだった。

　艇内には、ミラベルとユニス、アーニャとモルドレッド、リンダとパーシヴァル、そしてコゼットが残っている。今後は海中に潜せん伏ぷくしつつ、アッシュたちの帰還を待ち受けることになる。

　アッシュは改めて、チームの顔ぶれを確認することにした。

　アッシュとエーコ。シルヴィアとランスロット。レベッカとクー・フリン。ルッカとガウェイン。ジェシカとリアンノン。マックスとアリアンロッド。レイモンとブリギット。

　そして、ナヴィーの存在も忘れてはいけない。ナヴィーは遣竜工房で待機し、周囲の状況を監視する役目を担になう。念話による通信も可能なので、その恩恵は計はかり知れない。

「ううっ。なんだか寂さびれた浜辺ね。不気味だわ」

　と、エーコがブルルッと身を震ふるわせた。確かに、夜の闇と相まって、幽霊の類たぐいがゆらりと現れそうな雰ふん囲い気きである。心なしか、潮の香りを孕はらんだ風も冷たい気がする。

「それじゃあ、〈方はこ舟ぶね〉を目指そうか」

　アッシュの声に応じ、皆はそれぞれの相パ棒ルに騎乗した。事前の打ち合わせ通り、アッシュとエーコはランスロットに乗せてもらった。過去に何度も相乗りさせてもらっているので、ランスロットも慣れたものだ。

　と、そのとき、ドラゴンたちの身体に異変が起きた。

　先ほどまで、月光をきらきらと照り返していた毛並みが、ゆっくりと黒く染まろうとしているのだ。

「どっ、どうしたっていうんだ!?」

　ドラゴンの身に悪いことでも起きたのかと、アッシュは心配してしまう。

「いや、心配の必要はあるまい。おそらく、これは迷めい彩さい魔法の一種だな。これなら夜の闇と同化して、衛兵に見み咎とがめられることなく〈方舟〉に接近できるというわけだ。それに、ドラゴン同士なら互いの気配を鋭敏に察知できるから、互いに視認できずとも、編隊飛行だって可能なはずだ。そうだろう、クー・フリン？」

　レベッカが分析してみせると、クー・フリンは肯定とばかりにうなずいた。いや、うなずいた気配がしたといったほうが正しい。

　既に、クー・フリンの体たい軀くは背景に溶けこんでいるのだ。透明化に等しい現象だった。その影響は騎士にも及び、もはやレベッカの姿も見えない。

　そして数分後──ドラゴンたちが使った迷彩魔法のおかげで、アッシュたちの姿は完全に背景と同化した。

　よほど接近されない限り、敵方がこちらを視認するのは無理だろう。アッシュたちが知らないところで、ドラゴンたちも研けん鑽さんを積み、新しい魔法を修得していたのだ。仲間同士の姿も見えないので、それだけが不安だったが、ドラゴンには優れた感覚能力がある。互いの位置は、目に見えなくとも察することができるはずだ。

「──アッシュ、ここは団長らしく、号令くらいかけたらどうだ？」

　と、耳もとでシルヴィアにささやかれ、アッシュは姿勢を正した。

「それじゃあ、これより〈方はこ舟ぶね〉を目指して移動する。迷めい彩さい魔法を最大限に利用して、最短経路を一気に飛んでいこう」

　アッシュの言葉を合図に、ドラゴンたちは次々と離陸した。
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　頭上には、大地を煌こう々こうと照らす満月。

　アッシュたちは〈方舟〉の方角を目指して、夜空を飛び続けている。

　やがて、まるで蟻あり地じ獄ごくの巣を思わせる、巨大なクレーターが見えてきた。

　要所に巨大照明器具が設置され、クレーターの内部を煌々と照らしだしている。おかげで、労せずしてクレーター内部を観察することができた。

　クレーターの斜面に沿って、まるで蟻ありのように蠢うごめいているのは──人間だった。

　距離が遠すぎて、ひとりひとりの顔や服装は判然としないが、おそらく遺跡発掘者や警備兵といったところだろう。

「すごいな。大きいとは聞いてたけど、想像していたのとはスケールが違いすぎる」

　アッシュはランスロットの頭部から落ちないよう注意しつつ、身を乗りだした。

「あのクレーターですら、遺跡の一部分でしかないんでしょ？」

　エーコも目をまん丸にして、眼がん下かの光景を食い入るように見つめている。

「──見ろ、アッシュ」

　と、レベッカの声が聞こえた。声の方角から察するに、クー・フリンはランスロットの右側、やや斜め後ろを飛行しているようだ。今も互いの姿は見えていないので、なにやら奇妙な感覚だった。

「〈方舟〉に至いたるルートの入り口だがな。クレーターの斜面のあちこちに、物々しい扉が設置されているだろう？　ジュリアス殿の地図情報は、十三番ゲートから始まっていた。我々も同じゲートから入るべきではないか？」

「そうですね。それでは、もう少し降下してみて、十三番のゲートを探しましょうか」

　アッシュがレベッカの提案に応じたそのとき、脳のう裏りに艶つやっぽい声が響いた。

『十三番ゲートなら、既に探知済みよ。これからドラゴンたちに情報を送るわ』

　遣竜工房に詰めているナヴィーだった。絶妙なタイミングといえた。

「ありがとう、ナヴィー。助かるよ」

『ふふっ。お安いご用よ』

　やがて、遺跡の上空をゆっくりと旋せん回かいしていたランスロットが、ゆっくりと降下をはじめた。ナヴィーの情報を受け取り、十三番ゲートの位置を把は握あくしたのだ。姿こそ見えないが、仲間たちも一緒に降下する気け配はいが、しっかりと伝わってくる。

　ランスロットは、あくまでもゆっくりと飛んでいる。下手に高速で飛んだりしたら、不自然な気流が生じて、遺跡で活動している人々に気づかれる可能性があるからだろう。

　そのため、時間はやや費やしたものの、やがてアッシュたちは、クレーターの南東部に着陸した。

　夜風に砂さ塵じんが交じっている。クレーターの斜面に沿って構築された通路は広く、ドラゴンの巨体をゆったりと受けとめている。

　そのときだった。

「さっさと歩け、豚野郎ども！　貴様らはなんのために働いている！」

「この地層に含まれている、ダイヤモンド原石を発掘するためでありますっ！」

「その通りだ！　飢えたくなければ一粒でも多く発掘し、共和国政府に献上しろ！」

「はっ！　偉大なる革命政権のために！」

　発掘作業員とおぼしき人々が、偉そうな制服たちに叱しつ咤たされながら、アッシュたちの目と鼻の先を通過していったのだ。

　制服姿の男は、およそ五名。遺跡管理を任された小役人といった風情ふぜいだ。しわだらけの、労働服じみた制服は、なにやら得体のしれぬ狂気を帯おびているように映った。

　一方、発掘作業員たちは、三十名ほどだろうか。手に手に掘くつ削さく機具を携たずさえて、行列を為なしている。その中には、泥だらけの子どもたちまで含まれていた。どうやら、これが革命政府の実態というわけだ。

　迷めい彩さい魔法のおかげで、アッシュたちの存在は気づかれていない。しばらくの間、じっとしてやり過ごすのが賢明だろう。事実、ドラゴンたちは先ほどから、身じろぎひとつせずに、息を潜ひそめている。

「うわあっ!?」

　だが、次の瞬間──ひとりだけ行列から少しはみ出していた子どもが、ランスロットの前脚にぶつかって、派手に尻しり餅もちをついた。

「……!?」

　子どもはきょろきょろと周囲を見わたしながら、呆ぼう然ぜんとしている。突然、目に見えないなにかにぶつかったのだから、驚いたのも当然だ。

「おいっ！　そこのガキ！」

　と、小役人のひとりが、駆かけ足で引き返してきた。その手には、乗馬用の鞭むちを握にぎりしめている。

　──子どもがあんな鞭で叩たたかれたら、怪け我がだけじゃすまないぞ!?

　自分が隠おん密みつ行動中であることも忘れて、アッシュはランスロットから飛び降りた。着地するなり、小役人と子どもの間に飛びこむ。そして、小役人の体たい軀くを容よう赦しやなく投げ飛ばした。

　──だんっ！

　一瞬にして、アッシュは小役人の背中を地面に叩たたきつけた。あれほど威張り散らしていた中年男は、声をあげる暇もなく、白目を剝むいて失神している。

「なんだ!?　なにが起こった……？」

　たちまち、周囲から恐怖の声があがる。

　──ランスロットから離れても、迷めい彩さい魔法の効果は続いているんだな。

　アッシュは、自分の姿がまだ透明化されていることを認識した。ランスロットを降りた時点で、解除されても仕方がないと覚悟していたのだが、そうではなかったのだ。ランスロットの付近にいる限り、解除されることはないのだろう。

　とすれば、役人たちや労働者たちが、そろって青ざめたのもわかる気がする。傍はたから見れば、小役人の身体が勝手に宙を舞った挙あげ句く、地面に叩きつけられたわけだ。

「ぐるるるる……」

　と、駄目押しとばかりに、ドラゴンたちが低い唸うなり声ごえを漏もらした。まるで、地獄の底から怨えん嗟さの声をあげる、亡者のような趣おもむきがあった。その声こわ音ねといい、タイミングといい、絶妙としかいいようがない。

「なっ、なにが起こってやがる!?」

「もしや、遺跡探索中に死んだ冒険者たちの……幽霊かっ!?」

「冗談じゃねぇ！　幽霊なんぞに殺されてたまるかよ！」

　突然、目の前で発生した超常現象を前に、真っ先に駆かけだしたのは、なんと小役人たちであった。

　やや遅れて、労働者たちも一目散に逃げだした。先ほどアッシュが庇かばった子も、慌てて立ち上がると、同僚を追いかけていく。

　あとには、アッシュが投げ飛ばした小役人だけが、ぽつんと取り残された。今も気絶したままだ。

　とりあえず、一難は去った。

　というより、アッシュが無理やり介入したのが原因だったのだが、子どもが鞭むちで打擲ちようちやくされるのを、黙って見過ごすわけにはいかなかったのだ。

「はあ……冷や冷やしたわよ、アッシュ？」

「考えるより先に、身体が動いたという感じだったな。助太刀をする暇もなかったぞ」

　と、頭上からエーコとシルヴィアの声が降り注いだ。

　ふたりとも声だけなので、どんな顔をしているのかはわからない。その口調から察するに、呆あきれながらも苦笑を浮かべているのだろう。

「見ず知らずの子どもために、身体を張って助けに入る──アッシュ様らしいですわ！」

「わたしも、同感」

「電光石火って感じだったな。さすがだぜ」

　ジェシカとルッカ、そしてレイモンは、素直に称賛の言葉をかけてくれた。

「……とりあえず、大きな騒さわぎにならなくて幸いだった。もっとも、逃げた連中が上層部に報告すれば、すぐさま衛兵部隊が出動する可能性はある」

　対照的に、マックスは厳しい口調である。

「マックスのいう通りだな。こんなところで立ち往生しているわけにはいかないぞ。部隊が出動する前に、さっさとゲートをくぐってしまおう」

　レベッカの提案に、アッシュはうなずいた。手探りでランスロットの位置を探り当てると、エーコとシルヴィアに引っ張り上げてもらう。

　ドラゴンたちは地響きを立てぬよう、慎重な足取りで、ゲートの正面に歩み寄った。ナヴィーの情報通り、扉に刻きざまれた数字を見れば、十三番ゲートであることは間違いない。

「なんて巨おおきさだ……」

　アッシュは思わず、感嘆のつぶやきを漏もらしていた。聖竜マエストロの巨体でも楽々と通過可能なほど、巨大な門である。

　問題なのは、門の開け方がさっぱりわからないことだ。これだけ巨大な質量を、力任せで開くのは不可能だろう。ドラゴンの攻撃魔法ならば、扉を破壊することも可能だろうが、そんなことをすれば大騒ぎになってしまう。

　そもそも、遺跡内部に通ずるゲートにもかかわらず、衛兵が立っていないのが不思議だった。いや、衛兵など不要なのだろう。事実、この不可解な門もん扉ぴを前にして、アッシュたちは立ち往生を余儀なくされているのだから。

　遺跡管理を任された連中が、なにかの用事で扉を開くのを待つか。あるいは、強引にこじ開けて突破するか──選択肢は、ふたつにひとつ。

　前者の場合、安全度は高いが、職員が扉を開けるまで、ずっと待機していなければならない。最悪、いつまで経たっても開かない可能性もある。

　ならば、やはり後者を選ぶべきだろう。ただ、扉の開け方が謎だし、隠おん密みつ行動中である以上、派手に吹き飛ばすといった方法は避さけねばならない。

『──わたしの出番ね』

　と、再びナヴィーの念話が届いたので、アッシュは顔をあげた。救いの手を差しのべられた心地だった。

『その扉は、魔導電子錠によって固く閉ざされているわ』

　なにやら難しそうな単語が飛びだしたので、アッシュは目を点にした。

「ナヴィーなら、開かい錠じようできそうか？」

『そうね。アノニマスとの戦闘で得られた経験を活いかせば、なんとかなるかも……』

「頼む。今はナヴィーの力が頼りだ」

『ふふっ。嬉うれしいことをいってくれるわね。それじゃあ、しばらくの間、そこで待っていてちょうだい』




　……それから五分ほどが過ぎた。

　眼前にそそり立つ扉に、異変は見られない。

　対照的に、扉からやや離れたあたりが、騒さわがしくなりつつあった。

　つい先ほど、アッシュがひとりの子どもを救うべく、騒動を起こしてしまった場所である。あの騒ぎを聞きつけた衛兵たちが、ついに動きだしたのだろう。

　魔導小銃で武装した衛兵は、総勢二十名といったところ。見るからに物々しい雰ふん囲い気きである。ちょうど今、その衛兵たちに向かって、小役人が騒動の経緯を説明しているところだった。

　やがて、衛兵たちは散開し、捜査を開始した。四人一組のチーム単位で行動している。

　と、チームのひとつが、ゲート方面──アッシュたちの待機地点に向けて、歩を進めてきた。先ほどの子どものように、衛兵がドラゴンの脚にぶつかりやしないか、アッシュは冷や冷やしてしまう。

　今から移動するのは危険だろう。たとえ目には見えなくとも、この距離だ。ドラゴンの気け配はいを嗅かぎ取られる可能性は高い。

　賢明なドラゴンたちは息をひそめ、石像のごとく硬直している。もし衛兵たちに勘付かれたら、速攻で気絶させるしかあるまい。

　幸いにも、この遺跡は広大だ。捜査チームのひとつが消えたとしても、しばらくは気づかれずにすむだろう。

　と、衛兵のひとりが周囲を警戒しつつ、ランスロットのほうに歩いてきた。今日のランスロットは、どうやらツイていないようだ。

　一歩ずつを踏みしめるように、歩み寄ってくる衛兵。このままだと、ランスロットの前脚に接触されるのは必至。

　──仕方ない。衛兵がランスロットにぶつかったら、速攻で失神させよう。

　アッシュが覚悟を決めようとした矢先、視界がぐるりと転じた。

　──なっ、なんだ!?

　ランスロットが上体を起こし、後肢で立ち上がったのだと、アッシュは気づいた。エーコとシルヴィアが息を吞のむ気配が伝わってきたが、ふたりとも声をあげるのはこらえた。

　数秒前までランスロットが前脚を置いていた位置を、衛兵が通過していく。

　……しばらくして、衛兵はランスロットの気配に気づくことなく、離れていった。

「ふぅ……」

　アッシュは思わず、小さな溜ため息いきを漏もらす。と同時に、自分の両脇で、エーコとシルヴィアが安あん堵どしている気配が伝わってきた。

　やがて、四人一組の捜査チームは異常なしと判断したのか、くるりと背を向け、ゲート周辺地区から遠ざかっていく。

　アッシュは胸を撫なで下おろし、衛兵たちの背中を見送った。

『開かい錠じよう完了。扉を開くわよ──』

　と、ナヴィーの嬉き々きとした念話とともに、鋼こう鉄てつの扉が作動した。予想外に大きな駆動音とともに、扉が左右にスライドしていく。

　案あんの定じよう、衛兵たちは背後を振り返った。

「おい、妙だぞ？　こんな夜中にゲートが開くなんて！」

「誤作動か？　おい、ゲートの管理はどうなっている!?」

　たちまち、警戒心を剝むき出しにする衛兵たち。

『ごめんなさい。一刻も早くゲートを開こうと思ったんだけど……わたしの不注意よ』

　ナヴィーが申し訳なさそうに、念話を送ってくる。

「いや、せっかくナヴィーが開いてくれたんだ。このまま突入しよう。衛兵たちは、あくまでも扉の誤作動に戸と惑まどっているだけだ。俺たちが見つかったわけじゃない。ナヴィーは俺たちがゲートを通過したら、すぐさま閉門してくれるか？」

『任せてちょうだい』

「みんな、突入するぞ」

　アッシュが小声でささやくと、ドラゴンたちはふわりと宙に浮いた。そして、音もなく直進する。ぐんぐんと扉が迫った。全開を百とすれば、せいぜい十パーセントほどしか開いていないが、なんとか聖竜マエストロ一体分の幅は確保されている。

　この状況下でも、ドラゴンたちは互いの気け配はいを敏びん感かんに察し、整列しながら飛んでいる。

　気配から察するに、ランスロットが先頭だ。自身の体格とほぼ同等の隙間に対し、なんら臆おくすることなく、飛びこんだ。

　扉の縁に翼の先端が接触し、わずかに摩擦が生じたものの、速度を緩めたりはしない。それどころか、通路に踏みこむやいなや、さらに加速した。見事なまでの突入ぶりだった。

　続けざま、仲間たちが次々と扉を通過する気配が伝わってきた。

　やがて、再び機械的な駆動音が響き、扉が閉ざされていく。幸いにも、衛兵たちが扉の「誤作動」に気を取られているうちに、扉はぴたりと閉ざされた。




　扉の内側は、ひたすら広大な通路だった。

　天上がおそろしく高いので、飛行だって充じゆう分ぶんに可能である。岩肌が剝き出しになっているため、まるで坑道のような印象を受ける。

　このまま進めば、地中深くに埋まっている〈方はこ舟ぶね〉本体に到達できるはずだ。現在、アッシュたちが位置しているのは、遺跡の外周部と本体とをつなぐ、いわば「トンネル」に相当する領域だった。

　周囲にひとけはない。先ほどまでの騒動が噓うそのように、不気味なほど静まり返っている。

　ドラゴンたちは、そんな静けさを保つべく、飛行を続けていた。魔力は消費するが、これなら衛兵に足音を気取られることもない。

「なにはともあれ、ゲート付近からは一刻も早く離れる必要があるな」

　シルヴィアの言葉に、アッシュは「そうだな」とうなずいた。

　ゲートに突入する際、ドラゴンたちはうまく気配を消していた。案外、その場に居合わせた衛兵たちが、「たまたまゲートが誤作動を起こしただけなのでは？」と思ってくれた可能性もある。その憶おく測そくを裏付けるように、今のところ追撃はない。

「ドラゴンたちの迷めい彩さい魔法に頼りつつ、安全そうな場所を探そう。そこでジュリアス王子の地図を確認して、現在位置を把は握あくするんだ」

　アッシュが提案し、皆がうなずいた直後のことだった。

　突然、不気味な音がけたたましく鳴り響いたのである。

　思わず耳をふさぎたくなるような、耳障りな音響だった。自然界に存在する音ではない。魔導科学の力で合成されたものだろう。

　その音に合わせ、壁や天上、床ゆかに埋めこまれた発光装置も、不吉な赤色に切り替わった。こちらの警戒感を煽あおり立たてるように、激しく点滅している。まるで、世界が真っ赤に染まったかのようだった。

　その様子を見れば、警戒警報なのは間違いなさそうだ。

「もう、やかましいわね！　一体、なんなのよ!?」

　エーコが不機嫌そうに叫ぶ。

「まさか、俺たちの潜入に対する警戒か？」

　アッシュは焦しよう燥そう感かんを覚えた。まだゲートを通過したばかりだ。〈方はこ舟ぶね〉の本体に至いたるのは、ずっと先だというのに。

「しかし、ドラゴンたちの迷彩魔法は完璧だったぞ。あの状況で、透明化した侵入者の存在を疑うような衛兵がいるものだろうか？」

「楽観的になるのは禁物だぞ、シルヴィア。我々は敵地に潜入しているのだ。常に最悪の状況を想定して行動したほうがいい」

　シルヴィアの楽観を諫いさめたのは、レベッカだった。

　直後、さらなる異変が生じた。

　──ごごごごご……！

　地鳴りのような音が聞こえたかと思うと、天井からパラパラと砂さ塵じんが落ちてきたのだ。

　地震だった。

　アッシュたちはずっと滞空しているので、気づくのが遅れたのだが、確かに揺れている。しかも、揺れはどんどん激しさを増している──。

　その直後、はるか前方から、人の群れが殺到してきた。通路を埋めつくすようにして、ゲート方面に駆かけていく。大半は遺跡発掘の関係者らしいが、中には衛兵や役人風の男たちも交ざっていた。

「畜生！　このタイミングで離陸とは……どういうわけだ!?」

「早く逃げろ！　このままだと、みんな生き埋めになるぞ！」

「文句はあとにしろ！　一刻も早く、ここから脱出するんだよ！」

　口々に叫ぶ人々。ゼファロス語はうろ覚えなので、ひとりひとりの情報は断片的だったが、とんでもない事態になっていることだけは伝わってきた。

「もしかして……これから〈方はこ舟ぶね〉が飛び立つっていうの？」

　エーコは半信半疑の様子だ。

「〈方舟〉は現在、地中の奥底に埋まっている……」

　シルヴィアの口調からは、激しい焦しよう燥そう感かんが感じられる。

「そのような状況で、無理に離陸しようとしたら──」

　慎重さを失わぬ口調でつぶやいたのは、マックスだ。

「地盤、崩ほう壊かいする」

　最後に、ルッカがぼそりと結論を口にした。

「アッシュ、ここは撤退すべきだ。この様子だと、既に〈方舟〉は発進準備に入っていると考えていいだろう。地下経路をたどって〈方舟〉に潜入するのは、もう不可能だ」

　レベッカの言葉に、アッシュはうなずいた。

「いったん外に出よう。今後の方針は、それから考える！」





　　　　◇






　避難民を外部に逃がすべく、先ほど通過した十三番ゲートは、完全に開放されていた。今も膨ぼう大だいな数の人々が雪崩を打っている。

　その頭上を飛び越えて、アッシュたちは外に出た。もちろん、今も透明化の魔法を維持したままだ。

　そして、アッシュたちは遺跡のはるか上空に達たつした。

「遺跡が、揺れている……」

　ほとんど無意識に、アッシュはつぶやいた。

　眼がん下かに広がる岩盤が、まるで海面とかしたかのように波打っている。

　異常な光景だった。

　潜入する直前、初めて〈ゾノ＝トーンの方舟〉を俯ふ瞰かんしたときは、その壮大さに目を奪われた。

　人は、あまりに巨大な存在を目の前にしたとき、理屈抜きで敬意を払うものだ。ここが敵地でさえなければ、ロマンさえ感じていたことだろう。

　だが、それほどの規模を誇ほこる遺跡が、今や翻ほん弄ろうされている。いや、蹂じゆう躙りんといったほうが正しいだろう。

　激しい地鳴りの音は、アッシュたちの高度まではっきりと伝わってくる。雷鳴さながらの迫力だった。

　そして、クレーター状の遺跡の表面に、巨大な亀裂が生じた。一本目が生じたかと思うと、交差するように二本目が生じる。

　大地の奥底から、なにか人じん智ちを超えた存在が這はい上がろうとしている。

　ますます大地の咆ほう吼こうは苛か烈れつさを増し、遺跡の崩壊が進んでいく。

　そして──天てん地ちがひっくり返ったかと思うほどの轟ごう音おんが、アッシュの耳じ朶だを激しく打った。

　遺跡の奧底から、巨大な墓碑を思わせる構造物が突き出していた。その物体を中心に、さらなる裂け目が生じる。岩石が、土砂が舞う。砂さ塵じんが湧わき起こる。

　あたかも、一匹の巨獣が仔を産んでいる最さ中なかのように、漆しつ黒こくの構造物は少しずつ迫せり上あがってくる。

　大地が唸うなる。叫ぶ。そして哭なく。あたかも、壮そう絶ぜつな陣痛に耐える妊婦のように。

　それは、あれほど壮大だった遺跡を、内側から喰くい破るように破壊しつつ、いよいよ全貌を現そうとしていた。

　船首の出現を皮切りに、徐々に船体があらわとなっていく。

「あ、あれが〈方はこ舟ぶね〉の本体だっていうのか……」

　今や〈方舟〉は、船尾から蒼あお白じろい火焰バーナーを噴出させて、周囲の岩盤を熔よう解かいさせながら、緩かん慢まんに上昇を続けている。

　かろうじて遺跡の外縁部まで避難した人々も、まるで世界の終末に立ち会ってしまったかのように、ただただ呆あつ気けに取られている。

　アッシュはハッとした。このまま〈方舟〉の威容に圧倒されているばかりでは、どうしようもない。もし、〈方舟〉がドラゴンの限界高度を越えてしまったら、どうなるか。

　アッシュたちは二度と〈方舟〉に接触できなくなってしまうのだ。

「行こう！　今が〈方舟〉に乗りこむラスト・チャンスだ！」

　アッシュは衝動的に叫んでいた。自分が突拍子もない提案をしたことは、もちろん自覚の上だ。ドラゴンの力を借りて、〈方舟〉の外壁に取りつこうというのだから。そして、なんとか入り口を探し当て、無理やりにでも乗船する。

　我ながらとんでもない思いつきだと思うが、〈方舟〉に乗りこむための方法があるとすれば、それ以外にないだろう。

　アッシュの破天荒な提案に対し、頼もしい仲間たちは、

「おおっ」

　微み塵じんも逡しゆん巡じゆんすることなく、力強く応じてくれた。





"The Ark～A.S.B.1366.09～" is closed.








第十八話　第二次ゼノグラヴィア戦争　～開戦～









　処女宮ヴアルゴの月、第十六日。午前一時四十五分。

　賢竜王インボルクが「発進」を宣言してから、およそ五時間後。

　煌こう々こうたる月明かりのもと、ついに〈方はこ舟ぶね〉は、その全貌を現した。

　遙はるかなる太古より、大地の奥底で眠り続けていた星間移民船が、悠久の時と間きを経て浮上したのである。

　発進準備に五時間しか要さなかったという事実は、サヴォナローラを驚嘆させた。異星の文明がいかに高度であったかを、ひしひしと痛感する。

「私は今、まさしく歴史的瞬間に立ち会っているのだ……！」

　操そう舵だ室しつと化した〈大神殿〉で、サヴォナローラは感動に打ち震ふるえている。

　賢竜王が展開している、無数の魔導ディスプレイには、先ほどまで船体が埋まっていた遺跡が映しだされていた。

　遺跡で働いていた者たちは、かろうじて外縁部に避難できたようだ。誰もが啞あ然ぜんとした様子で、〈方舟〉を見上げている。サヴォナローラにしてみれば、ただ傍観するしか能のない連中など、哀れな働き蟻ありにしか見えなかった。

「おめでとうございます、サヴォナローラ様」

　ペネロペが恭うやうやしく祝辞を述のべた。

「ここまで来ることができたのも、お前たちのおかげだ。感謝する」

　サヴォナローラは部下たちの顔を見回すと、ねぎらいの言葉をかけた。

　今現在、この〈大神殿〉にいるのは、賢竜王インボルクを筆頭に、サヴォナローラ、ペネロペ、マキャベリ、キーラ、そしてウルスラだけだ。

　賢竜王インボルクを復活させるべく、身を粉にして働いてきた研究者や技師たちは、先刻、サヴォナローラが退室させたばかりである。以後、彼らは移民収容区画に移動して、新世界の誕生までは待機することになる。

　計画は着々と進行している。

　だが、喜んでばかりはいられない理由が、サヴォナローラにはあった。

　なぜなら、まだ賢竜王インボルクを懐かい柔じゆうできていないからだ。

「満足か、サヴォナローラとやら」

　その事実を証明するかのように、インボルクが玉座から声をかけてきた。およそ感情とは無縁の口調だった。とりあえず、事務的に確認してみただけ、といった様子である。

「ありがたき幸せ」

　サヴォナローラはその場で跪ひざまずいた。

　賢竜王インボルクが復活して以来、サヴォナローラは国王に仕える家来のごとく、恭しく接している。

　もちろんポーズにすぎない。ただの家来ではなく、いわば〝宰相〟になるのが、サヴォナローラの目もく論ろみだ。

　最終的には、自分の思惑通りに賢竜王を動かせるようになりたい──。

「賢竜王陛下。いよいよ、お見せするときが来たようです。下界でのたうち回る、愚かな人類の姿を！」

　現在、ゼノグラヴィア山脈を挟はさんで、西側にはゼファロス共和国軍が、東側にはシェブロン王国・ロートレアモン騎士国の連合軍が対たい峙じしている。

　すべて、サヴォナローラのシナリオ通りだった。ゼファロス軍が国境沿いに布陣すれば、当然ながら、王国と騎士国は警戒せざるを得ないのだ。

　最新情報によれば、一触即発の状況だという。

　第二次ゼノグラヴィア戦争の勃ぼつ発ぱつは、目前まで迫っている。

　サヴォナローラが「進撃」を命じるだけで、国境付近の均衡は崩くずれるのだ。

　ゼファロス共和国など、しょせんは魔導結社〈デミウルゴス〉の下部組織にすぎない。事実上、サヴォナローラこそが共和国の最高権力者なのである。サヴォナローラが命じれば、軍は従うしかないのだ。

　サヴォナローラはさりげなく、ペネロペに目配せをした。

　賢明なるペネロペは、すぐさまサヴォナローラの意図を察し、退室する。

　行き先は通信室だ。ゼファロス軍の司令部に、攻撃命令を下すためである。

　電文内容は既に決めてあった。

　──〈方はこ舟ぶね〉は浮上した。

　この電文を司令部が受信したとき、ゼファロス軍は国境を侵犯することになる。

　自分の命令ひとつで、大陸を二分する大戦争が勃発する。

　文字通り、世界が動きだすのだ──。





　　　　◇






　シェブロン王国の西側、ゼノグラヴィア山脈の付近に、大規模な要よう塞さいがあった。

　名を、スリン・ヴァウル要塞という。ゼファロス軍が山脈を越えてきた場合、要となる基地のひとつである。

　そこには、オスケイア女王──オスカーが乗る旗き艦かん、クラウ・ソラス（弐号艦）が停泊していた。昨日の早朝、アッシュたちを見送ったあと、オスカーも迅速に動いたのである。

　クラウ・ソラスの脇には、修理を終えた魔ま導どう艦かんロスヴァイセの姿もあった。艦長は、もちろんルクレツィアである。

　旗艦の周囲には、王国軍が万が一にそなえて布陣している。

　大陸を北東から南西にかけて縦断しているのが、ゼノグラヴィア山脈だ。連合軍の各部隊は、山脈に沿って帯状に展開している。その機動たるや、まさしく電光石火といえた。

　──異変は、午前一時五十五分に起きた。

　作戦司令室に詰めていたオスカーのもとに、「ゼファロス軍が進撃を開始した」との一報が届いたのである。

　また、ゼファロス共和国領の北端部では、驚くべき質量の未確認飛行物体が確認されたというが、詳細は不明であり、次なる情報が待たれる。

　なんにせよ、〈デミウルゴス〉が動きだしたのは間違いあるまい。

「来たか……！」

　オスカーがつぶやくと、作戦司令室に詰めていた将軍たちの間にも、緊張が走った。

「かつて大陸全土を巻きこんだゼノグラヴィア戦争が、今まさに再現されようとしているのか……」

　同席していたルクレツィアが、苦渋の声を漏もらす。かつての臣民が、今や敵となって侵攻を始めたのだ。その心中は、察するに余りある。

「こうなっては、交渉でどうにかなるレベルではない。なにやらサヴォナローラの思惑通りに動かされているようで、気持ちが悪いのは確かだけど──隣国の侵攻を黙って見過ごすわけにはいかない」

　オスカーは起立すると、凜りんとして宣言した。

「全力をもって、迎え撃つ！」





　　　　◇






　同じ頃、山さん麓ろく都市ウェントワース。

　ゼノグラヴィア山脈の麓にある、ロートレアモン騎士国領では最西端に位置する街である。国境を監視するための砦とりでを中心に栄えたため、街そのものが一個の要よう塞さいといえる。

　ちなみに数ヵか月げつ前、騎竜学院の選抜合宿が開催された都市でもある。その最中、逃避行を続けていたルクレツィアを救出したり、冥竜王モルドレッドの覚醒に立ち会ったり、捕虜となっていたアヴドーチャを奪だつ還かんしたり……等々、アッシュたちが多くの功績を残したことは、記憶に新しい。

　そのウェントワースには、ロートレアモン騎士国軍の主力部隊が詰めていた。

　騎士国軍の総司令官を務つとめるのは、ヴェロニカ第一王女である。

「予想はしていたが、これほど早く侵攻してくるとはな」

　ロートレアモン騎士国軍の旗き艦かん、シルヴァヌスⅡの艦長席にて、ヴェロニカは粛しゆく然ぜんとした顔でつぶやいた。

　たった今、最新情報が届いたのだ。

　ゼファロス軍が侵攻を開始し、迎撃すべくオスケイア女王軍も動きだした、と。

「あのぅ……ヴェロニカ殿下？」

　と、艦長席の背後から、情けない声が漏れ聞こえた。

「なんだ、プリム？　会話の許可を出した覚えはないが？」

　ヴェロニカは振り返りもせずに、獰どう猛もうな獣けものじみた口調で応じた。

「そ、その……緊張のせいか、お手洗いにいきたくなってしまいまして」

「我が慢まんしろ」

「そ、そんな～……」

「もう限界か？」

「はっ、はい。決壊寸前です。このままでは、大洪水に……」

「貴様、それでも騎士国の乙女か。耐えろ」

「ええっ!?」

「……ふん、冗談だ。五分で戻ってこい」

「ありがとうございますっ！」

　プリムは大慌てで操そう舵だ室しつを飛びだした。

　そもそも、艦内使用人であるプリムが、どうしてヴェロニカの背後に控ひかえているのかというと、ヴェロニカが自分の専属メイドとして指名したのである。つい先日のことだ。

　王女の専属メイドといえば、コゼットやユニスと同格である。どう考えても、ドジで有名なプリムに務つとまるとは思えない……それが周囲の意見だった。

　ただし、ヴェロニカはプリムに対して、コゼットやユニスと同等の役割を求めてはいなかった。ただ石像のごとく、自分の背後に立っていればいい──それだけを命じたのだ。

「それにしても、殿下。専属メイドを付けるとは、どういう風の吹き回しです？　ましてや、プリムローズ殿には数々の失敗談が……」

　と、事態を見守っていたグレン親衛隊長が、怪け訝げんそうに訊たずねた。

「コゼットが行方ゆくえ不明となったとき、プリムは決して折れなかった。それどころか、コゼットの無事を信じて疑わなかった。事実、コゼットは帰ってきた」

　ヴェロニカは珍めずらしく、微笑を浮かべた。

「ああ見えて、プリムは芯しんの強い女だ。それ以上に、強運の持ち主でもある。ちょっとした御守り代わり、といったところだな」

「士官たちの緊張も、プリムローズ殿のおかげで和やわらいだようです」

　そういって、グレンは操舵室に詰めている士官たちを眺ながめやった。

「いや。さすがに、そこまでは計算していなかったがな」

　ヴェロニカは微苦笑を浮かべた。

　それから数分後──ヴェロニカが離陸の指令を発するやいなや、艦内は慌ただしい雰ふん囲い気きに包まれた。





　　　　◇






　シェブロン王国の首都アーカム。

　市内を横切るレイヴァース大河沿いには、民間企業の船渠ドツクがある。

　真夜中にもかかわらず、ドック内はフル稼動、まるで戦時中の様よう相そうを呈ていしていた。数日前から、ずっとこの調子だった。

　つい先刻、この民間ドックに到着したベアトリーチェは、一歩足を踏み入れた途端、その騒々しい雰ふん囲い気きに圧倒された。

　ひっきりなしに工業音が鳴り響き、作業員たちは忙せわしなく働いている。

　ベアトリーチェがこのドックを訪れた理由は、ただひとつ。

　王国貴族にして宰相閣下の妹君、しかも要よう塞さい司令官だという才媛──アンジェリーク・ドラクロワに面会を求めるためだった。

　アッシュたちは〈方はこ舟ぶね〉に突入すべく、最果はての地へと旅立った。

　オスケイア女王も自ら軍を率いて、国境方面へと出陣した。

　女王軍には、ルクレツィアとリラも加わっている。

　帝国の皇女だったルクレツィアは、ある意味、今のベアトリーチェに近い境遇である。

　互いに亡命中の身だ。アッシュに恩があるという点も共通している。

　ルクレツィアは、オスケイア女王が出陣すると知るや、ただちに同行を申し出た。

　当初、オスケイア女王は、ルクレツィアを最前線に連つれて行くことに難色を示したという。ルクレツィアは、ゼファロス復興に欠かせない人物だ。それに、これからオスケイア女王が交戦する相手は、かつての帝国兵なのである。

　それでも、ルクレツィアは断固として宣言した。

　──ならばこそ、この私も参じねばならぬのです。

　そのエピソードを聞いたとき、ベアトリーチェは胸を熱くした。

　自分とて、このまま王都で待機しているわけにはいかない。祖国のために、世界のために、今の自分にできることを見つけねばならない。

　考え抜いた末に、ベアトリーチェはラブロック方面に戻ることを決めた。

　現在、ラブロックは指導者を欠いている。〈デミウルゴス〉が流は行やらせたカルト宗教と相まって、今頃は混こん沌とんとしているだろう。開戦ともなれば、その混沌はさらにひどくなるはずだ。放ってはおけない……。

　しかし、今の自分はあまりに無力。現地に赴おもむいたところで、なにができるのかはわからない。が、なにもせずにじっとしているよりは、ずっとましだ。

　そんな切実な思いから、ベアトリーチェはアンジェリークの力を借りようと決めたのだった。




「あら、ベアトリーチェさん。ごきげんよう」

　アンジェリークは、ドックの奧にある応接室で、ティーカップに口をつけているところだった。室内には、アンジェリークしか見あたらない。

　先日、レイヴァース大河で交戦した結果、アンジェリークが艦長を務つとめた魔導潜水艦ウォルブルックは損傷を被こうむった。

　アンジェリークがここにいるのは、修理の進捗状況を確認するためだろう。

　まだ十五歳前後の令嬢にしか見えないが、王国と商工都市連合の国境沿いに位置する、アルテア関門橋要よう塞さいの司令官を務つとめている要人だ。

　三つ編みに結った金髪も、意志の強さを秘めた瞳ひとみも、きらきらと輝かがやいている。あまりにまぶしくて、目を細めてしまいそうになったほどだ。

　アンジェリークは優雅な仕草で椅子を勧めると、訊たずねてきた。

「こんな夜中に、いかがなされたのです？」

「じ、実は、アンジェリーク司令官殿にお願いがあって来ましたっ！」

「アンジェ、と気軽に呼んでくださって構いませんわ。あなたのほうが年上ですし」

「で、ですが、さすがに恐れ多いというか……」

「いえいえ。ベアトリーチェさんは女王陛下の賓客ですし、ラブロックの次期元首ドージエに一番ふさわしいと目されている御お方かたです。かしこまる必要なんてありませんわ。それにわたくし、以前からあなたに興味がありましたの。よろしければ、お友達になりたいわ」

　アンジェリークはベアトリーチェの手を優しく握にぎると、屈託のない笑みを浮かべた。あまりにストレートな申し出に、ベアトリーチェは照れ臭くなってしまう。が、アンジェリークの態度は真しん摯しそのものだ。恥じらう様子は皆無である。

　自分とはまったく異なるタイプだが、不思議なことに、アンジェリークとなら仲良くなれる気がした。

「えっと……あたしのことも、ビーチェでいいわ。愛称なの」

「ありがとうございます、ビーチェさん」

　アンジェリークは、心底嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「それじゃあ早速、アンジェにお願いがあるんだけど」

「わたくしにできることでしたら、なんなりと」

「このドックの状況を見る限り、潜水艦の修理が終わり次第、アンジェはアルテア関門橋要塞に戻る……そうでしょ？」

「そうなりますね」

「だったら、お願い！　あたしもウォルブルックに乗せてほしい！　今こそ自分が生まれ育った国のために、できることをしたいの！」

「……ビーチェさんの心意気は買います。ですが、それは無理な相談ですわ」

「そこをなんとか！　外国人を乗せられないっていうなら、荷物扱いでも構わない！」

「落ち着いて、ビーチェさん。説明が足りませんでしたわね。少なくとも、ウォルブルックに乗せてほしいという頼みには、応じられません。なぜなら、これからわたくしが乗りこむのは、ウォルブルックではないからです」

　ベアトリーチェが困惑していると、アンジェリークはすっくと立ち上がった。

「口で説明するよりも、実際に見てもらったほうが早いです。行きましょう──」




　アンジェリークが案内したのは、この大規模な民間ドックの中でも、最さい奥おうに位置する区画だった。

　そこで待ち受けていた大型艦を前に、ベアトリーチェは絶句した。

　──魔導潜水艦ノスフェラス。

　魔導結社〈デミウルゴス〉が運用していた大型潜水艦である。艦長は、あのフランチェスカ・マキャベリだったという。

　先日の戦いで、ノスフェラスの急襲を受けたアンジェリークたちは、まさしく窮きゆう地ちに陥ったのだが、救援に駆かけつけたシルヴィアのおかげで、辛くも勝利した。

　マキャベリこそ逃したものの、ノスフェラスは王国軍が鹵ろ獲かくしたのである。ヴィットーリアをはじめ、〈デミウルゴス〉の構成員を多数、捕虜にできたのも収穫だった。

　艦体の半分を浸水させたノスフェラスは、間近で見ると圧倒的な迫力を感じさせた。並みの艦の三倍はあるだろうか。

　ただし、あの悪趣味なアーム部は取り外されている。敵艦を強引に挟はさみこむという、破天荒な装置だ。まるで、蟹かにの鋏はさみのような形状だった。

「あのアームは外したの？」

　ベアトリーチェが素朴な疑問を口にすると、アンジェリークは不機嫌そうに応じた。

「もちろんです。美しくありませんから──」

「ドラクロワ艦長！　こちらにお出いででしたか。予定通り、あと三時間で出航できます」

　そのとき、将校とおぼしき軍人が駆け寄ってきた。

「ご苦労様。例の荷物の様子は、いかがです？」

「既に積載しております。今のところ、異常は見られません」

「警備は厳重にお願いします。……なにぶん、危険ですから」

「はっ！　それでは失礼します！」

　将校は軍靴の踵かかとを馴ならしつつ、ノスフェラスのほうへと駆けだした。

　その背中を見送りつつ、ベアトリーチェは「例の荷物？」と疑問に思ったが、

「ご覧の通りです、ビーチェさん」

　すぐさまアンジェリークが話しかけてきたので、訊たずねることはできなかった。

「一時間後、わたくしはノスフェラスの艦長として出航します。行き先はラブロック方面で、防衛と偵察が主な任務となります」

「それって、つまり──」

「ウォルブルックに乗せてあげるのは無理ですが、ノスフェラスでしたら歓迎しますわ」





"Just Before the Outbreak of War～A.S.B.1366.09～" is closed.








第十九話　全騎突入









　あたかも頭上の月を目指すかのように、浮上を始めた〈方はこ舟ぶね〉。

　上昇速度こそゆったりとしているが、その桁外れな質量を考えれば、浮き上がっただけでも奇き蹟せきに思えてしまう。

　あの船の中に、盟主サヴォナローラが、〈七翼将〉の残存メンバーが、そしてラクエルがいる──！

「行こう！　今が〈方舟〉に乗りこむラスト・チャンスだ！」

「おおっ」

　アッシュが叫ぶと、仲間たちは瞬時に、力強く応じてくれた。

　ドラゴンたちも即座に呼応して、〈方舟〉を目指して飛ひ翔しようした。

　先頭は、シルヴィア、アッシュ、エーコを乗せたランスロット。

　続いてルッカ＆ガウェイン、マックス＆アリアンロッド、ジェシカ＆リアンノン、レイモン＆ブリギット。

　殿しんがりを務つとめるのは、レベッカ＆クー・フリンだ。

〈方舟〉が噴出したバーナーの影響で、周囲には砂どころか岩石までが飛び交っているが、ドラゴンたちは防御魔法シールドを張りながら、粉ふん塵じんの中を突っ切っていく。

　接近すればするほど、アッシュは〈方舟〉の巨大さに圧倒された。

　もちろん、驚いてばかりはいられない。

　やがて、ドラゴンたちは〈方舟〉の外壁に〝着地〟した。実際には壁に張りついている状態なのだが、その外壁が広大すぎて、さながら大地のように思えてしまうのだ。

「ハッチはどこだ？　あれが船だというのなら、どこかにあるはずだ」

　アッシュは懸命になって目を凝こらしたが、〈方舟〉の外壁は平野のごとく広がるばかりで、気が遠くなりそうだった。

　ハッチのような箇か所しよなど、どこにも見あたらない。

　そもそも、周囲は白煙と粉塵が舞っていて、視界は最悪の一言に尽きる。

　いざとなれば、〈方舟〉の外壁にドラゴンの攻撃魔法を直撃させて、侵入用の穴を空けるという手もあるが、それは最終手段だろう。〈方舟〉の内部は広大だ。敵との遭そう遇ぐうはできるだけ回避して、力を温存した状態で〈大神殿〉にたどり着かねばならない。

　そのときだった。

『ハッチとおぼしき箇所を見つけたわ！　ドラゴンの巨体でも通過できる大きさだから、問題ないわ。これからドラゴンたちに情報を送るわね。わたしのほうは、ハッチの開かい錠じよう作業に取りかかるわ。こっちも、かなり厄介な魔導電子錠みたいだから』

「ありがとう、ナヴィー！」

「やるじゃないの！」

　アッシュとエーコは同時に、称賛の声をあげた。

「お前たち、どうかしたのか？」

　と、シルヴィアが周囲の粉ふん塵じんに眉まゆをしかめながら、怪け訝げんそうに訊たずねてきた。どうやらナヴィーは急いでいたようで、今の念話はアッシュとエーコにしか届かなかったようだ。

　アッシュはすぐさま、シルヴィアをはじめ、周囲の仲間たちにナヴィーのメッセージを伝えた。

　その直後、ドラゴンたちがふわりと舞い上がった。〈方はこ舟ぶね〉と一定の距離を保ちつつ、急上昇を始める。ナヴィーからハッチの位置情報を受け取ったことで、目的地を定めたのだろう。

　ランスロットを先頭に、ドラゴンたちは〈方舟〉の表面を這はうように飛行する。やがて、再び〈方舟〉の外壁に〝着地〟した。

　だが、アッシュは怪訝に思った。ドラゴンたちの足もとに、ハッチがあるようには見えない。これまで通り、平へい坦たんな外壁が広がっているだけなのだ。

「ハッチなんて、どこにあるのよ？」

「うむ、継つぎ目すら見あたらないぞ」

　エーコとシルヴィアも、不思議そうにつぶやいた。

「いや、ドラゴンたちがこうして踏み留とどまっている以上、この付近にハッチがあるのは間違いない。ナヴィーの開かい錠じよう作業が終わるまで、落ち着いて待つべきだな」

　レベッカの冷静な意見に、アッシュたちはうなずいた。




『──開錠完了よ』

　それから数分後、ナヴィーの念話が届くと同時に、異変が起きた。

　突如、ドラゴンたちの足もとに、長方形の分割線が生じたのだ。厳密には、分割線の部分が蒼あお白じろく発光している。まるで、壁の一部に扉が出現したかのようだった。

　アッシュたちが息を吞のんで見守っていると、やがて扉はゆっくりとスライドし、長方形の乗降口を出現させた。先ほどナヴィーが伝えた通り、ドラゴンでも通過可能な大きさである。乗員の出入口というよりは、物資の搬入口かもしれない。

『今のところ、敵に悟られた気け配はいはないけれど、急いでちょうだい。あなたたちが入り次第、すぐに扉を閉じるから』

　ナヴィーの言葉を受け、アッシュたちはドラゴンを扉のむこうへと進ませた。最後尾のクー・フリンが扉の内側に滑すべりこむなり、扉が再び動く。やがて、ぴしゃりと外部を遮断した。

　内部は真っ暗だった。まずはドラゴンたちが照明魔法を使った。用心のため、最低限の明るさに留めている。

　たちまち、周囲の様子がうっすらと浮かび上がった。

　──ここが〈方舟〉の内部か……。

　アッシュは警戒を怠おこたることなく、周囲に視線を飛ばす。

　数十隻せきの艦艇が、ずらりと並んでいた。どの艦艇も、見たことのないデザインだ。

　一体、幾星霜を経ているのか……アッシュには想像もつかない。

　ただ確かなのは、この区画自体が、遺跡に等しい状態だということだ。誰かが足を踏み入れた形跡も認められない。

　おそらくは何千年……もしかしたら何万年もの間、この区画はずっと放置されていたのだろう。

「艦艇の格納庫と発着場……といったところか。ざっと見た限り、〈デミウルゴス〉の連中ですら、足を踏み入れてはいない領域のようだな」

　そういって、シルヴィアは鞄かばんの中から地図を取りだした。ジュリアスが命懸けで入手した地図は、シルヴィアが責任をもって預かっている。

　たちまち、皆の視線がシルヴィアに集まった。

　しばらくの間、シルヴィアは地図と睨にらめっこしていたが、やがて眉まゆをひそめた。

「むう……。いささか困ったことになった」

「どうしたんだ、姫様？」

　アッシュが訊たずねると、シルヴィアは嘆たん息そくした。

「あいにく、この地図は〈方はこ舟ぶね〉が地中に埋まっていた頃、兄上が作成したものだ。当初、我々は兄上と同じ経路で〈方舟〉に乗りこむつもりだったが……あのタイミングで〈方舟〉が浮上してしまったため、手近なハッチを経由するしかなかった」

「それって、つまり？」

　アッシュは嫌な予感を覚えた。

「……うむ。この区画は、兄上の地図には載のっていないのだ」

　シルヴィアが嘆息交じりに告げると、誰もが言葉を失った。

　思い起こせば──海上で、あの厄介な敵性魔獣に遭そう遇ぐうしていなければ、〈方舟〉が浮上する前に侵入することもできたはずなのだ。

　幸運の女神は、サヴォナローラに微笑ほほえみかけたというわけだ。

　──いや、ネガティブに考えるのはよそう。

　アッシュはすかさず、思考を切り換えた。

　最悪、地下道が崩くずれて生き埋めになっていた可能性もあるのだ。こうして潜入できただけでも、良しとするべきだろう。

　アッシュは意を決すると、皆の顔を見回した。

「まずはこの格納庫を出て、内部を探索しよう。ジュリアス王子の地図には、目に留まる目印がたくさん記載されている。王子が見いだしたルートをたどれるよう、俺たち自身で道を切り拓ひらくんだ」

「いっそのこと、ナヴィーに道案内は頼めないの？　〈方舟〉の内部をパッと解析してもらえば──」

　エーコが期待をこめて提案すると、

『さすがに、そう都合良くはいかないわね。この〈方はこ舟ぶね〉……かなり厄介な警備システムが搭載されているの。魔導電子錠をこっそり開けるくらいならともかく、〈方舟〉のメイン・システムに潜ろうとしたら、厄介な攻性防壁に引っかかるわ』

「なによ、それ？」

『エーコに理解できる代物じゃないわ。まあ、とんでもなく危険な罠わなだと思ってちょうだい。最悪、わたしの存在を消し飛ばすレベルのね』

　エーコはサッと青ざめた。アッシュも同感だった。

　ナヴィーの存在を消し飛ばすなど、想像するだけで身の毛がよだつ。

　かくしてアッシュの提案通り、ジュリアス王子が地図に書き記した目印に辿たどり着つけるよう、まずは周囲を探索することに決まった。





　　　　◇






〈方舟〉の操そう舵だを司つかさどる〈大神殿〉には、今も賢竜王インボルクを筆頭に、盟主サヴォナローラ、ペネロペ、マキャベリ、キーラ、ウルスラが集結していた。

　インボルクは時折、暇つぶしだといわんばかりに、サヴォナローラに質問を投げかけた。現代史に関することが大半だった。

　何事にも無関心に見えるインボルクだったが、自分が復活した時代については、それなりに興味があるらしい。

　サヴォナローラは賢者のごとく、弁舌さわやかに語り聞かせた。むしろ、こうして語っているとき、サヴォナローラは安あん堵どしていた。

　現状、賢竜王インボルクは〈方舟〉の全コントロールを掌しよう握あくしている。

　つまり、インボルクが船長というわけだ。

　不本意ではあったが、サヴォナローラたちはインボルクの支配下にある。そして、サヴォナローラたちが〈方舟〉から消えたとしても、インボルクは大して困らない。

　ならばこそ、インボルクが歴史に関心を示したのは僥ぎよう倖こうといえた。

　歴史についてなら、サヴォナローラはいくらでも語ることができる。

　特に、ロサ・マリア教にまつわる「真実の歴史」を語らせたら、サヴォナローラの右に出る者はいない。

　こうしてインボルクを「教育」しつつ、なんとか懐かい柔じゆうすることができれば──と、サヴォナローラは密ひそかに目もく論ろんでいるのだった。

「……というわけで、ロサ・マリア教とは邪教の一種であり、人類史を破壊した元凶といっても過言ではなく──」

「ふむ。汝なんじの歴史認識は、それなりに正しいようだ」

「……は？」

　インボルクの言葉は、自分が封印されていた間の歴史すら、ちゃんと把は握あくしているといわんばかりだった。一体、どういうことなのだろう？　自分がインボルクに知識を披露しているはずが、実際は試されていたのだろうか……？

「賢竜王陛下？　今のお言葉は、一体、どういう意味で──」

「ちょっと黙っておれ」

　インボルクはぶっきらぼうな口調で命じると、瞑めい目もくした。

　まるで下僕のように扱われ、サヴォナローラは愕がく然ぜんとした。だが、この程度で腹を立てていては、賢竜王を懐かい柔じゆうするなど夢のまた夢だろうと思い直す。

「……いかがなされたのでしょうか？」

　と、ペネロペがサヴォナローラの耳もとで、そっとささやいた。

「わからん」

　サヴォナローラも、首を振るばかりだった。

「なあ、盟主殿。どうも退屈でかなわん。我われはいったん、研究室ラボに戻るぞ。植物の面倒も見てやらねばならんのでな」

　と、キーラが辟へき易えきした顔で、勝手に出て行こうとした矢先だった。

　インボルクが、ぱちりと目を開いたのである。

「……ふむ。どうやら、余の〝体内〟にネズミが紛まぎれこんだようだ。熱源反応から察するに、人間と竜族だな」

　インボルクは書面を淡々と読みあげるような口調でつぶやくと、魔導式ディスプレイを新たに展開させた。船内の見取り図が表示されたかと思うと、特定の区画が拡大表示された。通路に沿って、複数の光点が移動している。

　どうやら、その光点こそが侵入者らしい。

「人間と竜族……？」

　このタイミングで潜入したということは、〈方はこ舟ぶね〉が発進した直後、噴煙に紛れて外装に取りついたのだろうか。

　そんな芸当が可能なのは、世界広しといえども竜騎士ドラグナーだけだ。

　間違いない、アッシュたちだ──と、サヴォナローラは確信する。

「いかがなさいますか、陛下？」

　サヴォナローラは恭うやうやしい態度を保ったまま、訊たずねた。

「ふむ。あの程度のネズミであれば、余の免疫機能が自動的に検知して、排除する。なにも問題はあるまい」

　インボルクは事もなげに告げた。

　免疫機能とは、例の自動防衛システムを意味しているのだろう。〈方舟〉を探索した際、ウルスラの武力をもってして、ようやく制圧できたシステムである。

　あの物騒なシステムが自律していたため、多くの冒険者や研究者が命を落としたし、〈デミウルゴス〉が〈方舟〉を掌しよう握あくするのにも時間を要した。サヴォナローラとしては、あまり良い思い出はないのだが、味方となれば百人力だ。

　しかし、これまでもアッシュたちは、数々の困難を切り抜けてきた。

　──油断は禁物だな。

　沈思にふけっていたサヴォナローラは、やがて顔をあげると、背後の部下たち──マキャベリ、キーラ、そしてウルスラの顔を、順番に眺ながめやった。

「お前たち三人は、これよりネズミ退治に当たってほしい。アッシュたちが〈大神殿〉に至いたるためのルートは限られている。待ち伏せて撃退するのだ」

　いつもの調子で部下たちに命令してしまってから、サヴォナローラはちらりとインボルクの顔色を窺うかがった。

　インボルクは無言を保っている。少なくとも、サヴォナローラの指示に反対するつもりはなさそうだ。ならば、それで充じゆう分ぶんだろうと思う。

「承知しました。ただし、アッシュ・ブレイクを騎士とする聖竜皇エーコは、わたくしが倒します。それこそが、わたくしがここにいる理由ですから」

　最初に応じたのは、ウルスラだった。

「くふっ。ルッカよ、貴様もアッシュ・ブレイクに同行しているのであろう？　何度かすれ違ってしまったが……ようやく、この手で貴様を狩るときが来たようだ。首を洗って待っておれよ、ルッカ！」

　続いて、キーラが死神のごとく、不気味な口調でつぶやいた。

「吾わが輩はいも喜んで出撃させてもらおう。例の新兵器を試す、絶好のチャンスだからな。永らく実戦はヴィットーリアに任せていたが、こうして最前線に立てるとは──ククッ、血が騒さわぐというものだ」

　そして最後にマキャベリが、豪ごう奢しやな鬣たてがみをなびかせる雌めす獅じ子しさながら、凄すごみのある笑顔を浮かべた。




「……あの三人、大丈夫でしょうか？」

　三人を見送ったあと、ペネロペが慎重な態度を覗のぞかせた。

「キーラもマキャベリも新兵器を用意している。ウルスラに至っては、今日という日のためだけに、我々に寝返ったのだ。万全の態勢で臨のぞむことだろう」

　そう答えつつも、サヴォナローラは内心、別のことを考えていた。

　そもそも、あの三人を派遣したのは、アッシュたちを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめすためではない。そうなれば理想的だが、そこまで甘い相手でないことは、サヴォナローラ自身も理解している。

　──なんといっても、あいつは俺の息子だからな。

　最悪、足止めができれば問題はない。それがサヴォナローラの考えだった。

　賢竜王が人類抹殺を決断するまでの時間稼ぎ。それこそが、サヴォナローラがこのタイミングで三人の部下を派遣した、真の理由だったのである。

　既に、第二次ゼノグラヴィア戦争の火ひ蓋ぶたは切って落とされている。その様子を賢竜王に見せることで、現代人がいかに愚かしい連中なのかを、これから説くつもりだった。

　その結果、いよいよ賢竜王が地上の人類に鉄てつ槌ついを下してくれれば、計画は成功したも同然である。

　人類の九十九・九パーセントが滅ほろび、大地が静けさを取り戻したとき、〈方はこ舟ぶね〉は再び着陸する。そして〈方舟〉を降りた者たちの手で、ロサ・マリア教とは無縁な新世界を創るのだ。

　これはもう、新たなる創世神話を生みだすに等しい。

　──そうは思わないか、アッシュ？

　なおも抵抗の意志を貫こうとする息子に、サヴォナローラは思いを馳はせるのだった。
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　格納庫を出た途端、前方には広々とした通路が伸びていた。ドラゴンが飛び回れるほどの空間が確保されている。通路というより、巨大なトンネルだった。床ゆかも壁も天井もメタリックな質感で、壁や天井に埋めこまれた照明が蒼あお白じろく輝かがやいている。

「たかが廊下がこの規模とはな……」

　シルヴィアが周囲を見わたしつつ、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「とりあえず、一本道だ。前に進むしかなさそうだな」

　レベッカの言葉に、アッシュはうなずいた。

「ん……床になにか、書いてある」

　と、ルッカが皆の注意をうながした。

　確かに、十メートル四方ほどの面積に、意味不明な文字がペイントされているのだ。なにかの模様かと思ってスルーしていたが、ルッカのいう通り、なにかの表示らしい。もっとも、アッシュには意味不明な文字にすぎないのだが──。

「これは、古代文字の一種だな。数字の一三二……だと思う。おそらく、ここが第一三二区画であることを意味しているのだろう」

　と、シルヴィアが意外な知識を披露したので、アッシュは驚いた。

「読めるのか、姫様？」

「まあ、騎士王家の姫としては、当然のことだ」

　シルヴィアは平然と答えた。

「だけど、ここが第一三二区画ってことは……」

　と、エーコが不安げな顔をした。

「兄上の地図に載のっていた区画の中で、最も番号の大きかったのは、第六四区画だ。我々の現在位置からは、かなり離れていると思われるな」

　シルヴィアも憂い顔になった。ルッカやジェシカ、レイモンとマックスの間にも、やや暗い空気が流れてしまう。

「いや、悲観することはないぞ」

　と、レベッカが力強く宣言してみせた。

「我々にはドラゴンたちがついているんだ。徒歩なら何週間を要するかわからんが、高速飛行と食事休憩を繰り返せば、それほど時間はかかるまい。床ゆかに記された数字も、道しるべの代わりになるだろう。今はただ、前進あるのみ──そうではないか？」

　レベッカの言葉に、アッシュは鼓舞された思いがした。エーコたちも笑顔を取り戻している。先ほどまで漂ただよっていた暗いムードは、一瞬で吹き飛んだのだ。

　アッシュは改めて、レベッカへの尊敬の念を深めるのだった。
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　第一三二区画から始まった船内探索は、序盤こそ誰にも邪魔されることなく、順調に進んだ。乗員や警備兵に遭そう遇ぐうすることもなかった。

　ただし、一三二の次が一二七だったかと思えば、その次に第一四五区画が待ち受けていたりして、そのたびにアッシュたちは一喜一憂させられた。

　もっとも、その程度は些さ末まつな問題だった。

　異変が起きたのは、第一一九区画に差しかかった直後である。

「なによ、あれ!?」

　エーコが叫ぶ。突然、床や壁、天井のあちこちで駆動音が響いたかと思うと、不気味な機械装置が攻撃をしかけてきたのだ。

　機銃が唸うなり、弾雨が降り注ぐ。

　発射管からは、円筒形の誘導弾が大量に射出される。

　そして鋼こう鉄てつ製のアームが伸びては、ドラゴンたちを捕らえようと迫った。多関節のアームは、まるで軟体動物の触手のような動きを見せた。

「くっ！　自動防衛システムといったところか!?」

　マックスが忌いま々いましげに叫びつつ、相パ棒ルのアリアンロッドに回避運動をさせた。

　自動防衛システム──その表現はぴったりだなと、アッシュは思った。とはいえ、過去に戦った相手と比べたら、どうということはない。しょせんは小細工にすぎなかった。

「攻撃班と防御班に分かれつつ、フォーメーションを組んでくれ！　一気に突き進む！」

　アッシュが指示を出した途端、

「うぉおおおおおおおんっ！」

　ドラゴンたちは一斉に咆ほう吼こうをあげた。

　アッシュの言葉通り、まずは攻撃班と防御班に分かれる。ランスロット、クー・フリン、ガウェインが攻撃に徹し、アリアンロッド、リアンノン、ブリギットは防御に専念した。

　機銃が吹き飛び、誘導弾発射装置は爆発し、無数の触手も次から次へと四散した。それだけの戦果をあげつつも、ドラゴンたちは決して減速しない。まるで騎竜競技を楽しむかのように、床ゆかから数メートルの距離を保ちつつ、高速飛行を続けているのだ。

「行っけぇええええええ！」

　爆発音すら吹き飛ばすように、エーコの勇ましい声が響きわたった。
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　新たな区画に突入した直後、床ゆか面めんの数字を確認したシルヴィアが歓声をあげたので、アッシュは「どうした、姫様？」と訊たずねた。

「喜べ、ここは第七九区画だ！」

　肩ごしに振り返ったシルヴィアの瞳ひとみは、生き生きと輝かがやいている。

「二桁か！　しかも七〇番台ってことは、かなり第六四区画に近づいたな」

　アッシュも思わず笑みをこぼした。つい先ほどまで第一一九区画だったのだから、これは大躍進といえる。

「だけど、また三桁台に戻る可能性だってあるわけでしょ？　今までだって何度も落胆させられたわけだし、ぬか喜びはごめんだわ」

　もっとも、エーコは懐疑的な様子だった。

　事実、区画は番号通りに並んでいるわけではない。既に何度も期待を裏切られたので、エーコはご機嫌斜めなのだ。分かれ道に惑まどわされることも多く、やはり地図に頼れない状況では、一進一退を繰り返してばかりなのだった。

「大丈夫。このまま進めば、必ず〈大神殿〉にたどり着けるさ」

　アッシュは苦笑すると、エーコの頭に手を置いた。ふわふわの髪を優しく撫なでると、エーコはくすぐったそうに「むう～」と唸うなったが、満まん更ざらでもないようで、撫でられるがままになっている。

「おい、お前たち。ランスロットの上でじゃれ合うんじゃない……」

　シルヴィアが苦い顔をして、小言を漏もらした直後だった。

　がこんっ！　と、金属部品が嚙かみ合あうような音が響いたのだ。

　アッシュたちの侵入を察知したのだろう、この区画の自動防衛システムが起動したのである。床、天井、壁の表面パネルが一斉に展開されたかと思うと、機銃や発射管、多関節アームといった自律兵器が次々と現れた。

　あたかも、草食動物だと思っていた相手が、突如として牙を剝むき、肉食獣としての本性を示したような光景だった。

　しかも、小型車両に匹敵するサイズの、円盤じみた形をした自律兵器までが、次々と飛び交い始めた。アッシュたちを取り囲かこむように飛行しつつ、銃弾を放ってくる。まるで、一機ごとに固有の意思を有しているかのようだ。

「どうやら新兵器のようだな。ちょこまかと鬱うつ陶とうしい……」

　と、マックスが忌いま々いましげにつぶやいた。

「さすがは二桁台の区画といったところか。一筋縄ではいかんようだな」

　シルヴィアの全身からは、ぴりぴりとした緊張感が漂ただよっている。

「大丈夫さ。みんな、フォーメーションを組んで一気に突破するぞ！」

　アッシュの言葉に、仲間たちは即座に応じた。再び攻撃班と防御班に分かれ、編隊を組み直す。

　どれほどの物量を投じようが、相手は機械兵器にすぎない。円盤形の新兵器には意表を突かれたものの、しょせんは機銃に羽根が生えたような代物なのだから。

「うおおおおっ！」

　皆で心をひとつにし、気迫をこめて叫ぶ。今やアッシュたちは一体のドラゴンと化したかのごとく、大気を穿うがつように突き進む。小こ賢ざかしい円盤は編隊を組み、執しつ拗ように行く手を遮さえぎろうとしたが、容よう赦しやなく破壊し、蹴け散ちらし、吹き飛ばす！

　やがて、はるか前方に、行き止まりが見えてきた。一見、壁のように見えるが、どうやら大型のゲートらしい。もしロックされているなら、開かい錠じよう作業の間は立ち往生せざるを得なくなるが、

『──開錠完了。開くわよ！』

　突如、ナヴィーの念話が届いたかと思うと、

　──ごごごごご……。

　ゲートの中央に亀裂が生じ、ゆっくりと左右に開き始めた。

　アッシュとエーコが歓声をあげた直後、編隊を組んだドラゴンたちはゲートの奧へと飛びこんだ。

　すかさずナヴィーが指示を送ったのだろう、ゲートはゆっくりと閉じていき、追いすがる自律兵器を完全に遮断した。

「ここは一体……？」

　編隊を解除したアッシュたちは、周囲をぐるりと見わたした。

　これまでと一転して、縦穴を思わせる区画だった。光源といえば、壁に設置された照明灯だけだ。壁に沿って、橙だいだい色いろの光が点々と連なり、幾重もの円環を描いている。

　どうやら、この空間は円筒形を為なしているようだ。直径は騎竜学院のプールよりもはるかに長く、百メートルといったところだろうか。

　天井を目視できないことが、いやが上にも不安感を煽あおった。頭上には闇が広がり、円環を為す照明が点々と続いているだけなのだ。

　一方、ゲート付近には足場が構築されているが、十メートルも進めば途絶える。

　眼がん下かに広がるのは、こちらも深い闇だった。底部はまったく見えない。ゴー……ゴー……と、まるで蒸気機関じみた音が聞こえてくるのが、なにやら不気味だった。〈方はこ舟ぶね〉の機関部が近いのだろうか。

「どうやら、あの橋の向こう側に出口があるようだな」

　と、シルヴィアが皆の注意を促うながした。確かに、前方には物々しい雰ふん囲い気きの鉄橋が延びて、向こう側のゲートにつながっている。

「シルヴィア、これを見てくれ。区画番号ではないか？」

　と、壁面に記された古代文字に気づいたレベッカが、シルヴィアに声をかけた。

「確かに！　これは……六四です！」

　シルヴィアが断言するなり、皆は歓声をあげた。

「初めての六〇番台よ！」

　エーコが歓よろこびをあらわにすると、

「しかも六四ってことは……姫様、地図を！」

　アッシュはシルヴィアをうながした。

「ああ、私も同じことを考えていたところだ！」

　シルヴィアは頰ほおを上気させると、急いで地図を取りだした。そして、皆の前で紙面を広げる。

「間違いない、ちゃんと載のっている。今後は地図の通りに進めば、分岐路に惑まどわされることなく、〈大神殿〉までの道筋をたどれるぞ。まずはあの橋を渡って、向こう側のゲートを通過しよう」

「ちょっと待ってくれ、シルヴィア。ここらで一度、食事休憩にしようではないか。幸いにも、この区画では自動防衛システムが作動する気け配はいがない」

　レベッカの提案に、シルヴィアは「そうですね」とうなずいた。

　確かに、ドラゴンたちはずっと高速飛行を続けてきたのだ。徒歩なら数日はかかりそうな距離を、一時間足らずで飛んでくれた。ここらで休憩し、栄養補給しておくべきというレベッカの提案は、理に適かなったものだった。

「やった！　あたし、お腹なかが空すいてたところだったのよね」

　案あんの定じよう、食いしん坊のエーコが満面の笑みを浮かべ、ランスロットから飛び降りようとしたそのときだった。

「……来る」

　ルッカがぽつりとつぶやくと、ぴくりと耳を反応させたのである。

　その刹せつ那な。

　──どんっ

　はるか頭上から、とてつもない大質量の物体が降下したかと思うと、アッシュたちの前方、ぴたりと滞空したのである。

　それは、ドラゴン型の機動兵器であった。かつてアンネゲルトが運用していた、装甲機竜ブリュンヒルデによく似ている。

　だが、装甲の色はワインレッドを基調としていて、より洗練された造形となっている。特に、頭部や肩部の曲線美ときたら、美しくもあった。

　と、腹部のハッチがゆっくりと開き、操縦者が顔を覗のぞかせた。

「〈方はこ舟ぶね〉へようこそ、諸君。過日、我が潜水艦ノスフェラスを奪ってくれた借りは、今ここで返させてもらうとしよう」

　豪ごう奢しやな輝かがやきを誇ほこる金髪が、肩先でふわりと揺れる。

　その雌めす獅じ子しのような容姿は、見み紛まがうはずもない。

　ラブロック商工都市連合の元元首ドージエにして、今では〈七翼将〉の一翼を担にないし女傑。

　フランチェスカ・マキャベリであった。その豊ほう満まんな肉体を、漆しつ黒こくのパイロット・スーツに包んでいる。

　どうやら、マキャベリはこの空間で待ち伏せしていたらしい。

「ふっ、驚いているようだな。無理もない。この機体は、あのブリュンヒルデをさらに発展させた最新機種、いわば二号機だ。吾わが輩はいは『ヴェイロン』という愛称で呼んでいる」

　アッシュは眉まゆをひそめた。

「二号機だって？　いくらなんでも、それははったりだろう。ブリュンヒルデがあれほどの強さを発揮できたのは、動力源として冥竜王モルドレツドを内蔵していたからだ。いくら〈デミウルゴス〉の技術力がすごいといっても、モルドレッドの膨ぼう大だいな魔力に匹敵する魔導エンジンなんて、そう簡単に開発できるとは思えない」

「そうよ、アッシュのいう通りだわ！　そんな張りぼてを用意してブリュンヒルデの二号機だなんて、図ずう々ずうしいもいいところよ！」

　エーコも得意満面になって、ぴしりと指を突きつける。

「ふっ。アッシュ・ブレイク……ガキの分際で、なかなかの観察眼だ。数多くの修羅場をくぐってきただけはある。確かに、このヴェイロン──エンジン性能では、ブリュンヒルデに大きく劣る」

「意外だな。はったりを押し通すのかと思っていたけど」

「いっておくが、機体性能はエンジンだけで決まるものではない。ヴェイロンがブリュンヒルデの後継機種であることに、なんら変わりはないのだ！」

　マキャベリはあくまでも、堂どう々どうと機体を誇っている。

　アッシュは冷静さを保ちつつ、ヴェイロンを観察した。

　ブリュンヒルデよりは細身に感じられるが、竜化ドラグナイズしたエーコに匹敵する巨大さなのは間違いない。

　付け入る隙があるとすれば、そこだろうな……と、アッシュは思う。

　船外ならともかく、ここは円筒形の限定空間だ。その巨大さゆえに、ヴェイロンは好き勝手に動き回ることができない。特に、左右に動けるスペースは限られている。

　それに、改めていうまでもなく、ここは〈方舟〉の内部だ。マキャベリとしても、周囲を派手に破壊することは望まないだろう。

　油断は禁物だが、決して勝てない相手ではない。

　アッシュが結論づけたそのとき、

「刮かつ目もくして見よ！」

　マキャベリは厳おごそかな口調で叫ぶと、コックピット・ハッチを閉じた。

　続けざま、胸部中央に搭載された砲門から、魔導エネルギーが噴出。極太の光条と化したエネルギーは、第六四区画の中央を一直線に横切る鉄橋を直撃した。

「なっ──!?」

　アッシュは絶句した。

　鋼こう鉄てつ製と思われた橋だったが、飴あめのようにぐにゃりと熔よう解かいしたのだ。そのまま橙だいだい色いろに輝かがやきながら、底無しの闇へと落下する……。

　さらに不気味なのは、どれほど待っても、衝撃音が届かないことだった。本当に底無しなのだろうか。あるいは落下中、完全に蒸発したのだろうか。

「ちょっと、橋を壊されちゃったわよ!?」

　エーコがあたふたとした調子で叫んだが、

「慌てるな、エーコ。我々にはドラゴンたちが付いているのだから、向こう岸まで飛べば済むだけの話。もっとも……そう簡単に通してもらえるとは、思えんがな」

　レベッカは既に戦闘態勢である。

　アッシュは、ブリュンヒルデとの最終決戦を思い出した。

　ゼノグラヴィア山脈の上空で繰りひろげた、あの戦いである。

　──あのときは、聖竜鎧アルマダを装備したエーコのおかげで撃退できた。できることなら、エーコの力は温存しておきたかったけど……。

　アッシュはさりげなく、エーコの顔を窺うかがった。

　エーコも同時に、アッシュの顔を見ていた。互いの視線が交錯する。

「竜化ドラグナイズなら、いつでもいいわよ」

　エーコも同じ考えだったようだ。

　アッシュはすかさず、「頼む！」と応じようとしたのだが──。

「アッシュ、ここは俺に任せろ！　お前たちは先に行け！」

　決然と叫んだのは、レイモンだった。相パ棒ルのブリギットも「ぐるるっ！」と唸うなりつつ、気迫を漲みなぎらせている。

「レイモン!?　いくらなんでも──」

「いや、アッシュ。レイモンのいう通りだ。ただし、僕も一緒に残ろう。レイモン一騎だと、犬死にになりかねん」

「おいおい、ヒドいいわれようだな……」

　顔をしかめるレイモン。対照的に、ブリギットのほうは賛成だとばかりに、マックスに友好的な視線を向けている。

「そういうことでしたら、わたくしも残りますわ。アッシュ様と離れ離れになってしまうのは残念ですけど……レイモンさんとマックスさんだけじゃ、どう考えても不安ですし」

「おいおい。マックスはともかく、ジェシカにまで心配されたくねぇぞ!?」

「な、なんですって～！」

「落ち着け、ふたりとも。三騎のほうが攻撃のヴァリエーションは飛躍的に増える。それに、僕たちは夏休みの間、ずっと学院でトレーニングを続けてきた。その成果を、今こそ見せるときではないか？」

　眼鏡のレンズをきらりと光らせながら、マックスは断言した。

　今のマックスは、一ひと皮かわ剝むけたかのように頼もしく感じられる。まるで〝隊長〟のような風格すら感じられるのだ。

　アッシュは迷うのをやめた。むしろ迷うのが失礼だと思えるほど、今のレイモンたちは気迫を漲みなぎらせているのだ。もはや余計な言葉は不要だろう。

「ありがとう。ここは任せた」

　アッシュが信頼の眼まな差ざしを送ると、

「そうこなくっちゃ！」「無論だ！」「任されましたわ！」

　レイモン、マックス、ジェシカの順に、意気揚々として応じてくれた。

「あいつを倒したら、すぐに我々を追いかけてくれ。ドラゴンが一緒なら、追跡は容易だからな」

　と、シルヴィアがレイモンたちに声をかけた。

　ドラゴンは鼻が利くし、互いの位置情報を感覚的に追跡できる。ドラゴンならではの異能である。いったん離れ離れになったとしても、アッシュたちの通過点をすぐに嗅かぎ分けてくれるのだ。

『……おい、貴様ら。この吾わが輩はいが、そう簡単に通過させると本気で思っているのか？』

　と、魔導工学的に増幅された音声が、ヴェイロンの内側から響いた。どうやら、パイロットの音声を外に伝える機能も搭載されているようだ。

「もちろんですわ！　訓練の成果、見せてさしあげますわよっ！」

　ジェシカが勇気凛りん々りんと叫ぶ。その掛け声が、戦闘開始の合図となった。

　素早く散開するマックス、レイモン、ジェシカ。三騎がマキャベリの注意を引きつけている合間に、アッシュたちもドラゴンを飛行させた。

『ちっ、逃がすものか！』

　ヴェイロンの操縦席からマキャベリの音声が響く。左右の肩部に搭載した発射管から、誘導弾を次々と放たれた。

　稚魚の群れさながら、大量の誘導弾が白い尾を引きつつ、アッシュたちを目がけて飛来する。

「そうはさせるかって！」

　レイモンが叫ぶや、ブリギットに火焰ブレスを吐かせた。マックスとジェシカも続く。

　誘導弾の群れはアッシュたちに到達する直前、次々と撃ち落とされていった。

『小こ癪しやくなっ！』

　マキャベリの苛いら立だたしげな音声が聞こえた直後、

「お見舞いしてさしあげますわっ！」

　ジェシカが得意げに叫んだ。リアンノンの口から、霧状のブレスを吐いたのである。水蒸気だった。たちまち、白い濛もう気きが円筒形の区画を満みたしはじめる。

『ふっ。無駄な足あ搔がきだ。こちらには熱源探知装置が──』

　マキャベリは堪こたえた様子もなく、次なる手に打って出ようとしている。が、そこで言葉が途切れた。案外、まだ操縦に馴なれていないのかもしれない。

　だとすれば、今が絶対の好機だが、

「しまった！　ゲートに例のロックがかかっているなら、開かい錠じように時間が……！」

　アッシュは焦った。いくらナヴィーでも、この切羽詰まった状況で、即座に開錠するのは厳しいのではないか──。

『ふふっ。わたしを甘く見ちゃ駄目よ、アッシュ。こんなこともあろうかと思って、あなたたちが会話している間に、開錠作業はすませておいたわ』

　絶妙のタイミングで、ナヴィーの念話が響いた。

「ありがとう！　さすがナヴィーだ！」

　アッシュは興奮気味に叫ぶと、前方を見据えた。水蒸気はヴェイロンの頭部を中心に広がっているので、こちらの視界はまだ確保されている。

　先ほどナヴィーが報告した通り、次なる区画に続くゲートはかすかに開いていた。ゲートの規模からすれば「かすか」だが、聖竜マエストロが通過するには充じゆう分ぶんすぎる幅だった。





　　　　◇






　ゲートの向こうは、床ゆか面めんの表記によれば第五一区画だった。

　壁も天井も床もメタリックで、無機質な雰ふん囲い気きが漂ただよう通路が、延えん々えんと延びている。

　あのヴェイロンを相手に、踏み留とどまることを決めたレイモン、マックス、ジェシカを思うと、後ろ髪を引かれる思いだったが、ここで引き返したりしたら、彼らの厚意を無駄にすることになる。

　今はただ、〈大神殿〉を目指して進むべき──そう考えて、アッシュは前方をキッと見据えた。

　途中、例によって防衛システムが作動し、自律兵器が襲いかかってきたが、ドラゴンたちは鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、そのことごとくを粉砕してみせた。そして、さらに幾つもの区画を通過したあと──はるか前方、見覚えのあるゲートが現れた。

「……ふむ。第六四区画の入り口にそっくりだな」

　レベッカが率そつ直ちよくな印象を口にした。アッシュも同じことを考えていたところだった。もしかしたら、このゲートのむこうは特別な場所なのかもしれない……。

　とりあえず、ナヴィーの協力を得て開錠してもらったあと、アッシュたちは周囲を警戒しつつ、ゲートの隙間をくぐり抜けた。

「内部も第六四区画に似ている……」

　アッシュは周囲に目を凝こらした。

　まさしく第六四区画を複写したかのような、巨大な縦穴を思わせる空間だった。一分の乱れも感じさせぬほど、美しい円筒形を成している。

　例によって、前方には鉄橋が架かっている。橋の下は真っ暗で、奈落の底に続いているかのよう。そういう点も、第六四区画と共通していた。

「ねえ、シルヴィア？　あれって区画番号じゃない？」

　と、エーコが壁かべ際ぎわを指さした。

「ふむ、四四と記されている。地図の情報とも一致するから、安心していいぞ」

　シルヴィアは皆を鼓舞するように、勇ましい口調で応じた。

「やったわね！」

「……いや、喜ぶのは早そうだ」

　浮かれるエーコを鋭く制したのは、レベッカだった。相パ棒ルのクー・フリンともども、臨戦態勢である。

「……隠かくれてないで、出てきたら？」

　一方、ルッカも油断なく身構えていた。

　次の瞬間、すたっ！　と小気味よい着地音がした。

　鉄橋の中央付近。何者かが、そこに着地していた。

　魔術師めいたローブで全身を覆おおい隠した、小柄な人影だった。

「──くふふっ。よくぞ来た、ルッカよ」

　少女のようで、年老いた賢者の風格も感じさせる声には、聞き覚えがあった。

　彼女は、ローブをばさりと脱ぎ捨てると、まるで個性のオンパレードといった風貌を、堂どう々どうとさらしてみせた。

「キーラ……なの？」

「見ちがえたな、ルッカ。幼い頃とは、もはや別人だ」

「あなたも、変わった。変わり……すぎた」

　冷静に応じているように見えて、ルッカの唇くちびるは震ふるえている。

「一体、どうなっているんだ。あの姿は……」

　アッシュ自身、キーラの姿には衝撃を受けていた。

　正確には、その髪の毛に──。

　キーラの髪の毛は、蛇と化していた。赤と白の斑まだら模様。単なる飾り物でないのは、すぐに判明した。無数の蛇はくねくねと身をくねらせ、時折、「きしゃー！」と不気味に鳴くのである。

「その髪……どうして……？」

　震え声で訊たずねるルッカ。

「くくっ。見応えがあるだろう？　どうやら竜殺しドラゴン・スレイヤーの呪いらしい」

「いや、しかし……あの呪いって、せいぜい髪の毛の色が変わる程度だったんじゃ……」

　かつてモルドレッドを殺害したジュリアス王子の容貌を、アッシュは思い出した。

「ふっ。我われが殺したのは、あのマザー・ドラゴンだぞ？　どうやら、呪いも特別だったようだな。くっくっく」

「…………」

「とんだ置き土産をしてくれたものだが、これはこれで存外、気に入っている。さて……と。用があるのは、ルッカだけだ。その他大勢は、どこへでも行くがよい」

「その他大勢ですって!?　あたしたちはルッカのオマケじゃないわよ！」

　案あんの定じよう、プライドの高いエーコはカッとなったが、

「つまり、君の目的は、あくまでもルッカだけというわけか？　〈デミウルゴス〉の目的など、どうでもいいと？」

　レベッカは落ち着いたもので、堂どう々どうと訊たずねていた。

「そういうことだ」

　キーラは微笑とともに、こちらも堂々たる態度で応じてみせた。

　と、ルッカがガウェインを一歩、前に進ませた。

「……ここは、わたしに任せて。みんなは、先に行って」

　その言葉が終わらぬうちに、ルッカの全身が燦さん然ぜんと輝かがやいて──聖騎甲アークが顕けん現げんした。ルッカの意志を汲くんだガウェインが、命じられる前に動いたのだ。

　まるで〝踊り子〟を彷ほう彿ふつとさせる、絢けん爛らんたる戦闘衣装であった。

　と同時に、魔ま演えん杖じようガラティーンも顕現し、ルッカの右手に収まる。

　ルッカの決意が固いことを、アッシュは悟った。

　下手に協力するのは、むしろ失礼だ。そんな空気が、確かに感じられた。

「いい顔してるわね。今のあんたなら、心配は要いらないわ」

「悔いのないよう、全力で闘うべし！」

「君ならば、きっとキーラを取り戻せると信じている」

「二人の問題を解決できたら、必ず俺たちに追いついてくれ。約束だからな」

　エーコ、シルヴィア、レベッカ、そしてアッシュの順に、ルッカに言葉を贈る。

「みんな……ありがと」

　ルッカはうなずくと、ほんのりと微笑を浮かべた。

　以前のルッカは、キーラの名前を聞いただけで、我を忘れるほどの動揺を示した。

　しかし、今のルッカは違う。

　こうしてキーラ本人を目の前にしても、その心は微み塵じんも乱れてはいない。毅き然ぜんとした気け配はいすら漂ただよわせているのだ。

「ここはルッカに任せて、行くぞ」

　と、シルヴィアがランスロットを離陸させた。一応、警戒を怠おこたることなく、鉄橋に沿って慎重に飛行する。

　やや距離を置いて、レベッカを乗せたクー・フリンも続いた。

　あのキーラのことだ。罠わなを仕掛けていないとも限らない。

「…………」

　だが、キーラはアッシュたちを一顧だにしなかった。ルッカに視線を定めたまま、微動だにしなかったのである。




　ルッカはアッシュたちを見送ると、改めてキーラを見据えた。

　キーラは生身だ。武器を隠かくし持っているようには見えないし、マキャベリのように大型兵器を持ちこんでいるわけでもない。

　対して、ルッカにはガウェインがついているし、聖騎甲アークも装備している。

　常識的に考えれば、勝負にもならないはずだ。

　しかし、キーラは泰たい然ぜん自じ若じやくとして、その唇くちびるには微笑をたたえている。

「キーラ。どういう、つもり？」

　身構えつつも、ルッカは訊たずねずにいられなかった。

「なあ、ルッカよ。もし、貴様が我われと同じく、〝七つの大罪〟を犯し、ダークエルフの道を進むというのなら、我は嬉うれしい」

「……!?」

「そのときこそ、我らは再び、実の姉妹のように手と手を取り合うことができるだろう……あの頃のようにな」

「なにを、いって……いるの？」

「どうだ、ルッカ。その気はないか？　人間社会の秩序など、糞くそ食らえだ。あらゆる抑制から解放されたダークエルフこそ、エクブラッド人の真の姿だ。実際、こうしてダークエルフとなった我がいうのだから、間違いない」

　キーラがニッと嗤わらう。

　そのおぞましさに、ルッカは戦せん慄りつした。

　本音をいえば、戦いたくはない。幼おさな馴な染じみにして親友。あの頃のルッカにとって、キーラは太陽のようにまぶしい存在だったのだ。

　なのに、〈オーファンの儀ぎ〉ではルッカだけが選ばれ、キーラは選ばれなかった。

　ルッカは晴れて竜飼い人ブリーダーとなり、エクブラッドの里を大いに賑にぎわした。

　対照的に、キーラは落選者として、肩身の狭い思いを余儀なくされた。

　それを機に、キーラは完全に道を踏み外した……。

　だが、キーラに同情はしない。たとえ、人生が自分の思い通りにいかなかったからといって、道を外しても良い理由にはならない。ましてや、他人を犠牲にするような生き方など、絶対に赦ゆるしてはならない。

　既に、キーラはあまりにも多くの罪を犯してしまった。交渉の余地はない。今のルッカにできることは、全力でキーラを止めることだけだ。

「どうした、ルッカ？　我が手を取るか否いなか──答えを聞かせてもらおう！」

「あなたの手を、取るわけにはいかない」

「くふっ。まあ、予想はしていたがな──出いでよ、我が最高傑作よ！」

　キーラの叫びと同時に、橋の下から強烈な妖気が吹きつけてきた。

　──どんっ！

　刹せつ那な、あの頑丈そうな鉄橋を破壊しつつ、とてつもない巨体が、闇の底から這はい上がってきた。鉄橋が「へ」の字に折れ曲がる寸前、敏びん捷しように跳ちよう躍やくしたキーラは、その巨体の頂きに飛び移っている。

　それは、どことなくドラゴンの面おも影かげを残した、漆しつ黒こくの怪物だった。

　いや、ドラゴンというよりは、屍灰竜ネクロマンシアのほうが近いだろう。事実、皮膚の一部はグズグズと溶けて、腐臭を放っているのだ。

　ただし、体組織の半分は植物的な様よう相そうを呈ていしていて、その異様さを際立たせている。血のように紅あかい花が咲いているのも、不気味だった。

　極めつけは、その体たい軀くの巨おおきさだ。竜化したエーコにも匹敵するだろう。ガウェインが幼体に見えてしまうほどだった。

「……屍竜魔樹ネクロプランタ!?」

　ルッカは無意識に、その忌まわしき単語を口にしていた。

　かつて、キーラにある種の魔薬を打たれた結果、マザー・ドラゴンは強制的に変容させられた。

　その結果、マザー・ドラゴンの肉体は脅威的な化け物と化した……それが屍竜魔樹ネクロプランタである。植物的な特徴をそなえているのは、マザー・ドラゴンの体組織が、半ば植物化していたからだろう。

　もっとも、ルッカ自身は、アッシュと二人で騎竜演舞を修得すべく戦線から離れていたため、屍竜魔樹ネクロプランタを目撃したわけではない。後日、話で聞いただけだ。それでも、目の前の怪物を形容するのにふさわしい言葉は、屍竜魔樹ネクロプランタしか思い浮かばなかった。

「その通り！」

　屍竜魔樹ネクロプランタに騎乗したキーラは、嬉き々きとして肯定してみせた。

「だけど、屍竜魔樹ネクロプランタは、エーコとシルヴィアが協力して、倒したはず……」

「ふっ。奴やつらに倒される寸前、体組織の一部を切り取って、持ち帰った。そして、魔導結社〈デミウルゴス〉の研究設備を借りて、培養していたのだ。ここまで育てるのには、かなりの苦労を要したぞ！」

　キーラはゾッとするような笑みを浮かべると、ルッカを睨ねめつけた。

「こやつの名はグラシャラボラス！　屍竜魔樹ネクロプランタの最新型だ！」





"Special Assault Team～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二十話　沈黙の騎士聖女サイレント・ヴアージニア









　処女宮ヴアルゴの月、第十六日。午前二時三十五分。

　魔ま導どう艇ていデュランダルは、今も海中で待機に徹していた。

　操そう舵だ室しつにはミラベル、アーニャ、コゼット、ユニス、モルドレッド、そしてリンダとパーシヴァルが詰めている。

　アッシュと離れ離れになって以来、リンダは落ち着かない時間を過ごしていた。やはり自分も同行すれば良かった……と思うと、居ても立ってもいられなくなってしまう。

　だが、ここは海中だ。リンダがどんなに願おうと、外に出るのは不可能である。

「……〈方はこ舟ぶね〉は、あれから動きませんわね。相変わらず、高度一〇〇〇あたりを維持していますわ」

　先ほどから潜せん望ぼう鏡きようを覗のぞきこんでいたコゼットが、ミラベルを振り返った。

「そう。単に滞空しているだけなら無害だけれど。一体、なにを企たくらんでいるのかしら？」

　ミラベルは柳眉をひそめると、溜ため息いきをついた。

　先刻、〈方舟〉が離陸したときは、度肝を抜かれたものだ。

　ナヴィーの念話報告によれば、アッシュたちは無事、〈方舟〉内部に潜入できたそうである。最悪、〈方舟〉が離陸したときの混乱に巻きこまれたのでは……と心配していたので、その報しらせはリンダたちをホッとさせた。

　潜望鏡は、デュランダルに潜水機能が追加された際、新たに搭載された装置だった。海中に潜ひそみつつ外部の様子を観察できるので、重宝している。

「ちゃ～！」

　緊迫した空気を破ったのは、モルドレッドの無む邪じや気きな声だった。

　敵性魔獣アノニマスとの戦闘をはじめ、ずっとバタバタしていたせいだろうか。どうやら、モルドレッドも目が冴さえてしまったらしい。

　それだけなら問題はないのだが、操舵席の周囲を埋めつくす操作盤に、強く興味を引かれたようだ。そこには、小さなボタンやレバーがずらりと並んでいるのである。

　モルドレッドの手が、操作盤に伸びた。

「駄目よ、モルドレッド！」

　我が子の悪戯いたずらを制する母親よろしく、アーニャが慌てて止めようとしたが、

　──かちっ！

　モルドレッドの指はボタンのひとつを押していた。

　こういうときは大抵、ろくなことが起きないものだ。嫌な予感がして、リンダは思わずパーシヴァルをギュッと抱きしめる。

　直後、ザザッと耳障りなノイズが聞こえたかと思うと、室内に異国の言葉が響いた。

　どうやらゼファロス語のようだが、リンダにわかるのはそこまでだ。話の内容を理解することはできなかった。

「これって……ゼファロスのラジオ放送だわ！」

　なんとかモルドレッドを操作盤から引きはがしつつ、アーニャがハッとして叫んだ。

　騎士国内ではまだ普及していないが、ゼファロスでは試験的に始まっているラジオ放送──その噂うわさは、リンダも学院で聞いたことがあった。

「一体、なにを伝えているんですか？」

　リンダが訊たずねた直後、アーニャの表情が強こわ張ばった。ミラベルも顔面蒼そう白はくとなって、腰を浮かしている。この二人だけは、ゼファロス語の放送を理解できるのだ。

「……既にゼノグラヴィア山脈の上空で、戦端が開かれたそうよ。ゼファロス軍が勇猛果敢に進撃し、騎士国及び王国の連合軍と戦火を交えている……これはまさしく、第二次ゼノグラヴィア戦争と呼ぶにふさわしい戦いだと……伝えているわ」

　ミラベルが重々しい口調で通訳すると、室内はしんと静まり返った。

　リンダは、自分の足もとが崩ほう壊かいしていくような不安を覚えつつ、兄と仲間たちに想おもいを馳はせるのだった。





　　　　◇






　──レイモン、マックス、ジェシカ。そして、ルッカ。

　自ら踏み留とどまり、戦うことを決意した仲間たちを案じつつ、アッシュたちは〈大神殿〉を目指し、さらに奧へと通路を進む。

　この時点で、アッシュに同行しているのはエーコとシルヴィアとレベッカ、ランスロットとクー・フリンだけになっている。

　ジュリアスの地図があるおかげで、迷子になる可能性はない。ひとつの区画を突破するごとに、着実にゴールに近づいているという実感を得ることができた。

　ここは第三一区画。その内部構造は、地図情報と完全に一致している。怖いくらいに静せい謐ひつな、だだっ広いだけの通路だった。

「例の防衛システムは鳴りを潜ひそめたようだな」

　ふと、レベッカが思い出したようにつぶやいた。

「ですね。さすがに全区画に配備するのは無理だったか、その必要もないと判断したのか……それはわかりませんけど、ドラゴンの魔力、体力を温存できるのはありがたいです」

　アッシュがレベッカに向けて微笑ほほえんだそのとき、前方に新たなゲートが現れた。




　さらにいくつかの区画を通過した頃──。

「そうだ。余裕があるうちに、地図を確認しておこう」

　と、シルヴィアが地図を広げた。かなりの速度で飛行中なのだが、ランスロットが簡易的な防御障しよう壁へきを展開してくれたので、地図が煽あおられることはない。

「ふむ……」

　まじまじと地図を見つめるシルヴィア。

「今、どのあたりなんだ？」

「そろそろゴールが近づいているといいんだけど」

　シルヴィアの左右から、アッシュとエーコが覗のぞきこむ。

「ちょうど今、通過中なのが……ここだな」

　そういって、シルヴィアは地図の一点を指さした。第二五区画と記されている。

「二〇番台も半ばまで来たわね。もう一息よ！」

　と、エーコがはしゃぐ。

「最初の区画が一三二だったと知ったときは、どうなることかと思ったけど、俺たちは刻一刻と〈大神殿〉に近づいているんだな」

　アッシュも笑顔を浮かべる。

「──いや、油断は禁物だ。見ろ、第二四区画の入り口が見えてきたぞ！」

　レベッカの声に、アッシュたちはハッとした。

「あのゲートは……？」

　既に二度、目にしたことのあるゲートだった。

　一度目は第六四区画。マキャベリが待ち受けていた。

　二度目は第四四区画。キーラが待ち受けていた。

　そして、次は第二四区画だ。もしかしたら、あのゲートの向こうにも、〈七翼将〉の誰かが待ち受けているのかもしれない。

「ん？」

　ふと、アッシュは違和感を覚えた。目を凝こらすと、ゲートがかすかに開かれていることに気づいたのだ。ドラゴン一体分の隙間が、既に確保されている。

　早速、ナヴィーが開かい錠じようしてくれたのだろうか？と思ったのも束つかの間ま、

『わたしじゃないわよ、アッシュ。最初から開いていたの。どうやら、一刻も早くわたしたちと戦いたい……って、思っているみたいね』

　ナヴィーが念話をよこした。

「それほどまでに、俺たちとの戦いを望んでいるってことか」

　ひどく利己的な匂いがした。〈デミウルゴス〉が掲げる理念などより、己おのれの理想を一いち途ずなまでに貫こうとする、確固たる意志。

　あのゲートの向こうで待ち受けているのは「彼女」だと、アッシュは確信した。





　　　　◇






　緊張感を覚えつつ、アッシュたちはゲートの隙間を通過した。

　直後、ランスロットとクー・フリンが急減速したかと思うと、着地する。

　アッシュとエーコは、同時に息を吞のんだ。

　あたかも、古代の円形劇場を思わせる空間が広がっているのだ。石畳が敷き詰められた舞台を中心に、段々状の観客席がぐるりと囲かこんだ構造である。

　アッシュは、自分たちが外に出てしまったのかと錯覚した。頭上を仰げば、雲ひとつない蒼そう穹きゆうが広がっているのだ。とはいえ、今が真夜中であることを、もちろんアッシュは知っている。おそらく、超古代の魔導工学技術が生みだした光景なのだろう。

　目の覚めるような蒼あおの中心で、一体の巨竜が待ち受けていた。

　その頭部には、全身を黄金の聖騎甲アークで固めた騎士が直立騎乗している。

「お待ちしていました」

　鈴をころがすような声が、はるか頭上から降り注いだ。

　かつては〈沈黙の騎士聖女サイレント・ヴアージニア〉の二つ名で知られた、美しき騎士団長。

　だが、あくまでも武の道を究めんと欲したあまり、彼女は祖国を裏切って、魔導結社〈デミウルゴス〉に加盟した。

　アッシュが駆かる聖竜皇エーコを倒すことで、己おのれの最強を示さんがために。

　──ウルスラ・Ｌ・セルウィン。

　それが、麗しき騎士聖女ヴアージニアの名前であった。

　ウルスラの絢けん爛らんたる姿を見た途端、シルヴィアの横顔に動揺が走ったのを、アッシュは見逃さなかった。

　そういえば……ウルスラは騎士王パラデインオズワルドの庶子なのだと、アッシュは思い出した。

　つまり、ウルスラはシルヴィアの異母姉に当たる。ウルスラ・Ｌ・セルウィンの「Ｌ」とは、ロートレアモンの頭文字なのだ。

　だが、ウルスラに対して、なんと声をかけたらよいのか……シルヴィアの脳のう裏りには、なにも言葉が浮かんでこないのだろう。

　もっとも、シルヴィアの葛かつ藤とうなどつゆ知らず、ウルスラはエーコだけを一心に見つめている。

「エーコ。今すぐ、ドラゴンにおなりなさい」

「はっ！　こんなちっぽけな空間、あたしの竜体からだには小さすぎるわ！　あの青空だって、しょせんは張りぼてなんでしょ？」

「いいえ。この区画は、超古代の技術によって拡張されているのです。確かに、この空は偽物ですが、見た目に等しい空間は確保されています。あなたの巨体でも、自由自在に飛び回れるはずですよ」

「そ、それは……すごいわね」

「いざ、このわたくしと本気の勝負を」

「ふふん。いっておくけど、聖竜鎧アルマダを装備したあたしは強いわよ？」

　エーコは好戦的に応じると、早速、アッシュの手を握にぎった。そして、ランスロットから飛び降りようとする。

「いや、待て」

　その途端、レベッカが断固たる口調で制止した。あのエーコを押し留とどめるほどに、迫力に満みちた声だった。

　クー・フリンが一歩、ずしん……という重々しい足音とともに、前に進み出る。

「ウルスラ殿。いや、裏切り者のウルスラ・Ｌ・セルウィン！」

　レベッカの声が、天高く朗ろう々ろうと響きわたる。

「あなたを倒すのは、このレベッカ・ランドールとクー・フリンだ！」

　その叫びとともに、裂れつ帛ぱくの気合いがほとばしったかと思うと、レベッカの全身を純白の聖騎甲アークが包みこんだ。と同時に、魔ま槍そうゲイ・ボルグも顕けん現げんし、レベッカの右手に収まる。

「……なるほど。以前に対戦したときとは、別人ですね」

　と、ウルスラの視線が、初めてレベッカに留まった。ここに来て、ようやくレベッカに関心が向いたのだろう。

「無論だ。あなたを超える──その一念で、わたしは修行を続けてきたのだからな」

「……その気持ち。今なら、少しは理解できますよ」

　と、意外なことが起こった。あのウルスラが、妙に儚はかなげな表情を浮かべたのである。

「どういうことだ？　あなたが他人に共感を示すなど……」

　レベッカが怪け訝げんそうに訊たずねる。

　ウルスラは、しばらく沈黙を保っていたが、やがて口を開いた。

「実をいいますと、既に賢竜王インボルクは復活しています」

　アッシュは絶句した。エーコ、シルヴィア、レベッカも啞あ然ぜんとして、ただただウルスラの二の句を待ち受けるのみだ。

「あれは化け物です。わたくしは戦わずして、敗北を喫しました」

　続けざま、アッシュたちはさらなる衝撃に見舞われた。

　あのウルスラが、戦わずして敗北したとは──？

「己おのれを圧倒するほどの存在に出会ったとき、人が選ぶ道はふたつ。大人しく服従するか、あるいは──乗り越えようと足あ搔がくかです。大半の者は、前者を選ぶことでしょう。そして、後者を選んだ者の多くは、ただ虚むなしく殺されるのみ」

「…………」

「ですが、賢竜王と対面したとき、わたくしはほんの一瞬だけ絶望し、次の瞬間には理解していました。あれの存在は、わたくしに課せられた試練なのだと──」

「それって、つまり……？」

　アッシュは乾き切った喉のどから、かろうじて声を絞り出した。

「わかりませんか？　わたくしが己の道を極めるためには、この手であれを殺さねばならぬ──というわけです」

　アッシュは戦せん慄りつした。

　あろうことか、〈七翼将〉の一翼を担になうウルスラが、賢竜王インボルクの殺害を宣言したのである。これは盟主サヴォナローラに対する裏切りといっていい。

「……ということは、あたしたちとあんたの目的が一致するってこと？　だとしたら、あたしたちと共闘することだってできるんじゃ？」

　エーコがきょとんとして、訊たずねる。

「確かに目的は一致しますが、変な期待は無用です」

　あいにく、ウルスラは淡々と一蹴してみせた。

「まずはここで、一戦交まじえるとしましょう。あなた方には、わたくしの糧になっていただきます。レベッカ・ランドール、あなたがわたくしに挑むための力を手に入れたように、わたくしも新たな力を獲得せねばなりません。そのためには、強大な敵が必要です」

　そう宣告するや、ウルスラは神剣フラガラッハを顕けん現げんさせた。実剣ではなく、魔導エネルギーを二次元平面として構築した刀身をそなえている。万物を斬り裂く刃やいばだ。

　臨戦態勢をとったウルスラの瞳ひとみは、怖いくらいに澄みきっている。

　アッシュは悟った。きっとウルスラは、純粋無む垢くな人なのだろう。

　だが、純粋さも度を過ぎてしまったら、それは狂気に匹敵するのだ。

「全員まとめて、かかってきてください」

「いいや。対戦相手は、あくまでもわたしとクー・フリンのみ！」

　その刹せつ那な、レベッカがクー・フリンを飛ひ翔しようさせた。

　先制攻撃は、クー・フリンのブレス攻撃だった。ビリビリと空気を振動させながら、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを吐きだす。

　負けじとばかりに、ガラハッドもブレスを吐いた。こちらは禍まが々まがしい雰ふん囲い気きをたたえた、闇あん黒こくの炎だった。

　紅蓮と闇黒。ちょうどレベッカとウルスラを結ぶ線の中間地点で、双方の火焰ブレスが真まっ向こうから激突した。

「くっ!?　なんて衝撃波だ……！」

　エーコとシルヴィアを暴風から庇かばいつつ、アッシュはうめき声を漏もらしてしまう。

「行くぞ、アッシュ！　レベッカさんの決意を無駄にしないためにも、今は先に進むのだ！　賢竜王が本当に復活したというのなら、なおさら急がねば！」

　シルヴィアが決然として顔をあげた。

「姫様のいう通りだ──ここは頼みます、レベッカさん！」

　アッシュも腹をくくると、レベッカに向けて叫ぶ。

「さっさと倒して、追いかけてきなさいよねっ！」

　エーコも拳こぶしを振り上げて、レベッカに激励の言葉を贈る。

　その直後、ランスロットが音もなく離陸した。レベッカとウルスラの戦域を迂う回かいして、円形劇場の外縁部を滑すべるように飛行する。

「この期ごに及んで逃走とは、それでもアヴァロン聖竜皇の末まつ裔えいですか？」

　ウルスラの声こわ音ねが、うっすらと冷気を帯おびる。

「挑ちよう発はつしたって無駄よ。あたしたちは、これから賢竜王をぶっ飛ばしに行くんだから！」

　エーコが毅き然ぜんとして、言葉を返した直後だった。

　ウルスラとガラハッドの姿がフッ……と消失したかと思うと、次の瞬間には、ランスロットの前方に出現したのである。まるで瞬間移動に等しい、超高速機動だった。

「これ以上、聞き分けがないようですと、次はランスロットを斬ります」

　あくまでも淡々と、ウルスラは宣告する。

「あなたって人は……！」

　アッシュは激げき昂こうした。超一流の竜騎士ドラグナーでありながら、平気でドラゴンを斬るなどと口にする。その神経が、アッシュには理解できない。

　そのときだった。

「──そこまで露ろ骨こつに無視されると、さすがに傷つくぞ？」

　鋭い声が響いたかと思うと、レベッカの手から放たれた魔ま槍そうゲイ・ボルグが、ライフル弾のごとく高速回転しつつ、ウルスラに襲いかかったのだ。

　まさしく渾こん身しんの一撃と見えたが、ウルスラは微動だにしない。迫りくる魔槍に対し、自分の胸を堂どう々どうとさらしたままなのだ。ガラハッドから献けん呈ていされた聖騎甲アークに、絶対の信頼を置いているのだろうか。

　その直後、ゲイ・ボルグの穂先が、ウルスラの胸部中央に激突した。

　──がきぃいいいいいいんっ！












　案あんの定じよう、魔ま槍そうは胸甲の表面で食い止められている。その防御力の高さに、アッシュは瞠どう目もくせざるを得ない。

「いや、まだだ……！」

　アッシュは手に汗を握にぎりつつ、食い入るように魔槍を見つめる。

　魔槍は宙に浮いたまま、なおも回転を続けていた。あたかも巨大なドリルのごとく。しかも、ますます回転を増していくのだ。青い火花を散らしつつ、美しい曲面を描く胸甲に少しずつ食いこんでいく。

「わたしだけを見ろ、ウルスラ・Ｌ・セルウィン！」

　レベッカの気迫が炸さく裂れつし──やがて、魔槍の回転はぴたりと止まった。

　その直後、レベッカは軽く腕を振った。すると、魔槍は見えない糸で手繰り寄せられたかのように、すぅ……と移動して、再びレベッカの右手に収まったのである。

　結局、レベッカの槍はウルスラの胸甲を貫くことはできなかった。それどころか、傷ひとつ、つけることさえ叶かなわなかった──ように見えた。

　が、次の刹せつ那な、魔槍を食い止めたはずの胸甲に、ぴしりと亀裂が生じた。

　その亀裂は、見る見るうちに、蜘く蛛もの巣さながら広がっていく。

　やがて、ウルスラの胸甲はガラスのように割れ砕け、光の粒子となって消失した。

　今やウルスラの胸元を覆おおうのは、濃緑色の肌着のみである。

「なるほど。どうやら、わたくしはあなたを見くびっていたようです」

　意外にも、ウルスラはフラガラッハの刀身を縮小させると、元のサイズに戻した。と同時に、先ほど霧む散さんしたはずの胸甲が復活する。ガラハッドが気を利かし、ただちに再生したのだ。

「ウルスラ・Ｌ・セルウィン。ようやく、わたしをまともに見てくれたな」

「レベッカ・ランドール。わたくしの糧におなりなさい」

　真まっ向こうから見つめ合う、レベッカとウルスラ。

　互いに冷静さを保ってはいるが、両者の間には膨ぼう大だいな闘気オーラが轟ごう々ごうと吹き荒れている。互いの姿しか見えていない様子だった。

「……よし。今のうちに行くのだ、ランスロット」

　シルヴィアが小声で促うながすと、ランスロットは抜き足差し足、レベッカとウルスラを邪魔せぬようにと気遣いながら、出口を目指すのだった。





"Silent Virginia～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二十一話　乗り越えるべき壁









　午前二時四十八分。今や〈大神殿〉に詰めているのは、賢竜王インボルクと盟主サヴォナローラ、そしてペネロペだけである。

　先ほどから、インボルクは魔導ディスプレイを新たに展開させては、船内の要所をモニターしていた。

　そのうちの三つは、〈七翼将〉とアヴァロン聖竜皇騎士団の様子を中継している。





　○マキャベリ×マックス、ジェシカ、レイモン

　○キーラ×ルッカ

　○ウルスラ×レベッカ




　マキャベリが駆かるのは最新鋭の装甲機竜「ヴェイロン」。先代のブリュンヒルデと比べると、エンジン性能は著いちじるしく劣る。とはいえ、〈デミウルゴス〉が誇ほこる機動兵器の中では最大戦力といっていい。たかが三騎の竜騎士ドラグナーでどうにかなる代物ではない。

　キーラが用意したのは、独自に培養した生体兵器・グラシャラボラス。その素材はマザー・ドラゴンの体組織だ。いくらルッカに天賦の才があるといえども、苦戦は必至。

　そしてレベッカに対するは、ウルスラ・Ｌ・セルウィンである。レベッカの優秀さについては、もちろんサヴォナローラも高く評価しているが、相手がウルスラという時点で、レベッカの運命は決したといっていい。

　と、魔導ディスプレイのひとつでは、マキャベリが操縦するヴェイロンが、三騎の獲物たちを追い詰めつつあった。

「賢竜王陛下。まずは、あの一戦から片が付きそうですな」

　サヴォナローラがにこやかに声をかけると、

「…………」

　しかし、インボルクは無反応だった。

　寝ているわけではない。その視線は、周囲の魔導ディスプレイ群を見つめている。仮面のような無表情なので、どんな感かん慨がいを抱いだいているのかはわからない。

　いや、おそらくは……なんの感慨も抱いてはいないのだろう。

　あたかも神のごとく、その佇たたずまいは超然としていた。







　　　　◇






『はははっ！　どうした、その程度か？』

　機械で増幅された音声が、ヴェイロンの操縦席から響く。

　ヴェイロンは滞空したまま、ほとんど移動しない。まるで浮遊要よう塞さいと化したかのごとく、どっしりと構えている。しかし、その巨おおきさとは対照的に、各種兵装の駆動は緻密で、銃弾にせよ砲弾にせよ誘導弾にせよ、ジェシカたちを精密に狙ねらってくるのだ。

「ブリュンヒルデほどの威圧感こそ感じさせないが、多くの武装が共通している……予想以上の難敵だぞ、あいつは！」

　マックスが叫んだ。ジェシカとレイモンに注意を促うながしたのだが、本人は誘導弾を回避すべく、アリアンロッドを縦横無尽に飛行させている。

　過去、ブリュンヒルデは誘導弾「ドラグヴェンデル」を装備していた。ドラゴンの防御魔法を解除する機能をもつ、恐るべき兵器だ。

　ヴェイロンが装備しているのも、同型の誘導弾である。安易に防御魔法に頼ったが最後、撃げき墜ついは免まぬがれない。

「うわあああっ！」

　と、ついに避けきれず、レイモンが駆かるブリギットの横腹──正確には、胴体を保護する防御魔法シールドに、誘導弾の一発が突き刺さった。

　誘導弾が防御魔法シールドに触ふれた瞬間、バチッと音がして、逆位相の魔法が発動する。そして、シールドを解除キヤンセルした。

「レイモンさん!?」

　ジェシカは血の気が引く思いで叫ぶ。ジェシカとレイモンの距離は離れているし、誘導弾とブリギットの距離は、ほんの数メートル。もう間に合わない……！

「うろたえるなっ！」

　その瞬間、マックスの声がほとばしった。

　と同時に、今しもブリギットに襲いかかった誘導弾が爆発、四散したのである。のみならず、宙空を飛び交っていた無数の誘導弾もまた、次々と破裂していった。

「たっ、助かった……のか？」

　かろうじて命を拾ったものの、レイモンは戸と惑まどっている。まだ、なにが起きたのか把は握あくできていないのだろう。

「やりますわね、マックスさん……！」

　なにが起こったのか、ジェシカはちゃんと見ていた。

　あの瞬間、マックスがアリアンロッドに魔弾を撃たせたのだ。ただの魔弾ではない。敵の誘導弾を模した、自動追尾式の魔弾を四方八方に撒まき散らしたのだ。ならばこそ、この戦域を駆け巡めぐっていた誘導弾の数々を、一気に撃ち落とすことができた。

　アッシュの陰に隠かくれがちで、あまり注目されないマックスだが、早くして生徒会役員に抜ばつ擢てきされた優等生だ。その実力は折り紙付きであることを、ジェシカは思い出した。

　ただし、以前のマックスならば、今のように派手な大技を繰りだしたりはしなかっただろう。夏休みに自主訓練を続けたことで、マックスも著いちじるしい成長を遂とげたのだ。

「誘導弾対策は僕とアリアンロッドに任せておけ！　レイモンとジェシカは攻撃を！」

　マックスがてきぱきと指示を出す。

「さあ、リアンノン！　撃って撃ってうちまくってくださいまし！」

「誘導弾さえ飛んでこなけりゃ、こんなデカブツを沈めるのは簡単だぜ！」

　マックスに誘導弾の処理を任せたジェシカとレイモンは勇躍し、ヴェイロンの頭部や胸部に火力を集中させる。

　リアンノンは氷結系のブレスを、逆にブリギットは火か焰えん系のブレスを放つ。冷却と加熱を交互に繰り返すことで、ヴェイロンの金属装甲を短時間で疲労させる作戦だった。

　ところが、ジェシカは目をみはることになった。

　怒ど濤とうのごとく吐き出されたブレスは、ヴェイロンの装甲に直撃した瞬間、まるでエネルギーが瞬間的に消失したかのごとく、威力を失ったのだ。こちらの攻撃がすべて、ヴェイロンの装甲に吸収されたような感じがした。

「どっ、どういうことだよ!?」

「あの装甲に仕掛けでもありますの!?　なんだか光っているようにも見えますけど……」

　レイモンとジェシカが冷や汗を浮かべていると、

『くくっ。どうした？　どんどん撃ってくるがいい！　我がヴェイロンの装甲には、ある特殊な機能が搭載されていてな。あらゆる魔法攻撃を吸収し、自分のエネルギーとして再利用できるのだ！』

　意外にも、マキャベリはあっさりとネタを暴露してみせた。自分の勝利を確信しているがゆえに、隠かくす必要もないと思ったのだろう。

　あまりにもジェシカたちを舐なめた発言だったが、ドラゴンたちのブレスは魔法攻撃の一種である。

　ドラゴンたちが攻撃魔法を使えば使うほど、ヴェイロンは機体にエネルギーを蓄積させて、再利用する……それが本当ならば、安易な攻撃は、敵に魔力を献けん呈ていするに等しい。

　となれば、エネルギー吸収機能を持たない箇か所しよを地道に探し、攻撃を集中させるしかないが……。

　ジェシカがそんな思考を巡めぐらせている間にも、マキャベリは作業を終えていた。

『──充じゆう塡てん完了。貴様らの攻撃から得た魔力エネルギーを、これより回かい生せいする！』

　マキャベリの音声が届くと同時に、ヴェイロンの頭部が機械的な駆動音を発した。まるで本物のドラゴンさながら、上顎あごと下顎を大きく開いたのである。

　喉のどの奥おくからは、大だい口こう径けいの砲口が覗のぞいていた。

『魔力回生砲、ダインスレイフ・リジェネシス！　発射！』

　轟ごう然ぜん！　空間そのものを燃やし尽くすがごとく、ヴェイロンが吐き出した魔導エネルギーの破壊力は、壮そう絶ぜつを極めた。

「くっ!?」

　すさまじい高エネルギーが炸さく裂れつする。視界が真っ白に染まった。かろうじてリアンノンが防御魔法障しよう壁へきを張り巡らせたおかげで、なんとか踏ん張る。だが、障壁ごと吹き飛ばされ、壁に激突させられた。ほぼ同時に、アリアンロッドとブリギットも叩たたきつけられてしまう。

「さすがに、敵戦力を見誤っていたのかもしれませんわね……」

　ジェシカの頰ほおを、冷や汗がひとしずく、ゆっくりと伝い落ちていった。





　　　　◇






「こやつの名はグラシャラボラス！　屍竜魔樹ネクロプランタの最新型だ！」

　嬉き々きとして、自身が開発した生体兵器を披露するキーラ。かつて自分が叶かなえることのできなかった夢──竜騎士ドラグナーになるという夢を取り戻すがごとく、その頭部に騎乗している。

　悪魔崇拝者の祭壇さながら、グラシャラボラスは禍まが々まがしい気け配はいをまとっていた。

「キーラ。あなたは、なんてことを……」

　ルッカは血の気が引く思いで、唇くちびるを震ふるわせていた。

　もし、キーラが先ほど説明した通り、あれが本当にマザー・ドラゴンの体組織を培養して生みだしたというのなら、なんという冒ぼう瀆とくか。

「……？」

　そのとき、ルッカは妙な違和感を覚えた。異物感といってもいい。

　その正体は、すぐに判明した。

　グラシャラボラスの胸部あたり──いや、あまりにグロテスクな形状のため、それが胸部に相当するかどうかすら不明だが、そこに裸の女性が埋めこまれているのだ。両腕と下半身だけが、グラシャラボラスの肉体に埋没している。あたかも、磔刑に処されているかのようだ。

　濡ぬれたように艶つややかな、ロング・ストレートの黒髪。抜けるように白い肌。鼻筋の通った美女である。ただし、長い睫まつ毛げに縁取られた双そう眸ぼうはぴたりと閉ざされているので、瞳ひとみの色まではわからない。

「あの人は……！」

　ルッカはハッとした。確かに、見覚えのある女性だった。

　ロートレアモン騎士国の第二王女。カサンドラである。

「ど、どうして、カサンドラ王女が、そんなところに……？」

「一度は〈七翼将〉という身分で〈デミウルゴス〉に迎えられておきながら、モルドレッドに同情した挙あげ句く、我々を裏切った女だ。グラシャラボラスの装飾素材として、これほどふさわしい女は他にいないだろう？　ついでにいえば、カサンドラの身体は屍竜魔樹ネクロプランタのコアに直結させている」

「コア……弱点のこと？」

「その通り。コアを破壊されれば、グラシャラボラスの肉体は完全に崩ほう壊かいする。だが、その衝撃はカサンドラにも確実に伝わる。人体など木こっ端ぱ微み塵じんになるほどの威力だ。もっとも、本気で世界を救おうというのなら、この女の命など安いものだろうが」

「ううん。安くなんか、ない」

「ふっ。カサンドラを見殺しにする程度の覚悟すら、貴様にはないというわけか」

「…………」

　確かに、カサンドラが道を踏み外したのは事実だ。罪を償う必要はある。

　だが、カサンドラは変わった。モルドレッドという存在が、カサンドラを変えたのだ。

　その結果、カサンドラは行動を起こした。一度は加盟した〈デミウルゴス〉を裏切り、アッシュたちに接触しようとした。

　すべては、モルドレッドを救うため──その想おもいは、竜飼い人ブリーダーが相パ棒ルに捧ささげる愛情に他ならない。

　そんなカサンドラを見捨てるなど、できるはずがない！

「ほう。顔つきが変わったな？」

　キーラの口元に、うっすらと笑みが浮かぶ。

　ルッカは魔ま演えん杖じようガラティーンを頭上に掲げると、くるくると回しはじめた。

「それを倒して、カサンドラも救う。わたしが、あなたを止めてみせる」

　そして、杖つえをぴたりと停止させる。

　その先端は、キーラの胸元をしっかりと狙ねらい定めていた。

「それが、わたしの決意！」

　ルッカの意志に呼応して、ガウェインも雄お叫たけびをあげた。

「ならば、存分に嬲なぶってくれようぞ！」

　キーラの決意に応じて、グラシャラボラスが不気味な吐と息いきを漏もらす。

「行け、グラシャラボラス！」

　植物の蔦つたに似た触手が、ひゅんひゅんと風を切りながら、ガウェインを絡め取ろうとする。回避のため、すかさず飛ひ翔しようするガウェイン。グラシャラボラスの頭上でくるりと一回転すると、追いすがる触手に魔弾を放つ。

　轟ごう音おんとともに、十本以上の触手が四散した。が、新たな触手が芽生えては、次から次へと追いすがってくる。

　さらには、種子のような形をした弾丸が、胴体部分から撃ちだされた。下手な機銃よりも、はるかに破壊力がありそうだ。

「うぉおおおんっ！」

　ルッカの警戒心を察し、ガウェインは防御ではなく、回避に徹する。

「これは……！」

　その瞬間、ルッカは激しい悪寒を覚えた。触手や種子に対して、ではない。

　グラシャラボラスの吐息に、ある種の〝穢けがれ〟が含まれていると気づいたのだ。いや、吐息だけではない。その〝穢れ〟はグラシャラボラスの全身に及んでいる。

　それは魔術的な毒素。いわば〝呪い〟にも通ずる概念だった。

「あの〝穢けがれ〟を祓はらうには……」

　ルッカは懸命に思考を巡めぐらせる。やはり、聖属性の騎竜演舞が効果的だろう。

　壱の舞〝浄化の蜜雨アムリタ〟あたりが妥当。

　あるいは、新約・騎竜演舞の壱の舞〝星屑の聖流波スターダスト・アークフロウ〟も効こう果か覿てき面めんだろう。

　だが、騎竜演舞にはバックアップとしての要素が強い。お伽とぎ噺ばなしに登場する魔術師が、呪文を詠唱している間は無防備であるように、ルッカとガウェインも演舞中は無防備になりがちなのだ。

「くははっ。今頃になって気づいたのか？　そうだ！　一対一の戦闘に臨のぞんだ時点で、貴様の敗北は必至！」

　ルッカの思考を読み取って、キーラが哄こう笑しようをほとばしらせる。

「ふしゅううううっ！」

　その邪悪な笑いに応え、グラシャラボラスの吐と息いきが荒さを増した。種子弾丸による対空攻撃に、今度は砲弾サイズの種子が加わる。

　刹せつ那な、ガウェインの付近で、いきなり空間が爆はぜた。砲弾サイズの種子が、着弾してもいないのに爆発したのだ。

「うぐっ！」

　爆風に煽あおられそうになったが、ルッカは耐えた。

　砲弾型の種子は、空域のあちこちで爆発しては、ガウェインの行動範囲を着実に削り取っていく。単に直進するだけの種子弾丸なら、容易に回避できる。が、宙空でなんの脈絡もなく爆発を起こす砲弾となると、脅威だった。

「このままじゃ、駄目……」

　そう、ただただ回避運動に徹していては、ガウェインを消耗させるだけだ。

　そろそろ攻撃に転じねばならない。

　もし、カサンドラの肉体が埋めこまれていなければ、容よう赦しやなくブレス攻撃を叩たたきこむこともできる。だが、ルッカはカサンドラを救った上で、グラシャラボラスを倒すと決めたばかりだ。安易に最大火力を出すわけにはいかない。

「……問題ない。騎竜演舞だけが、わたしとガウェインの個性じゃないもの」

　眼がん下かの空間を埋めつくす、禍まが々まがしい巨きよ軀く。その醜悪な肉塊にして植物を、ルッカはキッと睨にらみすえた。

「ガウェイン。そこそこの火力で、部位破壊を試みて。カサンドラ王女には、絶対に当てちゃ駄目」

　ガウェインは「了解」とばかりに吼ほえると、グラシャラボラスの肩部や四肢にブレス攻撃を集中させた。だが、火力を抑えたブレスでは、肉を抉えぐることはできても、すぐさま治癒・再生されてしまう。

　あの自己再生能力は、屍灰竜ネクロマンシアそのものだ。これでは切りがない。そして持久戦となった場合、不利なのはルッカだ。グラシャラボラスの魔力は、無尽蔵に思えるほど漲みなぎっている。先に魔力を枯渇させるのは、間違いなくガウェインのほうだ。

「なんだ、それは？　蠅はえ叩たたきでもしているつもりかっ！」

　キーラが苛いら立だたしげに叫んだかと思うと、グラシャラボラスが上顎あごと下顎をカパッと開いた。不気味なことに、上顎と下顎が、ほぼ百八十度にまで開ききっている。紫色を帯おびた喉のどの奥おくで、すさまじい魔力が練りあげられていく。

「撃て！」

　キーラの号令とともに、グラシャラボラスのブレス攻撃が炸さく裂れつする。極太の光条……と思われたそれは、実際には吐と瀉しや物ぶつの塊だった。

　動物や人間とおぼしき骨、建物や工業製品の残骸といったものが綯ない交まぜとなっている。有機物、無機物を問わず、貪欲に捕食したらしい。

　怒ど濤とうのごとく発射された吐瀉物は柱状となって、この円筒形の空間を横切った。数秒後には、向こう側の壁に衝突。吐瀉物自体は木こっ端ぱ微み塵じんとなったが、空間が震動するほどの衝撃をもたらした。

「おらおらおらおらっ！」

　キーラの威勢に合わせて、グラシャラボラスは次々と攻撃を繰り出す。柱状に固められた吐瀉物が、次々と飛来しては、ガウェインの体たい軀くや翼をかすめていく。その刹せつ那な、ガウェインの体毛に〝穢けがれ〟が移り、白銀を漆しつ黒こくへと染めていく。

「我が慢まんして、ガウェイン」

　ルッカは魔ま演えん杖じようを伸ばすと、汚染された体毛に向けて光弾を放つ。ジュッと音がして、穢れた体毛は焼け落ちた。ガウェインは一瞬たりとも、苦痛を訴えたりはしなかった。痛い思いをさせてしまったが、あのまま汚染が広がれば、ガウェインの命に関わる。

「くふっ。思いのほか、しぶといな」

　二十発ほど撃った頃、キーラはようやくグラシャラボラスを休ませた。その唇くちびるには、にんまりとした笑みを刻きざんでいる。明らかに、ルッカとガウェインをいたぶって、面白がっている顔だ。

　キーラがこちらを舐なめているうちに、対策を考えねばならない。

「勝つためには……短期決戦が、必要不可欠」

　頭ではわかっている。だが、どうしても決め手に欠ける。キーラの表情から察するに、グラシャラボラスはまだ、実力の三割も発揮してはいないだろう。

　──どうして、こんなことに……。

　ふと、ルッカの思考に〝弱気〟が忍びこんできた。

　かつてのキーラを、ルッカは実の姉のように慕したっていた。

　親友で、幼おさな馴な染じみで。そして、互いに竜騎士ドラグナーを目指す同志でもあった。

　……いや、ルッカひとりでは、竜騎士ドラグナーになりたいなどという、大それた夢を抱いだくことはなかったはずだ。小心者で、運動が苦手で、いつもビクビクとしていた自分。

　そんな自分に夢を抱かせてくれたのは、間違いなくキーラだった……。

　あの運命の日。

　もし、自分だけが竜飼い人ブリーダーに選ばれるなんて結果になっていなければ。

　二人一緒に選ばれていれば、最高だった。

　いや、せめてキーラだけが選ばれていれば。

　あるいは、二人そろって選ばれなかったならば、ドラゴンとは無縁のまま、今もエクブラッドの里で仲良く暮らしていたのかもしれない。

「ぐるぉおおおおっ！」

　その刹せつ那な、ガウェインが猛然と吼ほえたので、ルッカはビクッとした。その雄お叫たけびは、敵に対するものではなかった。間違いなく、ルッカに対する怒りを表していた。

「ガウェイン……？」

「ぐるるるるっ！」

　聖騎甲アークを通じて、ガウェインの感情が流れこんでくる。

「とても……暖かい…………」

　それはルッカに対する親しみであり、感謝であり、敬愛の念。

　嗚あ呼あ、ガウェインはこんなにも、自分を愛してくれている……。

　そうだ、自分が「選ばれていなかったら」などと考えるのは、ガウェインに対して失礼の極み。だからこそ、ガウェインはこんなにも怒っているのだ。そして、ルッカの弱気を叱っているのだ。

　いや、それだけではない。ガウェインは、ルッカの過あやまちをも正そうとしていた。

　そんなガウェインの意志が、じわじわとルッカの胸を暖めていく──。

「ごめんね、ガウェイン。そして、ありがとう」

　その瞬間、ルッカの心に忍びこんでいた弱気は、霧む散さんしていた。

「キーラ！」

　ルッカはガウェインを滑空させると、グラシャラボラスの頭部とほぼ同じ高度に滞空させた。キーラに対して、真っ正面から睨にらみ合あう高さである。

　キーラは一瞬、虚を衝つかれた様子だったが、すぐさま微笑ほほえんだ。

「どうした、今さら命乞いか？　ふむ、別に構わんぞ。貴様がダークエルフの道を選ぶというのなら、その命、喜んで助けてやろう」

　もちろん、ルッカにそんなつもりはない。

「わたし、間違ってた。キーラに赦ゆるしてもらわなくちゃって……ずっと思ってた。でも、違う。わたしには、赦してもらうことなんて──なにも、ない」

「なに？」

　キーラの眉まゆが、ぴくりと反応する。一瞬にして、顔から笑みが引いていた。

「わたし、ずっとキーラに対して、申し訳ないって……思ってたの。罪悪感すら、抱いだいてた……あなたが故郷を捨てて逃げたのも、マザー・ドラゴンを殺すほどにまで追い詰められたのも、すべて、わたしが悪いんだって……」

「ああ、そうだ！　その通りだ！」

「違う！　わたしが間違ってたの!!」

「なっ……!?」

　ルッカの剣けん幕まくに、さすがのキーラもたじろいだ様子だった。無理もない。ルッカがこれほどの激情を誰かに示すのは、初めてのことなのだ。

「わたしね……キーラに対して、しなくてもいい同情をしてた」

　キーラから一瞬たりとも視線を外すことなく、ルッカは語る。

「はっきりと、いうね。これまでのことは……あなたが勝手に、わたしを逆恨みして、故郷のみんなを裏切って、そして……尻尾を巻いて逃げだしただけ」

「な、な……！」

　キーラの形相が、鬼のごとく変貌していく。それでもルッカは恐れない。

「すべては、あなた自身の弱さが招いたことだったの！」

「貴様っ！　いっ、いうに事欠いて……！」

「わたし、ガウェインを愛してる。大切な、家族だと思ってる。だから、もう二度と、自分が選ばれてさえいなければ……なんて、絶対に考えたりしない」

「──っ！」

　今やキーラは顔面蒼そう白はくとなって、だらだらと脂あぶら汗あせを流している。呼吸が荒い。まるで過呼吸の様よう相そうを呈ていしていた。

「落ち着いて、聞いて。もし、わたしとあなたが逆の立場だったら？　あなたが竜飼い人ブリーダーに選ばれて、わたしが選ばれていなかったら？　どうなっていたと思う？」

「…………」

「わたし、ちゃんとあなたを祝福した。少しくらいは、悔しい気持ちも、抱いだいたと思う。嫉妬だって、感じたかもしれない」

「ふざけるな！　あの屈辱は……実際に体験した者にしかわからぬ！」

「だけどね、キーラ。隣人の、ましてや親友の幸せを、素直に祝福できないほど──わたし、落ちぶれちゃいないもの！」

　その瞬間、ルッカは自分が絶対に伝えると決めたことを、すべて伝えることができた。

「こ、この我が……落ちぶれたというか……」

　キーラは世界の終しゆう焉えんに立ち会ったような顔をしていた。

「ガウェイン、わたしと一緒に飛んで！　どこまでも、どこまでも一緒に！」

　ルッカが毅き然ぜんとして叫ぶや、ガウェインは飛ひ翔しようした。

「小こ癪しやくな！　撃て、グラシャラボラス！」

　キーラの号令が響くや否いなや、グラシャラボラスは乱射を始める。

　だが、ルッカは意にも介さない。回避はガウェインに任せ、ルッカ自身は、脳のう裏りで騎竜演舞の軌道を思い描いている。

　この空間は円筒形を為なしている。騎竜学院の屋内競技場よりは圧倒的に広いが、限定された空間には違いない。

　だが、宙に描く〝紋章〟のサイズを最小限にすることで、かろうじて軌道を空間内に収めることはできる。

　無論、サイズを小さくすればするほど、飛行距離は短くなる。そのため体力・魔力を節約できるが、しかし、難易度は格段に跳ね上がる。むしろ、大空を伸び伸びと駆かけ、大きな紋章を描くほうが、よほど難易度は低いのだ。

　しかも、グラシャラボラスは全力で、こちらの演舞を妨害してくるはずだ。その妨害工作を撥はねのけるほどの強きよう靱じんさを、演舞中に発揮する必要がある。

　成功率は限りなくゼロに近い。それでも、やるしかないのだ。

「できる、ガウェイン？」

「うぉおおおおおんっ！」

　まさしく意気揚々。ガウェインは心地よい雄お叫たけびで応じてくれた。

「始めよう、ガウェイン。わたしたちにしかできない、究極の騎竜演舞を──」




　訝いぶかしむキーラの前で、ルッカとガウェインが騎竜演舞を始める。円筒形の宙域に、紋章のような模様を描いていく。

　──なにを考えている、ルッカ!?

　ルッカの意図が、キーラには読めない。

　騎竜演舞に没頭する騎士とドラゴンは、当然ながら無防備だ。対空攻撃を浴びたら、ひとたまりもない。キーラが命じれば、グラシャラボラスは即座に攻撃できるのだ。

　にもかかわらず、ルッカは騎竜演舞を始めてしまった。

「ふん。この我が、大人しく観客に徹しているとでも思っているのか？」

　キーラは嘲笑を漏もらすと、さて、どのタイミングで邪魔してやろうか……と、舌なめずりをした。

　徐々に構築されていく紋様。時折、壁に衝突しそうになりながらも、それでもルッカは怯ひるまない。

　次の瞬間、ガウェインの翼が壁に擦こすれて、火花を散らした。さすがのキーラも、皮膚が粟あわ立だつのを自覚したほど、際どい瞬間だった。

　それでもガウェインは、ますます速度を上げていく。そして、定められた軌道に沿って、右へ、左へと、激しく方向転換を繰り返す。

　並みの竜と騎士ならば、数秒と経たたぬうちに、壁に激突していただろう。どの一瞬も命懸けであることを、キーラは悟った。

　それほどの騎竜演舞だった。いや、それだけではなかった。

　やがてキーラは激しく驚きよう愕がくし、心を揺さぶられることになる。

「あの紋章は、まさか……」

　ルッカとガウェインが描く軌道の全貌が予想できるほど、演舞が進んだ頃──キーラは気づいてしまったのだ。

「なんのつもりが知らぬが……その演舞を、我の前で舞うというのかっ!!」

　幼い日の記憶が、怒ど濤とうのごとく甦よみがえってくる。




「竜騎士ドラグナーになって、騎竜演舞の奥義──〝双翼の誓雨オラトリオ〟を成功させるんだ！　ユルハ神殿で、一緒に誓っただろう？」

「うん、誓った」

「あの大技には、どうしても二騎の竜騎士ドラグナーが必要だ。あたしたちのうち、どっちが欠けても夢は実現しない。なにがなんでも、マザーから幼生オーフアンを授からないとね」

「うん……頑張る」




　……美しき日々の記憶に翻ほん弄ろうされながら、キーラは激げき昂こうした。

　よりにもよって、ルッカは〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞おうとしているのだ。

　本来、その演舞は秘奥とされている。エクブラッド人社会においても、その詳細は一部の大人にしか知らされていない。

　だが、キーラは名家の生まれだったこともあり、里に伝わる古文書を盗み読むことができた。ならばこそ、ルッカの意図を見抜くことができた。

　だが、単騎で〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞うなど、不可能なはずだ。一騎が右翼を、もう一騎が左翼を描くことで、〝双翼〟を完成させる演舞なのである。

「血迷ったか！　グラシャラボラスよ、撃て！　撃って撃って撃ちまくれ！」

　キーラの憤激に感応し、グラシャラボラスがむくりと鎌首をもたげる。グズグズと溶けかかっている肉に埋没しかけている眼球が、ルッカとガウェインを見据えた。そして、無数の触手が鞭むちのごとくしなり、ガウェインの体たい軀くに襲いかかる！

　しかし──。

「なん……だと!?」

　キーラは目を剝むいた。ガウェインを捕獲しようとした触手は、その体表に触ふれるやいなや、吹き飛ばされてしまったのだ。

　よく見ると、ルッカもガウェインも、全身を発光させている。

　神々しいほどの、黄き金ん色の輝かがやきだ。

「まさか、あの輝きが防御障しよう壁へきとなって……攻撃を無効化しているのか!?」

　啞あ然ぜんとするキーラ。ふと、幼い頃の記憶が甦った。まだルッカと親しくなる以前の、とっくの昔に失われたはずの記憶だった。




「なあ、祖じ父いちゃん？　騎竜演舞ってさ、よく考えると成功率低そうだよね……舞ってる最中なんて、完全に無防備だし。攻撃されたらどうするの？」

「キーラよ。それは浅はかな考えじゃぞ。真の騎竜演舞とは、いかなる敵にも邪魔をするのは不可能なのじゃ。偉大なるご先祖様方の魂が、踊り手に宿るからな」

「なにそれ？　噓うそ臭くさいなあ……」




　いくらなんでも「ご先祖様方の魂」云うん々ぬんは迷信だろうと思う。

　だが、祖父の言葉を裏付けるかのように、ルッカとガウェインは敵の攻撃を無効化してみせた。おそらくは、演舞の精度が上がるに従い、放出されている魔力が自動的に防御障しよう壁へきを構築し、ルッカとガウェインの全身を覆おおっているのだ……と、キーラは推測した。

　間違いない。ルッカとガウェインは、新たなる境地に到達しつつある──。

　もはや生半可な攻撃では、ルッカとガウェインの軌道を阻はばむことなどできやしないだろう。だが、あの防御障壁にも限界はあるはずだ。

　ならば、グラシャラボラスの最大出力をもってすれば──しかし、それだと〈方はこ舟ぶね〉を内部から破壊してしまうことになる。

　いや、もう〈方舟〉などどうでもいい。これは自分とルッカの問題なのだ。ならば、躊躇ためらう必要などあるはずがない。そうだ、やってしまうべきではないか──。

　そう思いつつも、キーラは激しい葛かつ藤とうを覚えていた。

　──くっ!?　なぜ、迷う必要がある？　もしや我は、ルッカの演舞を止めたくないと思ってしまったのか……？

　今や自分はダークエルフとなった身だ。マザー・ドラゴンの呪いも受けた。ここまで堕落した自分が……どうして、ルッカの演舞を徹底的に叩たたきつぶす気になれないのだろうか……？　まだ自分の心のどこかには、良心が残っているとでもいうのか？

「だがな、ルッカよ！　その騎竜演舞を単騎で舞ったところで、なんの意味があるというのだ!?　二騎で舞ってはじめて、効果があらわれる騎竜演舞だろうがっ！　そんなもの……ただの曲芸飛行にすぎんぞ！」

『一騎じゃないよ。わたしは今、キーラと一緒に踊ってる』

　その瞬間、ルッカの声が直接、キーラの脳のう裏りで響いた。念話だった。これも騎竜演舞の効果だというのだろうか。

　いや、念話という現象よりも、言葉の意味こそが問題だった。

　──わたしは今、キーラと一緒に踊ってる。

　ルッカはなにを考えているのだろう？　なにを思って、あの騎竜演舞を舞っているのだろう？

　……そこまで考えたとき、キーラは強烈な違和感を覚えた。

　ルッカとガウェインの視線である。

　単騎で舞っているように見えて、その実、ルッカもガウェインも、常にどこか遠くを見据えているかのように、視線を遠くに投げかけているのだ。

　あたかも、そこにいるはずの相方を気遣っているかのように。

「まっ、まさか……!?」

　ルッカとガウェインの視線を追いかけているうちに、キーラは気づいた。

　そうだ、ルッカもガウェインも、確かに「視みて」いるのだ。

　自分たちと左右対称の軌道を描く、もう一騎の踊り手を──。

　では、その踊り手とは誰なのか……？

『あなただよ、キーラ。これは……わたしたちが果はたすことのできなかった未来──』

　再び、ルッカの言葉が思念となって、キーラに伝わってきた。

「そっ、そんな……！」

　その刹せつ那な、キーラの瞳ひとみから涙があふれた。

　とっくの昔に、涙など涸かれ果てたはずなのに──。

　キーラは、確かに視たのである。

　白銀の聖竜マエストロに勇ましく騎乗して、奥義たる〝双翼の誓雨オラトリオ〟を完成させるべく、ルッカとともに舞っている自分の姿を。

　今になって気づいたが、ルッカとガウェインは空間の半分しか使ってはいない。もう半分はキーラの空域だといわんばかりに、踏みこもうともしないのだ。

「……！」

　今、キーラの胸は激しく揺さぶられていた。

　ルッカはガウェインとともに、命懸けであの演舞を完成させようとしている。しかも、仮想の相方としてキーラを設定しているのだ。

　だが、しょせんは仮想。完成させることなど、絶対に不可能なはず。しかし、そう思う一方で、心のどこかでは、あの演舞の完成を待ち望んでいる自分に気づいていた。

　そして、ついに──

「騎竜演舞、零の舞──〝双翼の誓雨オラトリオ〟！」

　ルッカが高らかに叫んだ。

　キーラの頭上には、今や左右一対の翼が克明に描かれている。

　いや……あくまでも、ルッカが描いたのは片翼だけだ。

　もう一方の片翼は、あくまでも幻像にすぎない。

　──カッ！

　にもかかわらず、宙に描かれた翼はまばゆいばかりに発光し、騎竜演舞の効果が発現する前兆を示した。

「うくっ!?」

　あまりのまぶしさに、キーラは顔を背そむけてしまう。

　その刹那、聖属性の光が雨のごとく降り注いだ。おそらく、完全版と比べれば効果は格段に低いはずだ。だが、聖なる誓雨オラトリオの効果は、邪悪なるグラシャラボラスの肉体に、絶大な作用を及ぼしたのである。

　グラシャラボラスは、あたかも神の奇き蹟せきに直面したかのごとく、微動だにしない。全身を硬直させたまま、きらきらと輝かがやく誓雨オラトリオを全身に浴びている。

　穢けがれに染まった体組織が、細かな灰と化し、砂のごとくさらさらと流れていく。弱点であるコアに直結されていたカサンドラの肉体も、自然と剝はく離りして、入り口付近の床ゆかに放りだされた。

　コアに強い衝撃を与えた場合、カサンドラ自身にダメージが及ぶようになっていた。だが、降り注ぐ誓雨オラトリオの効果は、キーラの想像を凌りよう駕がしていた。グラシャラボラスの肉体が静かに滅ほろびゆく一方で、カサンドラの肉体は無傷で解放されたのである。

　見る見るうちに、グラシャラボラスの肉体は灰と化していった。

　のみならず、誓雨オラトリオはキーラの肉体にまで作用を及ぼしていた。

「きしゃあっ……！」

　頭部から生えていた蛇髪が、次々と断末魔の悲鳴をあげたかと思うと、従来の髪に戻ったのである。さらには、ダークエルフに特有の肌までが浄化され、エクブラッド人にふさわしい、雪白の肌が復活する。

「そっ、そんな……グラシャラボラスのみならず、堕おちるところまで堕ちたはずの我までが……浄化されていく……!?」

　衝撃を受けるキーラ。ひとたびダークエルフと化した者が、元のエクブラッド人に戻る事例など、聞いたこともなかった。

　そのときだった。

　グラシャラボラスの灰化がキーラの騎乗部位にまで及び、ぐらりと世界が揺れたのだ。

　突然、足場が崩ほう壊かいしたような感覚。いや、それは比ひ喩ゆではなかった。文字通り、キーラは足場を失ったのである。

「うぐっ……!?」

　転落したキーラの身体は、かろうじて床の上に落下した。が、激しく背中を打ったあと、なおも勢いは留とどまらず、そのまま転がって、ついには足場が途切れた。

　この区画は縦に長い円筒形で、足場は出入口の付近と、鉄橋のみだ。

　キーラの視界に入ったのは、奈落の底で──。

　──いや、これでいい。我は……あたしは間違っていた。すべては、あたしの弱さが招いたこと……。

　一瞬の浮遊感。そして重力に従い、真っ逆さまに落下しようとした瞬間、

「キーラ！」

　ガウェインを滑空させたルッカが、キーラの手をしっかりと握にぎりしめていた。今や、枝からぶら下がる果実のごとく、キーラの身体は宙で揺れていた。

「ルッカ？　どうして……」

「間に合った……」

　ルッカの瞳ひとみから、涙がこぼれ落ちて、キーラの頰ほおに降り注ぐ。

　幼い頃、ルッカは何度も木から落ちそうになっては、キーラに救われた。が、今回は逆だった。ルッカのほうが、キーラの窮きゆう地ちを救ったのだ。

　だが、ガウェインは魔力・体力ともに限界寸前なのだろう。入り口付近の足場に着地するも、ぐったりとしている。

　ルッカ自身もまた、額ひたいに脂あぶら汗あせを滲にじませていた。あれほどの騎竜演舞を成し遂とげた直後なのだから、無理もない。

「……!?」

　と、ルッカがバランスを崩くずしたせいで、ガウェインの頭部から転がり落ちた。キーラも釣られるように落下。あっという間に、ふたりそろって床ゆかに叩たたきつけられた。幸いにも、ガウェインが寝そべっていたおかげで、大した高さではなかった。

　床の上、大の字になったまま、互いに視線を見交わす。

「…………」

　なんとなく、気まずい沈黙。

　だが、自分でも不思議なほどに、キーラの気持ちは晴れ晴れとしていた。

　ルッカが、恥ずかしそうに微笑した。あの頃のままの、可か憐れんな笑顔だった。

　思わず釣られて、キーラも微笑ほほえみ返す。

　まるで、幼少の頃に戻ったような気分だった。

　──だからもう……思い残すことなんて、なにもなかった。

「キーラ!?」

　次の瞬間、ルッカの表情が強こわ張ばった。ただでさえ疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているはずなのに、慌てて跳ね起きる。

　このとき、キーラの肉体には、さらなる変化が生じていたのである。

　キーラは瞬時にして、その現象がなんなのかを察していた。

　ルッカとガウェインが実現させた絶技。その効果でグラシャラボラスは消滅し、カサンドラは無傷で解放され、そして、キーラ自身はダークエルフからエクブラッド人へと戻った。しかも、マザー・ドラゴンを殺した報い──〝蛇髪の呪い〟も消えた。

　だが、いくらなんでも、世の中はそこまで甘くはない。

　今、キーラの肉体は、徐々に消滅しつつあるのだった。崩ほう壊かいは指先から始まっている。身体を構成する組織が光の粒子となって、宙へと舞い始めたのだ。あたかも、天に召されるかのように……。

「どう……して……？」

　顔面蒼そう白はくになって、問いかけてくるルッカ。

「仕方なかったんだ。ルッカは認めたくなかったのかもしれない。だけど、あたしの穢けがれ具合は……グラシャラボラスと同等だったんだ」

　いつの間にか、故郷で暮らしていた頃の言葉遣いが、自然と甦よみがえっていた。

「あの誓雨オラトリオを全身に浴びた時点で、こうなることは決まっていたんだよ」

　説明している間にも、キーラの身体はどんどん重さを失っていく。

「わたし、わたし……そんなつもりじゃ！」

　涙の粒をちらしつつ、ルッカは身み悶もだえする。そして、キーラの〝崩ほう壊かい〟を少しでも食い止めようと動いた。

　キーラの身体を、ギュッと抱きしめたのだ。ルッカの温ぬくもりが、ひしひしと伝わってくる。こんな風にルッカの体温を感じたのは、何年ぶりだろう……。

「わかってるよ、ルッカ。だから、自分を責めないでほしい」

　優しいルッカは、まさかキーラとグラシャラボラスが同等のダメージを受けるなどとは、想像すらしていなかったのだろう。

　ほんの短い間とはいえ、キーラの肉体がエクブラッド人に戻ったのは、ささやかな、本当にささやかな奇き蹟せきにすぎなかったのだ。

「だけど、これで良かった。あたしなんかの最期としては、もったいないくらいだよ。こんなにも清すが々すがしい気持ち……エクブラッドの里を、ふたりで無む邪じや気きに駆かけ回っていたとき以来だから」

「キーラ……」

「ルッカ。最後に、伝えたいことがあるんだ」

　既に下半身の大半が消えかかっている。〝崩壊〟が上半身に及ぶのも時間の問題だった。いよいよ消失しつつある右手に、力をこめる。まだなんとか動かせた。左手のほうは、とっくに失われている。

「おめでとう」












　そういって、キーラはルッカの肩を優しく抱いた。

「キーラ……？」

「あのとき、どうしてもいえなかった言葉だよ。竜飼い人ブリーダーに選ばれて──」

　キーラは、その言葉に全身全霊をこめた。

「本当に、おめでとう」




　それがキーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンの、最期の言葉となった。





　　　　◇






　第二四区画。

　あたかも、古代の円形劇場を思わせる場所。

　──いよいよ、このときが来たのだな。

　レベッカはクー・フリンの頭部に直立騎乗し、ウルスラに対たい峙じしている。

　その手には、魔ま槍そうゲイ・ボルグ。

　ウルスラもガラハッドの頭部に立ち、神剣フラガラッハを構えている。相変わらず無表情を保っていて、なにを考えているのかは見当もつかない。

　このときを、どれほど待ち望んだことだろう。

　数々の修羅場をくぐり抜け、さらには東方大陸にわたり、あの〈天空城〉にたどり着いた。使徒ミルカの英霊に拝謁し、新たな聖騎甲アークを手に入れた。クー・フリンも、当時と比べると格段に逞たくましさを増した。今では、あのガラハッドと互角の風格を漂ただよわせている。

「レベッカ・ランドールと、その相パ棒ルクー・フリン──参る！」

　伝説に登場する騎士のごとく、レベッカは朗ろう々ろうと宣言した。

　激烈な雄お叫たけびとともに、クー・フリンが魔弾を怒ど濤とうのごとく連射する。石畳の舞台が次々と爆発し、朦もう々もうと砂さ塵じんを舞い上げた。

　続けざま、クー・フリンの後肢が地面を蹴けった。その巨きよ軀くが疾風と化して、砂塵を貫くように突進。ガラハッドに襲いかかる。

　ガラハッドは最初の位置から微動だにせず、クー・フリンを堂どう々どうと待ち受けていた。小細工など必要ない、とでもいわんばかりに。

「ぐぉおおおおおおおんっ！」

「るぁあああああああっ！」

　ドラゴン同士、互いに前脚を振り上げて、つかみ合い、渾こん身しんの力比べが始まる。

　その時点で、レベッカ自身は聖騎甲アークに蓄たくわえられた魔力を利用して、飛ひ翔しようしていた。神剣フラガラッハを振るうウルスラに対し、やはり接近戦は禁物だろう。

　ならばこそ空中戦に持ちこみ、なおかつ遠距離魔法攻撃で仕留めてみせる──というのは、しかし、あくまでもポーズである。

　レベッカには、ある作戦があった。その作戦を成功に導みちびくためにも、今は「接近戦を避さけている」とウルスラに思わせる必要があるのだ。

「──なにを企たくらんでいるのかは知りませんが、無駄です」

　その直後、背後から冷たい声でささやかれた。

「くっ!?」

　ぞくり……としたレベッカは、本能的に聖騎甲アークの魔力を一時的に遮断した。当然、浮いていた身体は魔力の制御を失い、自由落下を始める。

　轟ごうっ！　レベッカが滞空していた位置を、神剣フラガラッハが薙なぎ払はらった。一瞬でも判断が遅れていたら、今頃、レベッカの身体は真っ二つだったはずだ。

「…………」

　ウルスラは無言のまま、レベッカを追って鉛直落下。さっさと決着をつけ、アッシュたちを猛追するつもりなのだろう。

　レベッカは地面に激突する寸前、再び聖騎甲アークの魔力を解放する。再浮上。その寸前、ウルスラの追撃を紙一重でかわした。まるで入刀されたウェディング・ケーキのごとく、地面は易やす々やすと切り裂かれた。

「はあっ！」

　レベッカは高速で浮上しつつ、気合いをほとばしらせる。魔ま槍そうゲイ・ボルグを騎銃のごとく構え、その穂先から次々と魔弾を放った。

　かつては〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟という名を定めていた、百発百中の大技。だが、今のレベッカにとっては通常攻撃の範囲内だ。この技がウルスラには効かないことも、過去の試合で判明している。あくまでも、これは牽けん制せいにすぎない。

「どこまでも逃げに徹しますか、レベッカ」

「逃げではない！　長距離射程ロング・レンジで仕留めてみせる！」

　魔弾をばらまきながら、レベッカは懸命に叫ぶ。もちろん演技だ。

「それが逃げだというのです。そもそも、わたくしが近距離専門だと思っているのでしたら、愚かです。その勘かん違ちがい、今すぐ正してさしあげましょう」

　あのウルスラにしては雄ゆう弁べんに告げると、宙でぴたりと静止した。そして、神剣フラガラッハを頭上に振りかぶる。

　すさまじい魔力が神剣に満みちていく。はるか眼がん下かで地上戦を繰りひろげているドラゴンたちの存在すら、霞かすむほどに。

　ウルスラが静止したため、互いの距離はぐんぐんと離れつつある。

　──なんだ、この嫌な胸騒さわぎは……？

　にもかかわらず、レベッカは異様な感覚に囚とらわれていた。あたかも、蜘く蛛もの巣に絡め取られた蝶ちようのような気分だった。

　次の瞬間、異変が起きた。見る見るうちに、神剣フラガラッハの刀身が巨大化していったのだ。より長く、より幅広に。

　実剣ではなく、あくまでも〝魔力フィールド〟として顕けん現げんしている刀身だ。なるほど、その気になればいくらでも拡張できるのだろう。

　その刀身は、やがてウルスラの数十メートル上方にまで達たつした。

　ついには、その剣尖が空を貫く。高度な魔導工学技術によって、擬ぎ似じ的に構築された空に、スッと突き刺さったのである。と同時に、空の映像にかすかな乱れと歪ゆがみが生じた。

　どうやら、そこが第二四区画の天井部に相当するらしい。

「はっ！」

　充じゆう分ぶんに刀身を伸ばした直後、ウルスラが神剣を振りおろした。その剣尖は、余裕でレベッカの空域に達している。転瞬、肩先をかすめるように、刀身が通過した。たとえ巨大化しても、その厚みは紙よりも薄い。その威容とは対照的に、風圧は皆無。あたかも、音もなく忍び寄る死神を連想させた。

　しかも、まるで重さなど存在しないとばかりに、ウルスラは神剣を縦横無尽に振るいはじめたのである。まさしく猛威。剣をびっしりと敷き詰めた山が、ぐんぐんと迫ってくるような錯覚を覚えたほどだ。

　その一撃一撃を、レベッカはかろうじて回避する。いくら最新の聖騎甲アークでも、あの神剣を受けたが最後、易やす々やすと破断されるのは目に見えている。

　レベッカは滑空すると、舞台の脇に着地した。勢いを殺しきれずに、地面を激しく転がってしまう。そんなレベッカを追いすがるように、またしても神剣の刃が地面を切り裂いていく。

　直後、刀身の腹が真横から迫ってきた。

「かはっ!?」

　まるで扇ではたかれたかのように、レベッカは面による打撃を食らっていた。あまりに大味すぎて、ウルスラの美貌には不似合いな技。だが、そもそもウルスラは、武の道を究めることにしか興味がない女だ。ウルスラにとって、その技が美しいか否いなかなど、些さ末まつな問題なのだろう。

　真横から叩たたかれたレベッカは、広々とした舞台の真上を通過して、観客席の五階部分にに背中から激突した。

「ぐっ……！」

　全身を駆かけ巡めぐる衝撃。聖騎甲アークのおかげで、なんとか骨も内臓も無事だったが、身体が観客席にめりこんでしまったせいで、すぐには身動きがとれない。

「これで終わりです──」

　無論、その隙をウルスラが見逃すはずもない。大上段に振りかぶった神剣が、音もなく振りおろされた。

　真横から眺ながめれば、その刀身は巨柱に匹敵するだろう。が、レベッカの視点では、その巨大なる刀身は線にしか見えない。

　そこまで計算した上で、ウルスラは構えているのだ。

　既にウルスラは勝利を確信している。もしかしたら、気持ちは既にレベッカから離れ、先を進むアッシュとエーコに向けられているのかもしれない。

　──しかし。

　その瞬間こそ、レベッカが待ち受けていた好機だった。

「今だ……！」

　神剣の尖せん端たんが美しい弧を描き、レベッカの身体を観客席ごと真っ二つに斬ろうとした刹せつ那な、純白の聖騎甲アークが燦さん然ぜんと輝かがやいた。

　──カッ！

　そして、レベッカの頭上に迫った刀身が、まるで魔法でもかけられたかのごとく、ぴたりと停止したのである。

「これは……!?」

　ウルスラの表情に、初めて動揺の色が浮かんだ。柄を握にぎりしめた両手に、さらに力をこめようとしたが、神剣はぴくりとも動かない。

　当然だ。これこそが、レベッカの新型聖騎甲アークに付加された機能なのだから。

　今やレベッカの背後には、ひとりの女性が浮かび上がり、胸の前で合がつ掌しようしている。神剣フラガラッハの切っ先は、彼女の掌てのひらに挟はさまれたまま、完全に固定されたのだった。

「〝聖女の光輪ハイロウ・オブ・ロサ・マリア〟──とでも名づけておくかな」

　レベッカは立ち上がると、微笑をこぼした。刀身が額ひたいの寸前にまで迫ったが、もう怖くはない。

「こちらには、聖せい女じよロサ・マリアの加護があるのだ！」

「まさか……その背後霊じみた女性が、聖女ロサ・マリアだとでも……？」

「背後霊とは人聞きが悪い。せめて守護天使といってほしいものだな。まだいってなかったが、この新型聖騎甲アークの素材には、かつて聖女ロサ・マリアが装備していた聖騎甲アークが使われている」

「聖女ロサ・マリアの？　まさか、あなたは〈天空城〉に……？」

「覚えていたとは意外だな。あなたのことだ、すっかり忘却の彼方かなたかと思っていたが」

「…………」

「あなたには感謝している。その昔、〈天空城〉を攻略したあなたは、聖女ロサ・マリアの聖騎甲アークという褒美に関心を示すことなく、手ぶらで帰宅したのだからな」

　以前の試合のとき、レベッカは全身全霊をこめて、ウルスラの剣を白刃取りした。

　二次元の刀身を一瞬でも止めようと思ったら、神剣の〝面〟を真横から挟みこむしかない。無論、厚みが皆無といっていい、二次元の刀身だ。ちゃんと挟めるか否いなかは、一いちか八ばちかの賭かけだった。捨て身の戦法ともいえた。

　だが、それでは駄目なのだ。賭けでもなく、捨て身でもなく、確実に白刃取りを成功させた上で、起死回生の一撃を放てるだけの状況を生みだす必要がある。

　この聖騎甲アークのおかげで可能となった、新技にして神技──〝聖女の光輪ハイロウ・オブ・ロサ・マリア〟。

　それこそが、レベッカの切り札。

　いや、切り札はもうひとつ。長い修行期間を経て、レベッカが独自に編みだした新必殺技が、まだ残っている──。

「今度はわたしの番だ！」

　全力全開。この一撃にすべてをこめんとばかりに、レベッカは叫ぶ。

「魔ま槍そうゲイ・ボルグ──〝千の流星槍ワン・サウザンド・スタージヤベリン〟」

　その刹せつ那な、レベッカの背後に無数の波紋が生じたかと思うと、ゲイ・ボルグと同型の魔槍が次々と顕けん現げんした。文字通り流星のごとく、それぞれが金こん色じきの尾を引きながら、ウルスラに向けて加速する！

「まさか!?　固有魔装を複製したとでも……？」

　ほんの一瞬、ウルスラの視線が泳いだ。ガラハッドの助力を請うように。およそ、ウルスラらしからぬ振る舞いだった。

　だが、ガラハッドはクー・フリンに食い止められている。壮そう絶ぜつなる肉弾戦は、今も継続中なのだ。ガラハッドに主人の危機を救うことはできない。

「ならば……！」

　意を決したのか、ウルスラは神剣の柄を手放した。この戦闘中、ウルスラは一度たりとも愛剣を手放したことはなかったのだが、そうせざるを得なくなったのだ。

　胸の前で両腕を交差させ、防御態勢となるウルスラ。

　その直後、流星群が円えん錐すい形けいの槍やり衾ぶすまと化し、ウルスラの全身に直撃する。

　閃せん光こう。一瞬遅れて、轟ごう然ぜんたる爆発音が周囲を揺るがした。




　爆風が収まり、灰色の濛もう気きが完全に晴れるまで、数分を要した。

　見る影もなく、廃はい墟きよと化した円形劇場。あれほど美しく、超古代の文化を感じさせた舞台と観客席は、跡形もなく破壊され尽くしていた。無論、レベッカとしては本意ではなかったが、相手はウルスラだ。文化遺産に敬意を払っている余裕など、皆無だったのだ。

「う……」

　黒焦げとなった舞台の中央、黄金の輝かがやきを発していた聖騎甲アークを完全に砕かれて、もはや焼け焦げた肌着を素肌にまとわせただけのウルスラが、ひっそりと倒れ伏していた。もし聖騎甲アークを装備していなければ、髪の毛一本、残ることはなかっただろう。

　一方、レベッカ自身も深いダメージを負っていた。激しく咳せきこむと、その場で膝ひざを屈してしまう。聖騎甲アークはかろうじて維持できているが、もはや消失する寸前だ。全力全開の攻撃は、レベッカ自身の肉体にも多大な負担をかけたのである。

　とはいえ、勝負は決した。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　クー・フリンが盛大な雄お叫たけびをあげる。

　華々しくも勇ましい、最高の凱がい歌かだった。

　ガラハッドのほうは、既に戦意を喪失し、ウルスラの傍かたわらに歩み寄った。主人の身を案じて、治癒魔法を発動させた。かなりの重傷なので、完全治癒には時間がかかりそうだ。

　今この瞬間、レベッカはウルスラ・Ｌ・セルウィンに勝利したのだ。

「レベッカ・ランドール……わたくしの完敗です。ですが、わかりません。なぜ、あなたは短期間で……これほどの力を……？」

　治癒魔法の光こう輝きに包まれながら、ウルスラはゆっくりと上半身を起こした。

　鎧よろいを砕かれ、半裸となってもなお、その美貌には気品が感じられる。どことなく、シルヴィアと似た雰ふん囲い気きもある。血は争えないな……と、レベッカは思った。

「総合的には、今でもあなたのほうがわたしよりも、圧倒的に強い。それは間違いないでしょう。ですが、わたしは仲間たちの想おもいを背負った上で、この戦いに臨のぞんだ。あなたに勝ちたいという個人的な願いはありましたが……それだけでは勝てなかったはずです」

「仲間たちの、想い……？」

「そうです。そもそも、わたしが常に上を目指して戦い続けたのに対して、あなたはどうでしたか？　御前試合で戦った時点で、あなたは既に限界点に達たつしていたのでは？」

「…………」

「孤独なあなたには、誰かの想いを背負った経験などないのでしょう。あなたは、周囲から純粋な戦力として頼られることはあっても、仲間として頼られたことはないはずだ。聖竜騎士団の団長に就任してもなお、あなたは孤独だったのでは？　そして、あなた自身もまた、誰かを頼ったことなど、一度もないのでしょう。いや、それ以上に──」

　レベッカはウルスラのそばにたどり着くと、威い風ふう堂どう々どう、ぴしりと指を突きつけた。

「あなたには決定的に、欠けているものがある！」

「仲間の存在……以外にも……？」

「そうです。あなたは、誰かを愛したことがありますか？　否いな、一度もないはずだ！」

「……否定は、しません」

　ウルスラはあっさりと認めた。

「やはり、そうでしたか。それこそが、わたしとあなたの決定的な差ですよ」

　あいにく、レベッカがいい終えぬうちに、ウルスラは気を失っていた。

「ぐっ……」

　そして、レベッカ自身もまた、その場に倒れ伏していた。

「わたしも……まだまだ未熟だな──」

　その言葉を最後に、レベッカの意識は闇の底へと沈んでいった。





"Pathetique～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二十二話　世界の命運、抗う意志









　現在、懐中時計は三時七分を示している。アッシュ、エーコ、シルヴィアを乗せたランスロットは、破竹の勢いで通路を進んでいた。

　普段であれば熟睡している時間帯だが、眠気はまったく訪れない。エーコとシルヴィアにしても、その表情は真剣そのもので、疲労や眠気は微み塵じんも感じさせなかった。

　今まさに、世界の命運が決しようとしているのだ。意識に夢魔が入りこむような余地など、あり得なかった。

『前方のゲートは、既に開かい錠じよう済みよ』

　やがて、ナヴィーの念話が届いた頃、はるか前方に、巨大なゲートが見えてきた。ナヴィーの報告通り、ゲートは既に開放されている。

　ランスロットは勇躍して吼ほえると、勢いよくゲートをくぐり抜けた。

「よし、ここからは第九区画」

　地図に視線を落としつつ、シルヴィアが微笑ほほえむ。

「ついに一ひと桁けた台ね！」

　エーコも皆を鼓舞するように、明るい声をあげた。

「ああ。〈大神殿〉もかなり近づいてきたな」

　アッシュも笑みをこぼしたが、もちろん警戒は怠おこたらない。

　ここまでの区画と同様、第九区画もトンネルのような通路がメインだった。今のところ、防衛システムが起動する気け配はいはない。

「あの防衛システム、すっかり鳴りを潜ひそめた感じだな。俺たちが〈大神殿〉に向かっていることは、連中も気づいているはずなのに。どうして妨害してこないんだろう？」

「案外、我々を招待するつもりではないか？　サヴォナローラにとって、アッシュは実の息子。今一度、アッシュを説得して、仲間に引き入れようと思っているのかもしれぬ」

　シルヴィアの言葉に、アッシュはうなずいた。

「あの親父おやじの性格なら、あり得るな。もちろん、応じるつもりはないけど」

「当然よ！　なんの罪もない人々を犠牲にした上で成り立つ理想なんて、あたしが踏みつぶしてやるんだから！」

「ああ、その意気だ」

　アッシュがエーコに同意したそのとき──

　視界が一変した。

　それまでの光景が霧む散さんしたかと思うと、外の世界に放りだされたのである。

「なっ、なにがどうなって……!?」

　アッシュは狼ろう狽ばいしつつ、周囲を眺ながめやった。

　紫色を帯おびた、禍まが々まがしい空に包まれた世界。

　昼なのか夜なのかも、判然としない。

　空の中央には、太陽ほど眩まぶしくはないが、月よりは烈はげしい輝かがやきを発する、不気味な巨星が煌こう々こうと輝いている。

　はるか眼がん下かには、荒涼たる砂漠が広がっている。地形から察するに、ゾノ＝トーン地方だと思われた。ただし、そこにあるのは遺跡ではない。〈方はこ舟ぶね〉の威容が、まるで神話に登場する〝世界樹〟のごとく、そびえ立っているのだ。

「ぐるるるるっ……！」

　ずっと快調に飛行していたランスロットが、警戒心をあらわにする。

「どっ、どうして外の世界に飛ばされなくちゃいけないのよ!?」

　エーコは口をパクパクさせながら、慌てふためいている。

「うろたえるな、エーコ。あの〈方舟〉を見ろ」

　と、シルヴィアが眼下の〈方舟〉を指さした。

「あれが〈方舟〉なのは間違いなさそうだが、あの空の色といい、砂漠だらけの大地といい……現実の光景だとは思えない。いや、もしかしたら……はるかなる太古の光景なのかもしれないな。〈方舟〉がこの星に着陸した頃の……？」

　シルヴィア自身、半信半疑の様子だったが、あれが超古代の光景だといわれれば、不思議と納得できる気がした。

「もしかして、俺たち……幻術的なトラップに引っかかったのかもしれないな」

「気が合うな、アッシュ。私も、その可能性を考えていたところだ」

「だったら、なんとかして脱出しないとまずいんじゃないの!?　そうだわ、ナヴィー！　あんたなら、なにかわかるんじゃないの!?」

　空に向かって、大声でナヴィーを呼ぶエーコ。

　……だが、いつまで経たっても、ナヴィーの返事はなかった。

「どうやら、ここはナヴィーですら観測できない場所みたいだな……」

　深い溜ため息いきとともに、シルヴィアがつぶやく。

　そのときだった。

「──我が結界にようこそ」

　突然、神々しい声とともに、ひとりの少女が顕けん現げんしたのである。

　美しい少女だった。ランスロットの鼻先からやや離れた位置に、ふわりと浮いている。

　その刹せつ那な、アッシュたちを取り巻く空間が、神威という名の緊張を帯おびた。

　瞬時にして、空間の密度が増したような感覚──。

「君は……？」

　初対面のはずなのに、アッシュは既き視し感かんを覚えた。

　蒼あおい髪。左右で色の異なる瞳ひとみ。そして、可か憐れんな顔立ち。

　──お兄ちゃん、と呼んでも構いませんか？

　ふと、ラクエルの言葉が、脳のう裏りに甦よみがえった。

「まさか……！」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。

　目の前に現れた少女は、まるでラクエルを成長させたような姿をしているのだ。

　だが、この威圧感はなんだろう？

「君は、一体……？」

　アッシュが訊たずねると、少女は淡々と告げた。

「余は、賢竜王インボルク」





　　　　◇






　処女宮ヴアルゴの月、第十六日。午前三時十二分。

　魔ま導どう艇ていデュランダルは、今も海中で静止している。操そう舵だ室しつでは、ミラベルが潜せん望ぼう鏡きようを使って、最大望遠で〈方はこ舟ぶね〉の様子を観察しているところだった。

　ミラベルの脇では、ユニスが皆の分の紅茶を淹いれている。

　操舵席にはアーニャが着き、変事の際にはすぐさま潜行できるよう、待機している。

　そして、リンダはパーシヴァルとともに、モルドレッドの相手をしていた。とはいえ、アッシュをはじめ、〈方舟〉に突入したメンバーたちのことが心配で、ついつい上の空になってしまうのは否いなめない。

　しかも、先ほどナヴィーが念話で届けてくれた最新情報によれば、既に賢竜王インボルクが復活している可能性があるという。

　あいにく現状では、ナヴィーの力をもってしても〈大神殿〉を覗のぞき見みすることは無理らしく、本当に賢竜王が復活したのかどうか、定かではない。

　確かなことは、アッシュたちの前に立ちはだかったウルスラの口から、「賢竜王インボルク復活」の報がもたらされたという事実だけだ。

「──みんな、聞いて。困ったことになったわ」

　そのとき、室内に光の粒子が弾はじけて、リンダたちを驚かせた。

　顕けん現げんしたのは、なんとナヴィーである。いつになく真剣で、切羽詰まった表情だ。念話を使えば意思疎通はできるのに、わざわざ実体化して登場した──ということは、緊急事態なのだろうか。

「ま、まさか、兄さんたちの身になにか……!?」

　リンダは顔から血の気が引く思いで、ナヴィーに詰め寄った。

「落ち着いて、リンダ。正直、わたしにもよくわからない状況なのよ」

「ナヴィーにもわからないとは、よほどのことね。説明してもらえるかしら？」

　さすがに、ミラベルは冷静沈着な態度を保っている。とはいえ、握にぎりしめた拳こぶしがかすかに震ふるえていることに、リンダは気づいた。

「実は……アッシュ、エーコ、シルヴィア、ランスロットが消えたのよ。ようやく第九区画までたどり着いて、〈大神殿〉までもう一息っていうところだったんだけど」

「き、消えたって、一体どういうことなの!?」

　アーニャが蒼そう白はくになって、操そう舵だ席から腰を浮かす。

「おそらくは、なんらかの魔導結界に取りこまれたんだと思うわ。だけど、このわたしにも探知できないだなんて、よほど高度な結界よ。もしかしたら……賢竜王インボルクの仕業なのかもしれないわ」

　ナヴィーの報告に、リンダは気を失いそうになった。パーシヴァルが懸命に背中を支えてくれなかったら、ぶっ倒れていたことだろう。

「大丈夫よ、リンダ。なにが起こっても、わたしがアッシュたちを護まもるから。たとえ──」

「……たとえ？」

「いえ、なんでもないわ。わたしは今から、改めて〈方はこ舟ぶね〉の内部を探索するわね」

　星ほし屑くずのような粒子とともに、ナヴィーの姿は消失した。

　アッシュたちのことも心配だが、たった今、ナヴィーはなにをいいかけたのだろう？

　リンダは、妙な胸騒さわぎを覚えるのだった。





　　　　◇






「余は、賢竜王インボルク」

　そう名のった少女を前に、アッシュもエーコもシルヴィアも、同時に息を吞のんだ。ランスロットも全身を緊張させたまま、沈黙を保っている。

　だとすれば、あの姿は星体として造られたラクエルに、インボルクの〝知能〟が宿った結果だとでもいうのだろうか？

　そういえば、あの禍まが々まがしい冠や鎧よろい、剣といった装具は、形状こそ禍々しく変わり果はててしまったものの、星冠や星せい鎧がい、そして星剣と似た雰ふん囲い気きを感じさせた。

　そして、少女が身に着けた鎧の中央には、畏怖の念すら呼び起こすほど大きな結晶体が埋まっている。もしかしたら、あれがエスカヴァロンの魔導エンジン──星動機エヴァン・マッハに内蔵されていた結晶体かもしれない。

　ついに復活を遂とげ、五大星具をも手中に収めた賢竜王インボルク。

　では一体、ラクエルの心はどこへ行ってしまったのか……？

「とはいえ、勘かん違ちがいをするでないぞ？　この星の創世神話において、余よは聖竜皇家と冥竜王家の祖先のごとく描写されているが、あいにく竜族と直接的な関係はない。賢竜王などという概念自体が、いわば創作といえる」

　淡々と語るインボルク。

　アッシュは少し、残念に思った。もし賢竜王がドラゴンの一種であるならば、アッシュに乗りこなせたかもしれないのだ。あいにく、その可能性は潰ついえた。

「さっき、あんたは『我が結界にようこそ』といったな？　つまり、ここはあんたが構築した魔導結界だということか？」

「なかなか肝が据わっているな、少年。その質問に対しては、肯定だ」

「なぜ、こんなまどろっこしい真ま似ねを？」

「汝なんじらと、少し話してみたいと思ったのでな。ちなみに、余がこのような形で汝らに接触したことは、あの連中にも気づかれてはおらん」

「あの連中？　サヴォナローラたちのことか？」

「肯定だ」

　アッシュは複雑な思いに駆かられた。

　賢竜王インボルクが復活したことは、由ゆ々ゆしき事態だ。

　しかし、サヴォナローラはまだ、甦よみがえったばかりのインボルクを懐かい柔じゆうできていないらしい。

　それどころか、賢竜王はサヴォナローラたちを、「あの連中」呼ばわりしたのである。もしかしたら、サヴォナローラは虎の尾を踏んでしまったのではないか？

　そもそも、インボルクの意図がわからない。

　本当に、ただ対話を望んでいるだけなのだろうか？　当然、罠わなの可能性もある。

　だが、賢竜王インボルクが暴竜のような存在ではなく、対話が可能であると判明したことは、朗報といえるだろう。

　もし、ここでインボルクと利害を一致させることができれば、魔導結社〈デミウルゴス〉の陰謀そのものを終わらせることができるかもしれない──いや、そこまで望むのは、さすがに楽観的すぎるだろうか。

「余と対話をするつもりは、あるか？」

　と、インボルクが改まった調子で切り出したので、アッシュは我に返った。

「ああ、望むところだ」

「ならば問おう。汝らは、なぜそこまでして抗あらがう？」

「決まっているだろう。魔導結社〈デミウルゴス〉は、自分たちだけの新世界を築くために、人類の大半を滅ほろぼそうとしているんだ。見すごせるはずがない！」

　アッシュは声を荒らげた。

　相手が対話を望んでいる以上、感情的になるのは禁物だ。そんなことは百も承知だが、インボルクの質問には、ついカチンと来たのである。今さらそんなことを訊たずねようとする意図が、さっぱりわからない。

「だが、いかなる種もいずれは滅びる。それは自然の摂理だ。人類だけが特別なのではないぞ？　現に、エルフは絶滅したではないか」

　復活を遂とげて以来、まだ半日すら経たってはいないのに、インボルクは現代の状勢をそれなりに把は握あくしているようだ。

「確かにそうだ。だけど、エルフの血脈はエクブラッド人に受け継つがれている。純粋なエルフは滅びたけれど、その血脈が完全に失われたわけではない」

「なるほど、そういう考え方もできるか」

「そもそも、エルフは人為的に絶滅させられたわけではなくて、不可抗力だったんだ。人類だって、そうした不可抗力で滅ほろびるというのなら、仕方がないのかもしれない。だけど、今は違う！　止めようと思えば、止められるはずなんだ」

「とはいえ、人の仔こよ。お前が命を賭かけて救おうとしている人類とは、それほどに立派な生命だといえるのか？」

「なんだと？」

「我は十万年以上もの間、人類を観察していた」

「十万ですって!?」

　エーコが卒倒しそうな顔になる。

「誇張ではない。最初の二百年は母星で、八万七千年を宇宙で、そして約二万年をこの星で過ごした」

　インボルクの語りに合わせて、周囲の景観が目まぐるしく変化する。アッシュが見たこともない大都市。どうやら、インボルクがいう「母星」なのだろう。建物の様式も、街を歩く人々の衣装も、なにもかもが〝未知なるもの〟だった。

　路面には無数の車両が列を為なし、空には鯨のように美しい造形の乗り物が飛んでいる。文明の爛らん熟じゆく期──そんな言葉が脳のう裏りをよぎった。

　だが、華やかな光景は瞬時に引き裂かれ、荒廃した大地に取って代わる。空は真っ赤に染まり、黒い雨が降り注いでいる。一体、なにが起こったのか……それはわからない。

　やがて映像は切り替わり、今度は軍事基地のような施設が映しだされた。その中央にそびえ立っているのは──間違いない、〈方はこ舟ぶね〉だ。

　朦もう々もうたる白煙とともに発進した〈方舟〉は、真っ赤な空を貫通するように突き進むと、どんどん大地から遠ざかっていく。

　そして宇そ宙らへ──八万七千年にも及ぶ航海が、始まったのだ。ただし、そこで宇宙の映像は終了し、最初に表示されていた光景が映し出された。

　見わたす限りの砂漠に、〈方舟〉が突き刺さっている、あの景色である。映像の順番から察するに、やはりこの星に着陸したときの状況なのだろう。

「その後、我は〈方舟〉に積んでいた人類をはじめとする生命体を、地上に放った。連中を教え導みちびくために、神の真ま似ね事ごとをしたりもした」

　おそらく、教科書に載のっている「ゾノ＝トーン文明」の時代を指しているのだろうと、アッシュは推測した。

「もっとも、神などは見捨てられる運命にあるようだ。ある日、余は竜族の叛はん乱らんに遭あった。不仲だったはずの聖竜皇家と冥竜王家が同盟を結び、この我を封印したのだ」

「あたしのご先祖様も、一枚嚙かんでたってわけね……」

「そういうことだ、現代のアヴァロン聖竜皇よ。無論、汝なんじに対して恨みはない。あれは一種の戦争だったのだ。余と竜族の間で利害が一致しなかったという、それだけのこと」

「利害が一致しなかったというのは……？」

　アッシュが訊たずねると、

「繁栄する一方で、この星に有害な振る舞いをするようになった人類を、余は見すごせなかった。余は、人類だけを滅ほろぼすと決めた。だが、竜族はあくまでも人類に味方した……そういうことだ」

　インボルクは無表情のまま応じた。

「それはさておき、永きにわたり人類を観察した結果、余はひとつ確信した」

「一体、なにを確信したっていうんだ？」

　アッシュは固唾かたずを吞のんで、インボルクを見据える。

「たとえ何万年が過ぎようと、人類の本質は変わらぬ──ということだ。どれだけ科学技術が進歩しようと、人類そのものが進歩したことにはならない。これを見るがいい」

　インボルクが命じると同時に、周囲の景観が再び変化した。

「あれは……！」

　シルヴィアが息を吞んだ。

　アッシュとエーコも食い入るように、周囲の映像を見つめる。

　それは、ゼノグラヴィア山脈の上空を映したものだった。無論、アッシュにも見覚えのある光景だ。

　今、そこでは派手な艦隊戦が繰りひろげられている。竜騎士ドラグナーによって編成された部隊も飛び交い、ゼファロス軍の航空艦を次々と墜おとしている。

　王国軍の旗き艦かんクラウ＝ソラスや騎士国軍の旗艦シルヴァヌスⅡの艦影もあった。前者にはオスカーが、後者にはヴェロニカが乗り、指揮を執とっている。

「これって、まさか……!?」

　アッシュは戦せん慄りつした。

「汝なんじが想像した通り。これはリアルタイムの映像……つまりは、今まさに起こっている出来事というわけだ」

「くっ！　第二次ゼノグラヴィア戦争が、既に勃ぼつ発ぱつしていたとは！」

「そんな！　あたしたち、間に合わなかったの……？」

　シルヴィアとエーコも青ざめている。

「同じ種族同士でありながら、殺し合う……実に愚かしいことだ。この習性ゆえに、人類はひとつの星さえ滅ぼした。正直なところ、この時代に復活したとき、余はすべてに対して無関心であった。この先、人類がどうなろうが、知ったことか。あのサヴォナローラとやらは、しきりに余を焚たきつけようとしていたが、どうでもよかった」

「だ、だったら、あんたは人類の問題には一切、介入しないってことか？」

　インボルクの無関心ぶりに、思うところがないわけではなかった。だが、インボルクが不介入を決めこんでくれれば、人類にとっては僥ぎよう倖こうかもしれない。サヴォナローラの野望から、インボルクを切り離すことにつながるのだから。

「否いな。もう二度と、余は迷わぬ」

　アッシュの期待を打ち砕くかのように、賢竜王は断固として告げた。

「余は改めて宣言しよう。これより、全人類を滅ほろぼすとな」

「なっ!?　どうしてそうなるんだよ！」

　アッシュは衝動的に叫んでいた。

「確かにあんたのいう通り、人類は愚かかもしれない。だけど、すべての人間が殺し合いを望んでいるわけじゃないんだ。そもそも、あの戦争は魔導結社〈デミウルゴス〉が画策したものだ。それに対して、自国を防衛するために戦うのは自然なことだろう？　〈デミウルゴス〉さえ壊かい滅めつさせれば、この戦争は終わる。そのために、多くの人々が命を賭かけて戦っている！　もちろん、俺たちも含めてだ！」

「…………」

「大体、あんたは矛盾していないか？　人類を滅ぼすってことは、〈デミウルゴス〉の思い通りに動くってことだろう？　だけど、あいつらは地上の人類を一掃したあと、生き残った自分たちだけで新世界を構築するつもりなんだぞ？」

「良い質問だ。無論、余は〈デミウルゴス〉の構成員も皆殺しにする」

「なん……だって？」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。エーコとシルヴィアに至いたっては、声もない。

「そもそも、人類を滅ぼす権利を持つ者など、世界広しといえども余のみだ。ましてや、己おのれの望む新世界のために、この余を利用しようとは……言語道断」

「だ、だったら、どうして今もサヴォナローラの許もとに留とどまっている？」

「殺そうと思えば、いつでも殺せる。強いていえば、余を復活させた偉業に対する、ささやかな褒美といったところか。……そろそろ用済みではあるが」

「なっ!?」

　最悪の事態だった。

　この対話を通じて、事態を良い方向に導みちびくことができれば……というアッシュの願いは、脆もろくも崩くずれ去った。それどころか、敵であるサヴォナローラたちの命すら、風前の灯ともし火びだと判明したのである。

「あんたは一体……本当に俺たちとの対話を望んでいるのか？　その様子だと、とっくに人類の滅亡を決めていたようにも聞こえるぞ」

「対話だと？　汝なんじはなにをいっているのだ？　対話とは、対等の立場で話し合うことを意味する。しかし、余と汝らが対等になれるわけもなかろう？　余が汝らを話し相手に選んだのは、あくまでも余興。いわば、退屈凌しのぎだ。とはいえ、対話という言葉を使えば、愚かな貴様らはあっさりと心を許す。そういうものだろう？」

　アッシュたちが啞あ然ぜんとして言葉を失っている間に、

「そうだ。ひとつ、面白いものを見せてやろう」

　インボルクはなにかを思い出したように、話題を変えた。そして、第二次ゼノグラヴィア戦争の中継映像はそのままに、アッシュたちの目前に仮想ディスプレイを展開したのである。

「なによ、あれ……？」

　その映像を覗のぞきこむなり、エーコが眉まゆをひそめた。

　不思議な光景だった。なにかの倉庫だろうか？　壁一面に、六角形の穴がびっしりと並んでいる。まるで蜂の巣のごとき様よう相そうを呈ていしているのだ。

　どうやら、その空間自体が、なんらかの巨大装置として機能しているらしいが……。

「見よ」

　と、インボルクが映像を拡大してみせた。

　やがて、蜂の巣のように見えた壁面の詳細が判明する。

　蜂の巣の〝室〟に相当するのは、透明なカプセルだった。

　個々のカプセルには、なんと人が収まっている。老若男女、様々だ。まるで胎児のように眠っていた。

「あれは、〝新世界〟で暮らすことを決めた人たちか……!?」

　その映像を凝視しつつ、アッシュは握にぎり拳こぶしをわなわなと震ふるわせた。

「その通り。〈デミウルゴス〉の関係者ばかりだな。ざっと一千名。ああして仮死状態にしておけば、コストをカットできる。合理的なシステムだ。元々は、星間移民のために用意されたシステムなのだがな」

「おい、アッシュ！　あのカプセルに入っているのは、お前の……！」

　そのとき、なにかに気づいたシルヴィアが、映像の一角を指さした。その指が示す方向に視線を向けるアッシュ。そして、驚きよう愕がく。

「あれは……母さん!?」

　紛まぎれもなく、母のアリーシャだった。

　いや、アリーシャだけではない。故郷のアルバ村で世話になった人々も、母の周囲に位置するカプセルに収まっている。

　先日、アルバ村の住民が忽こつ然ぜんと消えたという報告を受けたが……やはり〈デミウルゴス〉の仕業だったのだ。

　しかし父にとって、母は特別な存在のはずだ。あんな風に、他の人々と一緒に眠らせておくなど、およそ父らしくないと思った。

　いや……もしかすると、父と再会したアリーシャは、その野望を止めようとしたのかもしれない。少なくとも、あの母が父の野望を聞いて、納得するとは思えない。

　そんな母をいったん遠ざけるために、眠らせたのかも……そこまで考えて、アッシュは首を横に振った。あれこれと思い描いたところで、しょせんは想像の域を出ない。

「ほう、あの中に汝なんじの母親がいるのか。無論、あの衆愚どもも抹殺することになるぞ」

　その残酷な言葉に、アッシュが慄りつ然ぜんとした直後、

「おい、見ろ！　ゼノグラヴィアの戦況が変わったぞ！　あれはルクレツィアだ！」

　シルヴィアがハッとして、注意を促うながした。その鋭い視線は、ゼノグラヴィア上空の中継映像を向いている。

「ルクレツィアだって!?」

「どういうことよ？」

　アッシュとエーコも啞あ然ぜんとして、戦場の一幕に目を向けた──。





　　　　◇






　処女宮ヴアルゴの月、第十六日。午前三時十八分。

　周囲は深い夜や陰いんに包まれて、夜明けにはまだ遠い頃合いだった。

　雄大なるゼノグラヴィア山脈の、はるか上空。

　そこは、まさしく最前線。

　シェブロン王国軍と、ゼファロス共和国軍が戦火を交まじえる狭はざ間ま。

　そこに突如として、魔ま導どう艦かんロスヴァイセが割りこんだのである。誇ほこらしげに掲げられた旗は、既に滅ほろびた国家──ゼファロス帝国のものでった。

　血迷ったとしか思えない行動だった。

　しかも、甲かん板ぱんにはひとりの乙女。

　あたかも神話に登場する戦乙女ヴアルキリーのごとく、その佇たたずまいは凜りんとしている。

　いまだ火砲が轟とどろき、闇夜を鮮烈に染める中、その乙女はなんら動じることなく、甲板に堂どう々どうと身をさらしている。

「双方、静まれ！　我が名はルクレツィア・エーデルガルト・フォン・ゼファロス！」

　その声は、魔導拡声装置を通じて、戦域に朗ろう々ろうと響きわたった。

　あらかじめ王国軍とは示し合わせていたらしく、背後の艦隊は即座に攻撃を停止した。

　やや遅れて、前方──共和国軍艦隊も静まったのは、僥ぎよう倖こうでしかないだろう。

　ルクレツィアの行動は、あまりに無謀であった。愚かですらあった。最悪、登場直後に撃ち落とされていてもおかしくない状況だ。

　しかし、その無謀さと愚かさゆえに、ルクレツィアの言葉は共和国軍艦隊に届いたのかもしれない。

「共和国軍の兵士たちよ！　いや、かつては誇り高きゼファロス帝国軍の兵士であった者たちよ！　しばしの間、私の言葉に耳を傾けてほしい！」

　共和国軍艦隊の砲口は、今もルクレツィアに狙ねらいを定めている。が、亡国の姫君は臆おくすることなく、むしろ威い風ふう堂どう々どうとして、語り始めた。

「まずは一言、諸君に伝えねばならぬ言葉がある」

　そこで言葉を切ると、すうっと大きく息を吸う。

「この……大バカ者どもが」

　痛烈な一喝だった。

　共和国軍どころか、背後のシェブロン王国軍さえもが、呆あつ気けに取られたことだろう。一歩間違えれば、激げき昂こうした共和国軍に撃たれる可能性もあるのだ。

「あの外道な革命騒さわぎを許した結果、貴様らはどれほど多くの民を死なせたことか！　軍人の本分とはなんだ!?　民を護まもることであろうが！　民なくして、国家は成り立たぬのだぞ！　そもそも、あの革命は魔導結社〈デミウルゴス〉の陰謀であったことは、既に明らかだ。共和国政府に名を連ねている者どもの大半が、〈デミウルゴス〉の息がかかった輩やからであることもわかっている！　あのような侵略に足をすくわれた挙あげ句く、我が国の伝統と文化を投げ捨てる羽目に陥るとは……なんという暴挙か！」

　いったん語りだすと、ルクレツィアの舌は止まらなくなった。

「そもそも、諸君が共和国政府からどのような命令を受けたのか、私は知らぬ。だが、諸君が騙だまされているのは間違いない！　〈デミウルゴス〉の連中は、〈方はこ舟ぶね〉に乗り遅れた者はすべて抹殺するつもりなのだからな！　しょせん、諸君は〈デミウルゴス〉の計画の片棒を担がされた挙げ句、ボロ雑巾のごとく捨てられるだけの運命なのだ。いわば使い捨ての道具にすぎぬ！　諸君はそれでいいのか？　そんなことのために、日々、厳しい訓練に耐え抜いてきたというのか!?」

　共和国軍艦隊に、目立った動きは見られない。不気味なほどに静まり返っている。次の瞬間にも、大砲が火を噴くかもしれない。

　それでもなお、ルクレツィアは語り続ける。

「今まさに、この世界は危機を迎えつつある！　そのようなときこそ、諸君の出番ではないのか！　にもかかわらず、諸君はなにをした？　問答無用でシェブロン王国領に侵攻し、無用な戦争を引き起こしたのだ！　少しは自分の頭で考えたらどうなのだ？　無論、上官命令に従うことは、軍隊には欠かせぬ規律。それはわかっている！　だがな、今の諸君は唯い々い諾だく々だくと命令に従うだけの人形にすぎぬ！　帝国軍人としての誇ほこりはどこへいった？　あの革命騒さわぎに紛まぎれて、道端に落としてきたとでもいうのか？」












　そこで息を切らしてしまい、ルクレツィアは酸素を肺に取りこんだ。

　依い然ぜんとして、共和国軍は静聴している状態だ。無論、各戦艦の内部で、どのような会話が交わされているのかはわからない……。

「さあ、今すぐ決めるがよい！　あくまでも〈デミウルゴス〉の傀かい儡らいとして戦った挙あげ句く、すべてを失うか！　それとも、この私と共に戦うか！　どちらが人として正しい選択か、その判断は諸君に委ねる！　ただし、これだけはいっておくぞ！」

　ルクレツィアは再び、大きく深呼吸をした。

「おそらくは、私を〝皇帝の血を引いているだけの小娘〟と侮あなどっている者も少なくないだろう。だがな、私は今、文字通りこの命を賭かけている！　この命を燃やしている！　そちらの砲が火を噴けば、私の身体など木こっ端ぱ微み塵じんなのだからな。無論、恐怖だって感じている。正直にいえば、怖い。それでも、皇帝の血を引く者として、ゼファロスの民と大地を愛する者として、私は逃げるわけにはいかぬのだ！　これが帝国の皇女としての、私の覚悟である！　ここまでいってもわからぬというのなら、構わぬ！　撃つがよい！」

　自分の伝えたいことは、すべて伝えきった──ルクレツィアの表情からは、そんな満足感が感じられた。

　神秘的な月明かりが、ルクレツィアの英姿を玲れい瓏ろうと浮かび上がらせている。

　共和国軍艦隊は、今なお沈黙を保っている。

　どの艦の砲口も、前方に狙ねらいを定めたままだ。

　怖いくらいの静寂。

　まるで時間が止まってしまったかのよう。

　その膠こう着ちやく状態のまま、どれほどの時間がすぎたのか。

　実際には数分程度であったが、ルクレツィアには永遠にも思えたことだろう。

　共和国軍の旗き艦かんを皮切りに、艦かん橋きようを飛びだした兵士たちが、次々と甲かん板ぱんに集まって、なにやら作業を始めたのである。

　共和国軍のシンボルマークである、地球儀ぎを描いた国旗を降ろした代わりに、ゼファロス帝国の国旗を誇らしげに掲げたのである。

「おおっ……！」

　ルクレツィアは、瞳ひとみに涙を浮かべつつ、その光景を眺ながめた。

　なによりも、彼らが帝国の国旗を隠かくし持っていたという事実が、ルクレツィアの胸を打ったのだろう。軍の内部には、あの革命に疑問を抱いだいた者が、少なからずいたということだ。

　やがて旗き艦かんの魔導拡声装置を通じて、艦隊司令の通達が発表された。

『これより、我らはルクレツィア皇女殿下の麾き下か、命を賭かける所存である。総員、ルクレツィア殿下に敬礼！』

　たちまち、国旗を掲揚し終えた兵士たちが直立不動になると、ルクレツィアに向けて敬礼したのだった。





　　　　◇






　ルクレツィアの演説は、見事に兵士たちを奮ふるい立たせた。

　その光景を見ていたアッシュも、深い感銘を受けていた。文字通り胸が熱い。

「ルクレツィアってば、あんな無む茶ちやをして……でも、ちゃんと届いたのね！」

「あの勇姿、私も一国の姫として見習わねば！」

　エーコとシルヴィアも感涙を浮かべている。

　アッシュは改めて、賢竜王インボルクを見据えた。

「どうだ、インボルク！　あの演説を聞いてもまだ、人類は愚かだといえるのか？　確かに、人間は間違えるさ。いや、人間だからこそ、間違えてしまうのかもしれない。だけど、ゼファロス軍の兵士たちのように、悔い改めて、やり直すことができるのもまた、人間なんだ！」

「希望の光を見いだしたといったところか？　ならば、汝なんじらを絶望の底に叩たたき落としてやろう」

　しかし、インボルクは動じた様子もなく、新たな仮想ディスプレイを展開していった。

　ディスプレイの数は、三つだ。

　まずは、第六四区画の映像。マキャベリが駆かる装甲機竜ヴェイロンが、まるで竜族の王のごとく、悠ゆう然ぜんと滞空している。戦闘の気け配はいは皆無だが、魔導攻撃の残ざん滓しと思われる粒子が、きらきらと輝かがやいている。

「噓うそ……だろ？」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとした。ヴェイロンと戦うべく、第六四区画に踏み留とどまったマックス、レイモン、ジェシカはどうしたのだろう？

『ふっ、他た愛あいもない。あの程度の攻撃で墜おちるとは……はーはっはっは！』

　次の瞬間、ヴェイロンの内部からマキャベリの声が響いた。

「そんな!?　あの三人が、そんな簡単に……やられるわけがないわ！」

「そっ、そうだ。私は信じているぞ！　マックスもレイモンもジェシカも、ずっと厳しい訓練を続けていたのだから！」

　エーコとシルヴィアがキッとして叫んだが、しかし、その表情には不安の色が浮かんでいる。

　事実、ヴェイロンの真下には、底無しの闇が広がっているのだ。本当に墜とされたというのなら、マックスもレイモンもジェシカも、あの闇の底に──。

「この程度で絶望するのは、まだ早いぞ？」

　と、アッシュたちの胸中などお構いなしに、インボルクが促うながした。その指先は、二番目のディスプレイを指し示している。第二四区画の映像だ。

　そこには、ルッカとガウェインの姿があった。どうやら無事のようだ。しかし、ルッカは地面に伏すようにして、慟どう哭こくしている。文字通り、その横顔は絶望を示していた。一方、ガウェインは疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているのか、ルッカに寄り添うようにして、寝そべっている。

　キーラがどんな兵器を使ったのか、アッシュは知らない。だが、相当の激戦だったのは明らかで、ルッカの周囲は跡形もなく破壊されている。

「一体、なにがあったんだ……？」

「そういえば、キーラの姿が見あたらないわね」

　エーコの指摘に、アッシュはハッとする。嫌な予感がした。もしかしたら、ルッカは戦いの果はてに、キーラを失ってしまったのだろうか。だからこそ、あんな風に泣いているのではないか……。

「おい、アッシュ！　あれはカサンドラ姉様だ！」

　と、シルヴィアが驚きよう愕がくの声をあげた。確かに、ルッカからやや離れた地点に、裸のカサンドラが横たわっている。相変わらず人形然としているので、魔薬の効果が続いているのだろう。とはいえ、カサンドラがあそこに居る理由については、想像もつかなかった。

　そして、三番目のディスプレイには、レベッカとウルスラの姿があった。

　両者ともに、瓦が礫れきと化した円形劇場の片隅で、倒れ伏している。それぞれの相パ棒ルも、よほど消耗したのか、深い眠りに就ついている。

　レベッカもウルスラも、まるで死んだかのように、ぴくりとも動かない……。

「見よ。余計なことに首を突っこんだ結果、汝なんじらの仲間たちはあの通りだ。すべてに背を向け、己おのれの幸福のみを追求していれば、人類滅亡の瞬間、微々たる苦痛を覚える程度で済んだというのにな」

　インボルクの言葉は、どこまでも冷え冷えとしている。

　対照的に、アッシュの胸中では、烈火のごとき怒りが湧わき起こっていた。

「ふざけるな！　あんたがどれほどの存在であろうと、勝手に人類の滅亡を決められてたまるかよ！　そんな理不尽、俺は絶対に許さない！」

　その刹せつ那な、アッシュの叫びに呼応したかのごとく、仮想ディスプレイの向こう側で異変が起きた。

　──どぉおおおおんっ！

　ちょうど第六四区画から撤収しようとしていたヴェイロンが、すさまじい爆発に包まれたのである。闇の底から放たれた三本の光こう芒ぼうが、機体の右肩、左肩、股間──各関節部を直撃したのだ。

『なっ、なんだ……!?』

　ヴェイロンの操縦席から、戸と惑まどいの声が漏もれ聞こえた。たった今の不意打ちに、マキャベリは明らかに狼ろう狽ばいしている。

　そして、奈落の底から浮上したのは──。

『おっと、撤収にはまだ早いぜ！』

『わたくしたちの本気、今こそ見せてさしあげますわっ！』

『案あんの定じよう、関節部が弱点だったようだな。いくらブリュンヒルデの技術を盛りこんでいようと、しょせんは劣化版。僕たちを舐なめすぎたのが運の尽きだ！』

　三騎の竜騎士ドラグナーたち……否いな、正しくは聖天竜騎士アーク・ドラグナーたちであった。

　三人とも、輝かがやかしい聖騎甲アークを装着しているのだ。

　レイモンは双剣、ジェシカは三みつ叉またの鉾ほこ、マックスは大型魔導砲を装備している。もちろん、聖騎甲アークに伴う固有兵装だ。

「みんな……！」

　アッシュは思わず歓喜の声をあげていた。

　仲間たちが無事だったことへの安あん堵ど。そして、新たな力を手に入れ、見事に復帰してくれたことへの感謝と感動。熱い涙が、次から次へとあふれた。

「あんたたち、最高にカッコいいわよ！」

「戦闘中に、しかも三人同時に、聖騎甲アークの献けん呈ていを受けていたとはな！」

　エーコとシルヴィアも感涙を拭いつつ、声を限りに叫ぶ。












　マックスの言葉通り、重要な関節部を三箇か所しよ同時に破壊されたヴェイロンは、呆あつ気けなく四肢を喪失し、かろうじて滞空はしているものの、次の行動に移れなくなっている。

『見ろ！　ヴェイロンの装甲に、先ほどまでの輝かがやきは見られない。どうやら、今の攻撃で魔力吸収機能も失われたようだな』

　マックスが珍めずらしく、にやりとした。

『レイモン！　ジェシカ！　僕たちの全身全霊を、この一撃にこめるぞ！』

　マックスは猛たけ々だけしく叫ぶと、肩に担いだ大型魔導砲の照準を定めた。

『了解ですわ！　この一発を、アッシュ様に捧ささげますわよ！』

　ジェシカも凛り々りしく鉾ほこを構えた。

『俺だって、たまには男らしいところを見せてやるよ！』

　レイモンもまた、二振りの剣を華麗に振り上げる。

　そして──マックス、ジェシカ、レイモンの猛攻に加えて、アリアンロッド、リアンノン、ブリギットのブレス攻撃までが炸さく裂れつし、円筒形の空間に炎ほのおと風が渦巻いた。

　まさしく疾風怒ど濤とう。圧倒的な集中砲火は留とどまるところを知らず、ヴェイロンの頭部と胴体に次々と直撃しては、ダメージを蓄積させていく。

『ぐあああああっ！』

　ついに機体が耐えきれず、崩ほう壊かいを始めた。ブースターを搭載した翼まで破壊された直後、滞空すら維持できなくなり、あっという間に落下した。その寸前、機体の腹部から球形のカプセルが射出されたかと思うと、出口付近の足場に着陸した。

　やがてカプセルのハッチが開くと、

『きっ、貴様らごときが……この吾わが輩はいを…………』

　パイロット・スーツに身を包んだマキャベリが、ふらふらと這はいだした。が、そこで力尽きて、ぶっ倒れてしまう。なんとか息はあるようだが、元首ドージエだった頃の英姿からは想像もつかぬ、呆気ない負けっぷりだった。

『やりましたわ！　さっさとアッシュ様たちを追いますわよ！』

　その直後、ジェシカの凱がい歌かが届いたはずもないのだが、しかし、まるで呼応するかのように、ルッカとレベッカを映した映像にも変化が生じていた。

『……わたし、もう泣かない。こんなところで、立ち止まってるわけには、いかないもの。カサンドラだって、ちゃんと保護してあげないと』

　ルッカは涙を拭いつつ、立ち上がっていた。その表情は毅き然ぜんとして、ただ前だけを見据えている。

『行こう、ガウェイン。アッシュたちに、追いつかなくちゃ』

　ガウェインの背にカサンドラを乗せると、ルッカは出口に向けて進みはじめた。

『……どうやら、しばらく気を失っていたらしいな』

　一方、レベッカも覚醒し、ゆっくりと身を起こしたところだった。そんなレベッカの気け配はいを察知したのか、クー・フリンも目を覚まし、目覚めの一声とばかりに吼ほえた。

『さあ、アッシュたちを追うぞ！』

　クー・フリンに颯さつ爽そうと騎乗するや、レベッカも前だけを見て進みはじめる──。




　勇躍して、アッシュたちを追いかけはじめた仲間たち。

　その姿を目の当たりにしたアッシュは、新たな力を得た気分だった。

「どうだ、インボルク！　俺たちを意気消沈させるつもりだったらしいけど、どうやら逆効果だったな！」

「ふむ。これが現代人の姿ということか」

　意外にも、賢竜王は納得顔を浮かべている。ここまで、感情の片へん鱗りんすら見せなかったインボルクにしては、珍めずらしいことだ。もしかしたら、考えを改めてくれたのだろうか。

　アッシュの胸に、ほのかな希望が宿る。

　エーコとシルヴィアの表情にも、期待の色が浮かんだのだが──。

「くだらんな」

　あいにく、インボルクはばっさりと切って捨てるように、断言した。

「蛆うじ虫むしが数匹、地べたを這はっている姿を見たところで、それがどうだというのだ？」

「あんたって奴やつは……！」

　そのときアッシュの胸を満みたしたのは、怒りよりもむしろ、底無しの悲しみだった。

「もう少し、有意義な退屈凌しのぎができるかと思っていたが、期待外れもいいところだ。もうよい。当初の予定より少し早いが──」

　インボルクは勿もつ体たいぶるように言葉を切ると、アッシュたちを一いち瞥べつした。

　そして、決定打ともいえる一言を告げたのである。

「今こそ余は、〝人類粛しゆく清せいのトリガー〟を引く」

　アッシュの顔から、見る見るうちに血の気が引いた。

「待て！　なにをするつもりだ!?」

「見ていれば、わかる」

　次の瞬間、複数の仮想ディスプレイが同時に消失し、第二次ゼノグラヴィア戦争の中継映像だけが残った。

「おい、あれはなんだ!?」

　真っ先に恐怖の声をあげたのは、シルヴィアだった。

　突如として、深紅の巨星が現れたのだ。夜天に掲げられた篝かがり火びのごとく、禍まが々まがしく輝かがやいている。

　無論、自然現象のはずがない。

　あの巨星の周囲には、超古代の魔法円を思わせる紋様が付随しているのだから。

　巨星出現の影響で、夜空は血のように紅あかく染まりつつある。

　夜が侵しん蝕しよくされていた。

　あらゆる星の輝きは、呆あつ気けなく失われている。

　あれほど煌こう々こうとしていた満月ですら、影も形もない。

　夜空が紅ぐ蓮れんと化したことで、この世界そのものが燃えているかのようだ。

「あれは、はるかなる太古……余が万が一にそなえて開発し、異次元に封印しておいた衛星兵器《ステラ＝ネメシス》。今、その封印を解いた」

　自分たちがどれほどの存在と対たい峙じしているのか、アッシュはまざまざと痛感した。

　インボルクの本質とは、猛威でも暴威でもなく、絶対的な〝神威かむい〟なのだ……。

「これぞ『魔ま星せい蝕しよくの夜』。かつて、余が実行寸前まで推し進めたものの、聖竜皇家と冥竜王家の同盟締結により、食い止められた人類抹消プログラムだ」

「はっ！　あんな星がなんだっていうのよ！　ただ単に、夜空を真っ赤に染めているだけじゃない。あたしには虚こ仮け威おどしにしか見えないわ！」

　アッシュとシルヴィアが圧倒されている傍かたわら、エーコだけは眉まゆを吊つり上あげ、挑戦的な態度を崩くずさない。

「あれを見るがいい。そろそろ、始まったようだ」

　だが、そんなエーコを黙殺すると、インボルクはアッシュたちを促うながした。

　戦場の中継映像に、さらなる異変が起こっていた。




　突如、不気味な巨星が出現し、夜空を紅蓮に染めただけでも、両艦隊の狼ろう狽ばいぶりは相当なものだったはずだ。

　一歩間違えれば、双方が疑心暗鬼に駆かられた挙あげ句く、再び砲火を交まじえていたかもしれない。そうならなかったのは、ひとえにオスカーとルクレツィアの功績だろう。

　既に大国の女王として、風格すら漂ただよわせているオスカー。

　命を賭とした演説を成功させ、ゼファロス軍に忠誠を誓わせたルクレツィア。

　両者の統率力のおかげで、各艦隊が恐きよう慌こうをきたすことは避さけられたのだ。

　しかし、巨星出現に端を発した凶事は、残酷にも次の段階へと移行していた。

　轟ごう音おんが深紅の空に響きわたった直後、大陸の背骨のごとく横たわっているゼノグラヴィア山脈から、次々と触手が芽生えたのだ。そして、はるか上空の両艦隊に、猛然と襲いかかったのである。

　まるで、無数の大蛇が次々と昇天していくかのような光景だった。

　不意を衝つかれた両艦隊は、なにが起きたのか咄とつ嗟さに判断できなかったのだろう、右往左往している。一部の戦艦は触手に絡め取られ、今にも墜おとされそうな状況だった。

「そ、そんな……あんなバカげたこと、あり得ない！」

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな場面を前に、アッシュ自身、にわかには信じられなかった。エーコとシルヴィアも目を剝むいて、映像に釘くぎ付づけになっている。

「驚くのはまだ早い。あれと同じ状況が、今や世界各地で勃ぼつ発ぱつしているのだからな」

　インボルクが指先を軽く振った直後、アッシュたちを取り巻いていた空間ディスプレイが無数に分割された。ひとつひとつの画面は小さいが、よく見ると世界各地の状況を映しているのだと判明した。

　シェブロンの王都アーカム、ゼファロスの首都バレンボイム、ロートレアモンの首都フォンティーン、ラブロックの首都レスピーギ、ロサ・マリア教徒の聖地エスパーダ……ざっと眺ながめただけでも、アッシュが知る主要都市の景観が確認できた。

　もちろん、アッシュの知らない街のほうが圧倒的に多い。

　どの都市も、一大恐きよう慌こうに陥っていた。

　猛もう獣じゆう型、猛もう禽きん型、昆虫型、爬は虫ちゆう類るい型……様々な魔獣が縦横無尽に暴れまわり、人々を容よう赦しやなく襲っているのだ。

　どの魔獣の瞳ひとみも紅あかく爛らん々らんと輝かがやき、しかも全身が深紅の闘気オーラに包まれている。

　あり得ない事態だった。確かに、世の中には凶暴な魔獣も存在する。が、あれほど滅め茶ちや苦く茶ちやに人類の領域を侵すなど、常識では考えられない。

　しかも、多種多様な魔獣が入り乱れているにもかかわらず、魔獣同士で争っている様子は微み塵じんもない。野良犬などの小動物には目もくれない。魔獣たちは、あらかじめ組みこまれた規定に沿っているかのごとく、人間だけを殺さつ戮りく対象と見なしている。

「あんた、一体なにをしたっていうの!?」

　エーコが牙を剝むいた暴竜のごとく、インボルクを睨にらみつける。

「なに、大したことではない。衛星兵器《ステラ＝ネメシス》の作用により、あらかじめ魔獣に組みこまれていた〝因子〟が励れい起きした……それだけのこと」

「そもそも魔獣とは、地層に埋蔵されていた竜綺華晶の影響を受けた動物が、進化した姿のはずだ。あらかじめ組みこまれていた〝因子〟とは、一体どういう意味だ!?」

　シルヴィアは半信半疑の表情を浮かべている。

「それは偽りだ。教科書に記されていることが、必ずしも真実だとは限らない。いってしまえば、魔獣とは衛生兵器《ステラ＝ネメシス》の端末なのだ。そもそも、たかが竜綺華晶に秘められていた魔力を浴びたところで、一介の畜生類が魔獣になど進化するものか」

　インボルクは事もなげに、アッシュたちの常識を覆くつがえしてみせたが、ふと不思議そうに小首をかしげた。そして、実にさりげない動作で、アッシュの頰ほおに手を伸ばしたのだ。

「それにしても……汝なんじは不思議な人間だな、アッシュ・ブレイクよ」

　インボルクの掌てのひらが、アッシュの頰を撫なでている。氷のように冷たい感触。蛇に睨まれた蛙かえるのごとく、アッシュは硬直してしまう。心臓を握にぎられたような気分だった。

　インボルクは冷然とした面持ちのまま、アッシュの顔を覗のぞきこんできた。

　互いの鼻先が触ふれ合ってしまいそうな距離感。

　青玉サフアイア色の右目も、翠玉エメラルド色の左目も、子どものように澄みわたっている。

　アッシュは改めて、インボルクからラクエルの面おも影かげを強く感じた。

　と、インボルクの視線が、今度はエーコに向いた。しばらくの間、インボルクはアッシュとエーコを交互に見やっていたが、やがて結論を得たかのように、うなずいた。

「見たところ、人と竜という違いはあれど、汝らは子を為なすことが可能なようだな」

　そのストレートな表現に、アッシュとエーコは同時に赤面し、言葉を失ってしまう。

「アッシュとエーコよ。そなたらの子は、ハーフドラゴンとなる。いまだこの世界に誕生したことのない、まったくの新種だ。そうだな……訂てい正せいしよう。余は先ほど、全人類を滅ほろぼすと宣言したが、アッシュよ──条件によっては、汝なんじだけなら生かしてもいいぞ？　ハーフドラゴンの父親としてな」

　アッシュは驚きを通り越して呆ぼう然ぜんとなったが、やがて沸ふつ々ふつと怒りが湧わき起こった。

「ふざけるな！　そんな条件、俺が吞のむと本気で思っているのか!?」

「悪い提案ではないと思うがな。そもそも人類を滅ぼした時点で、すべての竜族も死に絶える。現代の竜族は、人間とつながることでしか生きてゆけぬのだからな。だが、汝が生いき存ながらえれば、エーコの命も保たれる。そして、お前たちは新種のハーフドラゴンを生み、育て、繁殖していく……。余は、ハーフドラゴンがいかなる社会を構築するのか、静かに見守ってやろう。なんなら、この肉体の持ち主であるラクエルも返却してやるぞ。この者は五大星具のひとつ。厳密には人類とは呼べぬ存在だから、無理に殺す理由はない」

「……それ以上、成長したラクエルの姿で御ご託たくを並べるのはやめろ。虫唾むしずが走る」

　アッシュは毅き然ぜんとして、インボルクの手を振りはらった。

「賢竜王インボルク！　その提案は、全力で断る！」

　そして、断固として宣言する。

「それでこそアッシュよ！」

「うむ、よくぞいった！」

　エーコとシルヴィアが喝かつ采さいをあげる。

「ならば、余が待つ〈大神殿〉に来るがよい。さすれば教えてやろう──」

　インボルクは怒るでもなく、残念がるでもなく、相変わらず淡々としている。

　ただし、色違いの双そう眸ぼうには、昏い炎ほのおが燃えているようにも見えた。

「神と人との、絶対的な格差をな」





　　　　◇






　賢竜王が捨て台詞ぜりふとともに消えた直後、視界が一変した。まるで、強制的に瞬間移動をさせられたような感覚だった。

「ここは……第九区画か？」

　アッシュは狼ろう狽ばいしつつも、周囲を警戒する。ランスロットに騎乗した状態だ。すぐ脇には、エーコとシルヴィアもいる。

「間違いないわ。あたしたちが、あいつの結界に吞みこまれた地点よ」

「どうやらインボルクが結界を解除したことで、〈方はこ舟ぶね〉に戻されたようだな」

　エーコとシルヴィアは、ホッと胸を撫なで下おろしている。

『──あなたたち、無事だったのね。急に生体反応が消えたから、心配したわよ』

　次の瞬間、脳のう裏りにナヴィーの念話が響いた。

　アッシュもエーコもシルヴィアも、ハッとして顔を上げる。

「ナヴィーか！　この通り、俺たちに問題はない。一時的に、インボルクが構築した結界に取りこまれていたんだけど、なんとか戻れた」

『インボルク……そう、やはり復活していたのね』

　ある程度は予想していたらしく、ナヴィーは冷静に受けとめた。

「そんなことより、今すぐ外の様子を見てくれ！　あの真っ赤な星の影響で、魔獣が大量発生しているはずだ！　このままだと、人類はひとり残らず殺されてしまう……！」

『もちろん、とっくに把は握あくしているわ。だけど大丈夫よ』

　焦しよう燥そう感かんに駆かられているアッシュとは対照的に、ナヴィーの口調は落ち着いている。

『少しの間、目を閉じてもらえる？　念話を拡張して、あなたたちの脳に映像を送るわ』

　半信半疑ながらも、アッシュは目を閉じた。

　その直後、先ほどインボルクとの対話で見せられたときのように、世界各地の状況がアッシュの脳裏に流れこんできたのである。





"Stella-Nemesis～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二十三話　魔星蝕の夜









　処女宮ヴアルゴの月、第十六日。午前三時三十三分。

　突如として、夜天の中央に出現した巨星があった。

　その深紅の星光は、夜空を彩っていた無数の星々を消した。〝夜の女王〟さながら、誇ほこらしげに輝かがやいていた満月さえも、小さな星々と同様、呆あつ気けなくその座を追い落とされた。

　その巨星は、今や夜天を紅ぐ蓮れんに染めあげて、我こそが真の女王だとばかりに、傲ごう然ぜんと君臨しているのだった。





　　　　◇






　ゼファロス領海内。魔ま導どう艇ていデュランダルにて待機していたリンダたちも、世界の異変を察知していた。

　真っ先に気がついたのは、定期的に潜せん望ぼう鏡きようを使い、外部の様子を窺うかがっていたミラベルである。

「あんな風に、夜空の色を変えてしまうなんて。人じん智ちを超えているわ……」

　潜望鏡から離れるなり、ミラベルはふらりとよろめきそうになった。慌てて、ユニスが背中を支えてやる。

　ミラベルに続いて、潜せん望ぼう鏡きようを覗のぞきこんだリンダもまた、

「はにゃっ!?」

　珍妙な叫び声をあげたきり、二の句を告げられなくなった。相パ棒ルのパーシヴァルを抱きしめる腕に、余計な力をこめてしまう。パーシヴァルは迷惑そうに身をよじったが、リンダはしばらくの間、そんなパーシヴァルの仕草に気づくことすらできなかった。

　一体、この世界でなにが起きているのだろう？

　あれもまた、盟主サヴォナローラ……リンダの父親の仕業なのだろうか。

　最悪、兄たちは間に合わなかったという可能性が胸をよぎりそうになったが、リンダは慌てて首をぶんぶんと横に振った。

　そんなはずはない。

　これまでだって、兄たちはどんな困難をも乗り越えてきた。

　今回だって、必ず──。

　そんなリンダの想おもいを打ち砕くかのように、操そう舵だ席からアーニャの声が響いた。

「緊急事態発生です！　多数の熱源反応……おそらくは海かい棲せい魔獣の群れが、こちらに接近しています！　この動きは、わたしたちを狙ねらっているとしか……」

「デュランダル、緊急浮上！　空に退避してちょうだい！　水中で海棲魔獣の群れと戦うのは、分が悪いわ。ユニスはアーニャの補佐を！」












　ミラベルは即座に指令を発すると、席に着いた。

　元々、このデュランダルは飛行を目的とした魔ま導どう艇ていであり、潜水機能は後付けされたにすぎない。空に上がってこそ、デュランダルは本領を発揮できるのだ。

　しばらくして、デュランダルの角度が大きく傾いた。舳へ先さきが海面を向いたのだ。

「くっ！」

　リンダは手近な座席の背もたれをつかんで、なんとか踏み留とどまる。パーシヴァルを墜おとさぬよう、もう一方の手にも力をこめる。

「ちゃ～！」

　その直後、モルドレッドが床ゆかをゴロゴロと転がっていった。リンダの立ち位置では、どうしようもない距離だ。

「わたくしにお任せを！」

　幸いコゼットが機き敏びんに反応して、モルドレッドの身体を受けとめた。どういうバランス感覚をしているのか、コゼットは平地に立っているかのごとく、悠ゆう然ぜんと構えている。当のモルドレッドは、コゼットの腕の中、無む邪じや気きに笑っていた。

　やがて、デュランダルの船体が海面を割った。塔のごとく海面に屹きつ立りつしたかと思うと、壮そう絶ぜつな水みず飛沫しぶきとともに、水平になる。海かい棲せい魔獣の群れに接触する前に、なんとか海面に出ることができたのだ。

　操そう舵だ室しつの窓ごしに、リンダは見た。

　禍まが々まがしく輝かがやく巨星を。

　深紅に色づいた夜空を。

　その影響で、血のような色を帯おびた海面を。

　潜せん望ぼう鏡きようで確認したときよりも、はるかに衝撃的で、不気味な光景だった。

　──終末世界。

　思わず、そんな言葉が脳のう裏りをよぎったほどだ。

「デュランダル、航空モードへ移行！」

　休む間もなく、ミラベルが鋭く命じる。

　たちまち、魔導エンジンが轟ごう然ぜんと唸うなりをあげた。

　普段ならワクワクする瞬間だが、今は「早く！　一秒でも早く！」と、焦る気持ちで一杯だった。深紅の海面から、続々と海棲魔獣が顔を覗のぞかせたからだ。

　その数、ざっと見て数百。どの魔獣も、瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせている。あの巨星に共鳴しているのか、どの瞳も真っ赤だ。全身に深紅の闘気オーラをまといつかせているのも、不気味だった。昨日、「アノニマス」と名づけた敵性魔獣に襲われた出来事が、生易しく思えてしまうほどだった。

　逃げるようにして、デュランダルは海面を離れ、徐々に高度を上げていく。

　いくら魔獣たちが異常を来しているとはいえ、しょせんは海棲。いったん空に逃げてしまえば、追っては来られないはず──というリンダの期待は、しかし裏切られた。

「ぎゅるうぉおあああああああっ！」

　奇っ怪な雄お叫たけびが、リンダたちの耳じ朶だを打ったのだ。

　その途端、海かい棲せい魔獣の群れに異変が生じた。それまでは群体だったのに、各個体の輪郭線が崩くずれたかと思うと、融合を始めたのだ。

　やがて、魔獣の融合体は巨柱と化した。

　リンダが窓ごしに確認しただけでも、七本はある。

　刹せつ那な、各おの々おのの柱から幾本もの触手が伸びて、デュランダルに襲いかかった。あたかも食虫植物を思わせる挙動だった。さしずめ、デュランダルは危険地帯に迷いこんだ羽虫といったところか。

「ユニス、主砲発射準備！」

　ミラベルの支持に従い、ユニスが「はいっ！」と応じる。

「ミラベル様！　わたくしも甲かん板ぱんで迎撃しますわ！」

　と、コゼットも駆かけだした。数分後には甲板に姿を見せたのだが、なんと機竜に跨またがっている。過去の戦闘で鹵ろ獲かくした機体を修理し、コゼット専用兵器として、デュランダルに積載していたのだろう。

　船体に絡みつき、浮上を食い止めようとしていた触手の多くが、機竜搭載の機関銃によって、次々と寸断されていく。圧倒的な火力だった。魔獣の血液や体液が、驟しゆう雨うのごとく甲板に降り注ぐ。












「コゼットさん……すごい！」

　こんなときだというのに、リンダは見とれた。

　鋼こう鉄てつの竜にまたがり、獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せるコゼットの姿は、本場の竜騎士ドラグナーに勝るとも劣らぬ迫力が感じられた。コゼットが騎乗したことで、機械仕掛けの竜に生命が吹きこまれたかのようだった。

「──エネルギー充じゆう塡てん率、八十パーセントに到達！」

　その矢先、ユニスが報告の声をあげた。

「主砲、発射！」

　ミラベルは百パーセントを待たず、即座に発射を命じた。

　耳をつんざく砲声。デュランダルの主砲が火を噴いて、巨柱の一本を爆ばく砕さいする。とはいえ、魔獣の数は多い。巨柱はまだ六本も残っている──……と見る間に、新たな巨柱が構築されていく。これでは切りがない！

　──なにかリンダにできることは……!?

　リンダは悔しさのあまり、唇くちびるを嚙かみしめた。これほどの窮きゆう地ちだというのに、自分にできることがなにもないという、厳然たる事実を痛感してしまったのだ。

　操そう舵だ席周辺の作業に関わるのは、無理な話。かといって、コゼットのように甲かん板ぱんで応戦する勇気もなければ、その能力もない。

　足手まといにすぎない自分自身に、苛いら立だちを覚えた。やはり、自分ごときが同行したところで、無意味だったのではないか……そんな弱気すら覚えた。どうしてパーシヴァルは、こんな自分を同行させるよう、アッシュを促うながしたのだろう？

　リンダの腕の中、しかしパーシヴァルはつぶらな瞳ひとみを向けてくるだけで、リンダの疑問に答えてはくれない。どこまでも謎めいたドラゴンだった。

　直後、船体が激しく揺れた。船体の浮上が止まる。どうやら、多くの触手が船体に巻きついてしまったらしい。

「ミラベルさん！　今度は飛行性の魔獣が群れを為なして、こちらに接近しています！」

　と、アーニャが絶望的な声をあげた。海かい棲せい魔獣の集合体だけでも、デュランダルは四苦八苦しているのだ。ここで空から攻められたら、墜落は免まぬがれない。

　そのとき、誰もが予想だにしていないことが起こった。

「がお～！」

　アーニャの絶望を、本能的に感じとったのだろうか。モルドレッドが憤ふん怒ぬの声をあげながら、操そう舵だ室しつを飛びだしたのである。

　憤怒というには、可愛かわいらしい声だったが──。

「ちょっと、モルドレッド!?」

　相パ棒ルの突飛な行動に、アーニャが狼ろう狽ばいをあらわにした。

「アーニャ、あなたはモルドレッドを追って。操縦はわたくしが引き継つぎます」

　ミラベルの判断は迅速を極めた。

「すみません！　今すぐモルドレッドを連つれもどします！」

　アーニャは血相を変えて、モルドレッドを追いかけた。入れ違いに、ミラベルが操そう舵だ席に着いた。

　一体、なにが起きようとしているのか。リンダには想像もつかなかった。




「待って、モルドレッド！　外は危険よ！」

　モルドレッドを追って、アーニャは甲かん板ぱんに飛びだした。

　壮そう絶ぜつな銃声、硝しよう煙えんと機械油の臭い、舞いちる血液。

　今や甲板は戦場と化している。

「アーニャ様！　モルドレッドちゃんが……！」

　機竜に跨またがり奮戦していたコゼットが、アーニャを振り返った。さすがのコゼットも、この状況でモルドレッドを庇かばう余裕はなさそうだ。コゼットが少しでも火力を弱めたが最後、デュランダルは海に引きずり落とされてしまう。

　事実、船体に巻きついた触手のせいで、デュランダルは今も浮上を阻はばまれているのだ。しかも、柱のように太い触手からは、細い触手が派生して、甲板上で猛威を振るっているのだ。

「すみません、コゼットさん！　今すぐ連れもどしますから！」

　アーニャはモルドレッドの姿を捜さがした。すぐに見つかった。舳へ先さきの付近で、なにやら叫んでいる。

　アーニャは衝動的に駆かけだした。たちまち、細い触手がアーニャを目がけてほとばしる。アーニャは短刀を抜くやいなや、触手を斬り裂いていった。少しずつ、モルドレッドの背中が近づいてくる。が、まだ距離はある。

　ふと、アーニャは違和感を覚えた。

　あれほど無防備なモルドレッドに対して、触手はなんら反応を示していない。むしろ、モルドレッドを攻撃対象から除外しているようにさえ見える。

　──まさか……標的は人間だけってこと？　あの魔獣たちは一体……。

　疑問は尽きないが、魔獣たちがモルドレッドに無関心であることは、むしろ歓迎すべきだろう。

　短刀を振るいつつ、右へ転がり、左へ飛び、触手をかわす。そして、ようやくモルドレッドの背後にたどり着いた。

「がおっ！　がお～！　がおお～っ!!」

　モルドレッドは、敵を威い嚇かくするように吼ほえている。まるで、竜の真ま似ねをする子どものような仕草だった。そんなモルドレッドを愛いとおしく想おもう気持ちと、「勝手なことをして！」と叱ってやりたい気持ちが、胸の奥おくで綯ない交まぜとなった。

「モルドレッド！」

　アーニャはモルドレッドの背に飛びかかると、抱き締めた。そして、モルドレッドを抱きかかえようとしたのだが、

「がうっ！」

　意外にも、激しい拒絶にあった。啞あ然ぜんとするアーニャ。こんなことは初めてだ。

「どっ、どうしたっていうの？」

　訊たずねてから、アーニャはハッとした。

「あーにや、まもぅっ！」

　モルドレッドは叫ぶと、大粒の涙をこぼした。その表情から察するに、悔し涙なのだろう。今の言葉の意味は、おそらく「アーニャを護まもる！」ではないか。

　──ああ、そうか……。

　アーニャは悟った。モルドレッドは、戦うために竜化ドラグナイズしたがっているのだ。だからこそ、先ほどからドラゴンの真ま似ねをして、吼ほえているのだ。が、どうしても竜には変身できなくて……だからこそ、悔し涙を流しているのだ。

　その確信を得た瞬間、アーニャは決意した。

　モルドレッドを操そう舵だ室しつに連つれもどすのは、もうやめた。

　そもそも、魔ま導どう艇ていにせよ、コゼットの機竜にせよ、弾が尽きれば劣勢に追いこまれる。敵はあまりにも多いのだ。

　この状況を切り抜ける方法。その鍵を握にぎるのは、間違いなくモルドレッドだ。いや、モルドレッドを竜化ドラグナイズさせない限り、勝機はない……！

　アーニャはあえて笑顔を浮かべると、モルドレッドの手を握りしめた。

「あー……にや？」

　まだ涙をこぼしつつ、小首をかしげるモルドレッド。

「大丈夫。ここからは、あたしも一緒よ。あなたは過去、ちゃんとドラゴンになったことがあるわ。あのときの感覚を、思い出して」

　その瞬間、アーニャは背中に熱を覚えた

　あの日、モルドレッドの主あるじとなった瞬間、背中に刻きざみつけられた〈星刻〉が反応しているのだ。

「がお～っ」

　どこまでも可愛かわいらしく、モルドレッドが叫ぶ。

　その刹せつ那な、アーニャの視界が真っ白に染まり──。




　同じ瞬間、操舵室の窓ガラスも真っ白な閃せん光こうに満みたされていた。

「な、なにが起きて──!?」

　まぶしさのあまり、リンダは手で顔を覆おおう。やがて強烈な光が収まったとき、デュランダルの前方には、聖竜皇エーコにも匹敵する巨竜が顕けん現げんしていた。

　九つの瞳ひとみが爛らん々らんとして、怒りに燃えている。

　その頭部には、アーニャが誇ほこらしげに騎乗していた。

「あれは、モルドレッド！」

　リンダが歓喜の声をあげた直後、漆しつ黒こくの巨竜は大海原を割らんばかりの咆ほう哮こうをあげた。そして、続々と迫りくる魔獣に対し、鬼神のごとく襲いかかる──。
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　ゼノグラヴィア山脈の上空。

　つい先ほどまでは、最前線だった空域である。

　しかし、ルクレツィアが命を賭として、ゼファロス共和国軍の前で演説。その言葉は共和国軍兵士たちの心を突き動かし、戦闘は終了した。

　今ではもう、共和国軍は帝国軍として復活を遂とげ、ルクレツィアを統率者として仰いでいる。各艦に掲げられた帝国旗が、夜風を受けて、誇ほこらしげになびいていた。

　しかし、心の暖まる時間は、そう長くは続かなかった。

　夜天に君臨する、紅あかき星。

　王国軍の旗き艦かんクラウ・ソラスの操そう舵だ室しつで、オスケイア女王は腰を浮かしていた。

「あの星はなんだ!?　まさか〈デミウルゴス〉の新型兵器……!?」

「こら、オスカー！」

　女王専属のメイドとして付き添っているセレスが、小声で叱責すると、オスカーの脇腹をつねった。明らかに、その行動はメイドの範はん疇ちゆうを逸脱しているが、いつものことだ。

「す、すまない、セレス……」

　女王たる者、人前で動揺を示すべきではない。国王の心得として、家臣から口を酸っぱくして教えられたことが、脳のう裏りに甦よみがえった。

　オスカーはなんとか平静さを装うと、艦長席に腰を落ち着けた。幸か不幸か、操舵室に詰めている士官たちは、誰もオスカーの言動など気に留めてもいなかった。

「多数の熱源反応を探知！　これは……魔獣です！」

「ゼノグラヴィア山脈に棲せい息そくしていた魔獣が、続々とこの空域に終結しつつあります！」

「ゼファロス共和国──いえ、ゼファロス帝国軍艦隊のうち、二隻せきが甚じん大だいな被害を受けています！」

「我が軍及び、騎士国軍も攻撃を受けています！」

　士官たちが、次々と最新情報を報告する。

　ルクレツィアの偉業を嘲あざ笑わらうかのような、腹立たしいタイミングだった。

　複数の魔導式ディスプレイには、周囲の光景が次々と映しだされている。

　なにかに憑つかれているかのように、紅い眼をした魔獣たちが、次から次へと押し寄せては、魔ま導どう艦かんに攻撃を浴びせているのだ。甲かん板ぱんに降り立った個体も少なくない。

　その姿を一言で形容するなら、悪鬼。モニターごしでさえ、オスカーはブルッと悪寒を覚えた。もし艦内に侵入されたりしたら、悪夢でしかない。

　──おそらくは、あの星が元凶なんだろう。あの星が魔獣たちを狂わせている……？

　オスカーは思考を巡めぐらせたが、それ以上のことはわからない。それに、オスカーがいくら考えたところで、推測の域を出ることはない。今はただ、目の前の危機を脱することに全力を尽くすべきだ。

　突然の異常事態に、三ヶか国こくの艦隊は浮き足だってしまっている。

　そのとき、甲かん板ぱん士官が新たな情報を伝えてきた。

「これは……魔獣の一部が、駆く逐ちくされています！　騎士国軍艦隊に所属するロートレアモン聖竜騎士団です！　魔獣たちを各個撃破しています！」

　オスカーの胸に、ひとすじの光が射さしこんだ。

　対魔獣戦となれば、ドラゴンの火力と機動力、そして柔軟性は心強い。無論、ヴェロニカ王女の迅速な指揮も忘れてはならないだろう。

「──ですが、魔獣の数が多すぎます！　聖竜騎士団、押されつつあります！」

　あいにく、希望の光は一瞬にして遮断されそうになったが、

「……待てよ？　竜騎士ドラグナーなら、ここにもいるじゃないか」

　次の瞬間、オスカーは笑みをこぼしていた。

「おい、オスカー？　お前、まさか……」

　セレスが露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。

「陛下!?　なっ、なりませぬぞ！」

「そ、そうです！　なにが起きているのかも、判然としない状況なのです！」

「後生ですから、国王として泰たい然ぜん自じ若じやくな振る舞いを心がけてくだされ！」

　この操そう舵だ室しつに詰めている王国軍の老将たちも、ようやくオスカーの意図を察して、血相を変えた。

　現状、オスカーが艦長席に陣取ってはいるが、無論、オスカーの存在は艦隊の士気を上げるためのお飾りに近い。実際には、彼らのように経験豊かな老将が指揮を執とっているのだ。

　ならば、艦隊指揮は彼らに任せておけばいい。今、この戦場に必要なのは、オスケイアという名の女王ではなく、騎竜学院で〈音速の貴公子ザ・バロン・オブ・ソニツク〉の異名をとった、オスカー・ブレイスフォードに他ならない。

「止めても無駄だ！　僕は行く！　艦隊指揮は任せたぞ、将軍たち！」

「だったら、あたしも連つれて行け！　それが条件だ！」

「いいや。さすがに、今回は君をぶら下げて飛行するような余裕はないよ」

「しかし……！」

「君は僕が帰ってきたときのために、極上の紅茶を用意しておいてくれ。頼んだよ」

「ぐぬっ。あ、あたしの淹いれた紅茶は不ま味ずいぞ？」

　ふくれっ面のセレスに苦笑を漏もらすと、オスカーは操舵室を飛びだそうとする。












　それから数分後──。

　黄金の聖騎甲アークを身にまとい、聖竜マエストロトリスタンに騎乗したオスカーは、もはや後方で泰たい然ぜんと控ひかえていた女王ではなく、一個の戦術単位として、苛酷なドッグ・ファイトを始めたのだった。




　……さらに数分後、魔ま導どう艦かんロスヴァイセの操そう舵だ室しつ。

　操舵席に着いているのは、リラだ。まだ経験は浅いが、天性のセンスに恵まれているようで、堂どう々どうたる操舵ぶりだった。

「さて……この状況、どう覆くつがえすか？」

　艦長席に着いたルクレツィアは、リラの飼い獣けものであるムイシュキンの頭を撫なでてやりながら、今後の方針を模索する。

「──ルクレ様。ヴェロニカ王女から、通信」

　と、リラがルクレツィアを振り向いた。正面の仮想スクリーンに、ヴェロニカ王女の顔が映しだされる。

『ルクレツィアよ。たった今、オスカーのバカ……いや、シェブロンの女王が単騎で出陣した。相変わらずの無鉄砲ぶりだが、見上げた心意気といえる』

「はい。本当にそう思います」

『さて、今やゼファロス軍はルクレツィアに忠誠を誓い、国境侵犯という脅威はなくなった。となれば、我々がこんな空域で足止めを食っているのは、時間の無駄だ』

「その通りです、ヴェロニカ殿。それに、なにやら嫌な胸騒さわぎがします。あの禍まが々まがしい星の光は、かなりの広範囲に届いているはずです。もし、この状況が世界各地で起こっているのだとしたら……我らの祖国も魔獣に蹂じゆう躙りんされているかもしれません」

『ああ。実は私も、同じことを考えていたところだ』

「我々は一刻も早くこの空域を離脱し、祖国防衛のために帰還すべきでしょう。私は一刻も早くゼファロスの地を踏み、ゼファロス皇家の誇ほこりにかけて、民を護まもらねばなりません。たとえ皇女の座を追われようと、すべての民に忌いみ嫌きらわれようと、些さ末まつなことです。私はゼファロスの民を護り抜く！　それが、皇帝の血を引く者の使命ですから」

　ルクレツィアは率そつ直ちよくに、自分の想おもいを口にした。

『ふっ。貴様もまた、見上げた心意気だな。一度は、貴様からすべてを奪った民を救うために、命を賭かけようというのだから。損な性分というやつか』

「民を導みちびく運命にある者とは、往々にして損な性分だと思います。きっと、ヴェロニカ殿も同じだと思います。それに、私など……アッシュの奴やつと比べたら、まだまだではないでしょうか」

『アッシュか……ふふっ。確かに、そうかもしれんな』

　珍めずらしく、ヴェロニカは暖かな笑みを浮かべた。〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉の異名をもつ騎士国第一王女が、あんな風に微笑ほほえむこともあるのだと、ルクレツィアは初めて知った。

『それでは、三ヶか国こくの艦隊が各おの々おのの祖国に帰還すべく、作戦を開始するとしよう──』

　ヴェロニカの言葉に、ルクレツィアは「はい！」と力強く応じた。
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　学院都市アンサリヴァンにおいても、謎めいた巨星による異変は生じていた。

　巨星の出現からしばらくして、大量の陸りく棲せい魔獣が侵攻してきたのだ。

　寝静まっていた都市は、一瞬にして叩たたき起おこされた。多くの建物が焼かれ、崩くずれ落ち、瓦が礫れきとなって道をふさぐ。路面には魔獣が群れて、獲物を探し求めている。市民が一大恐きよう慌こうに陥るのに、そう時間はかからなかった。

　ミラベルとユニスの協力を得て、なんとか第一子を出産したあと、そのまま騎竜学院の医務室で生活していたアンジェラもまた、この異常事態に翻ほん弄ろうされたひとりだった。

　以前のアンジェラならば、むしろ研究者としての知的好奇心を刺激されていたかもしれない。だが、今は違う。アンジェラの隣では、生後まもない女児がすやすやと寝ているのだ。愛するジュリアスとの間に産まれた、待望の子。なにがなんでも護らねばならない。

　名前はエリザベス。今は亡き王妃の名前である。ジュリアスにとっては母、この子にとっては祖母に当たる女性の名でもあった。

　せめてジュリアスがそばにいてくれれば心強いのだが……彼が〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉に潜入したあとの消息を、まだアンジェラは知らされていない。今はただ、無事を祈ることしかできなかった。

　先刻、宿直担当の職員から聞いた情報によれば、事態はかなり切迫しているようだ。しかも、狂気に憑つかれた魔獣たちが出現したのは、アンサリヴァンに限らないという。今や国内外の都市、町、村……あらゆる場所で、魔獣の出没が確認されているそうだ。

　となれば、外部からの援軍は期待できない。市民が自衛するしかないのだ。もっとも、アンサリヴァンに軍隊は駐留していないので、都市を護まもるのは保安官の仕事となるが、魔獣の大量発生に対応できるような装備はないだろう。

　その刹せつ那な、なにかが墜落したような衝撃とともに、大地が揺れた。アンジェラは咄とつ嗟さに灯あかりを消すと、窓辺に寄った。カーテンの隙間から外の様子を窺うかがう。

　そして絶句。

　一匹の魔獣が、校庭に着地したところだった。

　四本足の猛もう獣じゆうタイプである。体毛は漆しつ黒こく。成人の三倍はありそうな巨きよ軀くを、物憂げに揺らしている。背中からは蝙こう蝠もりのような翼。あの夜空を映しているかのような紅眼をし、全身からゆらゆらと闘気オーラを立ち上らせていた。

　魔獣の大群は市街地で暴れているという話だったが、あの個体は市街地を飛び越して、一気に都市の中心たる騎竜学院に踏みこんできたのだ。

　アンジェラは息を殺し、窓際から魔獣の様子を観察する。アンジェラの専門は竜族研究だが、魔獣についても一般人よりは詳くわしい。あのタイプの魔獣なら、このままやり過ごせるはずだと、自分にいい聞かせる。

　だが、アンジェラの願いに反し、魔獣はじろりと医務室の窓を睨にらんできた。たとえ姿は見えなくとも、そこにいるのはわかっているぞ──とばかりに。

「ぎゅわおおんっ！」

　奇怪な雄お叫たけびをあげて、魔獣は跳ちよう躍やくした。一瞬で校舎との距離を詰めると、窓ガラスに頭から激突。窓は派手に砕けちり、窓まど枠わくは飴あめのようにひしゃげた。

　怒ど濤とうのごとき勢いで、魔獣は医務室に飛びこんできた。闇の中、両目が爛らん々らんと発光している。よほど肉に飢えているのか、呼吸が荒い。

　魔獣が床ゆかを蹴けって、アンジェラに飛びかかる。

　万事休す。アンジェラにできることは、我が子に覆おおい被かぶさることだけだった。

　次の瞬間、扉が荒々しく開け放たれた。

「伏せろ、アン！」

　懐なつかしい声とともに、漆黒の影が飛びこんできた。その男は、アンジェラと赤ん坊を庇かばうように立ちはだかると、あろうことか、左腕を魔獣の口こう腔こうに突き入れたのである。

　あまりに無謀な攻撃だったが、これには魔獣も意表を突かれたらしい。明らかに戸と惑まどっている。しかも、魔獣がどんなに上顎あごと下顎を嚙かみ合あわせても、男の腕は鋼のようにビクともしないのだ。

　それだけの隙があれば、男には充じゆう分ぶんだった。

　右手には拳銃サイズの短機関銃。その弾倉が空になるまで、男は魔獣の頭部に鉛弾をぶち込んだのだ。魔獣はあっさりと息絶えて、床ゆかにだらりと横たわった。

「大丈夫かい、アン？」

　さわやかな笑顔を浮かべつつ、男がアンジェラを振り返る。

「ジュリアス……！」

　アンジェラの双そう眸ぼうに、大粒の涙があふれた。

　紛まぎれもなく、黒衣の男はジュリアスだった。仮面で顔の半分を隠かくしているが、見み紛まがうはずもない。旅の途中でなにかあったのか、新式の義手を装着しているのが気になったが、今は問とい質ただしている場合ではなかった。

「ほら、エリザベスよ。こんなタイミングでお披ひ露ろ目めすることになるとは、思ってもみなかったけど」

　アンジェラは「あなたのパパよ」といいながら、ジュリウスとエリザベスを対面させる。

「この子が……」

　先ほどの騒さわぎで目を覚まし、ぐすぐすと泣いている赤ん坊を前にして、ジュリアスは柔にゆう和わな笑みを浮かべた。アンジェラが見たこともない、複雑な表情を浮かべている。

　単純に嬉うれしいという気持ちと、父親になったことへの戸と惑まどい、そして自分の血筋についてなど……きっと様々な思いを、胸の奥おくで交錯させているのだろう。

　それも束つかの間ま、ジュリアスは表情を引きしめた。

「すまない。感動の再会といきたいところだけど、落ち着いてはいられないな」

「そうね。だけど、あの魔獣……恐ろしいほど的確に、こちらの気け配はいを探り当ててきたわよ。どこへ避難すれば安全なのかしら……」

「少なくとも、アンサリヴァンはまだ恵まれているほうだと思う。なんといっても、学院生が街を護まもってくれているからね」

　そういって、ジュリアスは窓辺に寄った。ひしゃげた窓まど枠わくを取っ払い、外に捨てる。そして、夜空を見上げた。

　禍まが々まがしいほどに紅あかい空には、飛行型の魔獣が飛び交っている。いつの間にか、あれほどの大群が学院の上空に到達していたのだ。先ほどアンジェラに襲いかかったのは、いわば尖せん兵ぺいといったところだろうか。

　しかし、アンジェラが絶望感を抱いだくことはなかった。その大群に向かって、勇壮なる騎竜部隊が、敢然と立ち向かっているからだ。

「アンサリヴァンの市街地で、僕は見た。学院生たちは今、翼竜ストラーダ隊、地竜アーシア隊、水竜ハイドラ隊に分かれて、市内の各地で防戦に務つとめているんだ」

「そういえば、夏休みの間もずっと、彼らはグラウンドで訓練に励はげんでいたわ。きっと、アッシュたちの影響ね」

「なるほど、そうだったのか。夏休み中だというのに、多くの学院生がアンサリヴァンに居残っていたことを、不思議に思っていたんだ」

　ジュリアスは感かん慨がい深そうな顔をした。

「我が国の法律では、聖竜マエストロの騎手にしか竜騎士ドラグナーの称号は与えられない。だけど、彼らはもう、立派な竜騎士ドラグナーだな」

「ええ、本当に」

　アンジェラは力強くうなずいた。
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　騎士国の首都フォンティーンもまた、魔獣に苦しめられていた。人口が多いためか、周辺都市よりも魔獣の発生率は圧倒的に高い。

　主力となるべき聖竜騎士団は、その大半がゼノグラヴィア方面に派遣されている。首都防衛部隊のみで対処する必要があった。

　あちこちから、火の手が上がっている。逃げまどう市民。空から陸から河から、続々と集まってくる魔獣たち。

　しかも、魔獣の一部は宮廷にも侵入していた。




「陛下、緊急事態です！　ここは危険ですので、今すぐ地下室へ避難を！」

　家臣のひとりが寝室に飛びこんできたとき、

「わかっておる」

　騎士王パラデインオズワルドは既に正装していた。

　その背には、魔獣の胴体すら両断できそうな、大型の騎士剣を背負っている。背後には、着付けを担当した専属メイド、フリーダが一輪の花のように控ひかえていた。

「陛下っ!?　そのお姿は一体……！」

　大方、あの騎士王パラデインのことだから、今も熟睡中だと思いこんでいたのだろう。家臣は道端で魔獣に遭そう遇ぐうしたかのように、狼ろう狽ばいしていた。失礼な奴やつだと、オズワルドは嘆たん息そくする。

「無論、戦うために決まっておるだろう」

　家臣は、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をした。

「いえいえ、どういう風の吹き回しです？　また腰を痛めても知りませんよ？」

「黙らんか！　アッシュ殿とエーコ殿、その仲間たちをはじめ、我が娘たちも必死で戦っておる！　儂わしとて騎士王パラデインの座を継つぎし者だ！　ここで戦わずして逃げるなど、言語道断である！」

「僭せん越えつながら、わたくしも同行いたします」

　眼鏡をきらりと光らせつつ、フリーダもすっかり臨戦態勢だ。その手には、常人では持ち上げることさえできないだろう、魔導式機関銃を携たずさえていた。

　コゼットといいフリーダといい、ロートレアモン家に仕える召使いたちは、本当に頼り甲が斐いがあると、オズワルドは誇ほこらしく思った。




　その後、オズワルド自らが最前線に姿を見せ、魔獣を次々とぶった斬りはじめたのを見るや、騎士国軍の士気は最高潮に達たつした。

「陛下だ！　オズワルド陛下だぞ！」

「おおっ！　なんと凛り々りしいお姿か！」

「まさしく騎士王パラデイン！　普段からは想像もつかぬ勇姿ではないか……！」

　あのオズワルドが戦っている姿を見て、衛兵達の士気は最高潮に達した。フリーダも機関銃をぶっ放しては、魔獣を容よう赦しやなく仕留めていく。

　その報は、国内の各陣地に次々ともたらされ、劣勢に追いこまれていた兵たちを勇気づけた。

　だが、それでも魔獣は無尽蔵にやってくる。ひとり残らず喰くらい尽くすまでは、いくらでも湧わいてきそうな勢いだった。




「くっ……もっとだ！　もっと戦力が欲しい！　あのウルスラのように、圧倒的な力を誇る騎士が──！」

　いよいよオズワルドの老体にも限界が訪れようとしていた。市街地を蹂じゆう躙りんしていた魔獣どもを、三十匹は斬り捨てただろうか。既に、手にした騎士剣は切れ味を失い、ただの鈍器と化している。フリーダの弾も底を尽く寸前だ。護ご衛えいの騎士たちも、先ほどからオズワルドに撤退を促うながすようになった。

　それでも騎士王パラデインとして出陣した以上、尻尾を巻いて逃げるわけにはいかない。

　そもそも、自分は充じゆう分ぶんすぎるほど長く生きた。それに、自分が倒れたとしても、有能な娘たちがいる。

　今こそ老人の底力を見せるときではないかと、オズワルドは自分自身を叱しつ咤たする。死ぬのは老人だけで充分だ。あとの世界は、若者たちに託せばいい……！

　そのときだった。

　──どぉおおおおおおおおおおおおんっ！

　密集した魔獣を吹き散らすかのように、一騎の竜飼い人ブリーダーが急降下したのだ。クレーターと化した路面の中心部では、見覚えのある翼竜ストラーダが埋没しそうになっている。

「遅れました、オズワルド陛下！　これより、わたくしも参戦いたします！」

「おおっ、そなたは……確か宮廷郵便士の──」

「はい、オルエッタ・ブランであります！」

　オルエッタは素早く翼竜ストラーダを浮上させると、呪文を唱えはじめた。

「我が相パ棒ルよ。今こそ、その真なる姿を我に示せ──その銘はマーリン！」

　清浄なる光こう輝きが、オルエッタと翼竜ストラーダの全身を包むこむ。見る見るうちに、マーリンの体たい軀くに変化が生じ、膨ふくれ上がった。もはや軽量を売りとする翼竜ストラーダとは懸け離れた、堂どう々どうたる聖竜マエストロに変身したのだ。

　オルエッタ自身も、白銀に煌きらめく聖騎甲アークに身を包んでいた。その勇姿ときたら、あのウルスラに勝るとも劣らない存在感を感じさせる。

「おお、オルエッタ！　そなた、ようやく戦う気になってくれたか！」

「わたくしの天職は、やっぱり宮廷郵便士です。だからこそ、この子にはあえて翼竜ストラーダの姿で活動してもらっていました。ですが、この状況で、戦力を出し惜しみするわけにはいきませんから！」

　オルエッタの気迫に呼応して、聖竜マエストロマーリンが凄絶なブレス攻撃を放つ。

　一見、破壊力に特化した攻撃に見えて、味方の兵士や逃げ遅れた市民は決して巻きこむことなく、魔獣だけを見事に狙ねらっている。惚ほれ惚ぼれするような誘導魔導弾だった。

　防衛隊があれほど苦戦していた戦況を、オルエッタとマーリンは見る見るうちに覆くつがえしていく。

「陛下!?　オルエッタ様は、一体……？」

　と、事情を知らないフリーダが、オズワルドに質問を飛ばしてきた。

「オルエッタはな、騎竜学院を次席で卒業したほどの才媛だ。その年の首席は、あのウルスラだった。当時、ウルスラに最も近い実力者といわれたのが、オルエッタだったのだ」

「なんと……それならば、オルエッタ様も聖竜騎士団に入っていただくべきだったのでは？」

「無論、オルエッタも入団を嘱望されてはいたのだが、彼女は幼い頃より、祖父と同じ職業──宮廷郵便士に強い憧れを抱いだいていたのだ」

「そんなことがあったとは……」

　フリーダは感心した風に、オルエッタの勇姿を眺ながめている。

「さあ！　わしらも、うかうかとはしてられんぞ！」

　オズワルドは老体に鞭むち打うって、重たい騎士剣を頭上に掲げてみせた。





　　　　◇






　聖都エスパーダもまた、魔獣の群れに襲われていた。

　都市の防衛を担になっているのは、エスパーダ聖翼騎士団だ。しかし、彼らの士気は最悪といえるほど低かった。

　教皇ラクエルをみすみす拉ら致ちされた挙あげ句く、騎士団長として辣腕を振るっていたペネロペが〈デミウルゴス〉の幹部だと判明したのだから、無理もない。

　現在、聖都中央の広場には、帰還して間もない神殿艦エスペランザが鎮ちん座ざして、いわば要よう塞さいとして機能している。艦に搭載された砲や銃が火を噴いては、魔獣をただの肉塊に変えていく。

「ぬおおおお……困った。これでは、じり貧ではないか」

　艦内の執務室にて、大賢者アスクレピオスは頭を抱えていた。

　ラクエルが連つれ去られて以来、その頭脳を見こまれ、聖都代表として担ぎ上げられたアスクレピオスは、しかし、今や絶望感に駆かられつつある。明らかに戦力不足だし、なにより騎士団があの体たらくでは、聖都の壊かい滅めつは免まぬがれまい。

　そもそも、今や世界中を大混乱に陥れている、この怪現象はなんなのか？

　紅あかき星光に満みたされて、不気味に色づいた夜空。

　星明かりは、すっかり駆く逐ちくされている。いわば〝星蝕〟とでも呼ぶべき、この異常事態について、アスクレピオスは既にいくつかの推論を構築している。

　ただし、いくら聖都が誇ほこる大賢者といえども、できるのは推測だけだ。今の自分たちに必要なのは、この現象を解明することもよりも、目下の危機を回避し、ひとりでも多くの民を救うことに尽きる。

「盟主サヴォナローラめ……今頃、『いい気味だ』とでも思っているのだろうな」

　思わず、独ひとり言ごとが漏もれた。

　確かに彼のいう通り、ロサ・マリア教には闇がある。それは否定できない事実。

　だが、この聖都に住まう信徒たちに罪はない。彼らは現代に生きる敬けい虔けんな信者として、日々の務つとめを果はたしているにすぎないのだから。

「ファナよ。紅茶と砂糖菓子を頼む。脳に栄養補給をせんとな」

　気を取り直し、アスクレピオスはファナに声をかける。しかし、主人に忠実なメイド兼秘書は、なぜか返事をしない。

「ファナ？　おい、どこへ行った？」

　普段なら、ぴたりとアスクレピオスに付き添っているはずのファナ。その姿が、なぜか見あたらない。その事実になかなか気づけなかった自分を、アスクレピオスは恥じた。どうやら、それほどまでに自分は追い詰められていたらしい……。

　そのとき、艦内使用人の少女がパタパタと駆けこんできた。

「賢者様、緊急事態です！　聖都の空に天使が降臨されました！　あれはもしや、ロサ・マリア様の英霊ではないでしょうか!?」

「待てぇええええい！　そんなわけなかろうが！」

　ビシッと少女の勘かん違ちがいを正すと、アスクレピオスは駆けだした。周囲の制止も聞かず、甲かん板ぱんに出る。まさか……という予感が、胸中に湧わき起こっていた。

　そして、アスクレピオスは見た。

　まさしく天使のごとく、空を駆ける少女がいた。が、アスクレピオスは知っている。彼女はあくまでも自動人形。機械仕掛けの存在だといういう事実を。

　ならば、彼女はさしずめ〝機械天使〟といったところか──。

「ファナめ！　自分の意志で出撃したというのか!?」

　機械仕掛けの翼と、内蔵武装をフルに展開させたファナは、まさしく天使のごとく空を駆け、時には対空、時には対地、間断なく弾を撃ちまくっている。

　さらには、アスクレピオスが試作していたファナ専用外部武装──長距離魔導砲イカロスを構えたかと思うと、無人の広場におびき寄せた魔獣群に向けて、容よう赦しやなくぶっ放した。

　たったの一撃で、数十匹の魔獣が文字通り蒸発。自分で開発したくせに、その威力にはアスクレピオス自身が呆ぼう然ぜんとなったほどだ。

「なんと……精神回路が著いちじるしく成長しているようだ。さては、あのレイモンとかいう小こ僧ぞうの影響か？　だとしたら、あの小僧……なかなか侮あなどれんなあ。くくっ、さすがはアッシュ・ブレイクの悪友といったところか」

　アスクレピオスは自然と苦笑を漏もらしていた。聖都エスパーダに帰還して以来、初めての笑みだった。

　──うおおおおおっ！

　と、ファナの奮戦ぶりを見て、聖堂騎士団の面々が鬨ときの声を上げた。

　騎士たちにとって、ファナの奮戦ぶりは良い刺激になったようだ。そう、たとえ自動人形とはいえ、ひとりの美少女が最前線で戦っているのだ。あれを見て奮ふるい立たぬ男など、男ではない。

「この戦いの鍵は、ファナが握にぎっておる！　ならば、まだ試作段階ではあるが……くっくっく。ファナ専用の外部装備、すべて披露してくれようぞっ！」

　アスクレピオスは不敵に笑うと、慌ただしく艦かん橋きように引き返した。
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　一方、アンジェリーク・ドラクロワが艦長を務つとめる魔導潜水艦ノスフェラスは、レイヴァース大河を下り、アルテア関門橋要よう塞さいを通過した頃、世界の異変を察知した。

　その後、水すい棲せい魔獣が群れを為なし、ノスフェラスの潜行を阻はばもうとする一幕もあったが、さすがは〈デミウルゴス〉が開発した艦だけあって、びくともしなかった。目立った損害を受けることなく、目的地に到着した。

　警戒のため、ノスフェラスは艦橋部分だけを海上に突きだした状態だ。その見張り台に立って、ベアトリーチェは双眼鏡を構えた。

　この位置からだと、港湾区画全体を一望できる。

　ラブロック商工都市連合の首都レスピーギは、港湾都市と呼ばれるだけあって、立派な港をそなえている。今しがた上陸したベアトリーチェにとっては、馴な染じみの場所だ。

　しかし、懐なつかしがっている余裕はなかった。

　真夜中の港湾部は、本来ならば閑かん散さんとしているはずだったが、今は違う。

　双眼鏡を覗のぞきつつ、ベアトリーチェは唸うなった。

　大勢の避難民が、倉庫街に集まっているのだ。双眼鏡ごしに確認しただけでも、百人以上はいるだろう。老若男女が入り乱れ、算を乱して逃げまどっている。誰もが着の身着のままで、赤ん坊を抱いた女も多い。

　港湾区の付近で暮らしていた住民だと思われた。就寝中に魔獣の襲撃を受け、ここまで逃げてきたのだろう。船で逃げることを考えたのかもしれない。

　だが、既に係留されている船の大半は、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを轟ごう々ごうと噴きあげている。魔獣にやられたのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　どの魔獣も、地獄の使者だといわんばかりの、禍まが々まがしき姿をしている。その瞳ひとみは、めらめらと燃える篝かがり火びのごとく、灼しやく然ぜんと輝かがやいていた。

　飛行型もいれば、陸りく棲せい型もいる。

　海面からは、海かい棲せい魔獣が頭だけを出して、牙を剝むいている。海に落ちた者の末路は、想像に難かたくない。

　市民の暴動を食い止め、統率し、首都の安全保障を確保する──そのために、ベアトリーチェは遠路はるばる帰国した。

　だが、ベアトリーチェを待ち受けていたのは、常識を凌りよう駕がする異常現象であった。この状況を、どう覆くつがえせばよいのか。

　──だだだだだっ！

　と、紅あかく染まった夜や陰いんを吹き飛ばすように、連射音が轟とどろいた。

「あれは……軍警察カラビニエリ!?」

　そう、進退の窮きわまった避難民を背に、迫りくる魔獣たちを迎撃しているのは、軍警察カラビニエリの制服を身に着けた隊員たちだ。突撃銃を構え、なんとか応戦している。ただし、上う手まく戦えているようには見えない。明らかに精彩を欠いているのだ。

　元々、彼らの任務は首都警備や犯罪者の取締だ。狂気に憑つかれた魔獣に囲かこまれる事態など、想定の範囲外だったのだろう。

　それ以前に、軍警察カラビニエリの中でも精鋭と目されていた隊員たちは、マキャベリの私兵として国外で働かされていた。首都に残っているのは、並み以下の隊員ばかりなのだ。

「──ビーチェさん。いよいよ、〝荷物〟の封印を解くべきときがやってきました。いえ……もう荷物呼ばわりは失礼ですね」

　と、背後にアンジェリークが現れた。

「荷物？　そういえば、出航前にもそんなことをいって──ええっ!?」

　双眼鏡を下ろし、アンジェリークを振り返ったベアトリーチェは、目を剝いた。

　アンジェリークの背後に控ひかえているのは、なんとヴィットーリアだったのだ。

　かつてはマキャベリの右腕として、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりを見せた少女兵士。

　その二つ名は〝屍し山ざん血けつ河かの魔女〟。

　ベアトリーチェにとっては仇きゆう敵てきだが、先日の戦いのさなか、マキャベリに見捨てられた挙あげ句く、シェブロン王国軍に捕らわれた。敬愛するマキャベリに捨てられたのが、よほどショックだったのか、ヴィットーリアは戦意を喪失し、いくつかの情報を吐いた。

　その彼女が、ここにいる。しかも拘束具を外された状態で……これは極めて危険な状態ではないだろうか。

　露ろ骨こつに警戒するベアトリーチェを見て、アンジェリークは苦笑した。

「そんなに警戒する必要はありませんよ。ヴィットーリアさんとは、既に話がついていますから」

「し、しかし……」

　とんでもない〝荷物〟もあったものだと、ベアトリーチェは呆あきれてしまう。

　と、ヴィットーリアが信じがたい行動に出た。

　ベアトリーチェの前で、恭うやうやしく跪ひざまずいたのである。

「ちょっ、どういうつもり!?」

「ベアトリーチェ様。許されるなら、あなたの麾き下かに加わりたく思います。この状況……わたくしならば、お役に立てるかと」

「だ、だけど……」

「それに、軍警察カラビニエリの指揮であれば、わたくしが適任です。元々、彼らを鍛きたえあげたのは、このわたくしですから」

「そ、それは、確かに……」

「正直、今のわたくしは混乱しています。マキャベリ様はわたくしのことなど、せいぜい手駒のひとつくらいにしか見ていなかったのですから……。一度は絶望のあまり、自らの命を断とうとさえ思いました。ですが、ラブロックという国を想おもう気持ちは、わたくしにもあります。やはり、わたくしが生まれ育った国ですから」

「ヴィットーリア……」

「お願いします。彷徨さまよえる仔こ羊ひつじとなったわたくしを、あなたの手で導みちびいてください」

　その真しん摯しさに、ベアトリーチェは胸を打たれた気がした。

「ありがとう。マキャベリと比べたら、あたしなんて大したカリスマ性もないけれど、あなたに支えてもらえるなら千人力よ！」

　ベアトリーチェは力強くうなずくと、ヴィットーリアに手を差しのべた。

　やや遠慮がちに、そっと握にぎりかえしてくるヴィットーリア。まるで幼児のような反応だと思った。まさか、あの〝魔女〟を可愛かわいらしいと思える日がやってこようとは。

『……ふむ。どうやら、ラブロックに暖かな風をもたらすのは、そなたのようだな』

　と、どこからともなく神々しい声が響いたので、ベアトリーチェはギョッとした。耳で聞いたのではない。その声は脳に直接、響いたのだ。

「い、今の声は……？」

　啞あ然ぜんとするアンジェリークとは対照的に、

「嫌な感じはしませんでした。いわゆる念話の一種でしょうか？」

　ヴィットーリアは冷静さを保っている。さすがは〝魔女〟といったところか。

『我が名はムルシエラゴ。この地に生きる長命種だ』

「ムルシエラゴですって!?　以前、アッシュたちと戦った魔獣……いえ、ミスリルを生みだす聖獣の!?」












　半信半疑ながらも、ベアトリーチェは訊たずねた。

『うむ、その通り』

　どういう原理かは謎だが、ベアトリーチェの声は、見えざる相手に届いたようだ。

『できることなら、余も力になりたいところだが……あいにく、今は地上に出るわけにはいかぬ。ついに〝魔星蝕の夜〟が始まってしまったからな。あの紅あかき光を浴びたが最後、我もまた、人類を殲せん滅めつするだけの猛もう獣じゆうに成り下がってしまうのだ。賢竜王インボルクめ……どうやら、今度こそ本気で人類を滅ほろぼすつもりらしいな』

「──」

　ムルシエラゴの言葉に、ベアトリーチェたちは絶句した。既に賢竜王が復活していて、これほどの事態を引き起こしたというのか？

『本来ならば、人類がどうなろうと、我は傍観すべきである。が……あの少年、アッシュ・ブレイクを我は気に入っておる。それに、あの少年に貸してやった〝星冠〟も、いずれは返却してもらわねばならぬ。ゆえに、我はささやかながら、そなたらに助力することを決めた』

　その刹せつ那な、地鳴りとともに、大地がわずかに揺れた。その影響で、艦体もぐらぐらと揺れる。揺れが収まった頃、ベアトリーチェは瞠どう目もくした。

　都市のあちこちに、白銀の柱が屹きつ立りつしているのだ。どこか神々しささえ感じさせる。紅く染まった夜や陰いんに抵抗するかのように、清浄な輝かがやきを放っている。

　倉庫街で戦っていた隊員たちも、逃げまどうばかりだった避難民も、突如として出現した巨柱を前に、呆あつ気けに取られている。

「あれは……!?」

『ミスリル製の〈聖柱セント・ピラー〉だ。魔星蝕の影響を受けた魔獣といえども、あの柱の周囲には近づけぬ。避難民を、あの柱のそばに集めるといい。防衛拠点としても使えるだろう』

　事実、港湾区画に突き立った巨柱は、早くも効果を示していた。柱のたもとに集まっている避難民に対しては、近寄ろうともしないのだ。むしろ、その巨柱が発する輝かがやきを嫌っているようにも見えた。

「あっ、ありがとうございます！　助かります！」

　ベアトリーチェは直立不動になると、謝辞を述のべた。

『礼ならば、アッシュ・ブレイクにいうのだな。では、我はしばらく眠る──』

　その言葉を最後に、ムルシエラゴの念話は終わった。

「なんという……奇き蹟せきでしょう。あのムルシエラゴが、語りかけてくるなんて。ベアトリーチェ様、あなたという人は──」

　ヴィットーリアは感極まったのか、言葉を詰まらせると、ベアトリーチェを見つめてきた。その双そう眸ぼうには、涙さえ浮かべている。

　なにやら照れ臭い気持ちを覚えつつも、

「これより、防衛戦を開始するわよ！」

　ベアトリーチェは毅き然ぜんとして、宣言するのだった。





　　　　◇






　他にも、シェブロンの王都を護まもるべく戦うドラクロワ伯爵たち、統領ラースが統率するエクブラッド人たち、山を守護するタンタロス族、森を守護するアルビオン＝フォレスト修道騎士団、東方大陸に渡ったという四姉妹……等々、多くの人々が魔獣に抗あらがうべく戦い続けていた。

「みんな、闘っているんだ……！」

　ナヴィーの魔法で、世界各地の様子を見せられたアッシュは、万感胸に迫る気持ちだった。エーコとシルヴィアも胸を詰まらせて、涙を浮かべている。

「さあ、アッシュ。外の世界を心配するのは、あなたのすべきことじゃないわ。あなたは皆を信じて、自分の道を突き進むべきよ」

　ナヴィーの言葉に、アッシュは深々とうなずいた。

「おお、アッシュではないか！」

「アッシュ様ぁ！　やっと追いつきましたわ！」

「おーい、アッシュ！」

「なんだ、まだ〈大神殿〉に着いていなかったのか」

「合流できて、良かった」

　と、聞き慣れた声に背後から呼びかけられ、アッシュは「あっ！」と叫んだ。

　クー・フリンを駆かるレベッカを筆頭に、ジェシカ、レイモン、マックス、そしてルッカの順に、次々と舞い降りたのだ。

　再会の喜びも束つかの間ま、アッシュたちは互いに情報を交換した。

　もっとも、インボルクの結界内部にて、仲間たちの戦況はある程度まで見ていたので、把は握あくするのに大した時間は要いらなかった。

　むしろ、アッシュのほうが伝えることは多かった。インボルクに対面したこと。〝魔星蝕の夜〟とやらが始まってしまったこと。その結果、魔獣が大量に発生し、人類を次から次へと襲っていること。

「問題なのは、今後の方針についてだな。見ての通り、我々は満まん身しん創そう痍い……ドラゴンたちも、魔力の大半を消費してしまった」

　レベッカが無念そうにつぶやく。事実、激戦を終えたばかりのレベッカたちは、見るからに消耗していた。その上、アッシュたちに追いつくべく、あれだけの長距離を飛んできたのだ。ドラゴンたちを見たところ、聖騎甲アークの再構築すら難しそうだ。

「しかも、我々はマキャベリとカサンドラ王女の身柄も確保している」

　そういって、レベッカは背後を振り返った。

　マキャベリを運んできたのはリアンノンで、カサンドラ王女を運んできたのはガウェインだ。マキャベリは今も失神していて、手足をだらんと垂たらしている。あの雌めす獅じ子しのような女傑にしては、情けない姿だった。

　他方、カサンドラ王女は魔薬〈ガラテア〉の効果により、相変わらず人形然としている。魔都レスピーギにて、一度はアッシュたちが確保したものの、海上でヴィットーリアの奇襲を受け、強奪されてしまった過去が、胸をよぎった。まるで遠い昔のことのように思えたが、実際には四ヵか月げつほどしか経たっていない。

　魔薬の呪縛を断ち切るには、アッシュとルッカが騎竜演舞〝双翼の誓雨オラトリオ〟を舞うしかない。カサンドラには悪いが、もうしばらく待ってもらうことになる。

「そうだ、ウルスラ・Ｌ・セルウィンを捕虜にすることも考えたのだが、放置することにした。魔力の大半を使い果はたしているとはいえ、彼女にはガラハッドがついているからな。無理に連行しようとしたら、ガラハッドの逆げき鱗りんに触ふれただろう」

　レベッカの説明に、アッシュはうなずいた。ウルスラはサヴォナローラに忠誠を誓っているわけではない。レベッカに敗北を喫した以上、今さら悪あがきはしないだろう。

『──ねえ、アッシュ？　この際、改めて役割分担をするのはどうかしら？』

　と、唐突にナヴィーの念話が届いた。

『この〈方はこ舟ぶね〉について、ずっとわたしなりに解析を続けてきたんだけど、いくつか新事実が判明したわ。アッシュたちがインボルクに見せられたっていう〝移民収容区画〟の位置も、大まかになら確認できたわ』

「それって、母さんたちが眠らされている場所だよな！」

「でかしたわよ、ナヴィー！」

　アッシュとエーコが、同時に歓声をあげる。

　かくして、ナヴィーを交まじえて打ち合わせをした結果、アッシュたちは二手に分かれることを決めた。突撃班と救護班だ。

　突撃班のメンバーは、アッシュとエーコ、シルヴィアとランスロット。このまま〈大神殿〉を目指し、賢竜王インボルクと対たい峙じするチームだ。

　救護班のほうは、既に激しい戦闘をこなし、消耗しているレベッカ、マックス、ルッカ、ジェシカ、レイモンと、各おの々おのの相パ棒ルが名を連ねる。移民収容区画に向かってもらい、アッシュの母親をはじめ、移民たちを外に運び出してもらう役割だ。

　ちなみにナヴィーが調査したところ、移民収容区画は〈方はこ舟ぶね〉本体から切り離せる構造になっているという。いったん切り離せば、そのまま救命艇として使用できるそうだ。

「みんな、ここからが正念場だ。笑顔でアンサリヴァンに帰るためにも、力を尽くそう！」

　アッシュの掛け声を合図に、突撃班は〈大神殿〉を、そして救護班は移民収容区画を目指すのだった。





"Ash's Friends～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二十四話　父と子









　処女宮ヴアルゴの月、第十六日。午前三時三十三分。

　突如として、夜天の中央に出現した巨星があった。




「なんという……!?」

　実のところ、盟主サヴォナローラもまた、その異常事態を目の当たりにして、驚きよう愕がくしたひとりであった。周囲の魔導式ディスプレイには、世界各地から届けられた驚異の映像が表示されている。

　つい先刻、マキャベリ、キーラに続いて、ウルスラまでが敗北を喫したことは、サヴォナローラに少なからず衝撃を与えていた。そのタイミングで、あの凶事が勃ぼつ発ぱつしたのだ。

　──魔導結社デミウルゴスの拡充。五大星具の蒐しゆう集しゆう。愛するアリーシャの保護。賢竜王復活の儀式。そして〈方舟〉の離陸。

　すべては、自分が思い描いていたシナリオの通りに進んでいた。強いていえば、アッシュとリンダを連つれて行けなかったことが悔やまれるが、抵抗勢力が現れるのは当然のことだし、たまたま息子と娘が敵側に付いてしまったという、それだけのことだ。

「サヴォナローラ様。あの現象は!?」

「おそらくは……はるかなる太古、賢竜王インボルクが人類を滅ほろぼすべく、実行しようとした〝人類への鉄てつ槌つい〟だろうな。惑星規模の祭礼──その名も〝魔星蝕の夜〟と、とある古文書には記されている」

　ペネロペに答えると、サヴォナローラは玉座を振り返った。

　そこには、可か憐れんな美少女にしか見えないインボルクが着いている。〝魔星蝕の夜〟を実行できる者など、彼女をおいて他にいない。

　だが、インボルクは先ほどから瞑めい目もくしている。単に眠っているだけかと思われたので、サヴォナローラは放っておいたのだが……。

　──いや……経緯はどうあれ、〝魔星蝕の夜〟は始まる予定だったのだ。問題なのは、賢竜王が私になんの相談もなく、あれを引き起こしたことだ。なぜ勝手に動いた？　そもそも、人類になど無関心だったはずだ。この短時間で、人類抹殺を決意するようなきっかけがあったとでもいうのか？

　サヴォナローラが目まぐるしく思考を巡めぐらせていると、やがて賢竜王は目を開いた。目覚めたというよりは、単に目ま蓋ぶたを開いただけのように見える。

「賢竜王陛下。一体、どういうおつもりか？」

「ああ、〝魔星蝕の夜〟のことか。なんの相談もなく発動させたことが、不満か？」

　見事に図星を指されてしまい、サヴォナローラは拳こぶしを握にぎりしめた。

「いっておくが、余は汝なんじの指さし図ずは受けぬ。無論、汝が余を復活させた偉業については、それなりに評価している。それだけでは不満か？」

「……いえ。ただ、改めて陛下のご意志を拝聴したいのです」

「些さ末まつなことだ。実は先ほど、例の侵入者ども……アッシュ・ブレイク及び、当代のアヴァロン聖竜皇と対話をしてきたところでな」

「なっ!?」

　賢竜王とアッシュたちとの接触。サヴォナローラにとっては、いちばん警戒すべき事態といえた。

　我が子ながら、アッシュには妙に人を惹ひきつける魅力がある。事実、アッシュの仲間には、かつての敵が何人も含まれているのだ。もしインボルクがアッシュに感化されたら、サヴォナローラの計画など水泡に帰してしまうだろう。

「恐れながら、なんと軽率なことを……」

「案ずるな。アッシュ・ブレイクと話したことで、余は決意を固めることができたのだ。今度こそ、人類を皆殺しにするとな」

「そっ、そうでしたか……！」

　サヴォナローラは安あん堵どした。どうやら杞き憂ゆうに終わったようだ。

　──もうすぐだ。あと少しで、私が望む新世界を築くことができる……！




　一方、サヴォナローラの副官として、その背後に控ひかえているペネロペは、どこか釈然としないものを覚えていた。

　──〝魔星蝕の夜〟。

　それほどの一大事を、自分たちになんの言葉もなく、インボルクは開幕させた。

　その事実が、ペネロペにはどうしても気に食わない。たった今、サヴォナローラはインボルクの意志を確認し、すっかり安心してしまったようだが、慎重さという点では上司に勝るペネロペの疑念は、なおも消えていなかった。

　無論、人工知能であるインボルクと、ただの人間にすぎない自分たちとでは、物事に対する認識が根本的に異なるのかもしれない。だが、それにしても……。

「──どうした、ペネロペ？　浮かない顔だな。いよいよ我らが宿願が叶かなおうというときに、そんな憂い顔は似合わんぞ？」

　と、サヴォナローラが暢気のんきな口調で語りかけてきたので、ペネロペは我に返った。

「なっ、なんでもありません！　少し、緊張してしまっただけです……」

「ははっ。どうした、お前でも緊張するのか」

　サヴォナローラは上機嫌である。その笑顔が、余計にペネロペを不安にさせた。

「そういえば、そろそろ我が息子たちがやって来る頃合いではないか？」

　サヴォナローラは楽しげにつぶやくと、無数に展開されている魔導ディスプレイを眺ながめやった。やがて、そのうちのひとつに目を留める。第一区画の状況を伝える映像だった。

　アッシュ、エーコ、シルヴィアの三人を乗せた聖竜マエストロが、迷路のごとき通路を高速で突き進んでいる。まるで騎竜競技の一場面を見ているかのように、鮮やかな飛び方だった。あのまま進めば、そう待たされることなく、この〈大神殿〉にたどり着くだろう。

　そんな侵入者に対して、インボルクが妨害措置をとらなくなった事実も、ペネロペは不審に思っていた。いつしか、自動防衛装置は起動しなくなっているのだ。

「ところで、サヴォナローラよ。それと、そちらの女……名はなんという？」

　まるでペネロペの思考を見透かしたかのように、インボルクが視線を向けてきた。

　ペネロペはゾッとした。考えてみれば、あの賢竜王がペネロペに声をかけたのは、これが初めてのことだ。

「サヴォナローラ様の副官を務つとめております、ペネロペです」

「ふむ、了解だ。サヴォナローラとペネロペよ。実はな、汝なんじらに折り入って頼み事があるのだが」

「なんなりと、賢竜王陛下」

　たちまち、サヴォナローラは喜悦の表情を浮かべた。

　対照的に、ペネロペは皮膚が粟あわ立だつような感覚を覚えている。

「一体、あなたほどの存在が、我々になにを頼もうというのです？」

　激しい動どう悸きを覚えつつ、ペネロペは訊たずねた。明らかに、出過ぎた行為だった。サヴォナローラが訝いぶかしむような視線を向けてきたが、あえて無視する。

「なに、簡単なことだ」

　──がしゃり。

　賢竜王が玉座から立ち上がると同時に、身にまとった星せい鎧がいダ・デルガが、荘そう厳ごんな音を鳴らす。

　教皇ラクエルの面おも影かげを残す少女は、その小柄な身体に似合わぬ巨剣を、ゆらり……と構えた。柄の部分には、魔獣の眼球を思わせる意い匠しようが見られる。かつてはシェブロン王室の宝剣として、厳重に保管されていた宝具──星剣ティル・ナ・ノーグの、変わり果はてた姿であった。

「先ほど、余は宣言した。今度こそ、人類を皆殺しにするとな」

　その禍まが々まがしい剣の切っ先は、しかし、次の瞬間には、サヴォナローラとペネロペに向けられていたのである。

「すなわち、汝なんじらも例外ではない──」





　　　　◇






　第一区画の終点部は、大広間のような空間となっていた。

　壁も床ゆかも天井も、相変わらずメタリックな材質で覆おおわれている。随所に埋めこまれた竜華灯が、周囲を蒼あお白じろく染めている。見た目は無機質なのに、どこか神秘的な雰ふん囲い気きが漂ただよっているのが不思議だった。

「おそらく、あの壁面が昇降機の入り口だ。ランスロット、あそこに降りてくれるか」

　手て許もとの地図と周囲の光景を照合しつつ、シルヴィアが相パ棒ルに指示を送る。

　ランスロットはゆっくりと滑空すると、指示通りに着地した。

　正面には、鋼こう鉄てつの壁面が広がっている。いや、ただの壁ではなさそうだ。ずっと船内で活動していたため、一目で見抜くことができた。あれもまた、ゲートなのだ。

「デカいな……」

　アッシュは一足先にランスロットを降りると、絶壁のごとくそそり立つゲートの正面に立った。

「ふわあ……。いろんなゲートをくぐってきたけど、いちばん大きいわね」

「なんといっても、この先に〈大神殿〉があるのだからな」

　やや遅れて、エーコとシルヴィアも肩を並べる。

「昇降機か。ランスロットも余裕で乗れそうだけど……乗ってる最中に攻撃されたり、駆動装置に細工をされたりしたら最悪だな」

　アッシュの胸を、一抹の不安がよぎった。

　とはいえ、インボルクは先ほど、アッシュたちに宣言してみせた。

　神と人との、絶対的な格差を見せてやる、と。楽観は禁物だが、昇降機に細工を施すような、小こ賢ざかしい真ま似ねはしないのではないか。

『──ねえ、アッシュ。この昇降機の扉、ロックされているわけではないわ。そこのボタンを押せば、簡単に開くわよ』

　と、ナヴィーが拍子抜けしたような口調で、念話をよこした。艶あでやかな姿こそ見えないが、今もナヴィーが寄り添ってくれている事実に、アッシュは頼もしさを覚えた。

「ありがとう、ナヴィー。疑っていたらキリがないし、乗りこむとしよう」

　アッシュは意を決すると、先ほどナヴィーに教えられたとおり、壁のボタンを押してみる。地鳴りのような重低音とともに、軽い震動を覚えた。

　ゲートが少しずつ、上方へとスライドしていく。多重の隔壁となっているらしく、外壁の奧にも複数の扉が確認されたが、それらも段階的に開かれていった。

　昇降機の本体はガラス張りで、円筒の形を為なしていた。ランスロットの巨きよ軀くも難なく収容できるほど、内部は広い。

「ちょっと！　あれって、どういうこと!?　どうして、〈方はこ舟ぶね〉の中に……」

　と、エーコが驚きの声とともに、アッシュの袖を引っぱった。

「外に出たのか!?　いやいや、そんなはずが……」

　アッシュも目を点にしてしまう。昇降機の外部には、緑の豊かな、大自然の光景が広がっていたからだ。抜けるような青空に、森林地帯。原っぱでは獣けものたちが陽気に駆かけ回り、野鳥が楽しげに飛び交っている。

　ガラスに隔たれていなければ、動物たちの鳴き声や、小鳥の囀さえずりが聞こえてきただろう。草原を吹き抜ける風の音さえもが、聞こえてきそうな風景だった。

　もしかしたら、ラクエルもこの光景を見たのだろうか……と、アッシュは思った。

「驚いている場合ではないぞ、アッシュ。さっさと昇降機を動かそう」

　と、シルヴィアに声をかけられ、アッシュは気持ちを引き締めた。

　操作パネルはシンプルで、ボタンは数えるほどしか見あたらない。だが、どのボタンがなにを意味しているのか、説明文の類たぐいはない。

『大丈夫。わたしの指示する通りに、押せばいいわ』

　ナヴィーのおかげで、アッシュは安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　念話で教えられた手順の通りに、ボタンを押していく。最後のボタンを押した直後、金属同士が打ち鳴らされるような駆動音とともに、昇降機の扉が閉ざされていった。

　やがて、アッシュたちを乗せた円筒は下降を始めた。下降時の音は、ほとんど聞こえてこない。まるで空を遊泳しているような気分だった。

「とんでもないわね……」

　ガラスにぴたりと張りつきながら、エーコが溜息を漏もらす。

「一体、古代人はどれほどの技術を保有していたというのか……」

　シルヴィアもただただ圧倒されている。

　やがて昇降機は地面に到達するも、大地を穿せん孔こうするかのように、さらに下降を続けた。

　闇に閉ざされた空間を、一定の速度で降りていく昇降機。まるで神話で描かれている冥府へと、徐々に近づいているような心地がした。

　やがて、軽い震動とともに、昇降機が停止した。

　扉が自動的に、ゆっくりと開いていく──。





　　　　◇






「賢竜王インボルク！　お前に人の力を見せてやる！」

「さっさとあの魔獣たちを止めないと、踏みつぶすわよ！」

「ロートレアモン騎士王家の誇ほこりにかけて、貴様らを赦ゆるすわけにはいかぬ！」

　並々ならぬ気迫とともに通路を駆かけ抜け、〈大神殿〉に突入したアッシュたちだったが、内部の様よう相そうには圧倒されてしまった。

　どうやら〈大神殿〉は、単に宗教的な施設というだけでなく、操そう舵だ室しつをも兼ねているらしい。賢竜王の座席を中心に、アッシュには理解不能な機械装置の数々が林立し、無数のケーブルで接続されている。空中には魔導式ディスプレイが幾層にも折り重なり、リアルタイムで周囲の状況をモニターしていた。

「──やっと来たか。余の推定よりも、四十七秒の遅れであったぞ」

　玉座にゆったりと腰かけたインボルクの視線が、アッシュたちを射貫いた。王座の位置が妙に高いので、自然とアッシュたちを見下ろす位置関係となっている。

「まあ、落ち着け。ちょっとした前菜を用意したのでな。見ろ──」

　インボルクの視線が、斜め下方に流れた。その視線を追いかけたアッシュは、衝撃のあまり息を吞のんだ。

　玉座からやや離れた位置に、男女が倒れている。周囲は血の海と化していた。

　あろうことか、盟主サヴォナローラとペネロペだった。

　ペネロペのほうは、どう見ても息絶えている。死してなお、その手には剣の柄を握にぎりしめているあたり、サヴォナローラへの忠義が窺うかがわれた。

　一方、サヴォナローラのほうは、まだ息があった。仮面が粉々に砕け散って、血に濡ぬれた素顔がさらされている。

「親父おやじっ！」

　アッシュは思わず、そう呼びかけていた。衝動的に駆けつける。

「はは……アッシュか」

　弱々しく微笑ほほえむサヴォナローラ。胸や腹を刺されていて、出血がひどい。顔は蒼そう白はくどころか土気色と化していて、父の命が風前の灯ともし火びであることは、もはや明らかだった。

「この私ならば、賢竜王インボルクを御するくらい、わけがないと思っていた……だが、ただの思い上がりだったようだ。あれは到とう底てい……私には理解できない代物らしい」

「親父……」

「後悔はない。私は……己おのれの信念に従っただけだ。ただ……夫としても、父親としても……俺は失格だ。こんな私を信じ、付いてきてくれたペネロペにも……その献身に報いてやれなかった──がはっ！」

　ペネロペの亡なき骸がらに視線を向けたのも一瞬のこと、サヴォナローラは激しく咳せきこんだ。それでも余力を振り絞り、血ち塗まみれの、震ふるえる手を伸ばしてくる。

　アッシュは自然と、その手を握にぎり返していた。あれほど逞たくましかった父の手は、今や枯れ木のようであった。

「……アッシュ。お前も、自分の信念を貫くといい。まあ……誰にいわれなくても、お前ならそうするに決まっているか……なんせお前は……俺の息子なんだからな」

　もはや、その表情に「盟主サヴォナローラ」としての闇はない。

　今、アッシュが触ふれているのは、アルバーンという名の父親でしかなかった。飄ひよう々ひようとしていて、まったくつかみ所のない男。母を深く愛しているくせに、家を空けてばかりだったダメ亭主。にもかかわらず、不思議と憎みきれないところがあった……。

「アリーシャとリンダを……任せた」

　その言葉を最後に、サヴォナローラは目ま蓋ぶたを閉ざした。がくん……と、アッシュの両腕に重みが加わった。

　その瞬間、アッシュは父の死を悟った。

　魔導結社〈デミウルゴス〉に敵対することが、最終的に、父親の命を奪うことになるかもしれない。その予感は、心のどこかで薄々と感じていた。もちろん、一発ぶん殴って改心させ、母親の許もとに連つれ帰るのが理想だったが、そんな理想が叶かなえられない可能性のほうが高いことも、覚悟はしていた。しかし、こんな形はあんまりだ。

「一発、ぶん殴ってやることさえ……できなかったじゃないか……」

　涙がとめどなく、頰ほおを伝い落ちる。

「アッシュ……」

「……大丈夫か、アッシュ？」

　エーコとシルヴィアが、背後から遠慮がちに声をかけてくる。

　ふたりの気遣いが、胸にしみた。そうだ、今は悲しみに沈んでいる場合ではない。涙をいくら流したところで賢竜王は倒せないし、人類だって救えない。

　アッシュは「大丈夫だ」と返すと、涙を拭い、立ち上がった。

「賢竜王インボルク！　お前は神を気取っているみたいだけどな。俺たちは絶対に、神などには屈しない！」

「よくいったわ、アッシュ！　ここまで来たら、もう出し惜しみなんてしないわ。全力全開で行くわよっ!!」

　エーコが決然として叫び、〈アヴァロンの腕輪〉を外す。竜化ドラグナイズの呪文は事前に構築済みだったのだろう。見る見るうちに、小柄な少女の全身は光に包まれて、規格外の巨竜と化した。続けざま、煌きらびやかな聖竜鎧アルマダの装甲片が次々と顕けん現げんし、エーコの巨体を華々しく装飾していく。

　直後、アッシュの身体も聖騎甲アークに包まれて、左腕だけに刻きざまれていた〈星刻〉が、全身の皮膚に波及する。そして、エーコの頭上に導みちびかれた。すかさず聖剣エクスカリバーを顕けん現げんさせると、両手で構える。

「ランスロット！　我々も行くぞ！」

　一方、シルヴィアも聖騎甲アークと聖騎銃アロンダイトを装備して、ランスロットに騎乗。〈方はこ舟ぶね〉に乗船して以来、ずっと戦闘を控ひかえていただけに、並々ならぬ気迫を漲みなぎらせている。

「よかろう。今こそ神と人との、絶対的な格差を見せてやる」

　インボルクが宣告すると同時に、周囲に変化が生じた。

　物々しい駆動音とともに、玉座の周囲に展開されていた機械装置の数々が、床ゆか下したや壁の内側に収納されたのだ。

　最後に、インボルクの玉座が設置されていた床の周囲に六角形の区切り線が生じた。重厚な金属音を伴いつつ、六角柱が生えてきたのである。

　やがて、その駆動が完全に止まったとき──そこには、高さ数十メートルの六角柱が、堂どう々どうと屹きつ立りつしていた。あれほどの物体が、床下に格納されていたのだ。

　その頂点には、賢竜王の玉座。そこが神の視座だとばかりに、インボルクは悠ゆう然ぜんとアッシュたちを見下ろしている。

　玉座を戴いただく巨柱の出現と並行して、周囲を埋めていた機械群は床下へと格納されていった。サヴォナローラとペネロペの遺体も容よう赦しやなく、波のごとく変幻する機械群に吞のみこまれていく……。だが、ふたりの遺体にまで気を配る余裕はなかった。

　今や操そう舵だ室しつとしての雰ふん囲い気きは霧む散さんし、周囲は大だい伽が藍らんを思わせる空間と化している。

　高さ数十メートルの六角柱は、さながら祭壇といったところか。無機質なのに、荘そう厳ごんな気け配はいが感じられる。この施設が、元々は〈大神殿〉と呼ばれていたことを、アッシュは今さらのように思い出した。

「見よ。そして思う存分、慄ふるえるがいい。事象再構築エンジン、起動──」

　インボルクが呪文のごとくつぶやいた直後、虹色の光が閃ひらめいた。光の粒子が渦巻いたかと思うと、あるひとつの形状を目指して、見る見るうちに構築されていく。

　額ひたいから鋭く突き立つ、三本の角つの。紅玉のごとき双そう眸ぼう。かすかに開かれた上顎あごと下顎。そこから覗のぞく、鋭利な牙と赤い舌。ピンク・シルバーに輝かがやくたてがみ。ふさふさと波打つ、白銀の毛並み。筋骨逞たくましい四肢。山さん嶺れいのごとく屹立する巨きよ軀く。豪ごう華か絢けん爛らんを極めた装甲の数々。そして、天使のごとき双翼──。

　顕現したのは、一体の巨竜であった。

　無論、単に巨おおきいだけのドラゴンならば、大して驚きはしない。

　問題なのは、聖竜皇エーコに酷こく似じしていることだ。ただし、エーコよりも顔つきや体格は成熟していて、はるかに年長だろうと思われる。

　肉体の各部を護まもっている装甲にしても、エーコの聖竜鎧アルマダよりも燦さん爛らんと輝いて、細部の意い匠しようも異常なまでに凝こっている。

「バカな！　そのドラゴン……どうしてエーコにそっくりなんだよ」

「およそ千三百年前、竜族の頂点に君臨していた個体だ。すなわち、当時のアヴァロン聖竜皇を、この〈方はこ舟ぶね〉に蓄積されている魔導工学技術を駆使し、再現したものである」

「そんなことが可能なのか!?　その時代、お前は封印されていたはず……！」

「無論、余は封印されていたわけだが、〈方舟〉の全機能が停止したわけではない。現に、外部からの侵入者に対する自動防衛機構は生きていたし、この星の〝歴史〟を記録する機構もまた、稼動を続けていたのだ」

「いや、だからといって……」

「無論、本物を甦よみがえらせたわけではない。あくまでも、本物に似せて再現しただけだ。とはいえ、この〈方舟〉に積まれている事象再構築エンジンは、伊だ達てではない。燃費の悪さだけが、玉に瑕きずだがな」

「おい、アッシュ！　千三百年前といったら……」

　眼前の「聖竜皇」に目を奪われつつ、シルヴィアが震ふるえ声でつぶやく。

　そう、今は聖誕暦一三六六年。聖誕暦とは、聖せい女じよロサ・マリアが誕生した年を紀元とする。一三〇〇年前といえば、まだロサ・マリアが生きていた時代だ。

　そして、エーコは聖地アルバレスでの修行中、大賢者アスクレピオスからこんな話を聞いたという。なんでも聖女ロサ・マリアの相パ棒ルもまた、アヴァロン聖竜皇だったと──。

「じゃあ、あのドラゴンの名は……」

「その通り。聖女ロサ・マリアの相パ棒ル、その名も『エーコ』である」

　──エーコ対エーコ。

　予想外の事態に、アッシュは動揺を隠かくせない。無論、問題なのは外見よりも戦闘力だ。一体、本物の戦闘力をどこまで再現できているのか……？

「無論、〝旧ふるきエーコ〟だけではないぞ──」

　インボルクが呪文のように告げた直後だった。〝旧きエーコ〟の頭上に光の粒子が降り注ぎ、人の形を構築していったのだ。

　数秒後、謎めいた発光現象が収まったときにはもう、〝旧きエーコ〟の頭上には、凛り々りしい少女の姿があった。

「なっ!?　まさか、その人は……」

　アッシュは驚きよう愕がくのあまり、呆ほうけてしまった。

　──聖女ロサ・マリア。

〝旧きエーコ〟が騎乗を許した存在といえば、彼女以外にあり得ない。

　騎士のようであり、巫み女このようでもある、不思議な雰ふん囲い気きをまとっている。年頃の少女に特有の、楚そ々そとした風情ふぜいと、教会建築のごとき荘そう厳ごんさを併せ持つのだ。

　室内の気流になびく髪は、聖竜マエストロの毛並みのごとく、白銀に輝かがやいている。瞳ひとみは奈落の底で熾おこされた炎ほのおのように、深い紅色。肌は雪原のごとき白さをたたえ、ほんのりと燐りん光こうを放っているかのよう。

　たおやかな肢し体たいを包むのは、どこか花嫁衣装を思わせる聖騎甲アークだった。装甲部分の優美な形状や、戦闘衣装にはそぐわないほど鮮烈な純白は、つい先日、レベッカが修行の果はてに獲得した聖騎甲アークに通ずるものがある。

　なによりも、その両手に構えているのは、アッシュの固有魔装と瓜うり二ふたつ──アヴァロン聖竜皇家に伝わる宝剣、エクスカリバーなのであった。

　やがて、少女は慎つつましげな口調で挨拶を述のべた。

「わたしはロサ・マリア。竜族と人類を共存共栄させるべく、生みだされし者」

　慈母のごとく、深みのある声だった。その一言一言に、胸の奧にまでグッと沈みこむような、いわば重力が感じられた。と同時に、少女のような軽やかさも含まれている。

　──ロサ・マリア対アッシュ。

　図らずも、竜りゆう上じようの騎士と騎士までが、先祖と子孫という関係になったのである。

　と、賢竜王の視線が、今度はシルヴィアに注がれた。

「ロートレアモン騎士王家の姫よ。汝なんじにも、相応の相手を用意してあるぞ──」

　その途端、シルヴィアの前方で光の奔流が発生し、新たな存在が構築されていく。

　現れたのは、ランスロットに匹敵する聖竜マエストロだった。その頭部には、大柄な騎士が堂どう々どうと騎乗している。兜かぶとの面めん頰ほおに覆おおわれているため、顔かん容ばせはわからないが、異様な闘気オーラを感じさせる騎士だった。その手には、固有魔装らしき大型騎士剣を構えている。幅広の刀身には、CALIBURNと彫りこまれていた。

「我が名はダーラム・ロートレアモン！　相パ棒ルの名はペンドラゴンである！」

　大気を揺るがすほどの、大だい音おん声じようだった。

「なんだと!?　ダーラム様といえば、ロートレアモン家の始祖にして、初代騎士王パラデインではないか！　賢竜王よ、どこまで我々を愚ぐ弄ろうすれば気が済むのか!!」

　シルヴィアは烈火のごとく叫ぶと、はるか頭上のインボルクを睨にらんだ。ランスロットも全身の毛を逆立てて、激情をあらわにしている。

「自分自身の先祖に斃たおされるのだ。なかなかの趣向であろう？」

　インボルクは悪びれる様子もなく、悠ゆう然ぜんと構えている。玉座から動く様子もない。自分は巨柱の頂上に留とどまって、あくまでも高みの見物と洒落しやれこむつもりらしい。

　だが、インボルクに怒りをぶつけている余裕は、なさそうだった。

　壮そう絶ぜつな闘気オーラが、烈風のごとく吹きつけてきたのである。

「参ります」

「いざ尋常に、勝負っ！」

　聖せい女じよと騎士王パラデインが宣言すると同時に、決戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。





"Father and Son～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二十五話　神と人との、絶対的な格差









　処女宮ヴアルゴの月、第十六日。午前四時十一分。

　夜明けまで、あと数時間。しかし、今も夜空は血のような深紅に染まり、あたかも魔獣の腹ふつ腔こうのようだ。それでも、魔獣の大群が発生していたゼファロス領海には、ようやく静けさが戻っていた。

　魔ま導どう艇ていデュランダルは周囲を警戒しつつ、ゼファロス領海の上空に留まっている。

　その脇には、デュランダルの番人よろしく、冥竜王モルドレッドの威容があった。頭部にはアーニャを乗せている。

　先刻、デュランダルは魔獣の大群に翻ほん弄ろうされる一方だった。彼ひ我がの戦力差は大きく、とてもデュランダルの兵装では対抗できそうになかったのだ。

　いよいよ万事休すと思われたが、モルドレッドが意を決して竜化ドラグナイズし、奮闘したおかげで、ひとまず魔獣は駆く逐ちくできたのだった。

「ありがとう、モルドレッド。あなたのおかげで、みんなを護まもれたわ」

　モルドレッドの頭上、アーニャは手の甲で額ひたいの汗を拭いつつ、ねぎらいの言葉をかけた。普段は幼児のように無む邪じや気きなモルドレッドが、仲間たちを護るべく戦ってくれた。その事実が、ただただ誇ほこらしい。

「ぐるるるる……」

　もっとも、当のモルドレッドは、アーニャの称賛には反応せず、じっと〈方はこ舟ぶね〉が浮かんでいる方角を見据えている。

　海岸までは相当の距離を隔てているが、こうして肉眼で確認できるあたり、改めて船体の巨大さを痛感せざるを得ない。現代の技術では到とう底てい、あれほどの巨大構造物を完成させるのは不可能だろう。

　現状、〈方舟〉に目立った変化は見られない。浮遊要よう塞さいさながら、じっと滞空しているだけだ。いや、違う……と、アーニャは気づいた。先刻よりは、やや高度を上げているように感じられたのだ。どうやら、微速ながらも上昇しているらしい。

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　次の瞬間、モルドレッドが全身に魔力をみなぎらせた。

「──ちょっと、モルドレッド!?　なにをするつもり!?」

　戸と惑まどうアーニャ。だが、モルドレッドは聞く耳を持たず、

　──どんっ！

　空気の層を蹴けるようにして、猛然と加速していた。

　その九つの瞳ひとみは、ただただ〈方舟〉だけを見据えているように思われた。




「ああっ！　モルドレッドが飛んでいってしまいましたよ」

　操そう舵だ室しつの窓から外の様子を窺うかがっていたリンダは、呆ぼう然ぜんとして、どんどん遠ざかっていくモルドレッドを見送るばかりだった。

「おそらくは、モルドレッドの独断専行でしょう。アーニャがわたくしたちに黙って、モルドレッドをこの魔ま導どう艇ていから離すとは思えませんし」

　リンダとは対照的に、ミラベルは動じていない。ただ冷静に、事実をあるがままに受けとめた様子だった。

「だけど、もし魔獣の大群が再び発生した場合、モルドレッドの戦闘力に頼れないのは厳しいわね。万が一のときは……」

　ミラベルはいったん言葉を切ると、パーシヴァルに注目した。

「……？」

　きょとん、と小首をかしげるパーシヴァル。

「モルドレッドでさえ、土壇場で本気を見せたのよ？　あなたも竜族なら、そろそろ本気を見せてもらえると、助かるのだけれど。そもそも、あなたには一体、どんな役割があるのかしら？」

「パーシヴァルちゃんからは、なんだか独特なオーラが感じられます。きっと、やればデキる子だと確信していますわ」

　今度はコゼットがパーシヴァルの顔を覗のぞきこみ、にっこりと笑みを浮かべた。

「パーシヴァル様のご活躍、わたくしも見てみたいです」

　と、普段は寡黙なユニスまでが、操舵席からこちらを振り返り、期待の眼まな差ざしを送る。

「…………」

　麗しき女性陣から注目を浴びたパーシヴァルは、しかし、明らかに萎縮している。人間だったら、だらだらと脂あぶら汗あせを流している状況かもしれない。

「だ、大丈夫！　たとえ戦えなくても、パーシヴァルはリンダの相パ棒ルなんです！　こうして一緒にいてくれるだけで、リンダは幸せなんですから！」

「……！」

　パーシヴァルはウルウルと瞳ひとみを潤うるませて、リンダの胸に飛びこんでくる。

　リンダも両手を広げ、全力でパーシヴァルを抱ほう擁ようしようとしたのだが──しかし、その手は虚むなしく空を切った。リンダの腕をあっさりと擦り抜けたパーシヴァルは、コゼットの胸元に飛びこんでいたのだ。さも気持ちよさそうに、豊かな乳ち房ぶさの感触を堪能している。

「あらあら。パーシヴァルちゃんったら、甘えん坊さんですわね」

　苦笑を漏もらしつつ、パーシヴァルの頭を撫なでるコゼット。

「ちょっと、パーシヴァル？　リンダの胸では不満だってことですか～っ!?」





　　　　◇






　──轟ごう音おん。そして大気に揺れる、闘気オーラの波動。

　今、当代のエーコと、旧世代のエーコが、真まっ向こうから衝突した。

　いくら〈大神殿〉が広大とはいえ、アヴァロン聖竜皇が二体も飛び回れるほど広いわけではない。

　既にシルヴィアと初代騎士王パラデインダーラムは、広々とした空域を惜しみなく使って、鮮やかな空中戦を繰りひろげている。しかし、同じことを二体の聖竜皇がやろうとしたら、一瞬にして距離が尽き、天井か壁に激突するのが落ちだろう。

　となれば、聖竜皇対聖竜皇の戦闘は、地上での接近戦がメインとなる。

　二体の聖竜皇が対たい峙じして、がっぷりと組み合った様子は、山さん岳がくと山岳の正面衝突を想起させた。

　エーコの肉体が受けとめた衝撃の余波は、アッシュにも痛いほど伝わってきた。聖騎甲アークを装備していなければ、人体など瞬時に吹き飛ばされた挙あげ句く、ただの肉塊と化していただろう。それほどの衝撃だった。

「ぐるぉおおおおおおおおんっ！」

　と、〝旧ふるきエーコ〟が高らかな咆ほう哮こうをあげると、エーコの肩にかぶりついた。装甲で覆おおわれていない部位だった。

「エーコ!?」

　アッシュは、顔から血の気が引く思いで叫んだ。己おのれの半身を引き裂かれるような気分だった。

『このくらい平気よ！　目に見える装甲で覆われていなくたって、聖竜鎧アルマダの効果はちゃんとあるんだから！』

　負けず嫌いなエーコらしく、すかさず念話が飛んでくる。事実、〝旧きエーコ〟がどれほど牙を突きたてようと、エーコの肉からは血の一滴も滲にじんではいない。

　さすがは聖竜鎧アルマダといったところだが、〝旧きエーコ〟も聖竜鎧アルマダらしき装甲をまとっている以上、条件は五分と五分──。

「もしかして、条件は同じなどと思ってはいませんか？」

　と、アッシュの思考を読み取ったのか、ロサ・マリアが涼しい声で訊たずねてきた。

「あなたの相パ棒ルも、どういうわけかアヴァロン聖竜皇とお見受けしましたが、まだ幼よう竜りゆうに毛が生えた程度とお見受けします。対して、わたしのエーコは成体です。人間にたとえるなら、二十歳くらいでしょうか。要するに、経験値が違うのですよ」

「なんだと!?」

　と、アッシュが叫んだ直後、〝旧きエーコ〟がエーコの肩から顎あごを離した。そして、無慈悲なゼロ距離射撃へとシフトする。

　だが、それはエーコも読んでいたらしく、容よう赦しやなくブレスを吐き返した。

　聖竜皇と聖竜皇の狭はざ間まで、ふたつの魔導エネルギーが激突、互いに干渉しあい、そして大爆発を起こす。

　と、噴き上がった炎ほのおの上空を、ランスロットとペンドラゴンの二体が高速で通過していった。

「待てい、小娘っ！　チョコマカと飛び回りおって！」

「小娘ではない！　我が名はシルヴィア・ロートレアモン！　次代の騎士王パラデインである！」

「はあ？　騎士王パラデインはこの儂わしだ！」

「ちっ。その……物分かりの悪さ！　お前を先祖などとは認めんぞ！」

　シルヴィアもダーラムもドッグ・ファイトに没頭していて、地上で起こった爆発に気を取られた様子は皆無だった。

「ぐぉおおおお……！」

　荒れ狂う爆風をもろに浴びて、二体の聖竜皇が互いに後ずさる。聖竜皇の巨きよ軀くですら揺るがすほどの、壮そう絶ぜつな風圧だったのだ。

「──今だ！」

　しかし、アッシュはあえて逆行した。聖騎甲アークの防御力をフルに発揮させつつ、前方に向けて跳ちよう躍やくする。まだ大気を激しくうねらせている余波を貫いて、聖剣エクスカリバーを振りかぶった。数瞬の刻ときが流れ、すぐ眼がん下かに〝旧ふるきエーコ〟の頭部が迫った。

　そこに騎乗したロサ・マリアは、爆風の影響だろうか、まだアッシュの移動には気づいていない。まさしく好機──。

「うおおおおおおっ！」

　白はく刃じん一いつ閃せん。跳躍と斬撃を組み合わせた、渾こん身しんの一撃だった。

　だが、その寸前、ロサ・マリアの視線が頭上のアッシュを射貫く。

　──がきぃいいいいいいんっ！

　アッシュのエクスカリバーを受けとめたのは、旧世代のエクスカリバー。刃と刃が激突すると同時に、蒼あおい火花が散った。

「なかなかの気迫です。わたしも負けてはいられませんね」

　鍔つば迫ぜり合あいを交わしつつ、アッシュとロサ・マリアは〝旧きエーコ〟の頭部から落下した。互いの聖騎甲アークに蓄たくわえられた魔力を開放し、浮力を発動させながら、二合、三合……と刃を合わせる。

『こいつはあたしが抑えるわ！』

　その間に、アッシュの意図を悟ったエーコが動いた。〝旧きエーコ〟に突進し、再び真まっ向こうから組み合ったのだ。アッシュは心の中で、エーコに感謝した。なんといっても、敵の最大戦力は〝旧きエーコ〟だ。まともに対抗できるのは、エーコ以外にあり得ない。

　ならばこそ、〝旧きエーコ〟をエーコに抑えてもらい、その隙にアッシュがロサ・マリアを討つ。それが、わずかな時間で立てた作戦だった。

　床ゆかに着地するまでに、およそ三十合は斬り結んだ。が、アッシュの聖剣はロサ・マリアの身体をかすりもしない。

　対照的に、ロサ・マリアの聖剣は幾度か、アッシュの聖騎甲アークに打ちこまれた。肉体へのダメージこそなかったものの、アッシュは全身が痺しびれるような衝撃を味あわされた。

「…………」

　アッシュは着地と同時に、いったん距離をとった。

　互いに聖剣を構えたまま、睨にらみ合あう。もっとも、ロサ・マリアの表情は穏やかで、「睨まれている」ような気はしなかったが。

　──悔しいけど、認めざるを得ないな……。

　あれだけ剣を合わせれば、嫌でも痛感せざるを得ない。

　明らかに、剣技はロサ・マリアのほうが卓越しているのだ。

　──さて、どうするか……。

　アッシュの頰ほおを、ひとすじの汗が流れていった。




　一方、エーコは目の前の敵に意識を集中させていた。

　──ああもう！　どうして、ご先祖様の偽物なんかと戦わなくちゃいけないのよ！

　己おのれと同格のドラゴンと組み合っている状況に、エーコは苛いら立だちを隠かくせない。だが、下手に焦っても意味はない。今は、目の前の〝旧ふるきエーコ〟を徹底的に封じるのが自分の役目なのだから。

　──大丈夫、あたしは冷静だわ。

　原始的な肉弾戦を続けながらも、エーコの意識は研とぎ澄すまされている。周囲に気を配る余裕さえあった。

　アッシュのほうは、やや離れた位置で、ロサ・マリアと激しい剣けん戟げきを続けている。

　上空では、シルヴィアがダーラムと空中戦を繰りひろげている。

　──アッシュもシルヴィアもランスロットも、自分のやるべきことを全力で為なしているわ。あたしだって、やってやるわよ！　はっ、なにが「ロサ・マリアの相パ棒ル」よ！　しょせんは模造品じゃないの！　たとえ見た目が「聖竜皇」だろうと、容よう赦しやなく踏みつぶしてあげるわ！

　エーコは燃え盛るような気迫とともに、〝旧きエーコ〟の巨体を強引に投げ飛ばした。

「ぐるるぉおおおおおおおおあああああっ！」

　すさまじい遠心力に嬲なぶられて、〝旧きエーコ〟は絶叫とともに遠ざかっていく。

　──今だわ！　あたしの全力全開……お見舞いしてあげる！

　エーコは全身の魔力を喚起すると、天井に翼の先端が触ふれる寸前まで浮遊した。血液が循環するかのように、莫ばく大だいな魔力が全身に充みち満みちていく。

　ここは〈方はこ舟ぶね〉の内部。流れ弾が〈方舟〉を傷つける危険性は認識していたし、だからこそ、〝旧きエーコ〟も近接戦闘に徹しているのだろう。だが、要は全弾を敵に命中させればすむ話なのだと、エーコはシンプルに考えたのだった。

　──行くわよ！　聖竜皇家の息吹・星閃セイクリツド・ブレイズ・メテオライト

　聖地アルバレスでの修行を経て獲得した、自己最高の魔導攻撃。生成した光線型魔導式誘導弾の数は、優に百を超える。夜空に降り注ぐ星閃メテオライトのごとく、誘導弾は流りゆう麗れいたる軌道を描きながら、〝旧ふるきエーコ〟にぐんぐんと迫っていった。

　だが、〝旧きエーコ〟は体勢を立て直すや、こちらも魔力を喚起させた。一瞬、エーコはぞくりとした。どうしてなのかは、わからない。ただ、本能的に危機を覚えたのだ。

　そんなエーコの予感を裏付けるかのように、〝旧きエーコ〟が魔導攻撃を発動させた。

　あろうことか、エーコの聖竜皇家の息吹・星閃セイクリツド・ブレイズ・メテオライトと瓜うり二ふたつの攻撃だった。

　否いな、〝旧きエーコ〟が生成した光弾は、エーコが射出した全弾を相殺したのみならず、なおも宙に留まっていたエーコにまで、猛然と襲いかかってきたのだ。要は、〝旧きエーコ〟のほうが、圧倒的多数の光弾を撃ちだしたのだった。

　──そんなっ

　エーコは瞠どう目もくしつつも、なんとか聖竜皇家の楯・絶対障壁セイクリツド・シールド・アイギス＝フイールを展開することで、大量の誘導弾を防いだ。エーコにとっては、最高強度を誇ほこる魔導障しよう壁へきだ。

　──くうっ!?　なんて威力なの……！

　魔導障壁に次々と突き刺さる光弾。一発一発が重く、その衝撃はエーコの肉体にまで伝導してきた。

　自己最高の防御手段を使ったのは、あくまでも咄とつ嗟さの判断だったが、結果的に正しかった。すべての誘導弾を受けとめた絶対障壁は、明らかに摩耗して、貫通される寸前まで追いこまれたのだ。標準的な魔法障壁を使っていたら、確実に貫通されていたはずだ。

　──あいつも聖竜皇家の息吹・星閃セイクリツド・ブレイズ・メテオライトを使えるなんて……。しかも、あたしの技より洗練されていたし、破壊力だって上だったわ……。

　エーコは戦せん慄りつした。エーコ自身が、あれほど上う手まく星閃メテオライトを使いこなせるようになろうと思ったら、幾年の修行を必要とすることか。

　プライドをズタズタにされながら、エーコは着地した。

　既に絶対障壁アイギス＝フイールは霧む散さんしている。

　その瞬間、〝旧きエーコ〟の肉体に、異様な変化が生じた。筋骨隆々だった体たい軀くが引き締まっていき、見るからに軽そうな細身となったのだ。そして、左右の前まえ肢あしから、魔導エネルギーで構築されたブレードが噴出する。

　その立ち姿ときたら、まさしく二刀流の剣士。

　──なっ、なんなの!?　あんな技、あたしは知らない……！

　エーコが愕がく然ぜんとした直後、〝旧きエーコ〟が地を蹴けった。まるで瞬間移動のように映った。瞬時にして距離を詰められるや、右、左、右……次々と斬撃を浴びせられる。

　──きゃあああああああああっ

　エーコは思わず、心の中で悲鳴をあげていた。聖竜鎧アルマダがなければ、とっくに四肢を斬り落とされていただろう。〝旧きエーコ〟が構築した魔導ブレードの威力はすさまじく、一撃一撃が異様に重い。いくら聖竜鎧アルマダといえども、このまま受け続ければ、魔力切れを起こして消滅する……！

　なんとか安全を確保すべく、エーコは後退を続ける。が、〝旧きエーコ〟の挙動は変幻自在。剣士のような攻撃を繰りだす一方で、身のこなしは軽業師のように速いのだ。

　──くっ！　攻撃の種類に合わせて、体型すら変化させるなんて……！

　刹せつ那な、〝旧ふるきエーコ〟の魔導ブレードが瞬間的に伸長し、エーコの後肢を串刺しにした。激痛が走る。聖竜鎧アルマダの効力が薄い部分を、強引に刺し貫かれたのだ。

　大きくバランスを崩くずしたエーコは、呆あつ気けなく横倒しにされてしまった。まさしく大山鳴動、脊椎に響くほどの衝撃に貫かれ、エーコは一瞬、呼吸を詰まらせてしまう。

　──なっ、なんてこと……こ、このあたしが……アヴァロン聖竜皇が……こんな無様に倒されてしまうなんて……。

　ひどい屈辱を覚えたが、悔しがっている場合ではない。〝旧きエーコ〟は左右の魔導ブレードを消去すると、無理やりエーコに覆おおい被かぶさってきたのだ。

　──なっ……なにをするつもり!?

「るぁああああああああああああんっ！」

　不気味な咆ほう吼こうとともに、〝旧きエーコ〟が上顎あごと下顎を限界まで広げた。顎の輪郭に沿って、びっしりと並んだ牙と、てらてらと濡ぬれ光る舌、そして赤黒い咽喉部までが覗のぞく。

　──うっ、噓うそでしょ……!?

　エーコは咄とつ嗟さに前まえ肢あしを突きだして、自分の身体をかばう。が、〝旧きエーコ〟の膂りよ力りよくはすさまじく、容よう赦しやなく組み伏せられた。

　──がきぃっ！

　次の刹那、胸部装甲に牙を突きたてられた。と見る間に、身体の一部を無理やり引き裂かれたような、壮そう絶ぜつな痛みを覚えた。

　聖竜鎧アルマダが破砕された挙あげ句く、身体から引き剝はがされたのだ。

　いや、単に剝がされただけではない。

　──喰くっていた。

　そう、〝旧きエーコ〟は、エーコから奪った胸部装甲を、文字通り咀そ嚼しやくしているのだ。

　バリバリと音をたてて、砕かれていく装甲。逞たくましい顎からこぼれ落ちた部分が、細かな破片となって、エーコの身体に降り注ぐ。そして魔力の結晶体と化し、霧む散さんした。

　胸部装甲をぺろりとたいらげるや、〝旧きエーコ〟はじろりとエーコを睥へい睨げいした。明らかに、次はどの装甲を喰らうかを迷っている眼まな差ざしだった。

　──いやあああああああっ！

　エーコに対する蹂じゆう躙りんは、始まったばかりだった。




「ふははははっ！　小娘よ！　逃げまどうだけでは、どうにもならんぞ！」

　不ふ愉ゆ快かいな大だい音おん声じようが、背後から迫りくる。

「あのガサツな性格……あんなのが本当に、我が先祖の再現だというのか!?」

　アッシュとロサ・マリア、エーコと〝旧きエーコ〟が熾し烈れつな戦いを繰りひろげている一方で、シルヴィアとランスロットも奮闘していた。

　ランスロットとペンドラゴンの体格だと、〈大神殿〉の空間を存分に活用することができる。一歩間違えれば天井や壁に衝突する危険性はあるものの、そんなヘマを犯すランスロットではない。聖竜マエストロペンドラゴンもまた、鮮やかな飛行を披露しているのは、さすがといえた。

「ランスロット！　目に見える姿に惑まどわされることはない。しょせんは、擬ぎ似じ的に再構築された存在にすぎんのだからな！　容よう赦しやなく撃ち墜おとすぞ！」

　シルヴィアの言葉に雄お叫たけびで応じると、ランスロットは華麗な宙返りを見せた。すさまじいＧに耐えつつ、シルヴィアは聖騎銃アロンダイトを構える。直後、前方にダーラムとペンドラゴンの後ろ姿が現れた。

　──よし、背後を取った！

　シルヴィアは勇躍し、トリガーを引いた。アロンダイトの銃口から、魔導砲に匹敵するエネルギーが噴出し、ダーラムの背中に直撃する──と見る間に、ダーラムとペンドラゴンの姿が忽こつ然ぜんと消失した。

「幻像か──!?」

「かかったな、小娘よ！」

　その直後、シルヴィアの後方から、あの野太い声が響いた。背後をとったつもりが、幻像に惑わされた挙あげ句く、逆に自分たちが背後を取られていたのだ。

　ペンドラゴンが吼ほえると同時に、大出力のドラゴン・ブレスが炸さく裂れつする。極太の魔導光線が、シルヴィアとランスロットに襲いかかった。

　ランスロットが咄とつ嗟さに魔導障しよう壁へきを展開させた直後、激烈な衝撃がシルヴィアの全身を駆かけ抜けた。攻撃魔法と防御魔法が目の前で衝突した結果、その余波に煽あおられたのだ。

　しかも、ペンドラゴンのブレス攻撃は凄絶を極め、ランスロットの体たい軀くを魔導障壁ごと後退させていく。

「まだまだ、この程度ではすまんぞ！」

　ダーラムが叫んだ直後、ペンドラゴンの攻撃力が一気に増幅した。

　これにはたまらず、ランスロットは魔導障壁を支えるだけで精一杯、じりじりと降下していった。

　シルヴィアの背後に、金属質の床ゆか面めんがぐんぐんと迫り来る──。




「エーコ!?」

　ロサ・マリアとの鍔つば迫ぜり合あいのさなか、アッシュは思わず、窮きゆう地ちに陥ったエーコに意識を向けていた。聖騎甲アークを装着した際、全身に波及した〈星刻〉が灼しやく熱ねつしたせいで、嫌な予感を覚えたのだ。

　横目でエーコのほうを窺うかがった直後、顔から血の気が引いた。

　あろうことか、エーコは〝旧ふるきエーコ〟に押し倒されていたのだ。聖竜鎧アルマダを一枚ずつ剝はぎ取とられては、バリバリと音をたてながら喰くわれている。エーコが苦く悶もんの呻うめきを漏もらすたび、アッシュの〈星刻〉が警告信号のごとく、痛みを発した。

　続けざま、今度はランスロットがきりもみ飛行しながら、床ゆかに叩たたきつけられた。

「姫様！　ランスロット！」

　ランスロットが防御魔法を駆使し、なんとか衝撃を吸収しようと試みたが、すべてのショックを相殺するのは無理だったようだ。シルヴィアの忠実なる相パ棒ルは、身体を起こしつつも、四肢をブルブルと痙けい攣れんさせている。

　その頭上で、シルヴィアは片膝ひざをついていた。身体は聖騎甲アークのおかげで無事のようだが、むしろ精神的なショックを受けているように見えた。

　エーコもシルヴィアも窮きゆう地ちに陥っている。

　自分がフォローに入って、形勢を逆転せねば──と思った矢先、

「殺し合いのさなかによそ見とは、余裕ですね？」

　絶対零度を思わせるささやき声が、アッシュの胸に忍びこんできた。

「──!?」

　視界いっぱいに、聖せい女じよロサ・マリアの顔が広がっている。

　とてつもない至近距離。

「くっ！」

　アッシュは慌てて、エクスカリバーを横殴りに振るった。が、ロサ・マリアは軽々と跳ちよう躍やくして、安全な距離を確保する。そして、ニコッと無む邪じや気きな笑みをこぼした。

「フフッ。諦めなさい。次は、そなたの番ですよ」

　刹せつ那な、ロサ・マリアの全身から、肌を刺すような闘気オーラが立ち上り、大爆発を起こした。自らの闘気オーラを爆発させるなど、聞いたこともない。虚を衝つかれたアッシュは、後方へと吹き飛ばされた。

「ぐっ……!?」

　なんとか両足を踏ん張って、背中から倒れることは避さけたが、そのときにはもう、聖女の姿は消失している。

　直後、アッシュは背中に激しい衝撃を覚え、今度は前方へと吹き飛ばされた。

「くそっ！　このままじゃ……！」

　いつしか防戦一方の展開となっている。ロサ・マリアの剣は神速を極め、もはや剣で受けとめることもできなくなっていた。

　戦闘初期のロサ・マリアは、明らかに手を抜いていたのだ……と、アッシュは気づいた。

　──なにか、なにか手はないのか!?　考えろ、考えるんだ……！

　滅めつ多た打ちにされながらも、アッシュは思考を巡めぐらせようとする。

「悪巧みの算段ですか？　そんな余裕があるとは思えませんけど」

　微笑とともに、ロサ・マリアの斬撃が眼前に迫る。聖剣の刀身が、何倍にも膨ふくれ上がったように見えた。

　いや、錯覚ではない。

　文字通り、刀身が巨大化されたのだ。アッシュの知らない機能だった。聖剣を使いこなせれば、あんなことまで可能だというのか──。

「くっ！」

　かろうじて刀身で受けたものの、まるで地竜アーシアの突進を受けとめたかのような衝撃が、アッシュの全身を貫いた。呆あつ気けなく、身体が宙を舞う。あたかも、自分が綿の詰まった人形になったような気がした。

　──どんっ！

　数秒後、賢竜王の玉座を戴いただく六角柱の半ばに、アッシュは背中から激しく叩たたきつけられていた。

「ぐはっ！」

　背骨が折れたのではないか……そんな恐怖を覚えたほどの衝撃だった。

　麻ま痺ひした身体が、ずるずると滑すべり落ちていく。爪先が地面に到達した。そのまま尻しり餅もちをついてしまいそうになったが、アッシュはなんとか堪えた。

「まだだ……まだ俺は戦えるぞ……」

　気を奮ふるい立たせるが、周囲には光の粒子が満みちている。幻覚か？　いや、違う。ずっとアッシュの命を護まもってくれていた聖騎甲アークが、徐々に消えかけているのだ。タンクに穴が空けば、燃料は自然と零こぼれ落おちる。それと同じように、アッシュの聖騎甲アークからも魔力が流出しているのだった。

「がはっ……」

　嫌な咳せきとともに血が吐き出された。口の中に、鉄分の味が広がっていく。

　今やアッシュは、巨柱の外壁に背中を預けたまま、両足を踏ん張っているだけだった。このままでは、エクスカリバーが消失するのも時間の問題だ。相パ棒ルと離れた挙あげ句く、聖騎甲アークと固有兵装を失った竜騎士ドラグナーなど、ただの人でしかない……。

　と、ロサ・マリアが一瞬にして距離を詰め、アッシュの前方にひらりと着地した。

「恥じることはありませんよ。人類を救うべく、そなたは〈方はこ舟ぶね〉までやって来たのです。なかなかできることではありません。あなたは立派な英雄です。そう、人類最後の英雄といったところですね」

「模造品のくせに、知った風な口を……！」

「もちろん、あなたとお仲間たちの記録も、〈方舟〉のシステムは記録しています。ここで死んだとしても、記録は残ります。決して無駄ではないのですよ？」

「ふざけるな……お前たちの勝手な理屈で滅ほろぼされて……たまるかよ…………」

　反論しようとしても、上う手まく舌が回らない。いよいよ気が遠くなりつつあった。これまで対たい峙じしてきた敵とは、格が違う。いや、次元が違う……。

　アッシュは今なお、賢竜王インボルクを神だとは認めていない。

　だが、この〈方舟〉をはじめとする、圧倒的な科学技術の数々は、まさしく人類が〝神の領域〟に踏みこんだ結果のように思えた。

　──ここまで……なのか？

　絶望的な思いが、胸にぽっかりと空いた風穴から忍びこんでくる。

　そのときだった。

『──諦めるのは早いわよ、アッシュ』

　ナヴィーの念話だった。だが、どうしてだろう？　いつもの艶つやっぽさは感じられず、むしろ聖母のように優しげな口調に聞こえたのだ。この状況で、どうしてそんなにも優しい声が出せるのだろう……。

「ナヴィー？」

『事象再構築エンジン……実在した人物やドラゴンの情報を数値化して、擬ぎ似じ的に再構築する装置。もちろん、構築されるのは模造品にすぎないけれど、戦闘力という一点に限れば、本物に匹敵するわ。どう足あ搔がいたところで、あなたも、エーコも、そしてシルヴィアとランスロットも……敗北は必至よ』

「だけど……俺たちがやらなければ、人類は滅亡するんだ……」

『そうね。わたしだって、あなたたちを護まもりたい。だから──決めたわ』

「えっ？」

『この戦いの要かなめは、もちろんエーコよ。だけど、そのエーコが〝旧ふるきエーコ〟に圧倒されている以上、あなたたちに勝ち目はない。逆にいえば、エーコの力を底上げすることができれば、勝機を見いだせるかもしれない』

「底上げ？　そんなことが、できる……のか？」

『正直なところ、今のエーコには早すぎるわね。だけど、アヴァロン聖竜皇であれば、いつかは経験しなければならない通過儀礼だから……やるなら、今をおいて他にないわ』

「それは一体……？」

『大丈夫よ、アッシュ。わたしに任せて。それと──ありがとう。あなたたちと過ごした時間、とても楽しかったわ』

　その言葉を最後に、ナヴィーの念話は届かなくなった。

　いざというとき、いつも救いの手を差しのべてくれたナヴィー。

　今回も、ナヴィーには秘策があるという。

　だが、どうしてだろう？　なぜか釈然としない。

　どうして最後に、わざわざ感謝の言葉を告げたのか──。

「なにを独ひとりでつぶやいているのです？　絶望のあまり、気が触ふれましたか？」

　妙な胸騒さわぎを覚えたアッシュの前方では、ロサ・マリアが悠ゆう然ぜんとした佇たたずまいで、微笑を浮かべている。

「それでは、あなたから滅ほろんでもらいましょうか」

　虫一匹殺せぬような顔をして、ロサ・マリアは平然と宣告した。




　ほぼすべての装甲を剝はぎ取とられたエーコは、なおも蹂じゆう躙りんされていた。

　今や身に着けているのは、首もとを飾るパーツのみ。

　マザー・ドラゴンから贈られた、〈アヴァロンの腕輪〉の別形態である。他の装甲ならば、魔力さえあれば再構築は可能だ。

　しかし、この装飾品だけは一点物。喰くわれるわけにはいかない……。

　その刹せつ那な、〝旧ふるきエーコ〟が大口を開き、エーコのうなじにかぶりつこうとした。首もとの装甲パーツもろとも、エーコの首を食い千ち切ぎるつもりなのだ──！

　──いっ、嫌あっ！

　エーコは余力を振り絞り、マザー・ドラゴンの形見だけは奪われまいと、前まえ肢あしを突きだした。〝旧きエーコ〟は容よう赦しやなく、エーコの前肢にかぶりついた。

　──あぐっ！

　嚙かみ付かれた部位を起点にして、凄絶な痛みが駆かけ抜けた。びっしりと並んだ牙が、皮膚を貫き、肉にずぶりと食いこんでいる。鮮血が滴したたり落ちて、白銀の毛並みを染めていく。このままでは、前肢を食い千切られてしまう。

　──あたし……もう、おしまい……なの……？

『──大丈夫よ、エーコ。ここまで、よく頑張ったわ』

　と、脳のう裏りにナヴィーの声が響いた。どうしてだろう？　その声こわ音ねは、まるで物語に登場する母親のように、柔にゆう和わなものを感じさせた。

　普段のナヴィーとは、明らかに違う。

『ナヴィー!?　なにをするつもりなの？』

　本来ならば、喜んでナヴィーの秘策にすがる事態だ。が、今のエーコは、なぜだか不吉な予感を覚えていた。

『以前にもいったでしょう？　あなたは、竜種の記憶ドラグワースであるわたしと融合することで、真の力を得る。いわば〝完全体〟となるのよ』

『それって、つまり……あんたは消えるってことじゃ──』

『構わないわ。それがわたしの運命だし、悲しいとも思わない』

『噓うそよ！　アッシュたちと出会ったあんたは、とても楽しそうだったじゃないの。消えるってことは、アッシュたちと別れることを意味するのよ!?』

『……そうね。悲しくないといえば、噓になるわ。でもね、厳密には違うの。わたしはただ消えるわけじゃない。情報体となって、あなたの一部となるのよ。あなたの中で、わたしはちゃんと生き続けるわ』

『だけど！』

『それに、遠い将来……次代の聖竜皇が誕生したら、またわたしは復活できるわ。わたしは決して、死ぬわけではないの』

『でも──』

『迷っては駄目よ、エーコ。アッシュたちを助けたいのでしょう？』

『だけど、あたし……一度は決めたのよ。あんたと融合はしないって。そりゃ、あんたはあたしに対しては憎まれ口ばかり叩たたくし、アッシュにはちょっかいを出そうとするし……正直、気に食わない部分もたくさんあるけど。でもね！　なんだかんだいって、あたし、あんたのことが好きなのよ！』

『ふふっ。わたしも、そうよ。歴代のアヴァロン聖竜皇を見てきたけれど、あなたと一緒に過ごした時間が、いちばん刺激的で、いちばん楽しかったわ』

『だったら、もっと他の方法を──』

『ありがとう、エーコ。だけど、このままじゃ真っ先にあなたが食い殺されて、聖竜皇家の血筋は絶えてしまう』

　エーコは涙を滂ぼう沱だと流していた。ドラゴンの姿でも、涙は流れるのだ。もう、ナヴィーの決意を止めることはできない……その事実が、エーコにはわかってしまった。

『さあ、全力で〝竜種の記憶わたし〟を受けとめて──』

　ナヴィーが優しく告げた直後、視界が真っ白に染まった。

　──光の洪水。天てん地ち開かい闢びやくの刻とき。金こん色じきに輝かがやく平原。大地に突き立つ〈方はこ舟ぶね〉。あふれんばかりの生命の息吹。人がいる。竜がいる。エルフもいる。ただただ、未来への希望に満みち溢あふれた景色……。

　わずか一刹せつ那なの間に、エーコは竜種の記憶ドラグワースを受うけ容いれた。あたかも、〝星史〟そのものと融合したかのような感覚がした。無論、歴史だけではない。竜族が蓄積してきた叡えい智ちがすべて、波は濤とうのごとく流れこんできたのである。












　当然、脳には壮そう絶ぜつな負荷が生じていた。

　一歩間違えたら、廃人ならぬ廃竜になっていてもおかしくはない。

　そもそも幼よう竜りゆうの時点で竜種の記憶ドラグワースと融合するなど、無謀の極みなのだ。こうして実際に融合し、膨ぼう大だいな知識の奔流を吸収しながらも、エーコは恐怖を禁じ得ない。

　だが、皆で生き残るためには、エーコ自身が〝完全体〟に至いたるしかないのだ。たとえ脳機能を破壊される危険を冒してでも、今起たたずして、いつ起つというのか。

　──この程度の苦しみに……負けてらんないわよ!!




「……エーコ!?」

　そのとき、アッシュは見た。

　エーコの身体を中心にして、広大なる〈大神殿〉を満みたすほどの光こう輝きが炸さく裂れつしたのである。まぶしさのあまり、もはや目ま蓋ぶたを開けてもいられない。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ……！」

　そして今、新たなる始まりを告げるかのように、勇壮なる雄お叫たけびがほとばしる──。





"Final Armageddon I ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二十六話　絆









　突如、劇的な変貌を遂とげたエーコ。

　その大いなる姿は、アッシュを追い詰めていたロサ・マリアを振り向かせるほど、神秘に満ちていた。

　三本の角つのはより長く、より鋭く、誇ほこらしげに屹きつ立りつしている。

　ピンク・シルバーのたてがみは放射状に広がり、四肢の筋肉は肥大化し、成獣さながらの佇たたずまいを感じさせた。

　完かん膚ぷなきまでに砕かれた聖竜鎧アルマダも復活し、全身を煌きらめかせている。否いな、それは復活ではなく、新生といえた。成長した肉体に合わせて、各装甲の造形が進化しているのだ。

　エーコの威容は、今や〝旧ふるきエーコ〟に勝るとも劣らない。

「ぐるるる……」

　先ほどまでエーコを圧倒していた〝旧きエーコ〟が、警戒心をあらわにして、距離を置いた。本能的に、今までのエーコとは違うと察知したのだろう。

「まだ幼竜の段階で、竜種の記憶ドラグワースと融合を果はたしたというのか……？」

　アッシュのはるか頭上、高みの見物を続けていた賢竜王インボルクが、予想外といった声を漏もらした。

　──竜種の記憶ドラグワースと融合？　それじゃあ、ナヴィーは……！

　その瞬間、アッシュは胸の奥おくにぽっかりと穴が空いたような気がした。寂せき寥りよう。そして喪失感。

　目の前でなにが起こったのか、アッシュはようやく理解したのだ。

　と同時に、ナヴィーの声こわ音ねが、あんなにも優しかった理由を悟った。

「ナヴィー！　俺たちを護まもるために……！」

　余力などほとんど残っていなかったが、アッシュは拳こぶしを握にぎりしめた。

　自分の無力さが恨めしい。

　──俺がもっと強ければ……。

『自分を責めないで、アッシュ』

　その瞬間、暖かな念話が届いた。エーコの声のはずなのに、どこか大人びた雰ふん囲い気きを感じさせる。まるで、すべてを悟りきったかのような──。

「エーコ……？」

　アッシュが反応した直後、全身が光に包まれた。一瞬後には、アッシュはエーコの頭上に導みちびかれていた。エスパーダ聖庁での決戦時と同じく、エーコに召喚されたのだ。

「この感覚は……！」

　次の瞬間、アッシュは瞠どう目もくした。ただエーコに騎乗しているだけで、全身に負った傷が癒いやされていくのだ。治癒魔法と同じ効果が発現していた。傷ついた聖騎甲アークも、刃こぼれした聖剣エクスカリバーも、見る見るうちに修復されていく。

「本当に、〝完全体〟に至いたったんだな」

『うん。だけど、もう悲しまないで。ナヴィーはちゃんと、あたしの中で生きているわ』

「ああ。今、こうしてエーコの念話を聞きながら、確かにナヴィーを感じている。なんとなくだけど、わかるんだ……」

　アッシュの頰ほおを、涙がこぼれ落ちた。

「ありがとう、ナヴィー」

　アッシュは祈るように、捧ささげるように、感謝の言葉を告げた。もう自分を責めたりはしない。そんなことは、きっとナヴィーも求めてはいないはずだから。

「力が……どんどん湧わいてくる！」

　と、やや離れた位置から、シルヴィアの叫びが聞こえてきた。聖騎甲アークの輝かがやきが増している。ランスロットも意気揚々とした雄お叫たけびをあげて、歓よろこびを表現している。

　完全体となったエーコの魔力が、シルヴィアたちにまで供給されているのだ。そんなことまで可能なのか……と、アッシュは舌を巻いた。

「なかなか楽しませてくれますね」

　と、エーコの変貌ぶりを前にして、動きを止めていたロサ・マリアが、にこりと微笑をこぼした。すかさず〝旧ふるきエーコ〟に騎乗して、再び臨戦態勢に入る。

「はーはっは！　そう来なくてはな！　行くぞ、小娘よ！」

　騎士王パラデインダーラムも豪ごう快かいに笑うと、ペンドラゴンをランスロットに対たい峙じさせる。

「仕切り直しと行くか」

　アッシュも聖剣を構えたが、エーコは予想外の反応を示した。

『ううん。その必要はないわ。バカ正直に戦わなくても、元を断てば済むことだもの』

　次の瞬間、賢竜王を戴いただく六角柱のたもとで、大爆発が生じた。

「むっ……？」

　インボルクが眉まゆ根ねを寄せた。根元を爆ばく砕さいされた六角柱が、ゆっくりと倒れていく。柱状とはいえ、その大きさは五階建ての塔型建築物に匹敵する。圧巻の光景だった。

　無論、その頂上で悠ゆう然ぜんと構えていたインボルクも、ただではすまない。六角柱が完全に倒れる寸前、玉座から飛び降りて、床ゆかに着地していた。

　どうやら、エーコは誰にも気づかれぬうちに魔弾を生成し、あの六角柱に向けて発射していたのだ。無論、普通に撃ったわけではない。アッシュだけでなく、インボルクでさえ、魔導弾の軌道を視認できなかったのだから。

　見えざる軌道は、床下を通っていたのだろう。そして、六角柱を根元から破壊したのだ。

「やるじゃないか、エーコ！　あんな風に賢竜王を狙ねらい撃つなんて！」

『違うわ、アッシュ。あたしが狙ったのは、インボルクじゃない。あの六角柱の地下部分──事象再構築エンジンの格納庫よ。ナヴィーはあたしと融合する直前まで、その位置を探索していたの』

「そうだったのか……！」

　改めて、ナヴィーへの感謝の気持ちが湧わき起こる。

　事実、六角柱が突き立っていた部分の床は、ごっそりと抉えぐられて、クレーターと化していた。その中心部には、機械部品の残骸が散乱している。

　──バチッ！

　そのとき、電撃が弾はじけるような異音がした。

　聖せい女じよロサ・マリアと〝旧ふるきエーコ〟、騎士王パラデインダーラムとペンドラゴンに、異変が生じたのだ。二人とも、その輪郭線が曖昧となり、徐々にぼやけていく。あたかも、壊れかけた映写機の映像を見ているかのようだった。

　やがて──あれほどの猛威を振るった難敵たちは、跡形もなく霧む散さんしたのである。

　それでも、賢竜王の表情に変化は見られない。むしろ、目の前で起こった事実を、淡々と分析しているような表情だった。

「……ふむ。戦闘中に能力を底上げするとは、評価せざるを得ない。つくづく惜しいものだ。余は決して、竜族まで滅ほろぼすつもりはないのだからな」

「賢竜王よ！　人を滅ぼせば、竜族だって無事にはすまぬ！　現代の竜族は、人間と契約を結ぶことで生いき存ながらえているのだからな！」

　シルヴィアが痛烈な口調で指摘する。しかし、インボルクは動じなかった。

「この〈方はこ舟ぶね〉に蓄積された叡えい智ちを元に、新技術を開発すればすむことだ。遠からず、人類に頼らずとも星精アストラルを摂取できるシステムを構築できるだろう。そもそもマザー・ドラゴンが滅ほろびたことで、純血の竜族は遠からず絶滅する運命ではないか」

　インボルクの鋭い指摘は、事実だった。さすがは賢竜王というべきか、最新の世界状勢まで把は握あくしているようだ。

「なんなら、竜族に旧式の生殖機能を付与してやってもいい。この〈方はこ舟ぶね〉になら、その種の医療技術も記録されている」

　アッシュはゾッとした。〈方舟〉に秘められた技術力の凄すさまじさに加え、そのような技術に平然と言及できるインボルクに対しても、生理的な嫌悪を覚えたのだ。

「どうだろう、聖竜皇エーコ？　ここはひとつ、『賢竜会議』を開いてみてはどうだ？　改めて竜族の総意を確認するのだ。その昔、竜族は『賢竜会議』によって、人類に依存することを決したと記録されている」

「…………」

「さあ、改めて『賢竜会議』を開くがいい。このまま人類と心中するのか、余に従い種を保存するか──話し合いの後、投票によって決するのだ」

『冗談じゃないわ！』

　その瞬間、エーコの念話が炸さく裂れつした。アッシュもシルヴィアも、そしてランスロットまでもが、ビクッと身体を震ふるわせたほどの迫力だった。

『あたしが聖竜皇なんだから、そういう大事なことは、あたしが自分で決める！』

「つまり、絶対君主制というわけか」

『あんたは自分の目で騎竜学院を見ていないから、わからないのね。あの学院は、とっても居心地のいい場所だわ！』

「だから、どうだというのだ？」

『学院生とドラゴンたちの関係を見ていれば、竜族の総意は明らかだってことよ！　それに将来、ドラゴンの血は人の中で生き続けるわ──ハーフ・ドラゴンとしてね！』

「エーコ……！」

「よくぞいってくれた、エーコ！」

　アッシュもシルヴィアも賛嘆し、感涙を浮かべた。ランスロットも賛意を高らかな雄お叫たけびをあげることで、賛意を示してくれた。

「仕方あるまい。余としては、竜族に最後のチャンスをやったつもりだったのだが。すべての竜族よ──愚かな君主を戴いただいたことを、悔やむがいい」

　インボルクは冷淡に告げると、星剣を構えた。

　見た目こそ少女ながら、暴竜に匹敵する闘気オーラが立ち上り、じわじわと大気を紅あかく染めていく。信じがたい威圧感だった。

　エーコもランスロットも全身の毛を逆立てて、警戒感をあらわにしている。

「完全体に至いたったとはいえ、エーコの戦闘力が歴代のアヴァロン聖竜皇を超えたとは思えぬ。この〈方舟〉には、歴代聖竜皇の総合戦闘力が、すべて数値化して記録されている」

「だからどうだというんだ？　勝負ってのは、やってみなけりゃわからない！」

「ふん。無知とは哀れなものだな。実際に戦わずとも、シミュレーションなら可能だ。汝なんじらには想像もつかぬ演算処理を実行したところ、どの聖竜皇にも余は斃たおせぬという結果が出た。ようやく幼よう竜りゆうを卒業したばかりのエーコに、余を斃たおせる道理はない──」

『はっ！　敵がほざく道理ってのは、力ずくで通すためにあるのよ！』

　インボルクの言葉を遮さえぎって、エーコが地響きとともに一歩を踏みだす。

「エーコ！　相手はラクエルの身体を借りている……慎重に頼む！」

『わかっているわ！』

　エーコは身を乗りだすと、右の前まえ肢あしを振りおろした。打撃ではない。人が羽虫をつまむように、インボルクを捕まえようとしたのだった。

「遅いな──」

　と、インボルクは片手で星剣ティル・ナ・ノーグを構えると、無む造ぞう作さに突きだした。

「なっ……!?」

　信じがたい光景が現出した。星剣の切っ先が、エーコの前肢に触ふれている。そのまま、両者は硬直して、微動だにしない。

　まるで冗談のような構図だったが、アッシュは戦せん慄りつを覚えた。エーコとインボルクの膂りよ力りよくが、拮きつ抗こうしているのだ。

　事実、エーコはぷるぷると身体を震ふるわせている。

　エーコが渾こん身しんの力で押しているのに、インボルクはぴくりとも動かない。

　むしろ、エーコのほうがじりじりと後退を始めている……。

『なっ、なんて馬鹿力なの!?』

　念話からも、エーコの苦く悶もんが伝わってくる。

「驚くのはまだ早い。ここからが本番だ──」

　転瞬、インボルクが忽こつ然ぜんと消きえ失うせた。前肢に全力をこめていたエーコは、つっかえ棒を外された格好となり、大きくバランスを崩くずしてしまう。

　そして、インボルクの猛攻が始まった。

　瞬間移動を繰り返しては、エーコの身体に重たい一撃をお見舞いする。アッシュとエーコが目で追おうとしても、インボルクの挙動は速すぎて、とても捉えることができない。目に見えるのは、星剣が聖竜鎧アルマダを打ったときに生じる火花だけだ。

「くっ！　あれでは狙撃しようにも──」

　一方、シルヴィアも苦渋の声を漏もらしている。やや距離を空け、聖騎銃の照準を定めようとしているが、あれほどの神速で動かれては、当てるのは不可能。

　そもそも、外せばエーコに当たりかねないのだ。無論、エーコは聖竜鎧アルマダに保護されているので、聖騎銃の一撃を食らったところで大事はないだろうが、誤射で仲間を傷つけるなど、シルヴィアのプライドが許さない。

「──!?」

　刹せつ那な、アッシュの頭上にインボルクが顕けん現げんした。本能的にエクスカリバーを掲げる。鉄てつ槌ついのごとく振りおろされた星剣が、アッシュの剣を打ち、ずがんっ！　と衝撃を発した。一瞬、両手が千ち切ぎれたのではないかと錯覚したが、かろうじて踏ん張った。

　続けざま、第二撃が放たれる。

　今度は刺し突とつだった。見る見るうちに星剣の切っ先が迫り、胸甲の中央を殴打する。

「かはっ……！」

　真まっ向こうから颶ぐ風ふうを浴びたかのように、アッシュは突き飛ばされていた。あっという間にエーコの頭部から引き離され、弾丸のごとく宙を駆かける。

　戦域から容よう赦しやなく弾はじき飛ばされつつ、しかしアッシュは決意を固めていた。

「エーコ！　聖騎甲アークの出力を極限まで高めてほしい！　できるか!?」

『できなくはないけど……一体、なにをするつもり!?』

　賢竜王の斬撃に翻ほん弄ろうされながらも、エーコは念話を飛ばしてくれた。

「賢竜王は、俺がこの手で叩たたく！　エーコとインボルクとでは、相性が悪すぎるんだ」

『でも、身体への負担がとんでもないことになるわよ？　あんたが初めてあたしの聖騎甲アークを纏まとったときのこと、覚えてるでしょ？　あのときよりも、何十倍もの負荷が──』

「大丈夫だ、俺は騎竜学院の生徒だからな。最初の三年間こそ劣等生だったけど、鍛たん錬れんに明け暮れた日々は、絶対に俺を裏切らない！」

『……わかったわ。あたし、アッシュを信じる！　いったん竜化ドラグナイズを解除して、浮いた分の魔力を聖騎甲アークに転送するわね！』

　決意の念話と同時に、エーコの全身が発光する。巨竜の輪郭線がぼやけたかと思うと、数秒後には少女の姿に戻っていた。聖竜鎧アルマダも変化して、身体に合わせた形状と化している。

　その直後、インボルクが隕いん石せきのごとく着地した。

「……今さらなにをするつもりだ、アヴァロン聖竜皇？」

　インボルクの問いに、エーコは答えない。ただ黙って、祈るように瞑めい目もくした。

　と、エーコの全身からあふれた魔力が、アッシュの聖騎甲アークへと流れこんでいく。

「くっ……うあああああああああああっ！」

　とてつもない魔力の奔流を覚え、アッシュは思わず叫んでいた。

　苦痛の叫びというよりは、むしろ雄お叫たけびに近い。

　全身の血液が沸ふつ騰とうしているかのような感覚。

　肌という肌に広がった〈星刻〉が激しく脈動し、異様なほどの昂こう揚ようが全身を貫く。

　各おの々おのの装甲からは、神聖なる光こう輝きが満ちあふれ、黄金のような輝かがやきを放っている。

　聖剣エクスカリバーの刀身には、〈星刻〉を思わせる紋様が浮かび上がっている。

　ついには、背面装甲から膨ぼう大だいな魔力が噴出し、光の翼を構築する──。

「お前の相手は俺だ、賢竜王！」

　アッシュは空間を跳ちよう躍やくするや、一瞬で賢竜王との距離を詰めた。

　聖剣と星剣が激しく嚙かみ合あい、耳をつんざくほどの金属音を発する。

「ふむ……余と互角の速さを手に入れたか。ここに来て、さらに進化するとは」

　冷厳な眼まな差ざしが、アッシュを射貫く。

　今まさに、アッシュは賢竜王に追いついたのだ──。




「な、なんと！　アッシュよ、お前は一体、どこまで強くなれるのだ……！」

　アッシュと賢竜王の戦域から距離を置きつつ、シルヴィアは瞠どう目もくした。

　今や、アッシュとインボルクの姿を視認するのは不可能である。剣と剣が相打つ響きと、激烈な火花、そして魔力の残ざん滓しが描く軌道を知覚できるだけだ。

　あれほどエーコを翻ほん弄ろうしたインボルクの速度に、アッシュは見事に対応している。そして、少女の姿に戻ったエーコは瞑めい目もくし、アッシュの聖騎甲アークに魔力を送り続けている。

「ランスロット！　お前もエーコと同じことができるか？」

　シルヴィアは片膝ひざ立ちになると、ランスロットの頭部にそっと手を触ふれた。

「ぐるるるる……」

　喉のどの奥おくで唸うなるランスロット。その反応は、明確な拒否ではなさそうだ。しかし、躊躇ためらいや戸と惑まどいといった念も強く感じさせる。シルヴィアの身を案じているのだろう。

「ありがとう、ランスロット。お前の気遣いは嬉うれしい。だが、見たところ、アッシュとインボルクの実力は伯仲している……長引けば長引くほど、アッシュは不利になるのだ。この〈方はこ舟ぶね〉がある限り、インボルクが魔力切れを起こすことはなさそうだからな……。頼む、ランスロット。私の聖騎甲アークを、限界まで強化してくれ！」

「うぉおおおおんっ！」

　と、ランスロットが雄お叫たけびをあげた。ランスロットの瞳ひとみに、もはや迷いはなかった。シルヴィアの決意を、真まっ向こうから受けとめてくれたのだ。

　ランスロットの体たい軀くが発光し、膨ぼう大だいな魔力が聖騎甲アークへと流れこんでくる。

　シルヴィアの胸の中央、そこに刻きざまれた〈星刻〉が、激しく反応を始めた。それ自体が心臓と化したかのごとく、ドクンドクンと脈打っている。

　身体が引き裂かれそうな感覚。額ひたいに脂あぶら汗あせがにじむ。

「ぐっ！　まだだ、ランスロット！　もっとだ、もっと……！」

　それでもシルヴィアは、ランスロットを促うながした。

　主人の命を受け、ランスロットはさらに出力を上げていく。

　アッシュの聖騎甲アークと同じように、各種装甲が黄金の輝かがやきを帯おびる。やがて、聖騎銃アロンダイトにも明確な変化が生じた。

　銃身はより長く、より太く再構築されて、その下部には折りたたみ式の二脚が生成された。大型の照準スコープが顕けん現げんし、機関部レシーバーの上部に連結される。今やアロンダイトは、帝国製の対物狙撃銃さながら、物々しい雰ふん囲い気きを醸しだしていた。

　さらには、ランスロットの頭上から数メートルの位置に、魔導エネルギーで構築された足場が生成されていく──。

「感謝するぞ、ランスロット！」

　全身に襲いかかる負荷に耐えながら、シルヴィアは擬ぎ似じ的な足場に上がり、聖騎銃を設置した。自身は伏せた体勢で、照準スコープを眺ながめる。ほんの一瞬、アッシュとインボルクが照準器を横切った。

　それは本当に一瞬だったが、先ほどまでは視認できなかったのだから、これは進歩といえる。ランスロットのおかげで、シルヴィアの能力も底上げされて、アッシュとインボルクの領域に近づいているのだ。

　──もっとだ。もっと集中しろ！　今の私は狙撃手スナイパー。あらゆる感覚を研とぎ澄すませ！　ほんの一瞬でも、インボルクの虚を衝つくことができさえすれば、最大の勝機となる！

　自分自身を鼓舞しつつ、シルヴィアはますます集中力を高めていく。

　やがて、世界から色が消えた。音も消えた。

　時間の流れが、異様にゆっくりと感じられる。未知の体験だった。まるで、世界を裏側から覗のぞきこんでいるかのような感覚。あれほど昂たかぶっていた精神も、今では森の奥おくの湖さながら静まっている。

　照準スコープのむこう、いつしかアッシュとインボルクの苛か烈れつな戦闘は、まるでスローモーションの映像を見ているかのように、しっかりと把は握あくできていた。

　──今だ。

　おそろしいほど透徹した気分で、シルヴィアはトリガーを引いた。




　賢竜王と剣を合わせた数は、優に千を超えていた。

　激突と離脱。ただただ、その繰り返し。神速の領域では、小細工を弄ろうする余裕などないし、その必要もない。交錯するたび、生か死かを突きつけられるだけだ。選択肢をひとつ誤れば、待ち受けているのは冷厳なる死。いっそ清すが々すがしいほどにシンプルだった。

　しかし、ラクエルの身体を傷つけるわけにはいかない。

　アッシュ自身は、ひたすら武器破壊を狙ねらっていた。

　しかし、インボルクが振るう星剣は、今も刃こぼれひとつしていない。無論、アヴァロン聖竜皇家の宝剣たるエクスカリバーも負けることなく、神聖なる輝かがやきを保っている。

　その刹せつ那な、一ひと条すじの魔導光線が戦域を貫いた。そして、アッシュの左脇を際どくすり抜けて、インボルクの右肩を覆おおう装甲に直撃する。

　──姫様の援護か!?

　瞬時にして、アッシュは状況を悟った。シルヴィアの射撃は、インボルクにダメージを与えることはなかったが、体勢を崩くずすことには成功した。いや、それこそがシルヴィアの狙いだったのだろう。おかげで、ラクエルの肉体は無傷のままだ。

「うおおおおおおおおおっ！」

　インボルクが空中で挙動を乱した瞬間、アッシュは渾こん身しんの一撃を繰り出した。エクスカリバーの切っ先が、星剣の柄に埋めこまれた装飾品を粉々に打ち砕く。

「ぐむっ……!?　うがあああああああああああっ！」

　アッシュとしては、単なる武器破壊のつもりだったのだが、インボルクは予想外の反応を示した。苦しみ悶もだえると、落下したのだ。しかも、床ゆかの上でのたうち回っている。

「アッシュ！　たぶん『賢竜王インボルク』という情報知性体は、星体ラクエルだけじゃなくて、『五大星具』という複合体に宿っていたのよ！　星剣が砕かれたことで、複合体のバランスが崩くずれたんだわ！」

　と、まるでナヴィーが喋しやべっているかのように、エーコが推論を口にした。

「バカな！　汝なんじらごときが、余に打ち勝つなど……あり得ぬ！　余の演算処理では──」

　苦く悶もんしつつも、インボルクは呪じゆ詛そのごとくつぶやいて、アッシュを睨にらみつけてくる。あれほど冷静だった賢竜王が、今や感情をあらわにしているのだ。

「そんな簡単なこともわからないのか、賢竜王！」

「なに？」

「お前の演算処理能力がどんなに優れていようと──」

　アッシュは聖剣を構えると、万感の思いを言葉に乗せた。

「竜騎士ドラグナーと相パ棒ルの絆きずな、そして仲間との絆まで、数値化されてたまるかよ！」





"Final Armageddon II～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二十七話　星は廻めぐる、神話は果つる









「アッシュ・ブレイクよ。余は汝を……この星に誕生した、深刻なエラーであると……認定、する──」

　あくまで機械的な口調でありながらも、呪詛のように響いた言葉を最後に、賢竜王インボルクはぴたりと動きを止めた。

　不吉な予感を胸に、アッシュはインボルクのそばに駆かけ寄った。すぐさまエーコとシルヴィア、ランスロットも集まってくる。

　と、アッシュたちの目の前で、少女の身体が刻々と変化していった。

　髪は短くなり、背丈も縮んでいく。顔立ちも丸みを帯おびて、どんどん幼くなり……ついには、十歳程度の子どもへと戻っていた。

　アッシュたちがよく知るラクエルの、愛らしい姿だった。

　一方、その身体に装着されていた四つの星具も、原型を取り戻していた。星冠、半壊した星剣、星せい鎧がい、そして星動機に内蔵されていた結晶体だ。

　問題なのは、ラクエルの体型が幼くなったことで、各種星具が自動的に外れてしまったことだ。

　要するに、今のラクエルは、生まれたままの姿なのである。無論、子どもの裸を前にして、うろたえるアッシュではないが──。

　そのとき、ラクエルの目ま蓋ぶたが震ふるえたかと思うと、ゆっくりと開いた。

　左右で色の異なる双そう眸ぼうが、アッシュの顔をぼんやりと眺ながめる。

　アッシュは笑顔になると、ラクエルの顔を覗のぞきこんだ。

「迎えに来たぞ、ラクエル」

「アッシュ……お兄ちゃん!?　本当に、本当に、お兄ちゃんなのですね！」

　ラクエルは大粒の涙をこぼしながら、アッシュの胸に飛びこんできた。その小さな身体からは想像もつかぬ勢いで、アッシュの首にかじりつく。

「わわっ!?　ラクエル！」

　アッシュは思わず、うろたえてしまった。

　ラクエルは、自分が一糸まとわぬ姿であることに、まだ気づいていないのだ。

　子どもの裸など、どうということはないと思っていたが、こんな風に密着されてしまうと、妙にドギマギしてしまう……。

「こら！　お子様相手に、鼻の下を伸ばしてるんじゃないわよ！」

　案あんの定じよう、エーコが眉まゆを吊つり上あげて、アッシュの目を両手で覆おおい隠かくす。

「まったく、こんなときでもアッシュはアッシュだな。ランスロット、ラクエルになにか着せてやってくれないか？」

　シルヴィアが命じると、ランスロットは一声鳴いて、魔力でラクエル用の衣装を構築した。まるで聖騎甲アークさながら、ラクエルの身体に装着されていく。

「可愛かわいいお洋服ですね！　ありがとうございます、ランスロットさん！」

　ラクエルが満面の笑みで礼を述のべると、ランスロットは照れ臭そうに俯うつむいた。

「……わたしには見せたことのない反応だな、ランスロット」

　シルヴィアが半眼になって指摘すると、ランスロットは慌てたように、首をブンブンと横に振った。

「それにしても、インボルク自身はどうなったんだ？」

　アッシュが素朴な疑問を口にすると、

「元々、インボルクの本体は〈方はこ舟ぶね〉よ。ラクエルの肉体から離れたら、〈方舟〉に戻るか、なんらかの手段で別の肉体を確保するか、どちらかだと思うわ」

　エーコは淀みなく、流れるような口調で答えてみせた。

「その受け答え……本当に、ナヴィーと融合したのだな」

　そんなエーコを前に、シルヴィアがしみじみとした口調でつぶやく。

　アッシュも改めて、ナヴィーに想おもいを馳はせた。

　あのとき、ナヴィーがエーコとの融合を決意していなければ、自分たちはとっくに敗北していたのだ……。

「別に、ナヴィーは死んだわけじゃないわ。ちゃんと、あたしの中で生きてる。融合する前は、あたしもナヴィーを死なせるわけにはいかない！　って思ったけど、融合した今なら、ちゃんとわかるの。なにより、アッシュたちが無事に生き残って、この世界が救われること──それこそが、ナヴィーの願いなのよ」

「あ、あのう……皆さん、なんのお話をされて……？」

　と、ラクエルがきょとんとして、小首をかしげた。

「詳くわしく話している時間は、なさそうだ。すべてが決着したら、ラクエルにも話すよ」

　そういって、アッシュはラクエルの頭を優しく撫なでた。

「おや？　これは一体……？」

　と、背後から不思議そうな声が上がった。シルヴィアが、床ゆかに転がっていたなにかを拾いあげたところだった。

　よく見ると──なんと、アッシュたちには思い出深い、ドラゴンのぬいぐるみだった。一見、ドラゴンには見えないのだが、不思議な愛あい嬌きようがある。

「このぬいぐるみ！　エスカヴァロンを鹵ろ獲かくされた時点で諦めていたのだが、無事だったのだな！」

　シルヴィアは感極まったのか、瞳ひとみを潤うるませている。

「あっ！　そのぬいぐるみは……どういう原理かわかりませんが、星具の〝内側〟に〝収納〟されていたみたいです。ペネロペが、ずっと監禁されていたわたくしに、渡してくれたものです。ついでにいえば、インボルクも気に入っていた様子でした」

　ペネロペという名前を聞いて、アッシュは暗あん澹たんたる気分になった。彼女はもう、この世にはいないのだ。

　エーコとシルヴィアも、暗い表情を浮かべている。とはいえ、この場でペネロペの訃報をラクエルに伝えるのは憚はばかられた。たとえ裏切られたとはいえ、ラクエルにとってペネロペは大切な人だろうから。

　無事に帰還できたら、ナヴィーの件と一緒に、ペネロペのことも伝えよう──アッシュはそう決意すると、エーコとシルヴィアに目配せをした。ふたりともアッシュの意を汲くんで、うなずいてくれた。

「そのぬいぐるみはね、元々はシルヴィアの持ち物だったんだけど、ひょんなことからアッシュに渡って、最終的にはあたしの宝物になったの」

　エーコが誇ほこらしげに説明した。そして、珍めずらしくお姉さんぶった顔をすると、

「そんなに気に入ったのなら、ラクエルが持っていてもいいけど？」

　ラクエルを気遣うように、提案したのである。

「ほんとですか？　それでは、今だけ預からせてもらいますね。すべてが終わったら、エーコさんにお返しします」

　ラクエルは天使のように微笑ほほえむと、ぬいぐるみを愛いとおしげに抱き締めるのだった。

「よし。こんな場所に長居は無用だ。まずは脱出経路を──」

『愚かな。無事に帰れると、本気で思っているのか？』

　突如、アッシュの言葉を遮さえぎるように、不気味な声が響きわたった。

　科学的に合成されたかのような、抑揚に欠けた音声だ。

『余が鉄てつ槌ついを下す対象は、あくまでも人類のみ。竜族は生かすつもりでいた。と同時に、ハーフ・ドラゴンの始祖として、アッシュ・ブレイクだけは生かしても良いとさえ思っていた。それゆえに、わざわざ対話の場を与えてやったというのに……よもや、あれほどの反抗に遭あうとはな。だが、もう容よう赦しやはしない』

「はっ！　負け惜しみかしら？」

　エーコが好戦的に返し、胸を反らす。

『いっておくが、余は敗北などしておらぬ。そもそも、この〈方はこ舟ぶね〉に足を踏み入れたのが失敗だったな。しょせん汝なんじらは、我が掌たなごころにて踊っているにすぎぬのだから──』

　インボルクが冷然と告げた直後、周囲に異変が生じた。

　壁、床ゆか、天井……およそ〈大神殿〉を囲かこんでいるすべての平面に、真紅の魔法円がびっしりと浮かび上がったのだ。

　あまりに複雑怪奇な紋様だった。竜族が魔法を発動した際にも、似たような紋様は浮かぶが、アッシュの目から見ても、情報量が桁違いなのは明らかだった。

「なによ、あれ？　あんな魔法円、あたしだって知らないわよ!?」

　エーコが驚きよう愕がくの声をあげる。

『星精吸収機構アストラル・アブソーバー、転送開始。さらばだ、愚かなる人と竜よ。汝らは、仲良く餓うえて死ぬがよい。余は、これより〝終末計画〟の最終段階に移行する──』

　ブツッという遮断音とともに、インボルクの声は途絶えた。

　──ヴーン……。

　刹せつ那な、なにかが震動するかのような音響とともに、奇妙な物体が転送されてきた。

　一言で形容するなら「ゼラチンの塊」だろうか。その肉体──と呼ぶのが正しいのかどうかは不明だが──は半透明で、見るからにブヨブヨとした雰ふん囲い気きを感じさせる。三階建ての城館に匹敵するほど大きいが、明確な形状は持たず、輪郭線は常に流動している。どうやら、確固たる形状を持たぬ物体らしい。

「な、なんなのだ、あれは……生き物なのか？」

　シルヴィアが顔面蒼そう白はくとなって、後ずさる。

「怖いです、アッシュお兄ちゃん……」

　ラクエルもぷるぷると震ふるえながら、ぬいぐるみをギュッと握にぎりしめている。

「エーコ！　ナヴィーの情報に該当する記述は？」

「駄目よ、アッシュ。竜種の記憶ドラグワースにも、あんなモノに関する情報はないわね。インボルクの秘密兵器ってとこかしら？　そういえば……インボルクの奴やつ、〝アストラル・アブソーバー〟とかいってたわね。それが言葉通りの意味なら──っ！」

　なにか重大なことに思い当たったのか、エーコが驚愕の表情を浮かべた直後だった。

　謎の物体の表面が激しく波打ったかと思うと、その肉体を構成する半透明の物質が、触手のごとき形状に変化したのだ。しかも、見る見るうちに五本、十本……と増殖していく。

　ひゅんっ！　と風を切りながら、透明な触手群は次々とアッシュたちに迫った。

「しまった！」

　激戦の直後だったことが災いして、反応が遅れた。アッシュたちは為なす術もなく、触手に絡め取られてしまう。

「バカな！　いくら消耗しているとはいえ、聖騎甲アークを装備しているのだぞ！　なのに、ビクともしないとは！」

　なんとか束縛から脱しようと、懸命に足あ搔がくシルヴィア。だが、透明な触手は巧妙にシルヴィアの手足を拘束しつつ、不気味に蠢うごめいている。

「くっ！　こんな状態じゃ、竜化ドラグナイズもできやしないわ……！」

　エーコも触手の群れに絡みつかれ、自由を奪われている。先ほどの戦闘中、あえて少女の姿に戻ったことが、裏目に出てしまった。それどころか、触手の動きは巧妙を極め、今にも聖竜鎧アルマダを剝はがされそうになっている。

「あうっ！　くすぐったいですぅ！　二度もニュルニュルに襲われるなんて……！」

　ラクエルも涙目となって、息も絶え絶えになっていた。触手の群れは容よう赦しやなく、可か憐れんな衣装の下に潜りこんでは、あちこちをまさぐっている。

「くそっ！　こんな奴やつの相手をしている場合じゃないっていうのに！」

　アッシュ自身、宙ちゆう吊づりにされた格好で、身動きを封じられている。どういうわけか、身体に力が入らない。聖騎甲アークは消えずに維持されているが、これではなんの意味もない。

「ぐるおっ！」

　一方で、ランスロットまでが触手に翻ほん弄ろうされていた。聖竜マエストロの膂りよ力りよくをもってしても抗あらがえぬとは──見た目の珍妙さに対し、とんでもない難敵といえた。

「あんっ……いやああああっ！」

　そのとき、エーコがビクンと身体を跳ねあげて、ひときわ苦しそうな叫びを漏もらした。

　アッシュは見た。エーコの全身に巻きついた触手に、異様な現象が起こっている。エーコに接触した表面を通じて、砂金のような粒子が吸いこまれているのだ。その流動は、今や触手の内部に、毛細血管じみた紋様を構築していた。

　と同時に、エーコの危機に反応したのだろう。アッシュの〈星刻〉がドクンドクン……と、異様な脈動を示した。まるで早はや鐘がねだ。

　──あの触手、エーコからなにかを吸収しているのか!?

　そう、触手は間違いなく、エーコの体内からなにかを吸い出しているのだ。

　魔力だろうか。いや、違う。聖竜皇が保有する魔力は膨ぼう大だいだ。先の戦闘で大量消費したとはいえ、あそこまでエーコが苦しむとは思えない。

「星精アストラルよ、アッシュ！　こいつは、あたしたちの星精アストラルを吸収しているんだわ！　このまま吸い続けられたら、一日と経たたないうちに、あたしたちは──はうんっ！　ちょっと、どこを触ってるのよ……!?」

　エーコの説明は途中で途切れ、あとは触手への罵ば詈り雑ぞう言ごんへと変わった。

　──星精アストラル。

　この星に生きとし生けるものが保有している、不思議なエネルギー。

　その実態は、いまだ完全には解明されていない。ただ確かなのは、それが枯渇したためにエルフは絶滅し、竜族も人類への依存を余儀なくされた。対照的に、人類は魔力を持たぬ代わりに、豊富な星精アストラルに恵まれているという。

　──汝なんじらは、仲良く餓うえて死ぬがよい。

　ふと、賢竜王の捨て台詞ぜりふが脳のう裏りに甦よみがえる。そうか、あれはそういう意味だったのだ……とアッシュが悟ったそのとき、

「うぉおおおおおおおおおおおんっ！」

　ランスロットが憤ふん怒ぬの咆ほう吼こうをあげた。触手をなんとか振りはらいつつ、強烈なドラゴン・ブレスを天井に向けて放つ。

　強烈な魔弾は一定の高さに達たつするや、放射状に分散した。各おの々おのが誘導弾となって、数発が敵本体に、残りは入場門に直撃したが──しかし、前者は敵本体をぐにゃりと歪ゆがませただけで、大した効果はなかった。後者は入場門に達する寸前、あの真っ赤な魔法円に阻はばまれて、あえなく無効化されていた。衝撃音すら発しなかった。

「そうか……あれは、俺たちを〈大神殿〉に閉じこめるための魔法だったのか！」

　万事休す。生半可な魔法攻撃では、敵本体を破壊できない。周囲をびっしりと埋めつくす魔法円を解除しない限り、〈大神殿〉から脱出することもできない。

　そして時間が経たてば発たつほど、こちらは星精アストラルを吸収されていくのだ。

　事実、その症状は、アッシュの身体にも表れていた。頭がガンガンし、眩暈めまいや吐き気がする。まるで手足に重おも石しをぶら下げられたかのように、身体が重い。エーコとシルヴィア、ラクエル、そしてランスロットも、見るからに衰弱しつつある──。

　そのときだった。

「ぐるぉああああああああああああああああああんっ！」

　はるか頭上から、聖竜皇にも匹敵する咆吼が轟とどろいたかと思うと、大量の魔弾が流星のごとく降り注いだのである。瞬時にして、星精吸収機構アストラル・アブソーバーは爆散した。何十本と形成されていた触手もブツ切りにされ、アッシュたちは宙に放りだされた。切断された触手は、床ゆかの上でビクンビクンと跳ね回っている。

　アッシュたちは、次々と床に落下した。

「なにが起こったんだ……？」

　アッシュが同時に天井を見上げた直後、

「ここにいたのね！」

　鮮烈な声が響いた。

　驚くべきことに、天井付近の空間に魔導ゲートが構築され、そこから巨竜の頭部が覗のぞいているのだ。

　漆しつ黒こくの毛並みに、九つの瞳ひとみ。山や羊ぎのように湾わん曲きよくした双角。頭部に騎乗しているのは、褐色の肌に民族衣装をまとった、黒髪の少女。

「アーニャとモルドレッドか！」

　アッシュは瞠どう目もくした。モルドレッドはまだ、自分の意志では竜化ドラグナイズできなかったはずだが──。

「説明はあとよ！　この子が構築した魔導ゲートを使えば、すぐにでも〈方はこ舟ぶね〉の外に出られるわ！」

　アーニャの眼まな差ざしは、まだ〈方舟〉でやり残したことはあるかと、問うていた。

　一瞬、レベッカたちの動向が気になったが、なんといっても信頼できる仲間たちだ。今頃は移民収容区画を切り離して、上う手まく事を運んでいるはず──。

「早くランスロットにつかまるのだ！　そいつはまだ生きている！　今は一刻も早く、ここから脱出すべきだ！」

　シルヴィアもアッシュと同じ考えに至いたったのだろう、皆を急せかすように叫んだ。

　事実、モルドレッドの強烈な一撃を食らっても、星精吸収機構アストラル・アブソーバーは消滅していない。いくつかの塊に分断された状態で、ピクピクと蠕ぜん動どうを続けているのだ。

「そうだ、星具を回収しておこう──」

　と、シルヴィアはなにかを思いついたようにつぶやくと、床ゆかにちらばっていた四つの星具を拾い集め、ランスロットの鼻先に差しだした。シルヴィアの意を汲くんだランスロットが一声鳴くと、星具は光の粒子と化して、消えた。おそらく、ランスロット自身の遣竜工房に転送したのだろう。

　確かに、貴重な星具を残しておくわけにはいかない。シルヴィアの好判断に、アッシュは感謝した。

　その間に、エーコとラクエルがランスロットの頭部にしがみついた。続けて、アッシュも騎乗する。最後に、シルヴィアが颯さつ爽そうと飛び乗った。

「行け、ランスロットよ！」

　シルヴィアが号令を発するや、ランスロットは真上へと飛ひ翔しようした。

　と、ほんの一瞬前までランスロットが位置していた場所に、ゼラチンじみた塊が殺到する。間一髪で、ランスロットは群体の急襲をかわしたのだった。

　ランスロットの離陸を確認すると、モルドレッドの頭部がゲートの向こうへと引っこんだ。モルドレッドの巨体だと、せいぜい頭部を突きだすのがやっとのゲートだが、ランスロットなら悠々と通過できる。

「これは、冥竜王家に伝わる魔導ゲートね。いくらあたしでも、これほどのゲートは構築できないわ」

　エーコがゲートの全貌を視界に収めつつ、感心したようにつぶやく。

「俺たちを心配して、駆かけつけてくれたんだな」

　普段は幼児のようにあどけないモルドレッドが、自力で竜化ドラグナイズして、仲間の危機に駆けつけてくれた。最高のタイミングだった。

　ランスロットがゲートを通過した直後、アッシュは冷たい夜気を肌に感じた。

　外だ。わずか数秒にして、アッシュたちは〈方はこ舟ぶね〉の外部に転移していたのだ。

　しかし、頭上に広がっているのは、アッシュの知っている夜空ではない。禍まが々まがしい深紅に染まった、不気味な空だった。

　夜天の中央には、先ほど賢竜王が映像で見せた衛星兵器《ステラ＝ネメシス》が、禍々しくも輝かがやいている。

　不気味な星に照らされて、大陸の形状がぼんやりと浮かび上がっている。竜の頭部を思わせる、大陸北部の地形だ。自分たちがとんでもない高度を飛行していることに、アッシュは否応なく気づかされた。

　モルドレッドもランスロットも問題なく飛行できているが、アッシュにとっては未知の高度だ。騎竜学院の校則で指定されている限界高度の、数倍になるだろう。

　問題なのは、〈方舟〉がぐんぐんと上昇を続けている事実。一体、インボルクはなにを目もく論ろんでいるのか。まさか、このまま星の外へと脱出するつもりなのだろうか。

「ねえ、アッシュ！　これから、どうすればいいの!?」

　モルドレッドの頭上から、アーニャが切迫した顔で訊たずねてくる。

「ああ、なんとかしなくちゃな。だけど、〈方舟〉みたいな巨大構造物、たとえエーコとモルドレッドが渾こん身しんの一撃を当てたとしても……」

　アッシュが喉のどの奥おくで唸うなると、

「それどころか、おそらく地上の全戦力を集めても、ビクともしそうにないぞ」

　シルヴィアも渋じゆう面めんを浮かべている。

　アッシュは改めて〈方舟〉を見上げた。ただ眺ながめているだけで、気が遠くなりそうな巨大さだ。この距離だと、船体の全貌を把は握あくすることすらできない。

「ましてや《ステラ＝ネメシス》なんて、こちらの攻撃が届くとも思えんぞ……」

　シルヴィアの声は震ふるえを帯おびている。そう、今も天空を血のように紅あかく彩る、衛星兵器《ステラ＝ネメシス》にも対処せねばならないのだ。

　あの魔星をなんとかしない限り、地上にあふれてる魔獣は人類を襲い続ける──。

　アッシュたちが懊おう悩のうする一方で、しかし、エーコだけは瞑めい目もくしていた。まるで司祭のように厳おごそかな雰ふん囲い気きだ。不思議と、焦っている様子は感じられない。

「エーコ？　ひょっとして、なにか考えがあるのか？」

　アッシュが声をかけると、エーコは目を閉じたまま応じた。

「竜種の記憶ドラグワースを検索しているところよ。せっかくナヴィーが与えてくれた力だもの。この事態をなんとかできる方法が、必ず記されているはずだわ」

　エーコは目を閉じたまま、落ち着いた声で応じた。

「頼む、エーコ。ここまで来たんだ。むざむざと、人類を終わらせたくはない！」

「エーコ、今はお前だけが頼りだ。なんとか活路を見いだしてくれ……！」

「あたしとモルドレッドにできることがあれば、なんでもいってね！」

　アッシュとシルヴィア、そしてアーニャがエーコを見守っていると──。

「あっ！　アッシュお兄ちゃんもシルヴィア殿下も、見て下さい！　レベッカさんたちではないですか？」

　何気なく背後を見やったラクエルが、歓喜の声をあげて、はるか前方を指さした。

　深刻な空気に包まれていたアッシュとシルヴィアは、すぐさま顔を上げると、ラクエルが指さすほうを眺ながめやった。

　円柱形の構造体が、深紅の夜空をバックに飛んでいる。刻一刻と〈方はこ舟ぶね〉から遠ざかっている様子だった。〈方舟〉が巨大すぎるため、まるで小舟のように感じられるが、実際には大型魔ま導どう艦かんに匹敵するサイズだろう。

　その構造物を守護するように、五騎の竜騎士ドラグナーたちが飛んでいた。

「ラクエルのいう通りだな！　間違いない、レベッカさんたちだ！」

　アッシュが叫ぶと、レベッカたちも手を振ってくれた。

「おぉい！　移民収容区画はこの通り、無事に〈方舟〉から分離できたぞ！　今じゃ立派な救命艇だ！　しかも、自動で着陸してくれるんだってさ！　しっかし、なんでモルドレッドが竜化ドラグナイズしてるんだ!?」

　真っ先に叫んだのは、レイモンだった。モルドレッドを見て、面食らっている。

「無事のようで安心したぞ、アッシュ！」

　続けざま、マックスも叫ぶ。

「アッシュ様のお母様をはじめ、収容されている人たちはみんな、ご無事ですわ！」

　ジェシカも意気揚々として、現状を報告してくれた。

「だけど……ナヴィーが心配。作業をすべて終えたあと、連絡……途絶えた……」

　と、ルッカが深刻そうに伝えてきた。

「ルッカのいう通りだ！　移民収容区画に関する全作業をこなしたきり、ナヴィーの念話が完全に途絶えたのだ！　なにかあったのか!?」

　レベッカも心配そうな様子で叫ぶ。

「事情はあとで話します！　レベッカさんたちは救命艇を護まもりつつ、〈方舟〉から離脱してください！　賢竜王のやつ、なにかとんでもないことを始めるつもりなんです！」

「了解だ、アッシュ。残念だが、我々の相パ棒ルたちは、こうして飛ぶだけがやっとの状態だ。痛恨の極みだが、この救命艇はなんとしても護り抜く！」

「了解です！　すべてが終わったら、合流しましょう！」

　アッシュが叫び返した、まさにそのときだった。

「おい、アッシュ！　〈方舟〉の様子が変だぞ。あれは……高度を下げているのか!?」

　シルヴィアが瞠どう目もくしつつ、注意を促うながしたのだ。事実、ずっと上昇を続けていたはずの〈方舟〉が、レベッカたちとの再会を喜んでいる間に、なんと落下に転じていたのである。

　そのとき、エーコがぱちりと目を開いた。

「検索完了よ！　世界を救うための鍵は、あの子が握にぎっているんだわ！」

　アッシュもシルヴィアもラクエルも、思わず顔を見合わせた。
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「駄目ね。この潜せん望ぼう鏡きようでは、詳細はわからないわ。例の魔獣たちが、いつデュランダルを来襲するかもわからないし、どうしたものかしら……」

　魔ま導どう艇ていデュランダルの操そう舵だ室しつでは、ミラベルが溜ため息いきを漏もらしつつ、潜望鏡から離れたところだった。

「兄さん……」

　リンダも不安で胸を押しつぶされそうになりながら、操舵室の片隅に佇たたずんでいる。つい先ほど、ようやく捕まえたパーシヴァルを抱き締める腕に、ギュッと力がこもった。

　いつの間にか、〈方はこ舟ぶね〉はぐんぐんと上昇を続け、アーニャとモルドレッドの行方ゆくえも視認できなくなっていた。

　それに加えて、いつの時点からか、ナヴィーの念話が途絶えてしまったのである。

　これまでは、ナヴィーのおかげでアッシュたちの動向を把は握あくできたのだが、それができなくなった途端、リンダの不安は倍増した。

　操舵席に着いたユニスも、皆のお茶を淹いれて回っているコゼットも、いつしか一言も発しなくなっている……。

　そのときだった。

『──みんな、聞こえる？』

　突然、エーコの声が脳のう裏りに響いたのである。リンダだけでなく、ミラベルたちも一様に驚いた顔をしたので、全員に向けた念話のようだ。

　だが、どうしてナヴィーではなく、エーコなのか──？

『ごめんね。詳くわしい事情はあとで報告するわ。あたしたちは無事よ！』

　リンダの瞳ひとみに涙があふれた。その言葉を、ずっと待ち望んでいたのだ。ただし、違和感も覚えた。エーコの口調が、普段よりも大人びているように聞こえたからだ。

『〈方舟〉の陰になっていて見えないと思うけど、あたしたちは今、〈方舟〉の付近を飛んでいるわ。移民収容区画も無事に切り離して、救命艇として運用中よ。レベッカたちが責任を持って、着陸まで誘導してくれるわ』

　少しずつ、操舵室に張り詰めていた空気が緩んでいく。今のエーコは、とてつもなく頼もしく感じられた。

『だけど、賢竜王はまだ倒せていないの。どうやら、なにかを企たくらんでいるみたい。その証拠に……たった今、〈方舟〉が落下を始めたのよ！』

「なんですって！」

　珍めずらしく、ミラベルが大声をあげると、再び潜望鏡を覗のぞきこんだ。

「本当だわ！　ずっと上昇を続けていたのに、ここに来て高度が下がっている……あれほどの質量の物体が墜落したら、衝撃で舞い上がった灰が星全体を包みこんで……太陽光が完全に遮さえぎられるわ。遠からず、地上の生命は……！」

　ミラベルの横顔からは、今や血の気が失うせている。

「あれほどの大質量……いくらエーコとモルドレッドが共闘したとしても、消滅させるのは不可能よ。幾つかのブロックに分断するくらいなら可能かもしれないけど……墜落すれば、結果は同じだわ。どうすれば──」

　正直なところ、あの〈方はこ舟ぶね〉が墜落した結果、なにがどうなるのか……そのイメージを、リンダは上う手まく想像することができない。しかし、ミラベルの表情を見れば、とんでもない緊急事態であることは想像がついた。

『大丈夫よ、まだ希望はあるわ！　たった今、竜種の記憶ドラグワースを検索して……ううん、ナヴィーの情報なんだけど、この危機を救うことができるのは──』

　と、暗い絶望を打破するように、エーコの念話が響きわたった。

『パーシヴァル、あんたよ！』

　一瞬、リンダは自分の耳を疑った。エーコはなにをいっているのだろう？

　と、パーシヴァルがつぶらな瞳ひとみで、リンダを見上げてきた。普段と変わらないようでいて、不思議と、強い意志を感じさせた。

「わかりました、パーシヴァルの心が赴おもむくままに、行動してください。もちろん、リンダも一緒ですよ。なんといっても、パーシヴァルはリンダの相パ棒ルなんですから！」

　その刹せつ那な、暖かさと柔らかさに満みちた光が、パーシヴァルの全身からほとばしり、リンダの身体を優しく包みこんだ──。





　　　　◇






「エーコ？　本当に、パーシヴァルが鍵を握にぎっているというのか!?」

　ミラベルたちとの念話を終えたエーコから、改めて事情を聞かされたアッシュは、にわかには信じられない気持ちだったが、エーコの表情は真剣そのものだ。

「そうよ。パーシヴァルこそは、次に賢竜王インボルクが復活したときにそなえて、竜族が秘密裏に完成させていた、最終決戦兵器──」

「兵器だと!?　あの人じん畜ちく無む害がいそうなパーシヴァルが？」

　シルヴィアも面食らった顔をしている。

「──ちょっと見て！　あそこの空域に、なにかが出現しつつあるわよ!?」

　と、モルドレッドの頭上から、アーニャが驚きの声をあげた。

　アッシュたちも、すぐさまアーニャの視線を追いかける。

「ほんとです！　あれは一体、なんなのでしょう!?」

　ラクエルも異変に気づき、無む邪じや気きな声をあげた。

「なにが起こっているんだ……？」

「敵でないことを祈るばかりだが……」

　アッシュとシルヴィアも愕がく然ぜんとして、言葉を失ってしまう。

「いよいよ始まったわね！　さあ、あそこに行くわよ！」

　ただしエーコだけは、すべてを了解した顔で、微笑さえ浮かべていた。

　ゼファロスの領海上空に、巨大な魔法円が構築されている。その中心部から、なにかが顕けん現げんしようとしていた。

　たとえるならば、戦艦のような巨大構造物に近い。だが、どこか生物的な躍動感も感じさせる造形だった。本体側面には、ドラゴンの翼に似た構造物も付随している。

　接近するにつれ、徐々に、その全貌が見えてきた。先端部の形状は、まるで砲身だ。どうやら魔導砲の類たぐいらしい……と、アッシュは推測した。

「まさかとは思うけど……あれが覚醒したパーシヴァルの本体なのか？　どう見ても、ドラゴンには見えないけど」

　アッシュが半信半疑で眺ながめていると、

「そうよ！　ドラゴンであると同時に、兵器でもある特殊な存在。ただし幸か不幸か、パーシヴァル自身の意志で発射できるわけではないの。あれを使うには、聖竜皇と冥竜王が同時に起動しないと駄目なのよ」

　エーコは自信たっぷりに応じてみせた。

「……ということは、実際に撃つかどうかは、エーコとモルドレッドの意志に委ねられているってわけか！」

「そう。もし、聖竜皇と冥竜王が賢竜王インボルクの軍門に下り、人類滅亡を求めてしまった場合、あの砲口は地上に向けられる……場合によっては、そういう未来もあり得たわ。もちろん、あたしはアッシュたちと出会えたおかげで、人間を、この世界を好きになれた。あたしは全力で、〈方はこ舟ぶね〉を消滅させるわよ！」

　エーコが凜りんとして叫ぶと、モルドレッドも意気揚々と雄お叫たけびをあげた。

　やがて、パーシヴァルの〝真の姿〟が、アッシュたちの目前に迫った。すかさずランスロットとモルドレッドが制動をかけ、パーシヴァルの脇に滞空する。

　見れば見るほど、今のパーシヴァルは「機械兵器」に見えた。

　ただし、その砲身の上部は船の甲かん板ぱんにも見える。その甲板らしき足場には、聖竜皇家と冥竜王家の家紋らしき紋様が刻きざまれて、ぼんやりと発光していた。まるで、エーコとモルドレッドを誘いざなっているかのように見えた。

『兄さーん！』

　と、この状況にそぐわない、明るい声が脳のう裏りに響いたので、アッシュは面食らった。

「リンダ!?　まさかパーシヴァルに騎乗しているのか？　でも、一体どこに……？」

　妹からの念話に、アッシュは愕然とした。リンダが念話を使ったことも驚きだが、その姿がどこにも見あたらないので、不安をかき立てられる。

『心配しなくても大丈夫ですよ。リンダは今、パーシヴァルの〝内部〟に収納されてるみたいですから。一応、これも騎乗の一種なんだと思います。正直、なにがどうなっているのかは、さっぱりわからないんですけど……』

　その刹せつ那な、はるか北方に位置する〈方はこ舟ぶね〉のほうで、なにかがチカッと瞬いたかと思うと、魔力エネルギーの塊が怒ど濤とうのごとく迫ってきた。〈方舟〉を墜落させると決めたインボルクが、異変に気づいたのだろう。船体を落下させながらも、魔導砲をぶっ放してきたのだ。

　完全に虚を衝つかれたアッシュたちだが、次の瞬間、パーシヴァルの周辺に球状の防御シールドが展開された。

　轟ごう音おん。シールドに包みこまれたアッシュたちは、なんとか無傷ですんだ。

　もしかしたら、インボルクは〝パーシヴァル覚醒〟という事態に直面し、焦っているのかもしれない。わざわざ撃ってきたということは、パーシヴァルに脅威を抱いだいたことを意味するからだ。

「パーシヴァルが護まもってくれてるうちに、行くわよ！　シルヴィアは巻きこまれないように、後方に下がって！　このまま南へ進めば、ミラベルたちが乗ってるデュランダルが待機しているわ！　ラクエルのこと、任せたわよ！」

　いつになく厳しい口調で指示を送ると、エーコはアッシュの手を取って、モルドレッドの背中に飛び移った。

「うむ、了解だ！　ラクエルは私が責任を持って、送り届けてみせる！」

　エーコの剣けん幕まくに圧されつつも、シルヴィアはうなずいた。すぐさまランスロットを促うながして、緊急離脱を始める。

　シルヴィアとしては、最後まで見届けたいところだっただろうが、これから〈方舟〉を破壊できる兵器を起動しようというのだ。この一帯に壮そう絶ぜつな力場が発生することは、容易に想像がつく。

「お前たちを信じている！　デュランダルで待っているぞ！」

「皆様のご武運を、お祈りしています！」

　別れ際、シルヴィアとラクエルが放った声を、風が運んできてくれた。

「行くわよ、アッシュ！　パーシヴァルを起動するためには、あそこにあたしとモルドレッドが着地する必要があるの。もちろん、ドラゴンの姿でね」

　そういって、エーコは眼がん下かに浮かぶパーシヴァルを見下ろした。

　その視線は、砲身上部に相当する甲かん板ぱん部に注がれている。

　アヴァロン聖竜皇家と、ネハレンニア冥竜王家。双方の家紋が刻きざまれた足場だ。

「両家の紋章が並んでいるのは、そういう意味だったのか！」

「それじゃあ、始めるわよ！」

　エーコはアッシュの手首を握にぎりしめると、モルドレッドの背から飛び降りた。

　烈風が、ふたりの身体を包みこむ。

　見る見るうちに、エーコの身体は輪郭を失っていき、偉大なるアヴァロン聖竜皇へと変貌を遂とげた。と同時に、アッシュの身体はエーコの頭部へと導みちびかれていた。

「俺にできること、なにかあるか？」

『ん……そばにいてくれるだけで、大丈夫よ』

　やや照れ臭そうな念話が返ってきたので、アッシュは微笑ほほえんだ。ドラゴンの姿になっても、やはりエーコはエーコなんだと、当たり前のことを思う。

「了解だ。なにがあっても、俺はお前のそばにいるぞ」

　アッシュが決然として応じると、照れ隠かくしなのか、エーコは雄お叫たけびをあげた。そして、モルドレッドを促うながすように振り返ると、パーシヴァルの甲かん板ぱん部を目がけて降下する。

「大丈夫か、アーニャ？」

　緊張しているのだろうか、身を固くしているアーニャの表情に気づき、アッシュは声をかけた。

「えっとね……正直、あたしなんかがこの場に立ち会っていることが信じられなくて……それで、ちょっと戸と惑まどっているっていうか」

　その心情は、アッシュも理解できた。アッシュ自身、エーコが相パ棒ルになるまでは、ごく平凡な学生にすぎなかったのだから。

「大丈夫。自分の相パ棒ルに寄り添いながら、この戦いの結末を見届けよう」

　アッシュが励はげましの言葉を贈ると、アーニャは笑顔を浮かべてくれた。

　エーコとモルドレッドが同時に、各おの々おのの家紋の上に着地を決める。ずん……と、巨竜二体分の衝撃音が響いた。

　その瞬間、聖竜皇と冥竜王の肉体が、パーシヴァルに接続されたという感覚が、アッシュにも流れこんできた。

　その間にも、〈方はこ舟ぶね〉からは次々と魔弾が飛来してきたが、パーシヴァルは動じない。すべてを防御魔法障しよう壁へきで無効化しているのだ。

『アヴァロン聖竜皇とネハレンニア冥竜王、パーシヴァルに接続されました！　セーフティ・ロックの解除を確認！　照準完了！　エネルギー充じゆう塡てん率、七十五パーセント。発射まで、あと六十秒──』

　と、リンダが管制官さながら、念話で状況を伝えてきた。この状況下、リンダもパーシヴァルの相パ棒ルとして、ひとつの役割を果はたしているのだ。

　救世の兵器と化したパーシヴァルの周辺一帯に、高まりつつある魔導エネルギーの余波が渦巻いた。頭上の雲は吹き散らされ、眼がん下かの海は大荒れに荒れている。シルヴィアを退避させて正解だったと、アッシュは思う。

　と、パーシヴァルのエネルギー充塡反応を察知したのか、〈方舟〉が狂ったように乱射を始めた。あれほど冷淡で、感情を持ち合わせぬインボルクが、こんな射撃をするとは予想外だったが、パーシヴァルの魔法障壁はビクともしない。まるで絶対障壁だった。

『発射十秒前！』

　ついにリンダがカウント・ダウンを始める。

「これで終わりだ、賢竜王！」

　アッシュが叫ぶ。そこに『発射します！』という、リンダの声が重なる。

　そして──パーシヴァルの砲口から、あふれんばかりの魔導エネルギーが噴出した。

　轟ごう然ぜんたる響きとともに、はるか眼がん下かの大海原が、左右に爆はぜ割れる。

　ただし射出されたのは、アッシュが見たこともない砲弾だった。

　それは、漆しつ黒こくの球体だった。バチバチと紫電をまとい付かせつつ、〈方はこ舟ぶね〉を目がけて超高速で推進する。

　数秒後、漆黒の球体は〈方舟〉の外壁に着弾した。そのままズブズブと、〈方舟〉の中心部を目指して突き進んでいく……。

「あの球体……〈方舟〉を喰くっているのか!?」

　そう、あの謎めいた球体は、〈方舟〉の各部を次々と吸引しているのだ。よほど壮そう絶ぜつな引力が働いているらしく、〈方舟〉はブロック単位に分解されながら、どんどん質量を減らしていく──。

『そうね。あたしも、いまいち理解できてないんだけど……重力系の、特殊魔導砲弾らしいわ。たとえ〈方舟〉級の大質量といえども、抗あらがうことはできないわよ。なんせ、惑星を一個、丸ごと食らうことだって可能なんだから』

「そ、それって大丈夫か？　この星にまで被害が及んだりは……？」

『大丈夫よ。〈方舟〉だけを吸い尽くしたら自滅するよう、セッティングされてるから』

　エーコの得意げな説明に、アッシュはホッと安あん堵どする。改めて、竜族の叡えい智ちに畏敬の念を覚えた。

　と、脳のう裏りに不気味な声が響いた。

『余が眠っている間に、竜族が……このような兵器を開発していようとは……』

　機械で合成されたような音声。インボルクだ──と、アッシュは気づいた。ここに来て、わざわざ念話を送ってきたのだ。

『つくづく、余と竜族は相性が悪いと見える。またしても聖竜皇家と冥竜王家が同盟し、余を打ち倒すとはな……だが、仕方あるまい。この結果を、余は甘んじて受容する』

　最後までインボルクらしく、無感情な口調だった。

『しかし、だ。たとえ余が消滅しても、衛星兵器《ステラ＝ネメシス》は稼動を続ける。魔獣は人類を喰らい続け、遠からず絶滅に追いこむであろう──』

　予言めいた言葉を最後に、インボルクの念話は途絶えた。

　途切れることなく崩ほう壊かいを続けている、〈方舟〉の本体──その圧倒的な光景を遠目に眺ながめつつ、アッシュは次の手を考える。そう、このまま〈方舟〉を完全に消滅させたとしても、まだ衛星兵器《ステラ＝ネメシス》は残っているのだ……。

「いや、俺はまだ諦めないぞ。届くかどうかはわからないけど、残弾をあの星に叩たたきこむって手もある！　エーコ、パーシヴァルの装弾数はわかるか？」

　自分の思いつきを試すべく、アッシュは早速、問いかけてみた。

『残念だけど、一発が限界よ！』

「そ、そうか……」

　なんといっても、一個の惑星を吞のみこめるほどの特殊弾だ。何発も撃てるほど、甘くはないということか。アッシュは思わず、奥歯を嚙かみしめた。

　そのときだった。

『兄さん！　異常事態です！』

　リンダの念話が飛んできたのだ。しかも、ただならぬ口調である。

『パーシヴァル本体が、再びエネルギーの充じゆう塡てんを始めているんです！　ですが、これは……パーシヴァル自身のエネルギーじゃありません！』

「どういうことだ!?」

『世界各地で戦っているドラゴンたちから……少しずつですけど、魔力が転送されているんです。今この瞬間も、続々と魔力が集まってきています！』

「世界中のドラゴンたちが!?」

　アッシュは思わず、涙ぐんでいた。ただでさえ、魔獣が暴れ狂っている状況なのだ。ドラゴンたちにとっても、今は少しでも魔力が必要なときだろうに──。

『あたしたちも負けてはいられないわね！　モルドレッド、あたしのたちの魔力もパーシヴァルに転送するわよ！』

　と、エーコが勇躍して叫ぶ。たちまち、その巨体が金色の光こう輝きに包まれた。文字通り、余力を振り絞っているのだ。

　続けざま、モルドレッドも雄お叫たけびをあげると、エーコと同じく全身を発光させた。

『すごいです！　エーコさんとモルドレッドさんが加勢してくれたおかげで、充塡率がさらに上がっていきます！　臨界まで、あと少し！』

　リンダが感嘆の思いを伝えてくる。

『あとは、ちゃんと届くかどうかね。この状況じゃ、いちいち計算している余裕がないんだけど──』

　と、エーコがやや慎重な姿勢を見せたが、もはやアッシュに迷いはない。

「大丈夫。届くかどうかじゃない。届かせるんだ！」

　と、アッシュの意気に感応したかのように、パーシヴァルが動き始めた。その場で回頭すると、照準を開始したのだ。

　と同時に、重厚な駆動音とともに、砲身が伸長されていく。さらには砲口の前方に、次々と魔法円が構築されていった。ついには、全部で十二の魔法円が縦一列に並ぶ。いわば加速装置といったところだろうか。

　今や照準の先には、衛星兵器《ステラ＝ネメシス》が浮かんでいる。

『魔導エネルギー充塡、完了しました！』

　ついに、リンダの念話がひときわ高く響いた。

　──届けぇええええええええっ！

　アッシュたちの想おもいを乗せて。

　今、パーシヴァルが壮そう絶ぜつな咆ほう哮こう──発射音を轟とどろかせた。

　すべての竜族が、微々たる魔力を提供することで完成した、最後の一発。

　そう、正真正銘、これが最後の一撃となる。

　解き放たれた光弾は、猛然と逆行する流星さながら、深紅の夜空を一直線に駆かけ上がっていく──。




　聖誕暦一三六六年。処女宮ヴアルゴの月、第十六日。

　──午前四時五十九分。

　人類に災厄をもたらした深紅の星は完全に消滅し、人類は静かな夜を取り戻した。この星で生きとし生けるものにとって、〝最も長い夜〟が、終わりを告げた瞬間であった。

　やがて、東の空がうっすらと白み、世界は普段通りの、平凡ながらも美しい夜明けを迎えようとしていた。





"Final Armageddon III～A.S.B.1366.09～" is closed.








エピローグ









　それから月日は流れ──聖誕暦一三六七年。双魚宮ピスケスの月、第一日。

　アンサリヴァン騎竜学院では、卒業式が執とり行われていた。

「今日という日を迎えることができたことを、心から嬉うれしく思います──」

　講堂では、シルヴィアが卒業生代表として、滔とう々とうと語り続けている。壇上のシルヴィアからは、穏やかな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　その表情は柔にゆう和わで、大人びた雰囲気だ。聖せい女じよのような落ち着きさえ感じられる。

　今のシルヴィアは十八歳。しかも来月には、十九歳の誕生日を迎えることになる。

　──姫様も変わったな。

　他の卒業生とともに、席に着いていたアッシュは、しみじみと実感した。

　アッシュは座学が苦手だったため、首席どころか次席にすら選ばれることはなく、生徒会長としては微妙な結果に終わったが、まあ、こんなものだろうと思う。

　なお、次席に選ばれたのはマックスだ。座学の成績はシルヴィアと互角だったが、実技面ではシルヴィアが一枚上手だったのだ。

　実は、シルヴィアは来月、騎士王パラデインの座を継つぐことが決定している。つい先日、オズワルドが引退を表明したのだ。後事は王女たちと家臣に任せ、楽隠居を決めこむつもりらしい。

　騎士王パラデインシルヴィアを中心に、ヴェロニカ第一王女は軍事、復活を遂とげたカサンドラ第二王女は芸術と外交、ミラベル第三王女は学問の分野を担当する。巷ちまたでは、ロートレアモン騎士国の黄金時代がやってくる──と、大いに期待が寄せられているそうだ。

　以前、ミラベルは王女の身分を返上し、アヴァロン聖竜皇騎士団に加わったのだが、結局、オズワルドが承しよう諾だくしなかったため、今も身分は第三王女のままである。

　なお、リンダにご執心だったオズワルドは、最近では元宮廷郵便士のオルエッタ・ブランにぞっこんらしい……と、評判である。

　実は凄すご腕うでの聖天竜騎士アーク・ドラグナーだったことが判明したオルエッタは、現在、ロートレアモン聖竜騎士団の団長を務つとめている。あくまでも期間限定という条件を付けており、いずれは宮廷郵便士に戻るつもりらしい。オズワルドの求愛からは逃げ回っているそうだ。

　また、元王子のジュリアスは、なんと騎竜学院の教官に就任した。同じく教官である妻アンジェラとともに、教官席から卒業式を見守っている。

　黒縁の眼鏡をかけ、口くち髭ひげをたくわえたジュリアスに、王子時代の面おも影かげはない。おかげで、ジュリアスが元王子だと気づいている者は、ごく一部に限られる。ジュリアスとアンジェラの間に産まれたエリザベスも元気いっぱいで、最近では絵本に夢中だという。

　──あの戦いが終わってからも、本当にいろいろなことがあったな……。

　アッシュは改めて、これまでの学院生活を振り返った。




　あの世界終末戦争のさなか、賢竜王インボルクに対抗すべく、無理やりに聖騎甲アークを強化させたアッシュとシルヴィアは、入院生活を余儀なくされた。

　シルヴィアは二ヵか月げつで退院できたが、アッシュのほうは五ヵ月もの期間を費やした。事前にエーコが警告したとおり、肉体への負荷は凄すさまじく、ほとんど寝たきり状態となってしまったのだ。

　入院中は、仲間たちが見舞いに来ては、あれこれと世話を焼いてくれた。特に、隣国からオスケイア女王を筆頭とする慰問団が訪れたときなどは、大騒さわぎとなったものだ。

　入院中、見舞い客が絶えることはなく、アッシュのもとには様々なニュースが飛びこんできた。

　衛星兵器《ステラ＝ネメシス》の影響で魔獣が変異した結果、世界は大混乱に陥り、犠牲も少なくはなかったという。それでも人々は絶望に駆かられることなく、復興活動を開始した。各国政府の連携が功を奏し、復興は順調に進んでいった──。




　あれから、国際状勢も大きく変化した。

　あの忌まわしき革命によって、一度は滅ほろぼされたゼファロス帝国は、〈デミウルゴス〉の傀かい儡らいでしかなかった政治家や役人を一掃したことで、見事に復活を遂げた。

　皇帝の座に就ついたのは、もちろんルクレツィアだ。まだ十代の少女ながら、自ら辣腕を振るい、着々と復興を進めている。家臣や国民からの信頼も厚いという。

　ゼファロス帝国といえば、どうしても剣けん吞のんなイメージが先行していたが、その面おも影かげは払拭された。かつては犬猿の仲だったシェブロン王国とも、つい最近、友好条約を締結したばかりである。

　驚くべきは、エスパーダで鹵ろ獲かくされた古代魔ま導どう艦かんエスカヴァロンが、無事に発見されたという事実だ。

　エスカヴァロンは、〈デミウルゴス〉の旗き艦かんであったレクス＝ゴライアスに収納されていたという。レクス＝ゴライアスは〈方はこ舟ぶね〉の近隣に停泊していて、〈方舟〉が離陸した際の衝撃で若干の損傷を被こうむっていたものの、ほとんど無事だったのだ。

　発見されたエスカヴァロンは、魔導エンジンこそ抜き取られていたが、アッシュたちの所持品は残されていた。

　その後、アッシュたちに返還されたエスカヴァロンは、現在、アスクレピオス博士の研究機関に預けてある。魔導エンジンの再組立、修理、各種点検作業……等々、再び運用できるようになるまでには、もうしばらく時間がかかるらしい。

　ちなみに、魔導結社〈デミウルゴス〉に加担した罪で幽ゆう閉へいされていた、元第六皇女のアンネゲルトは、今では宮廷メイドのひとりとして、労働に従事しているという。プライドの高いアンネゲルトにとっては、ある意味、処刑よりも重い罰となるだろう──。




　ラブロック商工都市連合では、新たな元首ドージエとして、ベアトリーチェ・スカルラッティが選出された。あの混乱のさなか、人心をまとめ上げた功績が高く評価されたのだ。しかも、あのヴィットーリアを専属秘書として採用したのである。新たな元首ドージエのもと、ラブロックも復興に向けて、着実に歩んでいる。

　そういえば──かろうじて命を拾ったフランチェスカ・マキャベリについても、言及しておくべきだろう。

　現在、マキャベリは刑務所で服役中だ。刑期は無期。とはいえ、その政治家としての能力は本物なので、ベアトリーチェは時折、お忍びで刑務所を訪れては、マキャベリの所見を聞くという。使える者なら、かつての敵でも積極的に活用する──ベアトリーチェの姿勢には、周囲も感服せざるを得なかった。

　なお、無事に取り戻した星具のうち、星冠サーン・アバスについては、無事に魔獣ムルシエラゴへと返還された。

　アッシュたちは、ムルシエラゴと交わした約束を果はたしたのである。




　聖都エスパーダでは、ラクエルが再び、教皇の座に就ついた。ラクエル自身は、己おのれの出しゆつ自じを理由に、ずっと悩んでいたそうだが、信徒たちの強い要望を受け、承しよう諾だくしたという。

　事実、聖都も魔獣の大群に蹂じゆう躙りんされ、多くの犠牲を出した。ラクエルの純真さこそを、信徒たちは求めたのだろう。

　ただしラクエルは、ただ単に返り咲いたわけではない。過去、教会が行ってきた数々の非道を白日のもとにさらしたのだ。そして、純粋にロサ・マリアの教えだけを信条とする、いわば「原始ロサ・マリア教」に回帰することを宣言したのだった。

　とはいえ、アッシュとリンダ、そして亡父がロサ・マリアの血族であることは、厳重に伏せられた。アッシュ自身が、ラクエルに要望書を送ったのである。

　大賢者アスクレピオスも、教皇ラクエルを全面的に支援している。最近では、「あと百年は生きてやるぞ」が口癖になっているそうだ。

　そうした流れの中、聖都では、ひとりの少女が注目を集めていた。

　アスクレピオスが開発した自動人形、ファナである。

　聖都が魔獣の襲撃を受けたとき、ファナは全武装を解禁し、魔獣の大群を駆く逐ちくした。命を救われた市民は、数百名に及ぶという。

　今や聖せい女じよのごとく崇あがめられ、ラクエルに次ぐ偶像アイドルとなったファナ。そんな彼女にご執心のレイモンは、日々、頭を抱えている。今後、レイモンがファナを射止めることができるかどうかは、努力次第といったところか……。




　一方、山さん岳がく地帯では新国家が誕生した。

　山岳国家タンタロスである。

　以前、同じ民族であるリラから、タンタロス族について厳しく問い詰められたことがあるアーニャは、思い悩んだ結果、モルドレッドを連つれて、いったん山に帰ったのである。

　下界で死んだと思われていた、元族長のアーニャが帰還したことで、タンタロスの民は大いに驚いた。その上、アーニャは冥竜王モルドレッドの主あるじとなっていたのだ。

　やがて、アーニャは各部族から注目されるようになり──最終的には、タンタロス国家の初代統領に就任することとなったのである。

　今では、アヴドーチャとリラもタンタロス国家に帰り、アーニャの側近として仕えている。モルドレッドに至いたっては、タンタロス国家の守護神のごとく、民から崇められているという。ただし、本人は相変わらず、「ちゃ～」と無む邪じや気きに微笑ほほえんでいるばかりだとか。




　そして、アッシュ自身は──アヴァロン聖竜皇騎士団の団長として、新たなスタートを切ることを決めている。

　もう学生の身分も終わりだ。学生という立場に甘えてはいられない。

　エーコ、レベッカ、ルッカ、ジェシカ、レイモン、マックスは、これからもアッシュと一緒に活動していくと決めている。ただし、ルッカは下級生なので、彼女自身が卒業するまでは、騎竜学院で勉学に励はげむことになる。

　シルヴィアやミラベルと別行動になってしまうのは残念だが、まさか騎士王パラデインをアヴァロン聖竜皇騎士団に入れるわけにもいかない。

　ミラベルにしても、これからは政務に忙殺されることになる。エスカヴァロンが発掘されて以来、整備面はすべてミラベルに委ねていたのだが、ミラベルの穴を埋めるには、何人もの整備士を雇わねばならないだろう。

　当然、先立つものが必要となる。整備士に限らず、団員すべての食費や活動費、そしてエスカヴァロンの維持費……それらすべてを、自分たちで稼がねばならない。

　だが、不思議と不安はない。皆で力を合わせたら、どうにでもなる──そんな確信が、アッシュにはあった。




　あの忌まわしき〈方はこ舟ぶね〉から救出された母たちは、幸いにも意識を取り戻し、無事にアルバ村へと帰還した。今では、普段通りの生活に戻っている。

　母は、つい先日まで喪服を着用し、亡きアルバーンを忍んでいたそうだ。そのことが心配だったが、ちょうど今、家族席から卒業式を見守っている母は、久しぶりに白地の礼服を着用し、その美貌は否応なく周囲の目を引いている。

　息子としては、あまり母に目立ってほしくはないのだが、母がようやく喪服を脱いだことに安心したのもまた、事実だった。




　ここで、アヴァロン聖竜皇騎士団に加わった、食客とでも呼ぶべき女性についても、触ふれておかねばならないだろう。

　その人物とは、ウルスラ・Ｌ・セルウィン。

　無事に〈方舟〉から生還した彼女は、まずはレベッカを、次にアッシュとエーコを打倒すべく、今も修行を続けている。その過程で、いつの間にかアッシュたちと行動を共にするようになっていた。

　まるでストーカーだが、ウルスラ自身は純粋に〝武の道〟を極めたいだけらしい。なんとも剣けん吞のんな存在ではあるが、「ウルスラのような人物は、手て許もとに置いておいたほうが安心だろう。また妙な組織に加盟でもされたら、面倒だからな」というレベッカの進言に、アッシュは納得させられたのだった。「いっそのこと、アッシュが〝女の歓よろこび〟を教えてやったらどうだ？　きっと彼女も変わるぜ！」というレイモンの進言については、あえて聞かぬ振りをしておいた。




　卒業式は、今も続いている。

「うにゅ……すぅ、すぅ……」

　ふと、横目で隣りん席せきを窺うかがうと、制服姿のエーコが船を漕こいでいた。

　本来、卒業生の相パ棒ルを務つとめるドラゴンたちは、式のラストを飾るパレードまで出番はないのだが、エーコだけは列席を許されたのだ。

　ナヴィーと融合を果はたした影響だろうか、少し大人っぽくなったエーコ。時折、とても大人びた表情を浮かべるので、ドキッとさせられることもあるが、容姿に関していえば、劇的に変わったわけではない。

　相変わらず二本の角つのはまん丸だし、体型もほとんど変わらない。

　だが、今のままのほうがエーコらしくていいなと、アッシュは心から思うのだった。




　閉式後、学院都市アンサリヴァンは、お祭り騒さわぎに包まれた。街には花吹雪と紙吹雪が舞い、金管楽器の高らかな演奏が鳴り響いている。

　春らしい陽気に包まれて、市内は大盛況であった。

　午後一時、卒業生たちによるパレードが始まった。ある意味、こちらのほうが卒業式の目玉といえる。

　今年の卒業式は、本当に異例だらけだ。

　シェブロン王国からは、今やすっかり女王の貫かん禄ろくを感じさせるオスカー。

　ゼファロス帝国からは、こちらも威い風ふう堂どう々どうたる女皇ルクレツィア。

　エスパーダ聖庁からは、教皇ラクエルと大賢者アスクレピオス。

　ラブロック商工都市連合からは、元首ドージエのベアトリーチェ。

　新興国のタンタロスからは、初代統領アーニャと、その相パ棒ルたるモルドレッド。

　ロートレアモン騎士国からは、引退を目前に控ひかえた騎士王パラデインオズワルドをはじめ、ヴェロニカ第一王女、カサンドラ第二王女、ミラベル第三王女が控えている。

　その上、卒業生の中には、第四王女にして、次期騎士王パラデインに即位するシルヴィアがいる。

　とある小国の学院で開催された卒業式のために、これほどの要人が集結するなど、前代未聞の椿ちん事じである。騎士国史上初……いや、人類史上初といっていいだろう。

　いつしか、パレードの行進は商店街に差しかかっていた。

「もうすぐアンサリヴァンともお別れなのね。パレードが終わったら、お世話になったクレープ屋さんで買い溜だめするわよ！」

「こんなときにも食い意地が張っているのだな……」

　力説するエーコに対し、半眼になって呆あきれるシルヴィア。

　そんな二人の脇で、アッシュは苦笑を漏もらす。

　アッシュとエーコは、今日もランスロットに相乗りさせてもらっていた。エーコが変身すると巨大すぎて、民家や商店を踏みつぶしかねないからだ。

　パレードの先頭を、ランスロットは堂々と行進していく。

　道端では、市民や商人たちが満面の笑みを浮かべて、卒業生を祝福している。

　今日で学院生活も終わりなんだな……と思うと、寂しい心地がした。

　そのとき、すぐ背後から声がかかった。

「ところでさ、アッシュ。お前、恋路のほうはどうするんだよ？」

　レイモンだった。この祝福ムードの中、そんなことを聞いてくるあたり、いかにもレイモンらしいと思う。

　案あんの定じよう、エーコとシルヴィアをはじめ、すぐ背後のジェシカまでが、ぴくっと耳を反応させた。

「ちょっと、アッシュ！　いい加減、ビシッと決意表明したらどうなのよ？」

「そうだぞ！　学業と生徒会活動、さらには復興活動に忙殺されていたせいで、恋愛どころではなかったが……これからは違う！」

「わたくしは第二夫人でも第三夫人でも構いませんから！」

　三人の視線が、肌に痛い。

「いや待て。君には清せい楚そで可か憐れんな〝アシュリー〟として生きる選択肢もあるのだぞ？」

　と、マックスまでが妙な主張を始めたが、これについては無視することにする。

「まあ、ここまで来たら、全員を受うけ容いれるって道もあるよなあ。というか、そうじゃないと女性陣が納得しないだろうさ！」

　余計な話題をもたらしたレイモンは、能天気に笑うばかり。

　さらには、パレードに参加していた卒業生のうち、女生徒たちが耳ざとく聞きつけて、一斉に黄色い声をあげた。どうやら、恋の話に興きよう味み津しん々しんらしい。

「おいおい、いつの間にか……大人気じゃないか、アッシュ。この調子なら、第百夫人まで娶めとるのも夢じゃないぞ！」

　レイモンは火に油を注ぐように叫ぶと、ニヤリとした。

「こらこら、なにをいって……」

「いいや、お前も少しは悩めばいいんだよ！　俺なんて、最近はファナさんとも会えてないんだぞ！　文通も滞とどこおってるし！　で、今日こそ会えるかと思っていたら、定期メンテナンス中につき欠席って……そんなのってないよ！」

「八つ当たりかよ!?」

　こうして卒業の日を迎えても、レイモンは相変わらずだった。

「……で、どうなのよ？」

　じろり、とエーコが睨にらんでくる。その強烈な眼まな差ざしときたら、まさしく怒れるドラゴンそのものだ。シルヴィアとジェシカも、食い入るようにアッシュを見つめている。

　さらには、背後を行進中の女生徒たちまでが──。

「いや、その……今は勘弁してくれっ！」

　アッシュは思わずランスロットから飛び降りると、脱だつ兎とのごとく駆かけだした。

「あっ、逃げた！　追うのよ、ランスロット！」

　すかさずエーコが叫ぶ。

「ちょっと待て！　こちらは徒歩なのに、聖竜マエストロに追わせるのか!?」

「当然よ！　ちゃんと返事を聞くまでは、地の果はてまで追い詰めるてやるわ！」

「こっ、こんな状況でいえるわけないだろ！　恥ずかしいって！」

　珍妙な騒さわぎを前に、見物客たちの間からドッと笑いが弾はじける。

「ふふっ。アッシュらしいというか、期待を裏切らない男だな」

「わたしも、追いかける」

　と、市中警備を担当していたレベッカとルッカまでが、この騒ぎを聞きつけて、アッシュを追いかける側へとついてしまった。先頭を駆けていたランスロットの両サイドに、クー・フリンとガウェインが並ぶ格好となる。

「──なんだか楽しそうじゃないか、アッシュ。僕も加わらせてもらうよ！」

　と、天空から涼しい声が降り注いだ。

　トリスタンに騎乗したオスカーだ。なんと、セレスとクリームヒルトを相乗りさせている。実は今夜、卒業記念のパーティーが開催される予定なのだが、クリームヒルトはそこで歌う予定なのだ。

　と、さらには、貴賓席に着いていたはずのヴェロニカ、カサンドラ、ミラベル、アーニャとモルドレッド、さらには教皇ラクエルまでが、怒ど濤とうのごとく追いかけてきた。

　もはやカオス状態だ。そんな事態を囃はやし立たてるように、楽団の陽気なファンファーレが高らかに響きわたる。お祭り騒さわぎは、今や最高潮に達たつしていた。




　ふと、アッシュは全力で駆かけながらも、空を仰いだ。

　雲ひとつない青空には、色とりどりの花吹雪と紙吹雪が舞い散って、太陽は眩まぶしく照り輝かがやいている。パレードを見守る人々に笑顔は絶えず、和気あいあいとした雰ふん囲い気きに満みちあふれている。

　そうだ、この日常を護まもるためにこそ、自分たちは闘ってきたのだと、アッシュは改めて実感した。

　そして、今度は自分の左腕から左手にかけて、目を留める。

　袖そで口ぐちから覗のぞく左手は、春の陽気にさらされていた。

　──左腕の〈星刻〉。

　かつては包帯でグルグル巻きにしてまで、隠かくそうとしていた。

　他の生徒たちとは、あまりにも異なる紋様だったから。

　当時のアッシュは、他人と違うことに不安を抱いだいていた。

　だが、もはや包帯は必要ない。

　今ではもう、この〈星刻〉を誇ほこらしく思う。

　エーコと自分をつなぐ、絆きずなの証あかしなのだから──。




　アッシュは走る。

　仲間たちも、笑顔でアッシュを追いかけてくる。

　今日で騎竜学院を巣立つ自分たちの前に、未来へと続く道は、どこまでも果はてしなく続いている。

　選択肢は無限大だ。立ち止まってなんか、いられない。

　新しい物語は、もう始まっている。





Final Episode "Inherit the Stars" is closed.














あとがき







　永きにわたる旅路も、ひとつの終着点を迎えました。

『星刻の竜騎士ドラグナー』の第二十巻にして完結巻、ここにお届けします。




　今夏、いざ執筆を開始したものの、書かねばならないことがあまりにも多すぎて、果はたして一冊に収まりきるのだろうか……という心配が、常につきまといました。とはいえ、二十巻で完結させると公言した以上、実行せねばなりません。

　ついに執筆を終えた頃、季節は秋に変わっていました。

　正直なところ、原稿を書き終えた時点では、完結したという感触をあまり得られなかったのですが、完成したカバー・イラストを拝見した瞬間、ようやく実感できました。単なる完結ではなく、明日へとつながっていくイメージが鮮烈に描写されていて、熱いものがこみ上げてきました。過去最高の表紙です。




　表紙といえば、アッシュが登場するのは初めてとなります。

　以前から「最終巻の表紙には、是ぜ非ひともアッシュを！」と考えていたのですが、ついに目標を達成できました。もちろん、エーコも一緒です。

　なんといっても、アッシュは主人公。一度も表紙に出ることなく完結してしまうのは、寂しいと思っていました。第一巻の頃と比べると、格段に逞たくましくなってくれましたね。とはいえ、まだまだ優柔不断な一面を覗のぞかせるところもあり、今後の成長に期待です。

　エピローグにて、新たな一歩を踏み出そうとしているアッシュたちの未来を、いろいろと想像していただけたら幸いです。




　最後に、謝辞を。

　まずは〆しめさばコハダ先生。アッシュやエーコたちのラフ・スケッチを拝見してから、もう五年以上が経たちましたね。カバーから口絵、挿絵、そして各種特典用に至いたるまで、どのイラストも愛いとおしいです。第一巻が発売されて以来、『星刻』シリーズを支えていただき、ありがとうございました。

　ＲＡＮ先生。漫画版の連載が始まって以来、最新話を拝読するたび、胸を躍らせていました。ＲＡＮ先生もまた、『星刻』シリーズを支えてくださったお一人です。このたび原作は一足先に完結を迎えましたが、今後ともよろしくお願いいたします。

　歴代の担当様をはじめ、お世話になった編集部の諸氏。第一巻以来、シリーズを通して装丁を手がけてくださった伸しん童どう舎しや様。全巻のゲラ刷りをチェックしていただいた校正担当様。出版に際してご尽力を賜った、すべての皆様。

　海外翻訳版の出版でお世話になっている皆様。特に昨年二月、台湾で開催されたイベントは、貴重な思い出となりました。

　ＴＶアニメとドラマＣＤの制作スタッフ様。熱演してくださったキャスト様。

　本作のイメージソング『Astral Flow』でお世話になりました、霜しも月つきはるか様と稲いな井いゆう様。大切な一曲となりました。

　そして、ここまでアッシュたちの活躍を見守ってくださった、読者の貴方へ。どれだけ感謝の言葉を並べても足りませんが、本当にありがとうございました。




　それでは、またどこかでお会いしましょう。





二〇一五年十一月吉日　瑞みず智ち士し記き
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